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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　おっさん焦る






　おっさんは一人、岩場をツルハシで掘り進む。

　最初は鉄鉱石といくつかの希少鉱石だけであったが、掘り進めるうちに様々な鉱石が出てきたことで、すっかり採掘に夢中になっていた。

　元より非常識なレベルの身体能力であるゼロスは疲れ知らずで、こうした肉体労働は実に相性が良いのだ。【限界突破】や【臨界突破】【極限突破】といった覚醒スキルは伊だ達てではない。

「うん、我ながら常識はずれな体力だ。覚醒スキルはソード・アンド・ソーサリス唯一のぶっ壊れスキルだねぇ」

　ＶＲＲＰＧ【ソード・アンド・ソーサリス】において覚醒スキルは、身体レベルの上限幅を引き上げるだけでなく、効果や各職業ジョブスキル効果を倍加させる。しかも三つの覚醒スキルが揃そろうと、相乗効果により一目で分かるほどのチートな効果となるのだ。

　しかし、この覚醒スキルの取得条件はプレイヤー一人一人で異なるらしい。ゼロスも検証したわけではなく、細かいことはまでは分からなかった。

『いつの間にか覚醒していたからなぁ～、取得条件が分からん。この世界にも存在するのか？　もし、このスキルが存在しているとしたら……。考えたくないな……』

　ゼロスの知識はゲーム内での設定が基準となっている。だが、それがこの異世界でどこまで通用するのかは、検証しなくては分からない。

　今分かることは、採掘作業も異常なまでに速くこなしてしまうため、重機いらずであることだけだ。それだけでも充分に非常識である。

「うぅ～む……どうも宝石の類たぐいが多いですねぇ～……。鉱石がわずかしか採掘できん。水晶もあるがどうするか……あっ、ルーセリスさんやジャーネさんにプレゼントでも作るか？」

　そして、おっさんは本来の目的をすっかり忘れていた。

「売れば一財産だが、やはり魔導具にした方がいいか。生活のために多少は残しておくとして、何を作ろうかねぇ……」

　この世界において魔石や宝石は希少である。魔石とは魔物の体液で魔力が結晶化したものだ。同じ魔石の属性魔法と結合しやすく、融合や圧縮することにより魔力量が増やせ、強力な魔法すら封じ込めることができる。だが、使用すれば魔石は次第に小さくなり、やがては消えてしまう。

　一般的に使用頻度の高い魔導具に向いていた。

　対して宝石の場合は込められる魔力に限界はあるもの、魔石のように魔力消費で消えることはなく利便性に優れていた。

　宝石自体が大きければ魔力の許容量もそれだけ大きくなり、より多くの魔力と強力な魔法を封じられる理屈になる。しかしながら魔力や魔法の封入に失敗すると、宝石自体の物質結合が崩壊し砂のように崩れ去ってしまう。そうなるとあとは絵の具にするくらいしか使い道がない。絵師にとっては嬉うれしいのだろうが、魔導士にとっては手痛い損失である。

　そのためか、宝石を魔法石に変える作業は護身用魔導具程度に限られていた。

「試しに製作して、魔法を使う人達の意見を聞いてみたいかな……。ツヴェイト君達にイリスさん、ルーセリスさんもそうか……。回復魔法強化アイテム……悪くはないな」












　気分は既に職人。この程度の魔導具なら簡単に作れるだろうと思っているらしいが、ここで自分が規格外であることが頭から抜け落ちている。

　おっさんにとっては簡単なものでも、この世界の人達から見れば破格の性能なのだ。そこから発生する影響にゼロスは無む頓とん着ちゃくであった。

「さて、もう一掘り……ん？」

　おっさんは現在マスクをつけている。その視覚に方位を示す矢印と、緊急事態を示す赤い光点が点滅を繰り返していた。

「……ヤベッ!?　すっかり暗殺者のこと忘れてたぁ!!　まずい、早く行かねば……」

　慌ててインベントリーから【ハーリー・サンダース十三世】を引き出し、前回の失敗を教訓に取り付けた始動キーを差し込む。

　魔力が伝達することで魔力式モーターが静かに唸うなりをあげる。スロットルを回すとホイールが急速に回転を始め、地面を削りながら一気に加速した。

　ラーマフの森を黒い物体が駆け抜ける。

　前方を塞ふさぐ植物型の魔物──【トレント】を粉砕しながら……。

　ハーリー・サンダース十三世は、障壁で車体を包み込んで森を一直線に突き進んでいく。餌を求めただけのトレントにとっては災難だった。

　おっさんのバイクが走り抜けた後、トレントだったものの木片だけが大量に残されるのだった。

　ちなみにトレントは魔ま法ほう杖じょうの貴重な素材であり、高値で売れる。

　だが、この状況でゼロスが回収などできるはずもなく、この後に他の学院生が拾い集め杖つえに加工されることになる。

　余ったそれ以外の木片は大量に職人へと売られ、学院生の臨時的な小遣いとなった。また、それを買った職人のほうは大量のトレント製の魔法杖を製作し、今度はそれを学院生が買い求めた。

　その結果、優秀な魔法媒体を持つ貴族の学院生と一般学生の差は縮まることになり、学院内で大きな成績順位の変動が起こるのだが、それは別の話だ。

　ゼロスは、知らない間に学院の教育問題に対し、一石を投じてしまっていた。








第一話　ツヴェイト、襲撃される






「……いつまで背中に乗ってんだ？」

「……ご飯のために、逃がすわけにはいかない……」

　背中に乗り掛かってきた少女に対し、ツヴェイトは『下りろ』と言うが、少女は頑なにしがみ付き下りようとはしない。

　押し潰つぶされ身動きができず、げんなりするツヴェイト。

　だが、少女が発した『逃がすわけにはいかない』という言葉を聞き漏らさなかった。

　どうやらこいつはサムトロールに雇われた刺客らしい。

「下りろよ。そこまで重いわけじゃねぇんだが……邪魔だ」

「……嫌。逃がすと、ご飯が食べられない……」

「腕に覚えがあるなら、ウチに来るか？　手て練だれなら相応の給料は出すぞ？」

「…………迷う。人殺しは、やりたくないし……」

　その口ぶりから、少女は人殺しをしたいわけではなく、単に生活がままならないから裏の仕事に手を染めているのだと判断したツヴェイト。

　だったら懐柔すれば何とかなると思ったのだが、世の中そんなに甘くはなかった。

「うちの子を誘惑しないでくれるかしら？　まったく、これだからイケメンは始末に負えないわ」

　──といった声とともに、派手な装飾品をこれでもかといわんばかりに身につけた黒いイブニングドレスの女が、ツヴェイトの目の前に現れた。

　いや、女だけではない。騎士鎧よろいを装備したツヴェイトと同年代の少年が、剣を引き抜き構えていた。

　首に取り付けられた首輪に、赤い【魔宝石】が塡はめ込まれており、彼が重犯罪者であることが見てとれた。

「誰だよ、アンタ……」

「知る必要はないでしょ？　これから死ぬ坊やに教えてあげるほど親切ではないわよ」

「なるほど……アンタが馬鹿に雇われた刺客か？　それとも、昔オヤジが徹底的に叩たたき潰つぶした組織の残党か？」

「だから、教えってあげるわけがないでしょ？　万が一にでもしくじったら、私が怒られるもの。そんな失敗はしないけど」

　粘り着くような甘ったるい声だった。たまにスティーラの街で声を掛けてくる娼しょう婦ふのような声に、ツヴェイトは生理的な不快感しか感じとれない。

　言動から殺し屋なのは分かったので、わずかに得られた情報をもとに、思いつきのブラフを仕掛け様子を窺うかがうことにする。

「フン……もし、両方だとしたらお前ら、こんなところにいてもいいのか？」

「……それ、どういう意味かしら？　この状況でその余裕が気に入らないんだけど……」

「別に……。考えてもみろよ、オヤジは既にお前等が動くことを予見していた。つまり、お前等の動きは筒抜けだと思っていいんじゃないか？」

「だからなに？　坊やの父親がいくら優秀でも、私達を止めることはできないわよ」

「あまり頭は良くねぇな。それは組織が残っていればの話だろ？　今ごろ潰されてんじゃねぇか？　あのオヤジならやりかねん」

「…………」

　シャランラは内心、焦りを覚えた。

　標的であるツヴェイトの言葉が正しければ、ここでツヴェイトを殺したとしても、組織そのものが消滅していることもあり得る。現にコッコという得体の知れない生物を護衛につけているのだ。

　情報が既に洩もれていると思っても間違いではない。

　しかもツヴェイトは平然とした態度で語り、そこに焦りというものがない。

『今のうちに、コイツを使っておくか……』

　シャランラの思考が迷いの中にある隙すきに、ツヴェイトはゼロスから与えられた魔導具であるアミュレットをこっそりと起動させた。

　獲物を前に会話を弾ませている時点で素人だと理解し、付け入る隙が必ずできると判断したのだが、その予測が正しかったことに、ツヴェイトは内心でほっと胸をなで下ろす。

「普段から何考えているかは分からねぇオヤジだが、敵には容赦がないからな。ある程度お前等のアジトの場所を把握していたとしても、別に不思議とは思わん」

　そして、切り札の一つを使用したことが気付かれないよう注意しつつ、このまま会話を続ける。

　助けが来る時間稼ぎの意味もあるが、できるだけ情報を引き出す方向に切り替えたのだ。

「坊やの父親は、それほど優秀なのかしら？　証拠もない以上、信しん憑ぴょう性せいに欠けるわよ？」

「まぁな。だが、息子の俺が言うのも何だが……オヤジは化け物だぜ？　俺をダシに組織を一つ潰すくらいのことは平気でやらかすさ」

「マジで!?　じゃぁ、これで俺は自由の身か？」

「自由？　お前、隷属の首輪付けているってことは、犯罪奴隷だろ？　いったい何をやらかしたんだよ」

　首輪を確認したツヴェイトは何気なしに聞いたのだが、その奴隷ラインハルトは視線を思いっきり逸そらした。そこへすかさず、背中の桃色忍者が会話に割り込んでくる。

「……奴隷ハーレム、失敗」

「ああ、そういうことか。つまり、合法奴隷に無理やり手を出して通報されたと……。馬鹿か？　人権が剝はく奪だつされてんのは重犯罪奴隷だけだぞ？」

「知らなかったんだよぉおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「馬鹿よねぇ……国には法があるんだから、まずはそこを理解する必要があるのに、いきなり奴隷を購入して手を出したらこのザマ」

「その結果、自分が犯罪奴隷として買われてんのかよ。同情できねぇ……」

「男なら、誰しもハーレムを夢みるもんだろぉ!?」

「いや……本気で惚ほれた女が一人いればいい。複数の女がいたら厄介だ……オヤジがそうだし」

「お前、それでも男かぁああああああああああああああああああっ!!」

　ラインハルト十三世、魂の慟どう哭こく。だが、国がある以上は法があり、その法は守られるために存在している。そこを無視したのだから自業自得である。

「第一、合法奴隷商人は、言わば仕事の斡あっ旋せん組織。国から厳しい査定を受けて認可が下り、奴隷となった者達を人手の少ない業種に売るのが仕事だ。奴隷は借金を返却できれば自由になれるし、その職場で働き続けることもできる。こんなの一般常識だろ」

「早い話が職業案内所ね。ブラックな職場だったらどうするのかしら？」

「奴隷になった者達は各領地の名簿に登録される。その領地からは出ることができねぇし、借金返済の義務があるから、他の領地に行くときも許可書を発行してもらわなければならん。奴隷を買った者達も、人権を守らなければならない義務が生じる。一生奴隷としてこき使うことなんてできねぇ。そんな真似をすれば犯罪奴隷に落ちるぞ？　主人を訴えることもできるからな」

「なんで奴隷に対しての法律が厳しいんだよぉ、おかしいだろ!!」

「逆ギレか？　奴隷とはいえ民だからな、人権は守るさ。犯罪経歴がなければ一般の民と何も変わらん。他の国ではどうだか知らんが、な」

　奴隷として売られる者達にも事情がある。大抵は仕事がなく別の職を探す者や、生活が困窮し仕方なしに奴隷になる者が多い。奴隷商はそういった人達にとって、一種の駆け込み寺的な位置づけであり、奴隷だからといって別段人権が侵されることもないのだ。

　言うなれば、自身を担保に金を借りるようなものだ。その借金を返済するためにしばらくは無償で働き、奴隷を購入した者達は、彼等の衣食住を全て賄わなければならない義務が生じる。

「お前、奴隷達が好きで自分達を売るような真似をすると思うのか？　大抵が訳ありなんだぞ？」

「しかし奴隷だぞ？　普通は主人に尽くすだろ！　キスを迫っただけで訴えるか？」

「好意のない相手に『くちづけをしろ』と言われて、お前はできるのか？　たとえば、お前を買った主人が肥満体のどぎつい化粧をした熟女だったら？　夜の相手をしろと言われてできるのか？」

「……無理、そんなことになれば俺は逃げ出す」

「お前が訴えられた理由がそれだよ。やりたくもないことを強要したせいで訴えられた。他人が嫌がることを強要したくせに、自分がやられるのは嫌だなんていうのは筋が通らんだろ」

　何も言い返すことができず、へこむラインハルト。

　未練がましく『ファンタジー世界なのに、なんでこんに法律が厳しいんだよ……地球と変わらねぇ』なんて言っている。要するにセクハラとパワハラで訴えられただけである。

「しかし、犯罪組織に売られるとはな……。お前、一生自由になんてなれねぇぞ？」

「何でだよ！　お前の言っていることが正しければ、いざとなれば俺も今の主人を訴えることができるだろ！」

「いや……お前が正式に国公認の奴隷商から売られたとしたら、犯罪組織に売られたというのが問題だ。そもそも、合法奴隷、犯罪奴隷問わず、奴隷を売買する場合は身分証の提示が決められているんだが、各領地の奴隷商人は自分達の名や家族構成を登録された特殊な身分証を持たされているんだ。だから、裏組織なんかに奴隷を売ったら足がついちまう」

「だから、なんなんだよ」

「つまり書類の改かい竄ざんとかがない限り、裏組織に売られたりするはずがねぇんだよ。それに、お前がどれほどの手て練だれかは知らねぇけどよ、使い勝手のいい駒を主人が捨てるわけねぇだろ？」

「じゃぁ……俺は？」

「犯罪者として登録されている以上、罪を犯した時点で人権はないからな。裏に廻まわしても問題はないと横流しされたんだろ。よくいるんだよなぁ～、犯罪奴隷を使い捨てに使う連中」

　使える手札である以上、犯罪組織がこの男を自由にするわけがない。死ぬまでこき使い、死んだらそのまま放置すれば問題ないのだから。

　ラインハルトが欲しがっていた奴隷。不覚ながら、その立場に自分自身が身を落としたことになる。

「その隷属の首輪、【魔宝石】の色からして重犯罪者用のヤツだぞ？　普通はセクハラ程度でそんなものが使われるはずがないんだが、お前……他になにをした？」

「俺を捕まえに来た衛兵を返り討ちにした……。強盗かと思ったら、国の役人だったんだよ……」

「セクハラの上に、衛兵に暴行したんじゃ仕方ねぇだろ……。完全に自業自得じゃねぇか」

「誰も殺してないのに、ちくしょう……」

　膝を抱えて蹲うずくまってしまった。

「馬鹿な坊やのことはどうでもいいのよ。悪いけど、やっぱり君には死んでもらうわね」

「そうなるよな……。オヤジが組織そのものを潰したところで、お前等自体は犯罪者だからな。俺に顔を見られた時点で始末をつけるのは当たり前か……」

「理解が早くて助かるわぁ～、そこの坊やは馬鹿だし。ところで……名無しちゃん？」

「……？」

　急に名前を呼ばれ、ツヴェイトの背中にしがみ付いていた少女は不思議そうに首を傾かしげる。

「あなた、背中にいるのだから、そのままトドメを刺すことができるんじゃない？」

「……無理、体重が軽いから、押さえていないと逃げられる」

「普通、手てっ甲こうや懐の辺りに武器を仕込んでいるものじゃないの？　忍者なんでしょ？」

「……懐にしまっていたら、転んだら危ない。うっかり刺さったら危険」

「忍者よね？　そこかしこに武器を隠し持っているのが普通じゃないの？」

「それは偏見……忍者は逃げるときしか暗器は使わない。数も少ない……おばさん、勉強不足」

　忍者はそもそも諜ちょう報ほう員である。主な役割は情報収集で、戦闘や後方攪かく乱らんなどの仕事は、有事の際やむを得ない事態が発生したときにのみ行う。

　派手な斬り合いは避け、あくまでも隠密行動を優先。機動力を重視しているため、手裏剣などの装備も少ししか所持していないのだ。

「おば……ゴホン。忍者って、暗殺専門なのよね？」

「違う……スパイ。おばさんが言っているのは忍しのびの者でなくＮＩＮＪＹＡ」

「（また、おばさん……）ど、どこが違うのよ」

「情報収集が専門……。必殺は、別の仕事の人……」

「「…………」」

　よく勘違いされている忍者のイメージ。日本人ですら、裏で汚い仕事を請け負う影の集団だと思いがちだが、そもそも忍者は各地に散らばって情報を得ることで雇い主から報酬を得て、一族のために金稼ぎをする集団である。実際は農民と変わりない。

「仕方がないわね……そのまま押さえていなさい。直すぐに終わらせるから……ねっ！」

　そう言ってシャランラがいきなり投げつけたナイフ。しかし、そのナイフは途中で何かに弾はじかれ地に落ちた。

　ツヴェイトも一瞬焦ったが、ゼロス謹製のアミュレットが効力を発揮したのだと安あん堵どの息を吐く。これで当面は自分の身の安全が保障されたが、油断はできない状況でもある。

「なっ!?　魔導具……自動防御型なんて、良いものを持ってるじゃない……」

「貰もらい物だがな。攻撃は殆ほとんど弾かれるぜ？　製作者が並じゃねぇから」

「チッ……厄介な道具ね。でも、魔力が尽きれば……」

「それはどうだろうな？　製作者が並じゃねぇて言ったろ？　効力がどれだけもつかは知らんが、長時間に対応しているそうだ」

「何か……他にもありそうね。その余裕が気に入らないわ」

「ご名答。そう遠くないうちに、お前等は全滅する。既に合図は送った……最強の護衛が来てくれるさ。結界を展開したようだが、簡単にブチ破るだろうなぁ………」

　内心で舌打ちするシャランラ。

　彼女が使用したのは【隔絶の領域】と呼ばれる魔導具で、一度展開すれば効果時間が切れるまで結界内から出ることはできない。また、旧時代の発掘魔導具なので再購入は不可能に近い。

　ツヴェイトを孤立させるつもりが、同時に自分達も閉じ込められた形になる。ツヴェイトの魔導具がどれだけの時間、効果を発揮するかは分からないが、この状況では殺すことも困難なので長期戦は避けられず、更に援軍が来れば結界の周囲は固められかねない。しかも自分が使用した魔導具の効力が切れるまで、結界の外に出ることはできない。

　この時点で既に、計画に大きな誤算が生じていた。

「いつまで落ち込んでるのよ！　手伝いなさい」

「だってよぉ～、シャランラの姐あねさん……。こいつを殺しても自由になれないんだぞ？　殺しなんてしたくはねぇけど、仕方がないと割り切ってたんだよ。けどよぉ～、俺……自由になれないんだぜ？　ハハハ……やる気なんて起きねぇ……」

「たく……私がダーリンに口添えしてあげるわよ！　だから手伝いなさい!!」

「ホントに信じていいのか？　口だけの約束じゃねぇのか？　殺しだけやらせて、後は知らん顔……あり得る」

『余計な知恵を吹き込まれたわね……。手駒のくせに生意気な……仕方がない。私だけで何とかこいつを……』

　シャランラが短剣を引き抜き、ツヴェイトに斬りつけた。

　──キィィィィン!!

　が、甲高い音とともに弾かれ、攻撃を通すことができない。

　何度か攻撃を繰り返したが全て弾かれた。

　その状況に、この魔導具が想像以上に厄介なことに気付いたシャランラ。全包囲の球状型結界、しかも攻撃箇所の障壁の強度がピンポイントで変わる。

　よく見ると周囲から魔力を集めており、長時間の運用を想定した魔導具であることが分かる。これなら簡単に魔力切れは起こさないだろう。

　つまり、シャランラが使用した【隔絶の領域】と同タイプ。異なるのは設置型か装備型、広範囲か一定領域かの違いだけである。

「大人しく殺されてくれればいいのに……本当に厄介ね。計画通りにいかないじゃない！」

「んなの、俺が知るわけねぇだろ。犯罪者の都合なんてどうでもいいことだからな」

「……同感。一方的な理屈で人を殺すのは、そもそもおかしい……。美学がない」

「名無しちゃん、どっちの味方よ！」

　憤慨するシャランラ。だが、桃色忍者少女はマイペースだった。

「義に準ずるのが忍び……」

「……難しい言葉を知っているな？　見た目通りの歳には思えん」

「……惚れたら、火傷やけどするよ？」

「………色んな意味でな。別方向の危ない橋を渡る気はねぇぞ？」

「別方向……エッチ」

「なんでだよ……」

　命を狙われているはずなのに、なぜかほんわかとした空気が流れる。

　本来なら殺伐とした殺し合いの現場になるはずなのに、かなりグダグダだった。

　まぁ、ツヴェイトにとっては時間を稼げればいいだけなので、この状況はありがたい。

「……俺、やっぱお前を殺すわ……」

「なんでだよ。俺を殺したところでお前の立場は変わらんぞ？」

「俺の目の前で、なに女の子を口説いてんだよ！　しかもロリだとぉ!?　羨うらやましいじゃねぇか、コンチクショ──────ッ!!」

　逆恨み的なラインハルトの嫉しっ妬とであった。

「……お前、頭は大丈夫か？　子供に手を出すなんざ変質者と同じだろ。確かに歳の差がかなりある婚姻をする貴族もいるが、大抵は政略結婚だし、何より年頃になるまでは手を出さん。例外もいるけどな……」

「俺は……ロリに手を出したい!!」

「断言しやがった………。マジモンの変質者だったか。奴隷落ちした理由が分かったわ……。欲望に忠実過ぎる」

「ありがとう。褒め言葉として受け取っておこう」

「褒めてねぇ!!」

　ラインハルトはマジで駄目な奴だった。あまりのアホらしさに視線をシャランラに移す。無言だが、ツヴェイトの目には呆あきれの色が宿っている。

「そ、そんな目で見ないでよ。……私だって、ここまで馬鹿だとは思ってなかったわ！」

「だが、仲間なんだろ？　どうにかしろよ……」

「数日前に紹介された子のことなんて、どうしようもないわよ。保護者じゃないんだから！」

「俺を……痛い奴みたいに言うなぁ────────っ!!」

「「いや、充分に痛い奴だから……」」

　その言葉に逆上したラインハルトが剣を引き抜くと、ツヴェイトを追いかけ回す。

　一方のツヴェイトも既に起き上がっており、忍者少女を背負いながら必死に逃げ廻っている。

　シャランラにとっては面倒この上ない状況なのだが、迂う闊かつにツヴェイトに襲い掛かればラインハルトの斬撃の巻き添えになりそうで手が出せない。

　感情的になった馬鹿は始末が悪かった。

　グダグダな襲撃は、別の方向でより面倒な状況になっていく。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　ウーケイ達は困っていた。

　護衛対象であるツヴェイトは結界の先におり、周囲を障壁が囲んでいるので中に入ることができない。強そうな獲物が直ぐ傍そばにいるのに、結界のせいで何もできずに木の上から見ているだけなのが歯がゆい。今直ぐにでも参戦し、思う存分戦いたかった。

「コケ……（どうする？　このままでは師父がお怒りになるだろう……）」

「コケコケ（何とか中に入れぬだろうか。周囲にいる奴等は弱いから問題ないが……）」

「コッ、コケェー（まずは冷静に観察することだ。どこかに穴があるかもしれん）」

　三羽のニワトリ達は目を皿のようにして周囲を観察する。

　焦れば大事なことを見逃しかねず、戦いたい衝動を必死に抑え障壁を観察し続けた。

　すると、一羽の山やま鳩ばとが結界から抜け出してきたのを目撃する。

「コッ、ケェ（見たか？　今のを……）」

「コケ、コケッコ（うむ、どうやら上空には壁がないようだ）」

「コケコケコケ（ならば、上から行くのが手だと思うが、我等ではあの高さまで飛べん）」

　三羽のニワトリ達は飛ぶことはできるのもの、あくまで低空だけである。身体の構造上、どうしても空を飛ぶには体が重く、風を捉えて上空に飛び立つにはいささか大き過ぎた。

　無論同じ大きさでも飛べる鳥はいるが、コッコ達の翼は高高度を飛ぶには適さない。

「コケッコ（ならば、高い木の上から侵入するしかあるまい）」

「コッ、コケ（うむ、拙者達も滑空程度ならできる）」

「コケケ（風に流されないか問題だが、やるしかあるまい）」

　頷うなずく三羽達は、一ひと際きわ高い樹木を探して移動を開始した。

　ただ、強い相手と戦いたいがために……。
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「早く……早く野営地に行くんだっ!!　でないとツヴェイトが……」

「そうは言うがよ、こうも魔物が多くては先に進めん……」

「厄介なものを使いやがって……。サムトロールの野郎、ぶっ殺してやる……」

　救援を求めるべく野営地に向かっていたディーオ達だったが、途中で魔物の群れに襲われ戦闘中であった。

　襲撃については事前に聞かされていたが、まさか分断されるとは思っていなかった。しかも救援を呼ぶにしても【邪香水】で呼ばれた魔物に遮られ、撤退が思うように進まない。

「まさか、サムトロールが撤退するルートに邪香水を!?」

「今のあいつは落ち目だからあり得るな……。俺達のピンチを自らが救って支持率を回復、なんてヘボイ筋書きでも考えたんだろう」

「馬鹿だからな。お手軽に自分の支持率を上げようとして、こんな暴挙に出たのかもなぁ」

「アイツならやるな。馬鹿だし……」

　サムトロールの性格を知っているウィースラー派の学院生達は、冷静に状況を分析し予測する。その結果、今の状況がサムトロールによる自作自演であるという答えを導き出した。

「お前等、喋しゃべってないで手伝え！　俺達二人じゃ長くはもたんぞ！」

「傭よう兵へいやめようかなぁ……。こんなの割に合わねぇよ……」

　護衛の傭兵二人は必死に魔物を倒しているが、次第に数が増えてきている。

　このままではいずれ力尽き、魔物の餌になるのも時間の問題であろう。学院生の魔法もせいぜい中級が使えるかどうかのレベルであり、魔力の消費も激しいことから迂闊に使うわけにはいかない。

　そんな焦る彼等を嘲あざ笑わらうかのように、魔物の数はますます増えていく。

「ここまでか……なら、力ずくで退路を開き逃げるしかない。みんな、一斉に魔法を使うよ」

「仕方ねぇ……。できれば温存したかったんだがな」

　なりふり構ってはいられないディーオ達。救援を要請するためには目の前の魔物の群れをどうにかしなくてはならない以上、選択肢は残されていなかった。

　ディーオは杖に魔力を込め、魔物に向けて魔法を放とうとする。

　───ドォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　が、前方に群れ成していた魔物の集団が、強力な魔法によって吹き飛ばされた。

「大漁、大漁♪　素材を売れば、しばらくは生活が安泰だね」

「イリス……いくらアタシでも、これほどの魔物は解体できないぞ？」

「魔石だけでもいいんじゃない？　売ればそれなりのお金になるよね？」

「解体している時間がないんだが……。これだけ魔物がいたら時間が足りない」

　攻撃していたのは、セレスティーナ達の護衛をしていたイリスとジャーネであった。

　援軍が来たのは嬉うれしいが、イリスが使った範囲魔法の威力の高さに絶句するディーオ達。

「イリスさん、先に行かないでください。魔物の数が多いんですよ？」

「大丈夫、大丈夫♪　この森の魔物、弱いから私でも一撃で倒せるよ？　セレスティーナちゃんも簡単に撲殺できるでしょ？」

「撲殺って言わないでください！　私が好んで鈍器を振り廻しているみたいじゃないですかぁ～」

「違うの？　魔導士は普通、前衛に出ないよね？　メイスを使う人もあまり見かけないよ？」

　窮地を救ってくれたのがセレスティーナであることを知り、彼女に思いを寄せていたディーオは、心に熱いものが滾たぎるのを感じた。

　まぁ、実際に助けたのはイリスなのだが……。

「セレスティーナさん……俺達を救うために……」

　恋は盲目である。彼はセレスティーナ以外目に入っていなかった。

「どうでもいいですが、また他の群れが来ましたわよ？　どうするおつもり？」

　キャロスティーが指さした方向から、多くの魔物がこちらに急速接近していた。この場にいれば、魔物同士の乱戦に巻き込まれかねない。

　だが、イリスは少し思案すると、両手を『ポン』と叩く。

「よし、面倒だからまとめて吹き飛ばしちゃおう♪　【エクスプロード】」

「「「「えっ!?」」」」

　──チュドォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　ラーマフの森で強力な魔法が炸さく裂れつし、森ごと魔物が消し飛ばされることとなった。

　その後、森林火災になりかけたのを必死で防ぐイリスの姿があったが、自業自得である。

　彼女は、次第におっさんに感化され始めていることに気付いていない。
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「「「「……………………」」」」

　強力な魔法の炸裂を遠くから見ていたサムトロール達は、言葉を無くしていた。

　ディーオ達が予想した通り、彼等は自作自演の救出劇を演出しようと策を講じていたのだが、ここにきていくつもの誤算が生じていたのだ。

　まず、邪香水を使い過ぎて魔物が増え過ぎてしまったことだ。魔物など簡単に倒せるだろうと高をくくっていた彼等は、群れを成す魔物の数に恐れをなしてしまった。

　次なる誤算がイリスの存在である。何とかディーオ達を救出しようと作戦を考えていた矢先に、横からあっさりと手柄をかすめ取られたのだ。

　そして、極めつけが【エクスプロード】である。

　この魔法は四大公爵家の秘宝魔法を除けば、一般的に上位戦略魔法として扱われ、魔導士の奥義と言われるほどのもの。まさか小娘の魔導士が使うなどとは思ってもいなかった。

　しかも、ディーオ達の元に来るまで多くの魔物を葬り、それだけの魔法を行使しておきながら魔力切れすら起こしていないのだ。これで絶句するなというのは無理な話だろう。

　まぁ実際のところは、マナ・ポーションで魔力をチャージしながらここまで来ているのだが、彼等にそんなことが分かるはずもない。

「……何なのだ、この小娘は……。なぜ、あれほどの魔法が使える」

「知らないわよ……何にしても、私達の出番がないことは確かね」

「あぁ……どう考えても宮廷魔導士レベルだ。【煉れん獄ごくの魔導士】の弟子なんじゃねぇか？」

「あり得るな……。しかもアレ……【エクスプロード】だろ？　明らかに格上の魔導士だぞ？　あんなのが配下にいるのだとしたら、俺達ヤバくねぇか？」

　ことごとく予定が覆され、サムトロールは怒りに顔を染める。

「ふざけるな!!　クソッ！　ソリステア公爵めぇ……あんな手札を送り込んでくるとは、忌いま々いましい」

「ここは撤退した方がいいな。もう、何をやっても無駄だろ」

「そうね、帰った方がいいかも……。この分だと向こうも失敗する可能性が高いし……」

　予想を遥はるかに超えた状況を目の当たりにし、血統主義派の彼等の中に動揺が生まれた。

　無論ここにいる者達全てが血統主義というわけではない。中にはブレマイトの魔法で洗脳された者達も多くいる。洗脳魔法は精神に大きな衝撃を受けることで解けやすく、洗脳されていた面々はイリスのエクスプロードを見たことで精神に大きな揺らぎを受けることになった。

　結果、彼等の洗脳は弱まり勝手に帰る準備を始めてしまう。

　ブレマイトがいれば洗脳魔法を掛け直すことで強化できたのだが、ここに彼がいない以上、洗脳下にあった学院生達の行動を止める術すべはない。

「待て！　なにを勝手な……」

「うるせぇ！　お前を信じてみればこの結果だ。やはりツヴェイトの方が正しかった」

「ねぇ、アンタ……。まさかとは思うけど、私達を洗脳なんかしてないわよね？　記憶に少し……違うわね、もの凄すごく違和感があるんだけど、どうなの？」

「まったくだ……今思うと、色々おかしな点があるんだよなぁ～」

　掛けられた魔法の効果が大きいほど、その魔法が解かれたときの反動も大きい。

　彼等はいまだに洗脳魔法の影響下にあったが、サムトロールに反抗できる程度には自己意識を取り戻し始めており、明らかに敵対意識すら見せる者もいた。

　サムトロールが完全に孤立するのも時間の問題であろう。

「……チッ……ツヴェイトめ、この屈辱は必ず晴らしてやる……」

　自分が悪いとすら思っていないサムトロールは、逆恨みを更にこじらせることとなった。








第二話　おっさん、急行中






　ツヴェイトに斬撃を加え続けるシャランラとラインハルト。

　だが、その殆ほとんどが障壁に弾はじかれ、いまだに殺すことができないでいた。

　魔導具の効果に舌打ちするが、ここで引き下がることもできない立場である。ツヴェイトには顔を見られており、指名手配でもされればこの国で生きていくことなどできない。

　何しろ公爵家の御曹司に手を出したのだ、捕らえられれば確実に死刑だろう。

　それゆえに今この場で殺してしまわねばならなかった。

「いい加減に死んでくれないかしら？　私も帰りたいんだけど……」

「帰ればいいだろ？　まぁ、帰る場所が残っているといいがな！」

「死ねっ、リア充!!　【ブレイブ・ザッパー】」

　───ギィィィィィィィン!!

　魔力を込めた斬撃が障壁に弾かれ、ラインハルトは吹き飛ばされた。カウンターで相手の攻撃を弾き返す効果もあるようである。

「クソッ！　どんな魔導具だよ……俺の斬撃を弾き返しやがった。イテテ……」

「迂う闊かつに攻められないわね。下手に強力な攻撃を仕掛ければ、その威力が私達にそのまま返ってくるし。まさか、衝撃反射の効果もあるなんて……」

「ん……厄介」

「名無しちゃん……あなた、その坊やの背中にくっついてるだけよね？」

「……これは、これで楽しい」

「「…………」」

　名無しちゃんは遊んでいた。しかも暗殺の手伝いを一切していない。

　今もツヴェイトの背にへばりつき、振り回される状況を楽しんでいる。無表情の顔が心なしか紅あかく、何が興奮するほど楽しいのか少し気になるところだ。

「人の背中で遊ばないでくれねぇか？　いい加減に下りてほしいんだが……」

「……やだ」

「やだって……俺が疲れるんだが」

「……重くないって言った」

「確かにそこまで重くないとは言ったけどよぉ、たまに首が締まるんだよ……。手てっ甲こうが喉に食い込んでいるんだが、何とかならんか？」

「……そんなこと言って、実は喜んでる？　少女に抱きつかれて、どっきどき？」

「俺はロリコンじゃねぇ!!」

「……羨うらやましい。俺も一度でいいから、『お兄ちゃん、大好き♡』って抱きつかれたい!!」

「アホね……。子供なんてウザイだけじゃない。お金の方がよっぽどいいわ」

「「結婚できない女だ……。金食い虫の守銭奴……間違いない、ビッチだ！」」

「誰がビッチよ!!」

　あえて口にしない男二人。暗黙の了解がそこにあった。

　それは別として子供は無邪気というが、何を考えているか分からない名無しちゃんはある意味で怖い存在となっている。攻撃自体はアミュレットが障壁を展開していることで防げるが、さすがに斬りかかる刺客が目に映ると自然と体が防御態勢を取ろうとする。

　その結果、少女の腕が慣性と自重で喉に食い込むので息苦しくなってしまうというわけだ。

「そのまま首を絞めればいいんじゃない？」

「……若い身空で少女Ａになれと言うおばさん……鬼畜」

「誰が鬼畜よ、失礼ね!!」

「………おばさん。鬼畜が駄目なら……外道」

「おばさん言うな、私はまだ若いわよ!!　それと誰が外道よ!!」

「……人殺しはみんな外道。知らないの？」

「…………」

　合っているだけに何も言えない。

　人殺しは外道の行為そのものである。こんな理屈は子供でも分かる。

「しかし、このまま何もしないでいるのも腹が立つな。……やられっぱなしは性に合わねぇし」

「なんなら、攻撃してくれてもいいわよ？　どうせ当たらないだろうけどね」

「いいのかよ。下手すりゃ死ぬぜ？」

「ハッ！　リア充の低レベルが俺等を殺せるとでもいうのか？　リア充は死ねばいいんだ……」

「いや、俺はリア充じゃねぇぞ？　女にモテるのは弟の方だし……畜生……」

「「………………」」

　二人の沈黙が長いこと続く。

「「同志!!」」

　そして突然に固い握手を交わした。

　二人のモテない男達の間に、何やら奇妙な友情が芽生えた瞬間だった。

「その坊やがモテないはずがないでしょ。公爵家の御曹司よ？　引く手数多あまたじゃない。時間稼ぎだって見え見えじゃないの、馬鹿ねぇ……」

「ハッ!?　そういえば……」

「モテモテだぁ～？　正気か？　公爵家に近付く女なんて、大抵は権力と金が目当てじゃねぇか！　家督乗っ取りのために平気で夫の毒殺を狙うような、アンタと同類のクズ女なんか願い下げだぁ！」

「どういう意味よ!?　人を勝手に悪女扱いして、適当なことを言ってんじゃないわよ!!　女に対して失礼じゃない!?」

　ツヴェイト、魂からの真っ向否定。貴族の婚活事情は色々と複雑なのである。

「俺は……本気の愛が欲しい！　夢より愛する良い女が欲しい！　そんな女が一人でもいれば、他は何も要らん!!」

「確かに!!　ビッチよりも純粋に自分を思ってくれる女が一人いればいい。姐あねさんは間違いなくビッチだ!!　俺にはお前の気持ちがよくわかるぞ、同志よ!!」

「分かってくれるか、同志よ!!」

「失礼ね、誰がビッチよ!!　何も私のことを知らないくせに……」

「金のためならどんなこともするんだろ？　楽して儲もうけるスタイルなんだろ？　でなけりゃこんなところにいないで真面目に働いてるだろ。殺し屋をやっている時点で説得力がない」

「ガーランスさんに近付いたのも羽振りが良いからだろ？　落ちぶれたら、さっさと手を切るくせに……。金が全てなくせに働かない。姐さん……人としてどうかと思うぞ？」

「…………」

　実際、その通りなだけに何も言えなかった。

　ガーランスに近付いたのでさえ、金回りが良く自分に贅ぜい沢たくをさせてくれるだろうと判断してのことだが、そのためには体を売ることすら厭いとわない。ビッチと言われても仕方がないだろう。

　ついでに贅沢な暮らしができるなら、他人の命なんかどうでもよかった。どこまでも自分中心に生きている。

　何より、魔導具とはいえ宝飾品を派手にジャラジャラと身につけるような女が、一般女性のように真面目に働くはずもない。成金趣味がこれでもかと滲にじみ出ているからだ。

「うちは実際、質素なものだぞ？　民の税金を好き勝手に使ったら国が回らんからな。だからこんな金遣いの荒そうな女は要らん。公爵家は相応に責任が伴うんだよ、自由になる金なんかねぇし」

「権力者の家系ってのも大変なんだな……政略結婚だったらどうするんだ？　しかも、相手が姐さんのようなビッチだったら？」

「基本的には幽閉だな。仕方なしに婚姻しても、事実上は別居に近いな。建前では婚姻するが、その時点でどういう人間か調べ尽しているだろうし」

「ビッチは要らねぇか……。まぁ、無駄に税金を使いまくる政治家よりは遥はるかにマトモだな」

「まぁ、そもそもビッチが公爵家に近付くことなんざできねぇよ。金のかかる女はまず嫁候補にすら挙がらねぇ、品行方正だってことが重要だからなぁ～。政敵には容赦はしねぇし、必要なら裏で始末する」

「怖っ!?　公爵家、怖いわ……マジで」

　ツヴェイトとラインハルトは意気投合。

　そんな二人を前に肩を震わせている女が一人、怒りに駆られている。

「ビッチ、ビッチと五月蠅うるさいわね、ガキ共!!　何なら、今直すぐにでも地獄に送ってやるわよ!!」

「「ビッ、ビッチが怒った……。事実を言っただけなのに……」」

「まだ言うか!!　たとえ事実でも、目の前で言われると頭にくるのよ!!」

「「事実だと認めるんだな……。やはり、ビッチだったんだ……」」

「……殺す」

「「ビッチがマジギレしたぁ─────────────っ!!」」

　シャランラは目が座っている。本気で二人を殺す気のようだ。

　人は都合の悪い事実を突きつけられると、反省するか逆ギレするかに分かれる。そしてシャランラは後者であった。感情に任せて振り回される剣が障壁に当たり、甲高い金属音を幾度となく響く。

　だがツヴェイトには届かず、それがいっそう彼女を苛いら立だたせた。

「死ねぇ、クソガキ共!!」

「ガキ共……？　見た目より歳なのか？　うおぉ!?」

「障壁があるのはいいが、あんま生きた心地がしねぇな……おわぁ!?」

　ただでさえグダグダなのが、更にカオス的展開へと変わっていく。

「ウフフフ……死になさい、クソガキ。どいつもこいつも人を馬鹿にして……」

「……人の振り見て我が振り直せ。事実を受け入れて自分を変えていかないと、いずれは孤独になるよ？　おばさん……人生は長いようで短い……」

「小娘ぇええええええええっ!!　お前もかぁ!!」

「やけに達観してんな……。子供のセリフとは思えん」

「火に油を注ぐなぁ!!　あのビッ……姐さん、スーパーモードに切り替わってんぞ!?　金髪になったり、各パーツが展開する機動兵器みたいな勢いだぁ!!」

　どこぞの宇宙人か、果てはどこぞの非常識なリアルなロボのように戦闘力が増した気がする。

　ツヴェイトとラインハルトは戦せん慄りつに震え必死に逃げまくっていたが、感情的になった女は手がつけられない。自己中なだけ始末に悪い。

「……裏の世界は信頼関係なんてない。使えなくなったら簡単に切り捨てられる……直ぐ感情的になるおばさんは用済み……」

「「……!?」」

「……言ってなさい。あんた達の代わりはいくらでもいるのよ！」

「……よく分からない。私……三人目だから……」

「「なにがっ!?」」

　無表情で辛しん辣らつなことを言ったかと思えば、突然にボケをかます名無しちゃん。

　火に油どころか、むしろ核弾頭を投げ込んでいるのに、無表情で可愛かわいらしく首を傾かしげている。

　狙ってやっているのだとしたら、これほど厄介な存在はいない。

「もういいわ……頼れるのは自分とお金だけ。あんた達にはここで死んでもらうわよ……私のためにね……ウフフフフ」

「ヤバいな……完全にキレてるぞ、あのビッ……いや、姐さん」

「あぁ……事実を言われて腹を立てるなら、やらなきゃいいのにな……。他人を食いものにするのが当たり前なんだろうなぁ～。自覚していることを人に言われて逆ギレか」

「……更年期障害？」

「「!?」」

　更に爆弾が投下された。シャランラから表情が消える。

　そして、何も無い空間から小さなチェスの駒のようなものを取り出すと、ラインハルトに見せつけるように突きつけた。

「……（今のは、師匠の空間魔法と同じ……）」

「……そこのガキ、自分に自由があると思ってるの？　これが何だか分かるかしら？」

「何だそりゃ？　ボードゲームでもやるのか？」

「これはねぇ……あんたを隷属させている首輪と対になるものよ？　【監視の駒】といってね、これに魔力を流すと……」

「ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ラインハルトの体中に、高圧電流を流されたかのような傷みと痺しびれが襲い、その場でのたうち回る。それを酷薄な笑みを浮かべ眺めるシャランラは、先ほどとはまるで様子が違った。

「き、きたねぇ……」

「ガキが大人をコケにするからよ。飼い犬のしつけは大事よね？」

「なるほど……なっ！」

「!?」

　ツヴェイトは即座に【白銀の神壁】を使い、シャランラの腕を斬り飛ばした。落ちた腕から【監視の駒】が転がり落ちる。

　が、次の瞬間にはシャランラの腕は元通りにくっついていた。まるで腕を斬り落とされたのが噓うそであるかのように、何事もなく存在していた。

「変な魔法を使うのね……。全く見えなかったわ……厄介なものを……」

「アンタも、な……。おそらくは【身代わり人形】か、あるいは【贄にえの形かた代しろ】……魔力を込めた魔法符アルカナや人形を身代わりにし、受けたダメージを無効化する。呪術師の道具か。見るのは初めてだ」

「【烈れっ風ぷう刃じん】！」

「チッ！」

　ラインハルトが不意を突いて放った風の斬撃でシャランラを飛び退のかせると、即座に落ちている【監視の駒】を回収した。

「これで俺は自由だ……助かったぜ、同志」

「戦いたくもないのに殺し合いはご免だからな。体は大丈夫かよ……」

「何とかな。にしても……想像以上にヒステリックだ」

「とことん人をコケにするのね……。もう、遊びは終わりよ。本気で殺すわ！」

　地面に沈み込むかのように、シャランラは自分の影の中へ消える。

「あれは【シャドウ・ダイブ】か!?　不ま味ずい……闇系統の魔法は感知しにくい……」

「暗殺者特有の技か、発見するのがめんどい。あのビッチ姐さん、どこへ行ったんだ？」

「属性は【影】らしいが、闇とどこが違うんだ？　意味が分からん……」

「俺も知らねぇ～、区別がつかんし……て、言ってる場合か！　ビッチはどこだよ」

「……そこにいるけど？」

　背中にいる名無しちゃんが、傍かたわらの木の影に指を差す。

「なにぃ、助かる！　【ファイアーボール】！」

「最初から、俺を扱こき使う気満々だったんじゃねぇかぁ！　食らえ、【紅ぐ蓮れん斬ざん】!!」

「クッ、あっさり裏切って！　本当に面倒なガキ共ね！」

　居場所を簡単に見破られ、その場から即座に離脱するシャランラ。間一髪のところで攻撃が炸さく裂れつし、現状の厄介さに内心舌を巻いていた。

「ちょっと、名無しちゃん！　あなたもダーリンに恩があるんでしょ？　なに勝手に裏切ってるのよぉ、背後から絞め殺すこともできるでしょ!!」

「……非合法の闇金から借りたお金は、返さなくてもいいってお父さんが言ってた」

「義理はどうしたのよ！　恩を仇あだで返す気!?」

「恩は……命を助けたことで返した。使い捨ての駒にされるのは分かってたから、逆に利用しただけ。お金目的のおばさんと同じ……どんな手を使ってでもご飯を確保する」

「……」

『『何この子……。スゲェ、怖いんだけど……』』

　不思議っ子かと思えば、恐ろしく狡こう猾かつでしたたかだった。

　何も知らない子供を装いながら裏組織を利用することで食料確保を行い、ヤバくなったら簡単に切り捨てる。子供の考えることではない。

　ツヴェイトとラインハルトは、少女の末恐ろしさと腹黒さに震えあがる。

「だ、だからって、今まで生きてこれたのはダーリンのおかげじゃない！　もう少し義理を果たしなさいよ!!」

「……お婆ちゃんが言っていた。『悪人は利用するだけでいい。でも貧しい人から施しを受けたら、恩は忘れるな』っと……」

「どんなお婆さんよ!?　どいつもこいつも……」

　ガーランスは拾ったと言っていたが、実際は子供に利用されていただけと知る。

「この子、どこの修羅の一族!?　いや、前半はやけにハードボイルドなんだけど……」

「子供の考え方じゃないな。どんな教育を受けたら、ここまで狡猾になれるんだ……」

　ある意味で、この場にいる誰よりも現実を見ている。

　見た目は子供、頭脳は大人。実にクールな忍者である。

「それに……おばさんは負ける。勝負にならない戦にＢＥＴするほど、私、馬鹿じゃない」

「私が？　確かに厄介だけど、あなた達相手なら問題はないわよ。面倒だけどね……」

「違う……くる」

　──ザシュ！

　突如として空から鋭利な刃物のようなものが撃ち込まれ、地面に突き刺さった。

「だ、誰だ？」

「誰だよ!?」

「誰よ!!」

　空の彼方かなたに踊る影。白い翼の──

「……コッコちゃん♡」

　空から舞い降りる三羽のニワトリ達。最強の護衛が今到着した。

　地面に突き刺さったのは、コッコの羽である。

「コケ……（これは……どういう状況だ？）」

「コケコケ？　（知らぬ……どうやら敵の二人が寝返ったのではないか？）」

「コケ……コケェ（むぅ……では、相手はこの雌か？　どうする？）」

　だが、三羽はいささか不満げである。

　意気揚々と来てみれば、相手は仲間割れを起こして一人だけ。誰が戦うのかが問題である。

「コッコちゃん、ラヴュ─────ン♡」

「コケッ!?　（グハァ!?）」

　ツヴェイトの背から急速離脱した名無しちゃんは、そのままセンケイに飛びついた。

「「コケェ─────────ッ!?（センケ────────イッ!?）」」

　突如暴走した名無しちゃんによって、センケイがダイビングゲットされてしまい戦線離脱。残りの二羽にとってはまたとない好機であった。

「コケ……（センケイが外れたか。残るは……）」

「コケコケ……（拙者とウーケイ……）」

「コケコケ、コッ！　（じゃんけん、ポン！）」

　そしてウーケイとザンケイは、どちらが相手をするかじゃんけんで平和的に決め始める。

　一方でセンケイはというと……。

「コケコケコッコ、コケェケケ！　（離せ、このままでは我われが戦え……のぉ!?　どこわさわっ!?　あっ、あぁ………♡）」

　いい感じにモフられており、快楽に打ち震えていた。

　まるでマッサージ師のごとく巧みな指使いでセンケイを大人しくさせ、その上でふわふわの羽毛を存分に堪能する名無しちゃんは、『ん……極上♡』などと言っている。

　お子様忍者は、コッコ達の天敵であった。

「「何やってんだ……こいつら……」」

　戦闘狂の猛獣にも弱点はあったようで、センケイは既に戦闘不能。残る二羽のじゃんけん勝負も終わり、ウーケイが戦うことが決まったようである。

　ザンケイはもの凄すごく残念そうであった。

「コケ……（俺が相手だ……）」

「どこまでも人をコケにして……絶対に殺すわ！」

「コケ？　……コケコ（追い詰められて逆上してるのか？　……つまらん戦いになりそうだ）」

　シャランラは得意の【シャドウ・ダイブ】をしようと魔力を使い影に沈みかけたとき、ウーケイは瞬歩で間合いを詰め、強烈な翼（拳）を繰り出す。

　慌ててブレスレットの魔導具で障壁を展開するが、想像を上回る威力の打撃によって影から引きずり出され、数メートルもの距離を弾き飛ばされた。その衝撃で手が痺れる。

「なっ!?　予想以上に速い……。何なのよこのニワトリ！　今まで手加減していたっていうの!?」

「……コケ？　（……この程度なのか？）」

　ウーケイには少々期待外れであったのか、どこかガッカリした表情を浮かべた後に溜ため息いきを吐つく。

　その態度にシャランラは忌いま々いましげに舌打ちした。

　サムトロール達から見せられた映像のことを思い出しながら、もっとしっかりと対策しておくべきだったと後悔する。対人戦闘は互いの力の読み合いであり、シャランラは常に有利な状況から攻撃をする暗殺者だ。真っ向から勝負を挑まれた経験が圧倒的に足りなかったのだ。

　更に言えば周囲を結界で隔離したために、逃げるに逃げられない状況である。自分がやった小細工が完全に裏目に出てしまっていた。

「ふざけたニワトリがぁ、鳥の分際で人を馬鹿にして……」

「……コケェ～……（……さっさとケリをつけるか、期待外れだ）」

「その態度がムカつく……焼き鳥にしてやるわ」

「コケ……（陳腐なセリフだ……）」

　完全に相手にされていない。だが、そこがウーケイ自身の油断となる。

　なにも得られるものはないと判断したウーケイは、【縮地】でシャランラの間合いに入り込むと、強烈な一撃を腹に叩たたき込んだ。内臓をも破壊する重い一撃である。

　魔力も充分に練り込まれており、会心の一撃であったのは間違いない。実際に確かな手応えも感じたほどだ。だが──

「コケ？　（ぬぅ？）」

　確かな一撃を叩き込んだはずなのに、急に何の感触もなくなったのだ。

　そこには、シャランラの代わりに無残に破壊された木彫りの人形が転がっている。

　そこで初めて自分が大きなミスを犯したことに気付く。

「コケッ!?（しまった!?）」

「死になさい！　クソ鳥!!」

　漆黒の風と化したシャランラは、四方八方からウーケイに斬撃を叩き込む。暗殺技の一つ【影えい化か連れん撃げき】である。この技は瞬時に高威力の斬撃を繰り出すだけでなく、自らを影と同化させるため、瞬間的に物理攻撃を無効化することができるのだ。

　気配などの察知能力を妨害するために、どこから攻撃を繰り出すのか判別するのは難しい。

　闇系統の魔法や暗殺技の怖いところは、こうした察知能力すら無効化してしまう隠密性にある。

　小柄なウーケイの体は、そのまま茂みの中に落ちていった。

「フフフ……殺やったわよ。残るは二羽ね、手早く片付けない……と……」

　ウーケイを倒したシャランラが、次の標的はと狙いを定める。不敵な笑みを浮かべ唇を舌で舐なめる姿は、扇情的であった。

　だが、突如としてウーケイの落ちた茂みから膨大な魔力が放出される。

　咄とっ嗟さに振り返ると、そこには少し傷を負いながらもいまだ健在のウーケイの姿があった。

「コケ……コケケコッコケケ（弱いからという理由からの油断……そこを付け込まれたか、俺はまだ未熟）」

「なっ!?　確かに手応えはあったわよ、何で生きてるのよ……」

「まさか、【闘気功】か!?　噓だろ、あの瞬間に自分を強化して身を守ったのかよ!?」

「……正確には【硬気功】。体の羽毛を魔力で硬くして身を守った。強い……」

「冗談みたいなコッコだな、さすが師匠が育てているだけのことはある。化け物だ……」

　確かに油断を突いた攻撃は見事だったが、その程度で倒れるほどウーケイは甘くない。

　それどころか、ウーケイは相手を侮っていたことに対して、礼を欠いていたと気付かされたのだった。

「コケ、コッココケ（非礼を詫わびよう。俺は今から全力で貴殿の相手する）」

「な、なんか……嫌な予感がするんですけど」

　ウーケイは本気になった。

　小さな体は次第に膨れ上がり、白い羽毛は炎のごとく深紅に染まっていく。更に尾羽の辺りからは蛇のような長い尻尾が生え、足は太く地上に特化した形状へと変わり、鉤かぎ爪づめが凶悪となる。嘴くちばしの中には肉を食い千切るかのような鋭い牙が生え揃そろい、頭部には鶏冠とさかが雄々しく立っていた。

　これらの見た目の変化は、別に急速に成長や進化をしているわけではない。ウーケイ達亜種のコッコ達が獲得した力で、進化個体に変貌する特殊能力である。

　ウーケイ達は進化して強くなることを善しとせず、魔力を常にコントロールして身体変化を制御していた。その結果、自在に進化個体に変身する能力を獲得してしまったのだ。

　こうした変身能力を持った魔物は多い。中には人間に擬態化する魔物もいるため、割と一般的に知られた能力であったが、鳥類系の魔物ではウーケイ達が初めてである。

　ウーケイ達はコッコだが、上位種へと自在に変化できるだけでなく、コッコの姿でもコカトリスの能力の一部まで使用可能となっていた。例を挙げるなら毒や麻ま痺ひ爪づめだ。

　ちなみにこの変身能力は、ゼロスの元に来る前からコッコ達が身につけていたものなのだが、おっさんはこの能力を見たことがないので知らない。

「ギュオォオオオオオオオッ!!（シャイニング・コカトリスモード!!）」

「ちょっとぉ──っ、なんなのよぉ────っ!?　さっきと別の生き物じゃない!!」

　先ほどまでは両膝に乗る程度のサイズであったコッコの姿は、今や全長三メートルを超す巨体へと変貌を遂げている。尾を含めたら六メートルはあるだろう。

　その巨体が突然ブレ、いつの間にかシャランラの目の前に移動した。そして、魔力の込められた翼（拳）が思いっきり振り抜かれる。

「ヒッ!?」

　間一髪で逃れたシャランラだが、そこで恐ろしいものを目撃した。

　放たれた翼（拳）による打撃が爆風となり通り抜け、その摩擦熱で周囲の木々が一瞬で消し炭と化したのだ。まともに直撃を受けたらただでは済まない。

　その衝撃波は結界に叩きつけられ、轟ごう音おんと共に障壁を盛大に振るわせる。下手をすれば結界が破壊されかねない威力を持っていた。

「じょ、冗談じゃないわよ！」

　咄嗟にシャドウ・ダイブで影に潜り逃げようとするが、ウーケイは敵を逃がすほど優しくはない。一度敵と判断すれば、倒すまで戦い続けるのが魔物の本能である。

　周囲に向けてウーケイは【石化ブレス】を放つ。木々や草花は一瞬で石化し砕け散り、影に潜んでいたとしても、決して逃れることはできない最悪の攻撃を撒まき散らした。

　これは正確には石化ではなく、物質そのものを魔力で一時的に変質させ、分子結合を凝固させる攻撃である。一時的にとはいえ肉体を構成する物質が凝結すれば、いかなるものでも粉々に砕け元には戻らない。魔力抵抗が高くなければ防ぐことのできない強力な攻撃である反面、魔力を多大に使用するため多用は難しい。

「ヒィイイイイイッ!!」

　当然ながら焙あぶり出されたシャランラだが、黒いマントが石化し砕け始めており、慌ててそれを払い除け石化から免れる。

「……俺、状態異常無効のスキルを鍛えておいてよかった。石化ってあんなに強力なんだ……」

「………ん、私も……」

「俺は魔導具のおかげで助かっているが、何なんだよあの強さ……化け物じみてやがる。俺の知るコッコじゃねぇし……。つーか、あの見た目と能力ってコカトリスなんじゃねえのか？」

　本気になったウーケイは、手に負えない力を存分に曝さらけ出している。そんな非常識な存在を敵にしてしまったシャランラには、もはやご愁傷さまと言うほかない。

　いくら強くても小さな油断が命取りになる。そのことを教えてしまったがゆえにウーケイは敬意を込めて本気になったのだ。シャランラはこの力に向き合わねばならない立場になったのである。

「あんた達、助けなさいよ!!　女が化け物に襲われているのよ!?」

「いや、女とはいえ、俺を殺そうとしている奴だしなぁ～。たとえ姿が魔物でも、俺の護衛をしてくれているわけだし、手を出す気はねぇ。アンタは殺し屋だしなぁ～」

「あんた、さっき俺に何をした？　隷属の効果を使って苦しめてくれたよな？　助けてやる義理はあるのか？」

「……戦いを挑んだ時点で死ぬ覚悟は必要。殺す側から殺される側に回っても、文句は言えない」

　見物人は助ける気がない。当然といえば当然の結果だった。

「ギョォオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　この姿に変貌すると魔物の本能が表れるようで、執しつ拗ようにシャランラに襲い掛かるウーケイ。

　ツヴェイトの目の前で、壮絶な鬼ごっこが繰り広げられるのであった。

　ちなみにセンケイはこの時点で昇天していた。その後、いつの間にかザンケイにも襲い掛かり悶もん絶ぜつさせた名無しちゃんは、テクニシャンだった。
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　森の中を走り抜ける一台のバイク。

　魔法障壁を展開し、避よけられない木々をへし折りながら突き進む。

『急げ……まぁ、あのアミュレットがあれば半日くらいは大丈夫だろうが、万が一のこともある。急がなくては……て、なんだ？』

　試掘に夢中になっていたおっさん。焦りながらも【ハーリー・サンダース十三世】を走らせていると、前方に何やら壁のようなものを発見する。

　半透明で霧がかったかのような、そんな壁であった。

『結界か……魔導具だろうな。しかし今の魔導士のレベルで、これほどの規模の魔導具が作れるんでしょうかねぇ？　旧時代の遺物か、それとも……僕と同じ転生者の可能性もあるか？』

　これまでの異世界生活で得た情報から推し計ると、今の文明水準でこれほどの魔導具が製作できるとは思えない。

　考えられるのは遺跡から発掘された魔導具か、あるいは別の要素である可能性が出てくる。

『同郷の者と戦う可能性か……。考えなかったわけではないが、敵になると厄介だねぇ。場合によっては、自分で売り捌さばいた凶悪装備を相手にすることになりかねないし……めんどくさい』

　そう、同じ転生者が敵となる可能性である。

　自分やイリスの状況から考えると、転生者の多くは【ソード・アンド・ソーサリス】の装備と強さをそのまま保有していると考えるべきだろう。その威力はこの異世界の常識と照らし合わせると、明らかに埒らち外がいである。

　武器の威力もそうだが、何よりもレベルの差が問題であった。

　転生者の多くは【ソード・アンド・ソーサリス】の世界において、倒した魔物から経験値やポイントを得て能力を強化し、更に上位スキルへと発展させることにより強く成長していく。異世界人から見たらズルいと言えるだろう。

　他に気になるのはメンタルの面である。

　地球で生きていた転生者が、自衛のためとはいえ、いきなり人殺しができるとは思えない。現にイリスは人を殺すことに抵抗がある。盗賊程度なら楽に殺せる力があるのに、実際はそれができずに捕まってしまった。

　それが悪いとはいわないが、甘い考えで生きていけるほどこの世界は優しくない。多くの転生者は、遅かれ早かれこの現実に直面することになるだろう。

『全ての転生者が、人を殺すことに抵抗がないとは言い切れないか……。少なくとも僕は、一人だけ心当たりがある』

　思い浮かべるのは、以前自分と戦った黒衣の魔導士だ。腹の探り合いのような戦闘であったが、間違いなく自分と互角に戦える。

　いや、実のところゼロスは今まで全力で戦ったことはない。

　ただでさえ化け物レベルで強いのだ。心のどこかで全力戦闘を行うことを忌避していると思える。

『あの魔導士、人に対して剣を向けるのにも躊躇ためらいがなかった……。あの強さは間違いなく上位プレイヤーと見ていいだろう。厄介だな……。まぁ、考えても仕方がないかぁ、犯罪者は捕まえるか始末する。単純に考えよう……。ただ、あのレベルの相手が出てきたら面倒だなぁ～、鬱うつだ……』

　転生者を相手にする覚悟はある程度できているが、いざその時が来ると思うと憂ゆう鬱うつでしかない。

　何しろ引き金を引いたのはゼロス自身なのだ。知らなかったとはいえ、彼等は邪神を倒したことにより巻き添えになったといえる。中には恨みを持つ者も多くいるだろう。

　だからといって殺されてやる気は更々ないが……。

『今はツヴェイト君の保護が最優先。あの障壁を破壊しましょうかねぇ……できるかなぁー？』

　どこか気だるげな口調で一人言を言いながらも、ゼロスは本来メーター類がある箇所に取り付けられたパネルに魔力を流す。

　バイクのサイドカーに搭載された長方形のコンテナが、可動フレームによって上へとせり上がると、コンテナは龍の口のごとく上下へと開いた。内部で『ガシュン、ガシュン』と何かが撃ち込まれるような音が響く。

「魔力充じゅう塡てん完了、魔法式の起動を確認……正常に稼働中。【バンカーシューター】、起動開始」

　コンテナ内部には円筒形の長い銃身と、横に回転する銃の機構が組み込まれていた。

　六個の魔力タンクを全部消費し、たった一発の杭くいを撃ち込む。【パイルバンカー】とリボルバー式のシリンダー機構が組み合わされた、一種の攻城兵器である。

「【バンカーシューター】、発射」

　左のサイドカーから射出された杭は弾丸となり、侵入を防いでいた結界の障壁を貫通した。

　結界を構成する障壁は、魔法式によって維持されている。一度でも外部から攻撃が通ると、結界を構成する魔法式が破壊され、障壁を維持することができず消滅してしまう。

　だが、ここで大きな誤算が生じる。

　サイドカーに搭載されたコンテナは、杭を撃ち出した威力と衝撃で後方へ吹き飛び、ゼロスの乗るハーリー・サンダース十三世は、その場で高速スピンをした。

「おぉおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　更に問題は、撃ち出した杭に刻まれた攻撃魔法にあった。

　よりにもよって範囲魔法である【エクスプロード】だったのだ。着弾することで魔法が発動し、砦とりでの防壁すら破壊する。

　リボルバーシリンダー内の魔力タンクは小型とはいえ、タンク一つにつき大量の魔力が圧縮されている。それが六発分ともなると、発動した魔法の威力はいかほどになるか……。

　──ズゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴォオォォォォォォォォン!!

　地響きとともに想像を超える爆発音が響いてきた。おっさんの額に、冷や汗が流れる。

「なるほど……この世界では、威力も段違いになるようですねぇ～……。ヤバい……これも封印した方がいいな。ハハハ……」

　乾いた笑いであった。

　【バンカーシューター】は確かに強力な武器だが、少なくともゲーム内で使用したときは着弾地点を消し飛ばす威力などはなかった。広範囲魔法一つ分程度が限界だったのだが、こちらの世界での威力は桁違いなようである。森の一角に、超高熱量による煙が生じていた。

『また、自然を破壊してしまった……。とりあえず、今は置いておこう。ツヴェイト君は無事ですかねぇ……』

　別の心配事に置き換えて、おっさんは現実逃避。【ハーリー・サンダース十三世】を走らせ、再び森の中を疾走する。

　心の中で『もう、昔の武器は処分しよう……威力がヤバイし』などと呟つぶやいていた。

　そんなヤバい武器をいくつも所有しているおっさんは、分解するのにどれだけの時間が必要になるのかを頭で考え、再び鬱になる。

　個人で国を相手にできるような魔導武器を多数所有していたことに、おっさんは今さらながらに気付いてしまったのである。








第三話　おっさん、内なる狂気を解放す






「ギョアァアアアアアアアアッ!!」

　コカトリス形態に変貌したウーケイの蹴りが、大木をへし折る。

　油断することの危険性を知ったウーケイに、もはや手加減の文字はなく誠心誠意全力でシャランラに対して攻撃を放っていた。

　対する彼女も生きた心地はしておらず、何度かの直撃を受けては【身代わり人形】や【贄にえの形かた代しろ】で生き延びていた。

「なんて化け物よ……魔物討伐は専門外なのよ、私はぁ!!」

　シャランラのレベルは低く、その足りない力を補うために、強化系の魔導具を大量に集める必要があった。アイテムの効果で身体能力を底上げしているのだ。

　薄々は気付いているだろうと思うが、彼女もまた転生者であり、こうしたアイテムは【ソード・アンド・ソーサリス】にてＰＫで集めたものが殆ほとんどである。どの装備一つとして素材から集め製作したものはなく、相手から騙だまし奪うことで調えていった。

　だが、隔絶した強者のプレイヤーにはどうしても勝てず、逆に返り討ちになることが多かった。

　特に【殲せん滅めつ者しゃ】を狙ったときが最悪で、返り討ちにされた後、呪い系のアイテムを無理やり装備させられ、ドラゴンの住む穴に放り込まれてしまう。

　身代わりとなる補助アイテムのせいで死ぬに死ねず、更に呪い付きのアイテムは強力なモンスターを引き寄せる。おまけに逃げ出そうとすれば退路を魔法攻撃で塞ふさがれ逃げられない。

　シャランラからしてみれば悪魔のような連中だった。ＰＫ仲間からも【殲滅者】を狙うのはやめろと忠告を受けたが、聞く耳持たずに挑んだ結果である。

　ウーケイの情け容赦ない攻撃は、その時の光景を思い出させるのには充分過ぎた。

「粘るな……あの女」

「てか、身代わりアイテムのせいで楽に死ねないだけなんじゃね？　ある意味、地獄だぞ？　それ以前にどんだけの数を持ち歩いてんだ、姐あねさん……」

「……強いコッコちゃん、欲しい……」

「「マジで!?」」

　コッコの時に使用した【石化】は、あくまで体組織を硬質化させる毒に近い攻撃だが、現在使用している【石化ブレス】は物質凝結崩壊である。こんな凶悪な生物を欲しがる少女の気が知れない。

　まぁ、ただモフモフしたいだけなのだが、ツヴェイト達には恐ろしいことを言っているようにしか聞こえない。

　そんな少女の傍かたわらに二羽のコッコ達が悶もん絶ぜつし倒れているのは、どうでもいい話である。

「あの格闘コッコ一羽でこれだぞ？　残りの二羽を加えたらどうなるんだ？」

「言うなよ……考えたくねぇー。敵として会いたくねぇよ……ブルブル……」

「あの女の格はどれくらいなんだ？　ウーケイ達は既に４００を超えていると師匠が言っていたが……」

「格って、レベルのことか？　って、４００!?　あり得ねぇ、あの強さはそれ以上だぞ!?　姐さんは予想で２００前後、マジックアイテムを使用して辛うじて対応している状況だが……」

　通常種であるコッコはウーケイ達より強くはない。

　大抵の魔物は、一定レベルに達すると一つ上の上位種に進化する。どの種族も最低二回は進化を行うのだが、コッコの場合はコカトリスに至るまで更に何度かの進化を必要とする。

　また上位種に進化する上で、どこかのゲームのようにいきなり姿が変わるわけではなく、角が生えてくるとか徐々に大きさが変わっていくなど、緩やかに変化が現れるのだ。

　能力差は生息環境に大きく左右され、過酷な自然環境であるほど強力な上位種が多く、複数の亜種も確認されていたが、最上位種であるコカトリスに進化してもここまで非常識ではない。

　ウーケイ達の場合、コッコの状態で常識を逸脱した強さを持ち、更に最上位種に【変身】するという能力を獲得している。

　【ワーウルフ】や【ワータイガー】といった変身能力を持つ魔物も存在するが、こうした魔物は獲物の油断を誘うため自分を弱く見せるといった理由で変身している。そもそも変身というよりは人間風に擬態しているといった印象が強く、姿を変えるにしても骨格から変化するのでかなりの魔力と体力を消耗し、擬態を完了するまでにもそれなりの時間を必要とする。

　また擬態時は、能力を無理やり押し留とどめているような状態になるため、本来の力の半分ほどしか発揮できないというデメリットも存在する。

　そのため、群れで最も強いボスが囮おとりとして擬態を行い、釣られた獲物に対し群れで一斉に襲いかかるという、頭を使った作戦が必要とされるのだ。

　こういった点から、自由自在に上位種へ変身可能なウーケイ達の生態は、生物学的に見ても明らかに異常であり特殊な例なのである。

　通常の魔物であれば、進化すると姿は完全に固定されるので、上位種から下位種に戻るなどあり得ない。生物学者がこの場にいれば、間違いなく新種と認定されることだろう。

　ラインハルトは、この異様な進化を遂げたコッコに驚きを隠せない。

『なんだよ、コレ……。ここは【ソード・アンド・ソーサリス】の世界じゃないのか？』

　理解の追いつかない現状に考え込む横で、ツヴェイトはシャランラを冷静に分析していた。

「魔導具だけでよく粘るな、あの女……。だが、動きが鈍くなってるぞ？」

「スキルを鍛えていなかったから、アイテムの効果が切れてきて限界なんだろ。俺だって、【見習剣士】から限界値までレベル上げしたぞ？　きっと舐めプしてたんだろうなぁ～」

「努力という言葉から無縁そうだしなぁ、あの女……」

「他人に寄生しないと生きられないみたいだから、こんな事態でなければ関わり合いになりたくないよ。俺……。簡単に人を道具として使い捨てにするし」

　この時、互いの言葉に認識の齟そ齬ごが存在していたが、不思議と会話が成立していた。

　そんな二人の目の前で、紅ぐ蓮れんの炎を纏まとったウーケイが跳び蹴りを敢行し、大木を数本まとめて倒しながらシャランラに迫る。

　侮ることを捨てたウーケイは、まさに鬼神のごとく暴れ回っている。

「なに傍観決め込んでるのよぉ、助けなさい!!　こんないい女が怪物に襲われてんのよ!?」

　ウーケイに執しつ拗ように攻撃されるシャランラは必死だった。

　しかしツヴェイト達は『いい女』の一言に、もの凄すごく嫌な顔をして反応を返した。

「いい女？　どこにそんな奴がいるんだ？」

「モフっ子ならここにいるが、そんな女はいねぇよな？」

「……自分からいい女なんて言う人は自意識過剰。厚かましい性格だと思う」

「容赦ないな、お前……。当たっているが」

「実はもの凄く毒舌キャラ？　そこに痺しびれる、憧れるぅ～！　ところで名無しちゃん、そろそろお兄さんに名前を教えてくれないかなぁ～？」

「……やだ」

　苛か烈れつな攻撃を避け続けるシャランラの横では、実にのんびりとした空気が漂っていた。

「あんた達、覚えておきなさい！　絶対に八つ裂きにしてやるか──ひょぎゃぁ!!」

「本性が出たぞ？　どこがいい女なんだよ。思いっきり自己中なわがまま女じゃねぇか……」

「だな。自分さえ良ければ他人を平気で犠牲にすんだろうなぁ～。きっと、男を騙して貢がせていたんだぜ？　あんな女と出会いたくねぇ。俺の求めるエロフはどこにいるんだ……」

「それのどこが悪いのよ！　人は所しょ詮せん、他人を利用して生きているものでしょ！　ヒィイイイ!?」

　落ちるべくして落ちた女だった。その女はウーケイのアッパーをまともに受け、宙に浮いた後に蹴りで吹き飛ばされていく。

　他人の善意すら食い潰つぶし、迷惑の限りを尽くしてさっさと逃げることが当たり前の穀ごく潰つぶし。誰も関わり合いになりたいとは思わないだろう。

　───ドォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　のんびりと語り合うひとときに突然の轟ごう音おんと地響きが起こり、全員が振り返る。

　周囲を囲っていた結界が消し飛び、同時に後から衝撃波と砂さ塵じんが迫りくる。

　ツヴェイト達は咄とっ嗟さに地面に伏せ、押し寄せる衝撃波をやり過ごす。

「な、何だぁ!?　何が起きたんだよぉ!!」

「あ～、こんなことをするのは一人しかいねぇか。多分、師匠だな……」

「お前の師匠!?　この爆発、どう考えてもエクスプロード以上だよなぁ!?」

「下手をしたら俺達も巻き込まれていたかもな……。もう少し状況を考えてくれよ」

「……モフゥ～～～～～ゥ♡」

　状況を理解するツヴェイトと、地面に蹲うずくまりながら爆風をやり過ごしたラインハルト。名無しちゃんにいたってはコッコ二羽を同時にモフれてご満悦。センケイとザンケイはいまだに悶絶中。

　爆風が通り過ぎ、彼等が目を向けた先には、高熱を放つ巨大なクレーターが出来上がっていた。

　その状況に、しばらく開いた口が塞がらない三人。

「あの女とウーケイはどうなった？」

「でかいニワトリは無事だぞ？　あの爆風でもびくともしねぇ……どこまでも非常識な」

「……おばさんは、あっ……」

　名無しちゃんが指さした先には、なぜ上空からキリモミ回転しながら落下してくるシャランラの姿があった。彼女はそのまま抵抗することなく地面に叩たたき付けられるが、同時に木片が周囲に飛び散る。【身代わり人形】のおかげで事なきを得たようだ。

　ほどなくして、土つち埃ぼこりを切り裂くように漆黒のバイクの姿が現れると、ドリフトスピンをかましながら、倒れているシャランラを容赦なく弾はじき飛ばすのだった。

　狙ってやったとしか思えない非道さに、ツヴェイトとラインハルトが驚きょう愕がくした。

「ふぅ……間に合いましたか。ツヴェイト君、無事ですかねぇ？」

「「いや、それよりもアンタ……。今、何した？」」

　明らかに殺意の込められた凶悪な人身事故だというのに、当の本人はこれ以上にない爽やかさでツヴェイトに声を掛ける。まるで何事もなかったかのように……。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　結界を粉砕したゼロスは、【エクスプロード】の爆心地を迂う回かいするように、ハーリー・サンダース十三世で森の中を走り抜けた。

　自分のミスで救援に遅れ、万が一にも暗殺に成功されてはマズイと焦り、必死にバイクを操る。

　そこでゼロスは、ある人物を見かけた。いや、発見してしまった。

　一見して、やや垂れ目がちな目元の柔和そうな女性だが、衣服はどう見ても夜の仕事をしているような下品さがあり、無駄に成金趣味全開な宝飾品の数に、かつての記憶が呼び起こされる。

　それは若い頃、会社の社宅で暮らしていた頃の記憶である。




『……その宝石や指輪、どうしたんです？　無職の姉さんに金があるとは思えないんだが』

『いいでしょ？　恋人からのプレゼントよ。三階の増ます田ださんから頂いたのよ』

『……専務じゃないかぁ！　なに、妻子持ちのおっさんを誑たらし込んでるんだぁ!!』

『あら？　善意のプレゼントを頂いて何が悪いの？　ちょっとお食事に付き合ってあげたら、気前よく買ってくれたわ』

『ふざけるなぁ、アンタは俺をクビにしたいのかぁ!!　下手をしたら会社から追い出されるだろぉ、世間体を考えろ!!』

『だったら、私にお金をよこしなさい。とりあえず五百万円でいいわよ？』

『働けばいいだろぉ、穀潰しがぁ!!』




　それは一瞬の追憶だった。

　土煙の中を逃げるかのように移動するその人物の顔を見て、ゼロスの中に強い衝動が湧き起こる。溜ため込まれたマグマが一気に上昇するがごとく、激しい感情が思考を全て覆い尽し、火山が噴火するかのように爆発したのだ。

　衝動の名は殺意。今まで精神の奥に封印していたその感情は、その人物の顔を見た瞬間に暴走したのである。その時のゼロスに『別人だったらどうしよう』といった躊躇ためらいは一切なく、スロットルを一気に絞りハーリー・サンダース十三世を加速させたのだ。

　『ギャピィ!?』と何か変な声が聞こえたが構わない。その人物が落下した方向を確認すると、トドメを刺すべくバイクで追いかけ、高速ドリフトスピンで容赦なく弾き飛ばす。高レベル者の力任せによる強引なドリフトであった。その時なぜかスカッとした。

　粉々に砕けた【身代わり人形】が空中で散乱する。

「ふぅ……間に合いましたか。ツヴェイト君、無事ですかねぇ？」

「「いや、それよりもアンタ……。今、何した？」」

「何かありましたか？　ゴミを弾き飛ばした気がしたのですがねぇ、何か問題でも？」

「「……いえ、何でもありません」」

　おっさんの表情は爽やかだが、それが逆に怖かった。

　人一人を容赦なく轢ひき飛ばし、その上トドメを刺すべくドリフトで追い打ちをかけた上に『ゴミ』の一言で済ませる。シャランラは色々な意味で関わり合いになりたくない女だが、『ここまでする必要があるのか？』と言われると悩むところだ。

　だが、ゼロスは何の躊躇いもなく実行し、その上で平然としているのだ。人格を疑われても仕方がないだろう。

「ギョォ……（申し訳ありません師父、トドメを刺し損ねました……）」

「ウーケイ!?　まさか……進化!?　随分と見違えましたよ。どうしたんですか、その姿は……」

「ギョアァ、ギョアァ!!（我等の特殊能力です。正直、この姿にはあまりなりたくはないのですが……）」

「特殊能力？　面白い能力ですねぇ……驚きましたよ。マジで……」

「待て、何で会話が成立するんだよぉ！　おかしいよなぁ!?」

「俺もニュアンス的なものは分かるんだが、会話が成立しているかと言われると微妙なところだな……。飼い主だからか？」

　今や凶悪な超不思議生命体であるウーケイとの会話が成立する時点で、ゼロスの規格外どころか常識の埒らち外がいぶりが窺うかがえるが、あえてそれを口にすることはなかった。

　ツヴェイトにとっては今さらのような気がしたからだろう。

「おや……？」

「……ん？」

　ゼロスの視界に一人の少女が目に留まり、その装備から知っている人物のような気がした。

　記憶からその名前を思い出し、もしかしたら間違っているかもしれないとも思ったのだが、ここはあえて聞いてみることにする。

「ひょっとして、アンズさんではないですかねぇ？　パーティー【影六人】の……」

「……ん。久しぶり、【殲滅者】。元気にジェノサイドしてる？」

「いやぁ～、最近はもっぱら畑仕事ですよ。ジェノサイドは……最近やりましたねぇ、鉱山の跡地で……」

「【殲滅者】ぁ!?　まさか……【黒】かぁ!?」

「ん？　君は……」

　ゼロスがラインハルトを見た瞬間、【鑑定】スキルが勝手に発動。彼の名前が視覚に浮かび上がる。その名前を見てゼロスは思わず『ブフッ!?』と吹き出した。

　別に面白かったわけではなく、その名前があまりに酷ひどかったからだ。

「君……名前が、〝エロフスキート・ムラムラス〟になってるけど……（間違いなく転生者だなぁ～。笑いネタでアバターネームを決めたな、コレは……）」

「その名前で俺を呼ぶなぁ─────────────っ!!」

　ラインハルトことエロフスキート君は、アバター名を笑いネタにしたようだが、異世界転生したせいで不都合が生じたようだ。あまりに恥ずかしい名前なのでラインハルトと名乗り、異世界で奴隷ハーレムを作るべく奮闘していたが、セクハラを訴えられ衛兵によって連行される。

　捕らえられる前に一ひと悶もん着ちゃく起こし罪状が上乗せされた結果、重犯罪奴隷落ちしたのだ。

　何とも馬鹿な理由で身を落としたものである。現在の名を告げられ、彼は涙目で自分の過去を激しく後悔をしていた。どこかの貴族の少年とは違う完全な自業自得である。

「人生、何が起こるか分かりませんからねぇ……。冗談のつもりが一生後悔することになる例もあるんですよ……」

「……お馬鹿だね。エロムラ君……」

「略して言うなぁ───────っ!!　うおぉおおおおおおおおおおん!!」

　エロムラ君は号泣した。だが、自分の過ちなだけに、誰にも文句を言うことができない。

　余談だが、彼の本名は【榎えの村むら　樹いつき】という。あながち間違いではなかった。

「なんて、ひでぇ名前だよ……。よく親が納得したな、そんな名前……。ラインハルトじゃなかったのか……」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!　ラインハルトは魂の名なんだよぉ!!　もう、ほっといてくれぇ────────っ!!」

「そんなにエルフが好きなんでしょうかねぇ？　エロムチ、ナイスバディの……。僕には理解できない境地かなぁ～……」

「大好きっス……。萌もえる男の魂が激しくバーニングするほどに！　俺は、エロエロムチムチエルフが大好きだと、声を高らかにあげて叫べるっス！　ロマンを求めて何が悪い！」

「なるほど、な。名は体を表すか……。強く生きろよ。エルフに出会えるといいな、同志……」

「うぉおおおおおおおおおん、生暖かい目で俺を見るなぁ!!　過去の俺の馬鹿ぁ────っ!!」

　何も知らないツヴェイトはエロムラ君に激しく同情したが、その同情が更に彼を惨めにする。

　この名前は、彼がアバター作成時に自分でつけた名であるだけに、結局は自分自身が悪いのだ。

　同情されればされた分だけ、エロムラ君は激しい心の傷みに苛さいなまれる。

　ネタで冗談みたいな名前をつけるのはいいが、まさかその名前で異世界転生するとは思わないだろう。転生した時点でエロムラ君は本気で泣いた。

　神にやり直しを要求したが何も起こらず、エロムラ君は神を本気で恨んでいる。この場合は四神であるが、その事実を知ったところでゼロスは同志と思わないことは間違いない。

　どこかの貴族の御曹司とは立場が違っていた。

「痛っ……【身代わり人形】がなければ死んでいたわ。ちょっとぉ、人身事故起こしたんだから慰謝料を払いなさいよねぇっ!!」

「あっ……ババァが復活した」

「ツヴェイト君、あの女は敵ですかねぇ？　もし敵なら容赦しなくて済むんですが……」

「まぁ、敵だな。ここの二人もそうだったが、今は裏切り者になっている」

「なるほど……【カラミティ・ゲイル】」

「きゃぁああああああああああああああああああああああああっ!?」

　いきなり風の範囲魔法をぶちかまし、シャランラは腐食の効果が追加された旋風に巻き込まれ、空高く上昇した。当然カマイタチによる斬撃も全方位から襲い掛かってくるので、無傷でいられるわけがない。【身代わり人形】や【贄の形代】の残骸が周囲に散らばっていく。

「ちなみに、あの女の名前は？　墓標に刻んであげるのが慈悲というものでしょうから、教えてください」

「……ん。ババァの名前はシャランラ。自己中……」

「敵なら殺しても構わないですよねぇ？　なんか、奴を殺せばスッキリする気がしますよ。これはもう、殺やるべきだろうねぇ～、フフフ……」

「「なぜ……そこまで良い笑顔？　それが凄く怖いんだが……」」

　ツヴェイトからしてみれば、ゼロスは無闇に魔法をぶっ放すような人物ではない。対するエロムラ君は【殲滅者】の容赦のなさを知っていた。

　ツヴェイトは、ゼロスとシャランラの間に何かがあると直感し、エロムラ君は【殲滅者】達によるＰＫ職への容赦のない私刑を思い出し、察する。『『あぁ……コレは死ぬな』』と──。

　お互いに思い浮かべることは違っても、同じ結論に達していた。

　方向性は違うが似た思考の二人なのかもしれない。優秀か馬鹿の違いはあるが……。

「ちょっと、あんた！　いきなり酷いじゃない、死んだらどうするのよ!!」

「チッ、生きていましたか……。まぁ、寿命が延びただけですがねぇ。本当に良い世界ですよ、ここはねぇ……ククク」

「女は大事にしなさいと親に教えてもらわなかったのぉ!?　いきなり攻撃をする!?　普通……」

「生あい憎にく、僕ぁ～悪党には性別関係なくジェノサイドするつもりですよ？　男女平等、良い言葉ですよねぇ？　恨むなら自分の運のなさを恨んでください」

「こんな真似してタダで済むと……って。あんた、まさか……聡さとし!?」












「……やはり、姉さんでしたか……。ここで会ったが三年目、目障りなのでさっさと死んでください。僕の幸せのためにねぇ♪」

「「姉弟ぃ!?」」

　ゼロスは爽やかな声で、もの凄く邪悪な笑みを浮かべていた。再会してはならない二人が再会してしまった瞬間であった。

「あ、あんた！　弟なら姉を手伝いなさいよ、それが弟の義務でしょ！」

「そんな義務はありませんね。むしろ、裏社会に落ちた姉に引導を渡すのが弟の義務でしょう？　幸い、ここなら死体は残りませんからねぇ。魔物の餌になって……」

「引導!?　しかも死体の処理まで計画してる!?　あんた、人を殺すことを何とも思わないの!?」

『『アンタが言うなよ……』』

　ツヴェイト達は心の底からそう思った。対するゼロスは……

「以前は、死体の処理とか法律やらと面倒なしがらみがありましたからねぇ、計画を断念していたんですが……。幸いにもここは、命の値段が安い弱肉強食の世界。情け容赦なく思う存分、完膚なきまでに塵ちりにして差し上げますよ。あぁ～礼は必要ないですよ？　弟が実の姉に対して行う最後の慈悲ですからねぇ……ククク……」

　姉を殺すのに何の躊躇いもなかった。むしろ、殺やる気満々である。

　しかも、シャランラを始末する上でこの世界は実に都合の良い環境であった。

「さぁ、姉さん……焼き具合のオーダーは？　ミディアム？　ウェルダン？　魔女裁判は火刑が常識ですからねぇ。今日の悪意と殺意はあなたのために♪」

「師匠をあそこまで怒らせるこの女、いったい何したんだ？」

「さぁ……だが、今までの行動を考えると分かるんじゃないか？　多分だが、弟の財布を当てにして寄生してたんだと思うぜ？　あの姐さんが真面目に働くとは思えんし……」

「なるほど……。金遣いが荒そうだからな、借金すら押し付けるだろうなぁ～」

「あんた達、助けなさい！　こんな良い女が人でなしに殺されそうなのよ!?　助けてくれたらダーリンには内緒でサービスするから」

「「いや、ただの姉弟喧げん嘩かだろ？　部外者が立ち入る余地ないじゃん。それにビッチは……」」

「ビッチと言うんじゃないわよ、このクソガキ共!!」

　ツヴェイトもエロムラ君も、口を挿はさむ気はないようだ。

　二人にはシャランラよりも目の前のおっさんが怖いのだ。関わらなければ身の安全は保証されているし、シャランラを助けてやる義理もない。しかもこれは姉弟喧嘩であり、他人の家庭事情に口を出す気も起きない。

　ゼロスの視覚に再び【鑑定】が発動し、目の前の姉の情報が一部開示される。職業ジョブが詐欺師であった。ついでに、今の名が彼女自身の性格を物語っている。

「……シャランラねぇ。『お化粧なんかしなくても、あんたは私に夢中よ』とでも言うつもりですか？　どこまでも厚かましい。魔女っ娘こって歳でもないでしょうに、いい歳したおばさんがないわぁ～、恥以外の何物でもないので焼却処分確定ですよねぇ？」

「シャランラって、そういう意味!?　ちょ、そういえばおっさんの姉なんだよな？　実際の年齢はいくつなんだよ!?」

「今年で四十六歳ですね。それにしても、見た目が若返っているが……【回春の秘薬】でも使ったのか？　前は小こ皺じわとニキビを厚化粧で誤魔化していましたが……」

「名無し……いや、アンズちゃん、スゲェ！　ババァで合ってた。実年齢を見事に見抜いてたよぉ、洞察力がパネェ！」

「んふぅ～～～♪」

　名無しちゃん改めアンズは、実に得意げである。

「誰がババァよ、失礼なガキ共ねぇ、女は歳をとらないのよ!!」

「そのセリフが出る時点で、おばさんなのは間違いないでしょうに……。まぁいいか、気を取り直して……ジャッジメントの時間ですよ？　さぁ、お前の罪を数えろぉ！」

「嫌よ！　せっかく若返ったんだから、贅ぜい沢たくに暮らすのよ!!　それに私に何の罪もないわ、簡単に騙されたくせに人のせいにする世間がおかしいのよ!!」

「相変わらずか。にしても若返ったねぇ……。五年後にはヨボヨボの老婆になると思いますが、選択したのは姉さん自身ですからねぇ……。十年すれば死んでるかも。葬式は獣葬でいいですか？」

「どうしても獣の餌にしたいわけね……って、ちょっと、今のどういう意味よ！　なんで私が老婆になるわけ!?　こんなにピッチピチなのよっ!?」

『『いまどき、ピッチピチはねぇだろ。やはりババァだ……』』

　ツヴェイトとエロムラ君の目は冷たい。

　それは置いておくとして、回春の秘薬は使用者を確かに若返らせる効果がある。しかし、そこには大きな副作用があった。

　生物は生まれたときから死ぬまでの細胞分裂の回数が決められている。回春の秘薬は肉体を強制的に活性化させ若返らせる薬だが、同時に肉体に多大な負担を掛けることになる。強制的に活性化させられた体組織は、数年で一気に弱体化するのだ。

　その結果、若返った年齢よりも倍の年齢で急速に老化してしまう。シャランラの見た目は二十代だが、実年齢は四十六歳。二十歳若返ったとして、回春の秘薬の副作用で最低でも四十歳は老け込む。本来の姿に上乗せされて四十年分の老化が一気に進むのだ。

　ちなみに【時戻りの秘薬】は販売していなかったので、他に出回ることはなかった。その理由は素材確保が困難だからである。素材に【ドラゴンの宝玉】と呼ばれる特殊希少素材が必要なのだ。

　他にもまだまだあるが、入手するには難易度が高過ぎた。

「ハハハハ、一気に八十代の老婆ですねぇ♪　選択したのは姉さんですから、僕の知ったことじゃありませんよ。愉快、痛快、ざまぁ～♪」

「……目先の欲で寿命を縮めた。自業自得」

「救いようがねぇな。安易に楽な道を進むから自爆したのか……堅実が一番だな」

「俺も気を付けよう。それより、安全に若返る魔法薬はないのか？」

「【時戻りの秘薬】が安全ですかねぇ。まぁ、【回春の秘薬】を使った時点で効果はないけど。併用すると死ぬし……」

　シャランラの顔が次第に蒼あお褪ざめていく。ここに来て自分が最悪のミスをしたことを気付かされ、彼女は死の恐怖を覚えていた。逆に、ゼロスは実に爽やかである。

　その笑みは邪悪なまでに歪ゆがんでいた。邪魔者がもう直すぐ消えると知り、心の底から喜んでいた。

「な、何とかしなさい！　弟でしょ、姉が死んでもいいの!?　可哀想だと思わないのぉ!?」

「全然思いませんが？　それに、回春の秘薬を使用した時点で既にアウト。仮に時戻りの秘薬があったとして、飲めば確実に死にますが？　僕にはどうすることもできませんよ。する気もないし」

「噓うそね、絶対にあんたは助かる方法を知っているわ！　知っていながら隠しているのよ！」

「知りませんよ。僕は魔導具や魔法改造がメインですしねぇ、魔法薬は専門外。多少の魔法薬なら作れますが、その程度ですよ？　何の根拠があって言ってるんですかねぇ、この馬鹿姉は……」

　平気で噓を吐つくゼロス。魔法薬の生成も得意であり、別に武器や魔導具だけを専門に製作していたわけではない。唯一の本当は、【回春の秘薬】の効果を無効化する方法など知らないことである。

「じゃぁ、何で回春の秘薬のことをそんなに詳しいのよ。おかしいじゃない!!」

「作ったのが仲間だったからですが？　カノンが『アレは使えないわ……。確かに若返るけど副作用が酷い。ないわー、アレはないわぁ～。失敗しちゃったよ。てへ♡』と言ってましたしねぇ。回春の秘薬をもとに、【時戻りの秘薬】を製作したところまで手伝いましたが、秘薬の効果を消す研究をしていたかどうかは知りません。在庫処分を兼ねて、どこかで回春の秘薬を大量に売り捌さばいたらしい話は聞いていましたけどねぇ」

　それを購入した者をＰＫして奪ったのがシャランラである。他人のものを奪い続けた女は、奪われたものによって報復されたのだ。悪いことをすれば、いずれ報いを受ける良い例であった。

「いいから教えなさい!!　私を殺す気!!」

「何を今さら……最初からそう言ってるじゃないですか。魔法薬の効果を消すなんて方法は僕も知りませんし、仮に知っていたとしても教えてやる義理もない。ついでに……今ここで姉さんに引導を渡しますからねぇ？」

「それが弟の言うセリフ!?　偉大な姉に尽くす気はないの!?」

「偉大？　腐れビッチの間違いでしょ。さて、お祈りは済ませたか？　安心しろ、骨すら残さないように念入りに始末する。殺しても復活してきそうな感じだからな」

　義理も情も捨て去り、実の姉を冷酷に始末する決意を胸に秘め、潜在領域内の魔法式を瞬時に顕現させる。ゼロスの周囲に無数の火球が現れ、完全な戦闘態勢が整った。

「【フレイム・ファランクス】」

「ちょ……あんた、本気で……」

　言葉を言い終える前に、問答無用で火球群を撃ち込まれる。【フレイム・ファランクス】は【フレア・ランス】の上位互換魔法。その攻撃による手数は倍以上であり、絨じゅう緞たん爆撃に近い。

　そこに一切の慈悲はなく、宣言通り骨すら残さないという念の入りようで、執拗に悪意が籠こもった攻撃が撃ち込まれる。途中から、『このままでは森が大規模な火事になる』と判断し、水系統魔法の【コールド・ファランクス】に変え、消火しながらも魔法攻撃を休むことなく続けていた。

　炎に包まれた森は、一瞬にして白銀の世界へと変わっていく。

　一応、冷静さも残していたようである。

「…っつ！」

　殺気を感じ、魔ま法ほう杖じょうを瞬時に取り出して無雑作に構えると、そこに一いっ閃せんの斬撃が撃ち込まれる。シャランラによる攻撃だが、ゼロスにあっさりと防がれた。

　すかさずゼロスは魔法杖に取り付けられた刃を突き刺すが、手応えが途中で消え、間髪いれずに【白銀の神壁】を魔法杖に付与し巨大な剣として振り抜いた。

　周囲の木々が斬撃により斬り倒されながらも、見えない剣がシャランラを襲う。シャランラは確かに両断され手応えもあったが、【贄の形代】がダメージを肩代わりし無傷。

「あんた……そこの坊やに魔法を教えたわね!?　おかげで使い捨ての手駒が使えなくなったじゃない！　どこまで邪魔をすれば気が済むのよぉ!!」

「それはなにより。僕は今回、彼の護衛ですからねぇ？　最初から殺し合う状況だったということですよ。どのみち長くは生きられないなら、ここで死んでも同じでしょう？」

「姉を敬う気はないわけぇ！」

「何度同じことを言わせるんですか？　あると思いますか？　心の片隅にすら塵一つ残らないほど、綺き麗れいさっぱりそんな気は全くない！　我が心に一片の曇りもなし!!」

　エロムラ君は『やっぱり使い捨てかよ……』と、自分のことを改めて自覚した。

　不毛な姉弟同士の殺し合いは、低レベルな罵ののしり合いと壮絶な斬撃による斬り合いに発展していく。

　鋼はがねのぶつかり合いで火花が散り、一つでも見切りを誤れば致命傷になるのが確実な殺し合い。もっともその斬り合いはゼロスの一方的な展開であったが──。

「いったい、どれだけ無効化アイテムを持ち歩いてるんですか？　いい加減に死んでくださいよ」

「教えるわけがないでしょ！　あんたこそ、いい加減に諦めなさい！」

「まぁ、死ぬまで攻撃を続ければいいか……。無限に持ち歩くのは不可能だし、楽に死なせるのは性に合わない。徹底的に苦しめなければ気が済まないからな」

「どんだけ根に持ってるのよ！　器の小さい男ね。女にモテないわよ!?」

「ビッチにモテたくなんてない。特に、姉さんのような女は願い下げだ。そんなわけで、潔く死ねぇえええ!!」

　ゼロスの斬撃一つ一つは即死レベルである。そのあまりの攻撃力により、シャランラが所有している攻撃無効化の魔導具は限界を迎えるのが早く、次々に砕け散っては地面に落ちていく。

　元よりレベルに圧倒的な差があり、どれだけ強力な効果を秘めていたとしても負荷が掛かれば魔導具は限界に達しやすい。何しろ防御のための障壁が簡単に切り裂かれるのだ。

　身体強化系の魔導具も常に限界以上に魔力を絞り出され、効力を失い無力化される。こうなるとただの邪魔な飾りに過ぎない。

「【ボルテック・シャイン】」

　昼間だというのに眩まばゆい光が辺りを白く染め、目を覆いたくなるような煌こう々こうと輝く大きなプラズマ球が、シャランラ目掛けて頭上から落とされる。

『まずいわね……仕方がない。奥の手を使わせてもらうわ』

　シャランラは最近手に入れた胸元の首飾りに手を当てる。

「自分の魔法で死になさい！」

　首に掛けられた最後の魔導具を引き千切り、それを天に翳かざす。

　魔導具の効果が発揮され、鏡面の盾が【ボルテック・シャイン】を受け止めると、それは反転してゼロスの頭上へと返される。

「【精霊王の首飾り】!?　最後の切り札か……」

　言い終わる前にプラズマ球に包まれ、ゼロスは爆発の中へと消えた。

　精霊王の首飾りも無事では済まなく、二つの大きな宝石に亀裂が入り魔導具としては完全に使いものにならなくなった。

　だが、シャランラにとっては最大の邪魔者が消え、これからいくらでも挽回できる。

「ハァハァ……いくら強くても、自分の攻撃ならダメージを負うでしょ」

「師匠!?　噓だろ……」

「次は……あんた達の番よ。コケにされた分はきっちり返させてもらうわ……」

「姐さんのレベルから考えて、アイテムは大分消費されたはずだ。今なら俺達でも確実に勝てるぞ、同志！」

「死になさい、ガキど……なっ!?」

　ツヴェイト達を殺そうと動いた瞬間、胸元から生える刃に動きが止まった。背後には漆黒のローブを着た魔導士が魔法杖を無雑作に構え突き刺している。

「なっ……噓でしょう？」

「雑魚同然の姉さん程度を相手に、全力で戦うわけないでしょ。何より、一撃で始末しても恨みは晴らせませんからねぇ。今の魔法もかなり手を抜いていたんですよ？　それに、【シャドウ・ダイブ】は姉さんだけの特権じゃない。【殲滅者】を甘く見ていませんかねぇ？」

「アレで手加減……それに【殲滅者】!?　冗談じゃないわ！　しかも実の姉を殺そうとするなんて……」

「以前、言いましたよね？　血の繫つながっているだけのただの他人だと。のこのこ顔を出した時点で殺されるとは思わなかったんですか？　まぁ、死なないでしょうけど……【魔人形】を使っているんだからねぇ？」

「……コレ、高かったのよ？　弁償しなさいよ!!　手に入れるのが大変だったんだから！」

「断る。どうせ他人から奪ったものでしょ？　まぁ、次は無いですよ。見かけたら確実に始末デリートしますから。これは決定事項ですよ……慈悲はないと思ってください」

　ゼロスが魔法杖を振るうと、シャランラは真っ二つに分断されたが、次の瞬間にその姿は木製のマネキンに変わり転がっていた。【魔人形】。このアイテムは使用者の意識や姿、全能力を移し替えることが可能な人形で、この魔導具を使用した時点で本体である肉体は凍結保存される。

　人間が木製の人形に憑ひょう依いするようなものだが、人形の体に受けるダメージは実際に受けるのと同じで、攻撃で破壊されると精神はあるべき肉体へと強制的に戻されることになる。

　魔導具である以上は使用限界があり、何よりも高価な道具でもあるのだ。おそらくこの世界では二度と手に入れることはできないだろう。そのため複数の魔導具で補強し、破損を防いでいたのだ。

　暗殺で返り討ちに遭っても本体が無事なら死ぬことにはならず、【身代わり人形】や【贄の形代】が本体のダメージを軽減させることができるので【魔人形】の破損を防げる。

　何度でも使え、事実上は不死身ということになるだろう。

　アリバイ作りにも利用でき、暗殺にこれ以上便利な道具はないが、活動限界時間は三日程度。休息する形で魔力供給することも可能な優れものなのだ。

「逃がしたか……。まぁ、元からここにはいなかったんですが……おや？」

　ゼロスは【魔人形】の傍らに落ちていた豪華な首飾りを手にすると、そこに嵌はめ込まれている二つの大きな宝石に目を向けた。

　それはゼロスが求めていたもので、手に入れるのが困難な素材でもあった。

　ゼロスの魔法をリフレクトはしたが、威力が強過ぎたために魔導具としての心臓部である【精霊結晶】に亀裂が入ったのだ。これでは魔導具として二度と使えない。

　だが、素材としてなら十分に使える。

「精霊結晶……しかも天然物。これでホムンクルスが製作し……なに!?」

　突然、目の前に赤い宝玉が出現した。

　それはまるで呼応するかのように、精霊結晶と同調し輝き、何かを伝えようとしているかのようである。そのアイテムにゼロスは見覚えがあった。

『これは邪神魂こん魄ぱく……そういえば、このアイテムも謎だったな。【ソード・アンド・ソーサリス】の邪神からドロップしたアイテムにはなかったものだ。じゃあいつ手に入れたんだ？　拾った記憶がないとなると、いつの間にかインベントリー内に入れられてた？　いったい誰がそんなことを？　四神は……いや、それは考えられないか……』

　【邪神魂魄】──普通に考えても、邪神の魂か核となる存在であることは名称で分かる。

　以前は【邪神石】に反応したが、今回は【精霊結晶】だ。つまりはホムンクルスのボディに邪神魂魄を定着させることが可能と教えているように見えるが、問題はそこではない。

　気になるのは、『誰がこのアイテムを自分に持たせたのか？』である。

　この世界で四神と呼ばれる存在が、自分を含む地球人を転生させたのだと仮定するのであれば、そもそも敵である存在の魂を転生者に持たせたりするとは思えない。

　四神とは異なる強大な力を持った、何者かの意思が介入していると考えるのが妥当だろう。

『確かフレイレスとかいう神のメールに、『苦労したのは君達の世界の神々』みたいなことが書いてあったな。あの文面を信じるなら、僕達を転生させたのは便宜上、地球側の神々ということになる。ならば、なぜ地球に蘇生でなく、異世界転生なんだ？　他にも裏がありそうだねぇ』

　ゼロス達を転生させたのは四神ではなく地球側の神々である──もしこの予想が正しければ、地球側の神々が転生させるほど大きな力を持ち、ゼロス達を蘇生させ異世界に送り出したことになる。

　死者を蘇生させ、あまつさえ【ソード・アンド・ソーサリス】のステータスを反映させるほどの力があれば、『なぜ、地球側に蘇生させなかったか？』という疑問が浮かぶのも自然だろう。

　まあ、この疑問に関しては現状で答えを導き出すことは不可能なので置いておく。

『そして、この【邪神魂魄】。僕にコレを持たせた意味は……』

　現状、重要なのは【邪神魂魄】の存在だ。

　邪神は四神にとって天敵であり、このアイテムをゼロスが持っているという事実こそが、『四神がゼロス達を転生させたわけではない』という説を裏付けているのである。

　更に、【邪神魂魄】はホムンクルス製作に必要な精霊結晶に反応しており、そこに地球側の神々の意図がなんとなく見えてくる。

　単なる四神に対して嫌がらせか、あるいは何らかの意図で邪神を復活させようとしているのか。地球側の神々が、そんなメッセージを発しているように見えるのだ。

　ゼロスは後者だと思ってはいるが、あくまでも憶おく測そくにすぎず、地球側の神々とそもそも連絡手段などないのだから、推論だけではなんの決め手にもならないのだ。

　まあ、仮説はいくらでも立てられるが今のところは判断できない。

　状況だけで判断するしかないことが酷くもどかしい。

　ただ、自分の知らない何かが、静かに動き始めたように感じられた。

『ふむ……何者かは分からないが、僕に邪神を復活してほしいということか？　ククク、やってみるか……。邪神には聞きたいこともできたし、ヤバくなったら始末すればいい』

　元トッププレイヤーの直感が、【邪神魂魄】が重要な意味を持つと訴えている。

　見方を変えるとおっさんは、凄く軽い気持ちで危険な実験に乗り出すことを決めたともいえる。

「さて、野営地に戻りましょうか。とりあえず危機は去りましたしねぇ」

　先ほどの危険な考えはどこへやら。おっさんはあっさり現実に思考を切り替えた。

「まぁ、そうなんだが……。師匠、どうすんだ？　コレ……」

　シャランラが消え去り、あとに残されたのは散々な有様に破壊されつくした森。

　それと、おまけの裏切り者になった元刺客二人。

　ツヴェイトの危機は去ったが、その痕跡は色んな意味で酷かった。








第四話　おっさん、本気で考え中






　【ヒュドラ】の拠点は各地に存在し、大抵が地下深くにあった。

　というのも、この世界では新たな街を築く際に、古い街並みを埋めたてて土台にするのが一般的なのだが、その埋められた古い街を再利用することで、犯罪者達が潜むには格好の場所となるのだ。

　具体的には、様々な犯罪組織が横流しされた奴隷達を使い穴を掘らせ、そこを拠点として利用するという流れで、各地に作られてきた。出入り口も偽装されており、網の目のように地下に広げられた通路は、やがて一種の地下都市として機能するほどになる。

　こうした犯罪組織は規模が小さかったため、地下で通路を広げる際に手を結ぶことによって、巨大犯罪組織【ヒュドラ】が生まれたのである。

　だが、その【ヒュドラ】も一人の男によって壊滅的な打撃を受けることとなる。

　原因は一人の少女であった。

　少女の一族は代々、血統魔法【未来予知】を受け継いでおり、未来が分かるというその力をヒュドラは力ずくに手に入れようとしたのだ。

　しかしその少女の両親を含む一族の者達は、当時まだ幼子だった彼女を救うべく、一丸となって抵抗。記録ではかなり凄せい惨さんな戦いであったらしい。

　結果、少女一人を残して一族は皆殺され、その少女もまた行方が分からなくなった。

　だが、ヒュドラは諦めなかった。【未来予知】の血統魔法があれば、自分達の繁栄は約束されたようなもの。執しつ拗ようなまでに徹底的に調べ上げ血眼で探した。そして、ついにその生き残りである少女を捜し当てたのだが、彼等の前に立ち塞ふさがったのがソリステア公爵家であった。

　生き残りの少女は、ソリステア公爵家で侍女として働いていた。しかも、公爵家の次期当主であるデルサシスの専属侍女としてである。

　当時のデルサシスは、学院生であったが裏の世界でも名が広まるほどのヤリ手で、次々と裏組織を潰つぶしては自分の傘下に組み込んでおり、敵に回すには危険過ぎた。

　だが、少女さえ手に入れればどうにでもなると開き直り、誘拐を決行。その思惑は成功したかに思われたが、結果としてヒュドラの中枢となる拠点を知られることになってしまい、裏社会を牛耳る巨大な組織はひと月で無残に瓦が解かいすることになる。

　拠点の場所が発覚する手掛かりとなったのは、一本の短剣であった。

　たまたま誘拐の実行犯である一人が使用していたその短剣は、デルサシスに倒された際に回収され、調査の結果、元々古き時代にとある部族が使用していたものだと判明。同じものが博物館に展示されており、ある街の地下遺跡から出土したことが明らかとなる。

　その情報から、組織の拠点が地下に存在していると知られてしまった。

　何しろ地下遺跡は迷路のような構造で、遺跡の調査以降は誰の手も入っていない。至るところに避難経路となる入り口が口を開けており、犯罪組織の拠点にするには適した場所であった。

　デルサシスは数人の仲間と共に乗り込み、ついでに衛兵や騎士団も動員し、【ヒュドラ】は徹底的に潰されたのである。
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　ガーランスは少女を連れて森を走っていた。

　この少女の血統魔法【未来予知】は強力である。未来で起こる危険が分かればそれとは別の選択をすることで身の安全は保証され、更に裏の商売も再起を図ることができる。

　そのためには数名の部下と共にオーラス大河の川岸まで進み、そこから船で他国に逃れなければならない。

　この国から脱出さえできれば、あとはこの少女の力を利用して再びのし上がれる。そのために自分を育ててくれた頭目すら殺して彼女を奪ったのだ。

　だが、彼等の撤退の状況は芳かんばしくなく、動くたびに追い詰められている。

　苛いら立だちながらもガーランスは少女の手を強引に引く。

『もっと速く走りやがれ！　奴等に追いつかれるだろ!!』

『無理です。あなたはここで死ぬでしょう……それはもう決まったことです』

『馬鹿なことを……お前がいれば俺は再起を図れる！　お前の力があれば!!』

『不可能ですよ？　なぜなら……こうなるように導いたのは私なのですから』

『なっ、なに……？』

　ガーランスは、少女が何を言っているのかが分からなかった。

　いや、理解できてすらいないだろう。【未来予知】という魔法がどれだけのリスクを背負うものであるかなど、考えたことすらないに違いない。

　だが、目の前の少女は違った。確固たる決意が込められた瞳で、ガーランスを真正面から見据えている。

『私達の一族は短命です。それは人の身でありながら、未来の事象を見ること自体が摂理に反することだから。自分の寿命を削ることで、私達は未来の行く先を知ることができるんです』

『だ、だから何だ！　それが本当なら尚なおのことお前は俺のものだ!!』

『分かっていないようですね。私達の一族は、この魔法をこの世から消し去るために、古い時代から布石を置き続けてきたということですよ？　あなた達に両親が殺されることもその布石の一つ』

『なっ!?』

『まだ分かりませんか？　あなた達は両親や私の力を求めたようですが、そうなるように仕組んだのは私達だったということです』

　馬鹿げた内容である。だが、【未来予知】という魔法を受け継いだ一族にとっては重大なことであった。この魔法は自分で制御ができず、常に夢という形で未来を見てしまう。

　その度に寿命が削られ、長く生きることはできない。ならばどうすれば自分達は平穏に生きられるのか、彼等は自分の寿命を削りながらもその答えを求め、そして答えに辿たどり着く。

　要は【未来予知】の力を受け継がない子孫が生まれる未来に世界を動かせばいい。それは途方もなく長い時間を掛けて求めた一筋の希望であった。命を懸けた切なる願いだった。

　少女の一族は自分達の血統魔法が二度と現れないように、歴史の裏で行動を起こしていたのだ。

　そのためには一族の者が犠牲になることもあり、中には家族を権力者に売り渡す苦渋の決断も実行し、時に悲惨な最後を辿る者も見つめ続けたのだ。

　全ては自分達の血が受け継がれる希望を求め、摂理に反するこの魔法をこの世から消し去ることを夢見た一族全てによる、壮大な予定調和だったのだ。

　その真実を知ったとき、ガーランスは背筋が凍りついた。

『イ、イカレていやがる……』

『おかしいですか？　ですが、あなたにそれを言う権利はありませんよ？　あなた自身も私達一族の力を望んだではないですか。そうした悪意ある者達から永えい劫ごうにこの力を奪うため、私を含めて全てを犠牲にするしかなかった。私の両親もです……』

　少女は淡々としながらも感情を露あらわにして言葉を続けた。

『私達をそこまで追い込んだのは他ならない、あなた方のような人達なのですよ？　ならば、私達が逆に利用してもいいですよね？　あなた達が自分のために私達を利用したように、私達の幸福のために逆に利用してもいいですよね？　未来を知りたかったのでしょう？　これが、あなた達が見たかった未来です。もう、変えることはできません』

　ガーランスは初めて人間に恐怖した。

　【ヒュドラ】の歴史は古く、百数十年もの間、社会の闇に存在した組織であり、時に【未来予知】の血統魔導士を利用したこともあった。

　だが、その全てが布石だとするなら、ヒュドラの組織自体が彼等の手によって操られていたことになるのだ。利用していたつもりが、逆に誘導されこの結末に動かされたことになるだろう。

　そして今、自分がこの場にいることすら少女達に誘導された結果だとすれば、とても受け入れられるものではない。

『馬鹿な、そんなはずはない！　全てお前のデタラメだろ!!　お前は時間稼ぎをして……ガァッ!?』

　突然、ガーランスの左肩を矢が貫き、痛みでその場で蹲うずくまる。

　即行性の麻ま痺ひ毒を塗られていたようで、徐々に体が痺れだしていた。更に氷の魔法が部下に撃ち込まれ、不気味なオブジェと化していく。

『ミレーナ、大丈夫？』

『遅いよ、ミスカぁ～。もう少しで予知が崩れちゃうところだったんだからぁ～』

　青い髪をした眼鏡の少女が弓を構え、警戒しながら少女の元に近付くと、ミレーナの額に頭突きをかました。

『いだぁ～～いっ！　酷ひどいよ、ミスカぁ～～』

『私に隠し事をしていた罰よ。まったく、水臭いんだから……』

『だってぇ～、未来を教えちゃうと全てが台無しになっちゃうんだもぉ～ん。黙ってるしかなかったんだよぉ～。ところで、デル君は？』

『ハイハイ、お熱いわね。デルの奴は、ここには……』

『いるぞ？　まったく……世話を焼かすな、ミレーナ。あとで説教だ』

『うえぇ～……。優しくしてよね？』

　深紅のローブを着た青年が、木の陰から現れる。

　年齢的には十代だが、その顔はとても青少年と呼べるものではない大人びた印象がある。だがミレーナの顔を見た瞬間に彼の表情はわずかに和らいだ。

『それはミレーナ次第だな。なんなら、ベッドの中ででもいいぞ？』

『やぁ～～ん。こんなときに何を言うの？　ちょっと嬉うれしいけど……』

『めっちゃ、嬉しがってんじゃない！　にしても、いつの間に……。デル、あんた……さっきまで残党と戦ってなかった？　『ここは俺に任せろ！』とか言って……』

『予想以上に弱かった。ファーフランの森にいる魔物の方が十倍は強い。不完全燃焼だ』

『あそこの化け物と一緒にするんじゃない！　どこまでスリルを求めれば気が済むのよ。まったく、あれだけ暴れておきながら……』

『やめるつもりはないぞ？　俺の楽しみだからな。で、コイツが最後か？』

　デルサシスはガーランスに目を向けると、その手に火球を出現させた。

『俺の女に手を出したんだ……。覚悟はできてるだろ？　悪いが、生かしておくつもりはない』

　ガーランスは周囲に目を向ける。

　逃げ場が完全に塞がれ、仮に捕らえられても死刑は確実。それだけの罪を犯してきたことは自覚している。生き延びるには崖下の河に飛び込むしかない。

　だが、麻痺毒で体の自由が利かない以上、溺れる可能性が高く為なす術すべがなかった。

　選択肢がない以上、ガーランスの取るべき行動は一つ。賭けに出るしかない。

『そう簡単に殺されてたまるかっ!!』

　崖に向かって走り出すガーランスだが、予想以上に体が動かない。それでも一つの賭けに出た彼は死力を振り絞った。

　そして、デルサシスの放った魔法の爆風に飛ばされ、ガーランスは崖下へと落ちていく。

　オーラス大河に落ちた後の記憶はなかった。だが、ガーランスは下流の川辺に流れ着き、一命をとりとめることとなる。

　そして、再び返り咲くべく潜伏するのであった。
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「……夢か、嫌な夢を見たもんだ。忌いま々いましい」

　ガーランスはシャランラの報告を待ち続けているうちに、少しうたた寝していた。

　【ヒュドラ】のボスとして精力的に活動を続けていた彼は、奴隷の横流しや麻薬の売買などで資金を稼ぎ、複数の犯罪組織を潰しては取り込み、たった半年で組織を急成長させた。

　彼は本来であるなら六十代半ばの中高年に当たる年齢なのだが、今から三ヶ月ほど前にシャランラから譲り受けた【回春の秘薬】を使い、三十代の若さを取り戻している。

　だがガーランスは、その副作用のことを全く知らない。

「まぁ、いい。シャランラが失敗するとは思えんし、これで奴にも意趣返しができる。俺の恐ろしさを国中に教えるには充分だろうさ……ククク」

　傍はた目めに見れば、自分の部屋で独り言を呟つぶやくアブナイおっさんである。だが、公爵家の人間を暗殺できたとなれば、【ヒュドラ】の名は再び裏社会に響き渡る。

　まだ達成されたわけではないが、ガーランスは目の前にぶら下がる組織再興の夢に酔いしれていた。それだけシャランラの暗殺者としての腕を買っているのだ。

　ガーランスはテーブルの上に置かれた酒瓶を手に取ると、傍そばに置いてあるグラスに酒を注ぎこみ、呷あおるように喉に流し込む。

　愉悦の笑みを浮かべ、再びグラスに酒を注ごうとしたとき、それは唐突に起こった。

「ボス！　大変でさぁ!!」

「何だ。今、いい気分なんだよ……くだらねぇ話だったら殺すぞ？」

「き、きき……騎士団だぁ！　騎士団が攻め込んできやがったんでさぁ!!」

「何だとぉ!?　馬鹿な……なぜ、ここが分かった……」

「それより、逃げねぇとヤバいっすよ！　出口は完全に塞がれていますぜ!!」

「チッ、奴か？　……どこまで俺の邪魔をしやがれば気が済むんだ。糞くそがぁ!!」

　かつての【ヒュドラ】は、逃げるための脱出路を時限式の魔導具で塞がれ、意図的に残された数ヶ所の出入り口に殺到したところに強力な魔法攻撃が撃ち込まれ、無残に殲滅させられていったことがある。まるでネズミを退治するかのように冷酷に。更に、侵入者によって念入りに毒まで撒まかれ、多くの部下が苦しみながら死んでいった。

　その経験からか、今のガーランスも表立って街の中に拠点を置くわけにはいかなかった。大人数のゴロツキが出入りすれば嫌でも目立ち、場所を特定される。かといって魔物が出没する郊外に拠点を作るわけにもいかない。

　そのため、こうした地下の隠れ家を持つ酒場を複数用意し、数日おきに拠点を変えることで追っ手などの目を攪かく乱らんし、身を守っていた。

「あの公爵……まさか息子を囮おとりに使ったというのか!?　やってくれる！」

　ガーランスは自分の甘さを呪う。

　学院の若造が依頼を持ちかけてきたのはいい。いくらソリステア公爵家でも学院の恒例行事には口出しできるとは思えず、せいぜい数人ほど護衛をつける程度ではないかと予想していた。

　仮に護衛を雇ったとしても、その護衛がうまくツヴェイトを担当できるとも思えなかった。何しろ傭よう兵へいは、ランダムで各学院生の班に割り当てられると事前に情報を得ていたからだ。

　暗殺は確実に成功すると思っていたが、まさか息子を囮にして直接拠点を狙ってくるとは思わなかった。デルサシス公爵がヒュドラを完全に潰す気であることは明白である。

「くそったれがぁ、非情にもほどがあるだろ！　チッ、拠点を変えるぞ!!」

「部下達はどうするんですかぃ!?　このままじゃアイツらは……」

「代わりはいくらでもいるだろ!!　今はここから脱出するのが先決に決まってるだろうが、馬鹿かお前は!!」

　そう吐き捨てると、ガーランスは背後の棚を動かし、奥にある通路から脱出することを選択した。

　急いで通路を走り抜け、複雑に入り組んだ地下の道をなりふり構わず走り抜ける。遠くから剣で打ち合う音が聞こえてくることから、時間がないことだけは理解できた。

　長い通路をひたすら走り続け、ようやく辿り着いた出口の扉を開くと、そこは街外れの森の中だった。外側から見ればただの洞穴で、カモフラージュとして植えた樹木によって覆い隠されている。

「ここまで逃げ切れば、あとは……ウグッ!?」

　まるで過去の再現かのように、飛来した矢がガーランスの左肩を貫く。

　傷みに苦く悶もんの表情を浮かべながらも、矢が飛んできた方向を見れば、青い髪に眼鏡をかけた女性がボウガンを構えていた。

　ガーランスはその女性に見覚えがあった。驚くことにその女性の姿は昔とさほど変わっておらず、唯一違うのは学院生の制服ではなくメイド服を着ていたことであろう。

　しかも、その傍かたわらには憎い男が腕を組んで立っていた。

「懐かしい顔だな。まさか生きていたとは思わなかったぞ」

「クッ、思った通りデルサシス公爵か……。こんなところまでご苦労なことだ……」

「まったくだ。貴様等が妙な真似をしなければ、私も動くことはなかったのだがな。昔とり逃がしたことが今の事態を招いた。ツケは払う主義なのでな、覚悟してもらおう。幸いここには河はない、もう以前のようには逃げられんぞ？」

「チッ、あの女の力を使ったのか……。でなければここが分かるはずがねぇ」

「人聞きの悪いことを言う……これも長い調査の賜たま物ものだ。くだらん力に頼らなくとも、この程度は簡単にできるぞ？　安易な力に縋すがるのは無能のやることだ」

　ガーランスはデルサシスの恐ろしさを理解しているはずだった。

　だが、実際は想像以上のヤリ手だったのである。

　抜け道さえ知られているということは、自分の配下に密偵が隠れていたということだろう。ガーランスもよくやる手だが、それ以上に相手が狡こう猾かつであっただけの話である。

　しかし、いま目の前にいる二人を何とかすれば逃げることはできる。

　普通なら既に詰んでいると諦めるものだが、ガーランスはいまだに野心に取り憑つかれており、彼等を倒すべく一か八かの賭けに出た。腰のナイフを引き抜き、デルサシスに迫る。

「死ねぇ!!」

「ぬるいな……」

　デルサシスに向けて突き出したナイフが、彼の逆手に持ったダガーに弾はじかれ、よろめいたガーランスの腹に間髪いれず膝が叩たたき込まれた。明らかに戦い慣れしている。

　ダガーを両手にし、まるで獲物を狙う肉食獣のごとく動きを見据えるデルサシスに、自分の迂う闊かつさを呪う。敵に回すべきではなかったと後悔するが、今さら手遅れであった。

　不規則に動かされる腕がダガーの太刀筋を読ませず、まるで次の攻撃が摑つかめない。

　ガーランスは幾度もなくナイフを突き、時には斬りつけたりもしたがことごとく弾かれ、その度に顔や腹に痛烈な打撃を打ち込まれた。

　想像以上に重く、一撃で意識を持っていかれるような衝撃に耐え、何としてもこの場を切り抜けようと足あ搔がく。

「実の子を囮に俺達を狙うのかよ……権力者としては優秀だが、親としては最低じゃねぇのか？」

「甘い顔をしていては子は育たん。時に苦難の道を進ませるのも親としての務めだ。それに、私が何の手も打たないとでも思っているのか？　お前は簡単に切り札を使い過ぎた」

「どうだろうな。俺の女は腕利きだぜ？　今頃てめぇのガキも始末されているだろうさ」

「それもどうだろうな。腕利きを揃そろえているのは別にお前だけではない。なにしろ、私があいつの元に向けた護衛は私よりも遥はるかに強い。化け物とはあの者のことをいうのだろうな」

「…………」

　ガーランスは内心で舌打ちをする。

　デルサシスは確かに強い。今の自分でも勝てるかどうかすら分からないほどである。

　そんな男が自分よりも強いと言った護衛に、シャランラが勝てるとは思えない。ガーランスからしてみれば、デルサシスも充分に化け物レベルなのだ。

　現に今も、何度も攻撃を仕掛けているが傷一つ負わせることもできずに簡単にあしらわれている。これが化け物でなくて何だというのか。しかも攻撃すれば逆に迎撃され、こちらにダメージが蓄積されてゆく。とても勝てるとは思えない。

「糞が……。俺はここで死ぬわけにはいかねぇんだよ!!」

「それは無理だな。諦めろ」

　デルサシスの突き出したダガーを、動かない左腕を無理やり動かし受け止めると、右手のナイフを喉元に目掛けて突き刺すが、紙一重で体を反らして避けられる。わずかに頰ほおを切り裂いただけであった。そこに左腕のダガーがガーランスの心臓目掛けて吸い込まれる。

　水平にしたダガーが肋ろっ骨こつの隙すき間まを抜け、確実に致命傷となる一撃が胸部を貫く。

「ゴハッ！」

「生き延びたなら、残りの余生を静かに生きればよかったのだ。くだらん野心を抱いたからこうなる。自業自得だ」

「ちく……しょう………俺は、こ……ん…ちくしょぉおおおおおおおおぉぉぉぉっ!!」

　最後の力を振り絞り、ガーランスはデルサシスを道連れにしようと特攻を仕掛ける。

　だが彼の行動は報われず、ミスカの手にしたボウガンによって眉間を射貫かれ、現【ヒュドラ】の頭目である彼の人生はここで幕を閉じることとなった。

　息を引き取ったガーランスの軀からだは次第に老い、見る影もないほどに瘦せ衰えた老人のものへと変わり果てていく。

「これは……。何かの秘薬か？　見た目が若い姿ゆえに、おかしいとは思っていたが……」

「あとでゼロス様に聞いてみてはいかがでしょうか？　仮にも大賢者なのですから何か知っているかもしれません。にしても、デル！　あんた、遊び過ぎよ！　さっさと始末すればいいじゃない」

「懐かしい呼び方だな。フッ……私も若返った気分だ」

「あんたは充分い若いわよ。色んな意味で……。たく、ミレーナは何でこんなアブナイ奴を好きになったのよ。理解できないわ……」

「それは私にも分からんが、しかし……お前の姿はあの頃と全く変わらんな。その口調で話されると、昔を思い出す。あの頃は楽しかったものだ」

　デルサシスはどこか懐かしげに目を細め、ミスカを見ていた。

　彼女の姿は昔とさほど変わりがなく、時間が戻った気分にさせられる。それが懐かしくもあり、同時に切なくもあった。

「あの頃もでしょ？　過去を懐かしんでいたらミレーナがむくれるわよ？　『私も一緒に遊びたかったのにぃ～～っ』て言いながらね」

「それはそれで聞きたいものだな。だが、懐かしく思ったのもミスカの昔の口調が悪いと思うが？」

「仕方ないでしょ、こう見えても私はハーフエルフなんだから……。逆に純血の人間でないことが辛つらくなるときがあるわ」

「そうか……セレスティーナの前では口調は変えるなよ？　きっと驚くぞ」

「今だけよ。あんたの前でかしこまる必要はないから……にしたって、普通ここに私を呼びつける？　あの子が帰るまでに学院に戻れるかギリギリなんだけど？」

「確実性を求めるなら、手て練だれは多い方がいいからな。だが、予定より時間が掛かった。急がねば仕事が溜たまる」

「たく……さっさと撤収するわよ。直すぐに戻らないと、不審に思われるでしょ。船に間に合うといいけど……」

　デルサシスはガーランスの遺体を魔法で焼却すると、自分の治める領地に帰るべく船着き場を目指す。事前に準備を整えていたために騎士団と顔を合わせる必要もない。

　彼の仕事は山積みであり、こうしている間にも書類は溜まる一方。

　デキる漢おとこは時間を無駄にしない。これは亡き最愛の女性と交わした最後の約束だからだ。

　一分一秒たりとて彼は時間を大切にし、人生を楽しんでいるのである。
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　『スキル自動獲得の操作が可能になりました。どうしますか？　（ＯＮ／ＯＦＦ）』
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「……………………」

　ツヴェイト救出を終え野営地に戻ったゼロスは、突然視界に浮かび上がった変な項目を見て言葉を無くしていた。

　この世界で最近手に入れた職業ジョブスキルは【教師】と【神仙人】、いつの間にか存在していた【超土木工】の三つである。どれも【ソード・アンド・ソーサリス】の世界にはなかった職業スキルである。

　【教師】の職業スキルは【指導】スキルが発展したものだが、【超土木工】はわけが分からない。

　【教師】に発展する前のスキル【指導】は、セレスティーナ達を教えているうちに自然と獲得したものだが、【神仙人】は条件が分からない。【暗殺神】や【魔導賢神】、【薬神】【魔導具神】【鍛か冶じ神】などの生産系職業スキルと武術系職業スキルのどれかに発現する条件があったと仮定する。

　【超土木工】は土木工に必要な【木材加工】【基礎工】【石材加工】などの技術が複数あり、それ以外にも【ラップ】【ダンス】【ボイスパッカーション】など関係ない技能も存在していた。

　これにより、ハンバ土木工業が原因ではないかと確信した。

　スキルの自動獲得は今さらである。『ＯＮ／ＯＦＦ』できるなら、最初からこの項目を入れてほしかった。今までこんな機能があるとは知らなかったのだ。

「……とりあえず自動獲得はオフにするが、この機能はいったい何だ？　いきなり来たぞ？　わけが分からん。なんで今さらなんだ？」

　何にしても設定ができるようになったのはありがたい。

　この機能があれば、今後は知らない間にスキルを獲得しているということがなくなる。既に獲得したスキルのレベルアップが止められないのは残念であるが。

　スキルはあくまで個人の能力を補助するためのものだが、レベルが上がるにつれて身体能力に影響を及ぼす。ゼロスクラスになると、その身体能力は異常なまでに引き上げられてしまう。

　たとえば、首筋に手刀を落として気絶させる技も、ゼロスがやると首を落とすレベルになってしまう。そこで、常に【手加減】を発動状態にすることで、自動で調整させていたりするのだ。

『このオンオフ機能が異世界の摂理か、あるいは僕自身に組み込まれた特殊な能力なのかは置いておくとして、問題はアレがこの世界にいることだ……。また、しつこく付き纏まとわれはたまらないな。今度見かけたら……確実に始末しなくては……』

　会いたくもない人物に遭遇したことで、おっさんはいささか危険な思考に傾いていた。

　昔から酷い目に遭ってきたせいか、闇に葬ることすら躊躇ためらいはないほどに殺意を滾たぎらせている。

　再会することになれば、間違いなく手加減なしで殺す覚悟を決めているほどだ。今のおっさんは超人並みの体力があり、簡単に人が殺せる。

　戦闘に対する意思や感情の強弱で自動に発動する【手加減】スキルがなければ、溢あふれる殺意で力加減が抑えられず、生活もままならないほどの超人的肉体なのだ。

　この上、更にスキルが増えれば【手加減】スキルですら、自身の力を抑えきれなくなる可能性が高かった。良い機能を手に入れた反面、厄介な姉の存在を思い出したせいか、おっさんは鬱うつな溜ため息いきを吐つきつつ食堂の方に視線を向ける。

　そこには、アンズとエロムラ君が食事をしていた。

「……うま……うま♪」

「うめぇ───────っ!!　久しぶりのマトモな食事だぁ……アレ？　なんで涙が……」

　よほど苦しい生活だったのだろう。凄すさまじい勢いで料理を平らげている。

「おじさん……」

「なんですか？　イリスさん」

「あの二人……私達と同じだよね？　邪神のせいで殺された……」

「僕は邪神のせいだとは思いませんよ。むしろ、四神の所業だといった方が正しいでしょうねぇ」

「でも、四神って……この世界の神様なんでしょ？　何で邪神をゲーム世界に封印なんてできたんだろ？　普通に考えても電子世界と三次元世界だよね？」

「さて、理由や方法なんていくらでも思いつきますが、確たる証拠はないですからねぇ……」

「おじさん、予想はできているんでしょ？　今の段階でそれを聞きたいんだけど」

　ゼロスもある程度の予想はついている。だが、証拠がない以上はただの妄想と変わりがない。

「そこは邪神を復活させれば分かるんじゃないですか？　四神を相当に恨んでたみたいだしねぇ、僕達はとんだとばっちりですよ。いや、もしかしたらラノベ展開の予定調和の可能性も……」

「今、『相当に恨んでいた』って言ったよね？　もしかして、邪神を倒したのって、おじさん達【殲せん滅めつ者しゃ】だったの？」

「当たり。今思い出すと、おかしいことばかりだったんですがねぇ……。思い返してみれば、邪神の攻撃パターンが異なっていた。普通なら気付いたはずなんだけどね……」

「そうなの？　普通、ゲームだとモンスターの攻撃はパターン化されているけど、【ソード・アンド・ソーサリス】では不規則だったし、まるで本物の生き物みたいだったよ？」

「ですが、それでも一定のパターンはありましたよ。だが、最後に戦った邪神は違った。何度か戦っていますから攻撃パターンは知っていましたが、あの時だけは全く違う……」

　邪神との戦闘中は、別の攻撃モーションプログラムが組み込まれた程度にしか思わなかった。

　しかし、プレイヤーが一度も倒したことのないラスボスの邪神を運営が強化させるというのは、冷静に考えるとおかしいだろう。何しろ【殲滅者】ですら倒せなかったのだ。

　そして何度か説明しているが、ゼロスは【ソード・アンド・ソーサリス】を制作した会社名を知らない。まるで最初から無かったかのように、記憶にすら存在していないのだ。

　邪神が本物だったのなら、自分達が遊んでいたゲーム世界はなんだったのか、そこに疑問が行き着く。邪神に実態が存在していた以上、【ソード・アンド・ソーサリス】の世界も現実の世界ということになるのだ。

「もしかして、【ソード・アンド・ソーサリス】の世界も異世界だったの？　そう思わないとおかしいよね？」

「ラノベ的でつまらないパターンですけどね。そう思わないと不可解な点がいくらでも出てきますよ。この世界よりもシステム（摂理）的に管理された世界でしょうがねぇ」

「けど、この世界と共通しているところがある……。それって……」

「そう、むしろこの世界がベースとなっていると考えた方が自然ですねぇ。この世界はいささか大おお雑ざっ把ぱのようですが……」

　【ソード・アンド・ソーサリス】では、生息する場所によってモンスターのレベルや強さは異なるものの、倒した時に得られる経験値だけは一定量に決まっていた。攻撃モーションもいくつかのパターンのローテーションであり、その見た目に反して動きは機械的であった。

　一方、この世界のモンスターは経験値にムラがあり、同じ場所で生息していても個体差が存在する。動きにも個体差があり、実に現実的なのだ。

　限りなくゲームに近い世界だが、自然的なものが確かに存在している。

　逆に、【ソード・アンド・ソーサリス】の世界も、データ上のものとは思えない五感による感触がリアルであった。ゲーム的な要素は確かに存在したが、妙に現実感があり過ぎたのだ。

　非常識なまでの技術力の高さで情報管理したとしても、誰もその技術力の異常さに気付かない。

　まるで世界そのものが【ソード・アンド・ソーサリス】の存在を隠いん蔽ぺいしようとしているかのような違和感を覚えるのだ。不自然過ぎるのである。

　その決定打が邪神の存在──。

「僕達は、何に巻き込まれたんでしょうかねぇ～？　もの凄すごくいい加減な理由な気がしますけど」

「四神の言っていた再封印って、要するに復活しそうな邪神を【ソード・アンド・ソーサリス】の世界に捨てたってことだよね？　かなり無責任だと思うよ。他の世界に干渉したことになるよね？」

「封印といいますか、邪神は見事に復活していましたね。元気に動き回っていたし……まぁ、四神が異世界に干渉するほどの力があるかは微妙だと思うけどねぇ。『苦労したのは君達の世界の神々だけどね』なんてセリフを残してますから、僕達を転生させたのは多分地球側の神々ということになる。そうなると四神は邪神封印という名の不法投棄を行っただけになりますが、ここで問題なのがなぜ封印だったのか、でしょうねぇ？」

「どういうこと？」

「復活したなら倒せばいい。僕達が勝てたんですよ？　多少は厄介ですが不可能ではないはず。つまり四神は、四柱もいながら邪神より弱いことになる。戦ったことがあるから邪神の強さは大体分かりますが、最後の邪神を除いてラスボスの邪神の方が二倍は強かったし厄介だった……」

「……えっ？　おじさん……今、変なことを言わなかった？」

　聞き捨てならない言葉に、イリスは一瞬硬直した。

　ゼロスの言葉を素直に信じるのであれば、【ソード・アンド・ソーサリス】の邪神の方が本物の邪神よりも強いということになる。

　しかも【殲滅者】はその本物の邪神を倒しており、それはつまり、四神よりも【殲滅者】の方が強いという不等式を表している。

　その四神は邪神より弱い。

「……おじさん、最強じゃん。それなのにラスボスの邪神には勝てなかったなんて、そんなに【ソード・アンド・ソーサリス】の邪神って強いの？」

「三段変身までは行けたんですがねぇ、そこからが圧倒的過ぎて……。手に負えなかったのは確かですよ、ベヒーモスや魔龍王が可愛かわいいと思えるほどだったなぁ～。だけど……」

「最後の邪神は倒せた……。本物の邪神、そんなに弱かったの？」

「いえ、強かったですよ？　動きが不規則で大変でしたが、今にして思えば生物的だったと言えますねぇ。プログラム的な動きじゃなかったというか、凄く自然だったんだよ。でも最終的には勝てましたからね。それはさておき……ククク、これからどうしたものですかねぇ～」

　思い返しても不自然なものが多く、疑念だけが積もっていく。

　それとは裏腹に、おっさんは実に悪あく辣らつな笑みを浮かべていた。

「おじさん、面白半分で『危険なことをしようかなぁ～』とか、思ってないよね……？　怖いくらい、すんごく楽しそうな笑い方をしてるよ？」

「…………」

　おっさんは何も答えず、誤魔化すかのように煙草を咥くわえ、火をつけた。

「やめてよね!?　せっかく冒険したいのに、ラグナロクに巻き込まれるのは嫌だからねぇ!?」

「そこまで凄いことはしませんよ。たぶん…………」

「たぶん!?　凄いことになっちゃう可能性もあるのぉ!?　冗談だよね？　なに考えてるか分からないけど、本気でやめてよぉ、お願いだからぁ──────っ!!」

　おっさんは答えない。

　答える代わりに煙草の煙だけが、空しくラーマフの森に流れていく。








第五話　おっさん、ラーマフの森を後にする






　シャランラは寂れた宿の一室で意識を取り戻した。

　【魔人形】が破壊され、自身の意識を魔導具に留とどめておくことができなくなったためだ。

　元よりＰＫをして手に入れた【魔人形】だが、使い勝手も良く重宝する道具として大事に使っていた。

　だが、まさかそれを破壊されるとは思ってすらいなかった。

　しかも、それを行ったのは実の弟である【大おお迫さこ　聡さとし】。姉であるシャランラ──【大迫　麗れ美み】を相当恨んでいるために容赦がなく、本気で殺しにかかってきたほどだ。

　無論これは麗美自身が悪いのだが、聡のことは自分に都合の良い金かね蔓づるとして見ており、まったく悪いとすら思っていない。そこで反省すれば姉弟の関係も多少は変わるのだろうが、彼女の辞書に反省の文字はなかった。

「やってくれたわね……聡ィ～～～～ッ!!」

　当然、逆恨みをするのが彼女の性格である。

「魔人形は手に入れるのが大変だったのよ!!　しかも、【身代わり人形】や【贄にえの形かた代しろ】を全部使わされたし、大損じゃない!!」

　【身代わり人形】や【贄の形代】は、この世界においては旧時代の遺物に当たる。当然だが作れる者など皆無に等しく、失われれば再び手に入れることは難しかった。

　これで麗美は暗殺業も自らの手で行わなければならず、身の安全の確保も難しくなる。何より【回春の秘薬】によって残りの寿命が少ないとなれば、迂う闊かつな真似などできようはずもない。

　彼女は、この魔法薬の効果が消せるのは弟である聡だけなのだとアタリを付けたが、ここに来て姉弟間の仲の悪さが仇あだとなってしまっている。

　実の姉に『死んでください』と言ってのけるようになったのは、ひとえに麗美が今までしてきた行いの賜たま物ものだろう。弟は嬉き々きとして彼女を殺しに来るほど憎悪に取り憑つかれている。姿を見かけただけで容赦なく魔導バイクで轢ひき殺しにかかるほどだ。

　さすがに地球で命を取られそうになることはなかったが、この異世界では命の値段は安く、魔法や魔導具を利用すれば完全犯罪も難しくない。

　しかも麗美の手札を全て消費させた上で、『次は無い』と警告してくる始末である。もし聡の前に姿を現せば抹殺されるのは間違いない。

　ここまで恨まれているのに、麗美の『自分は悪くない』と言い切れる性格は、ある意味で凄すごいと言えるだろう。

「まったく……実の姉を平然と見捨てるばかりか、殺そうとするだなんて、何て薄情な奴なのよ！」

　人生の生き甲が斐いを奪われ田舎暮らしを余儀なくされた聡としては、『ふざけるな!!』と言いたくなるだろうが、残念なことに麗美はどこまでも自分中心で生きている。

　弟の人生をメチャメチャにしようが、他人の金を使い潰つぶそうがお構いなしで、しかも全く反省すらしていないのだ。

　だが、今現在において麗美は大きな問題を抱えてしまっている。

「それにしても、【回春の秘薬】が欠陥商品だなんて……。冗談じゃないわよ!!　いや、聡ならブラフの可能性があるわね。底意地の悪い性格だから、充分に考えられるわ」

　聡の言ったことが本当であれば、彼女は数年後には老婆になり、直すぐに寿命が尽きる。

　自業自得と言えるのだが、彼女はどこまでも自己中である。そして、誰よりも生き汚かった。

「まあいいわ。聡の仲間が作ったものなら、責任は当然聡にもあるわよね。責任はとってもらうとして、問題はあいつが【殲せん滅めつ者しゃ】だったということ……。迂闊に近付けば殺されるのは明白だし、厄介だわ……」

　そう言いながら、【殲滅者】を狙ったときにされた報復のことを思い出す。自分で蒔まいた種ではあったが、その代償は想像を絶するものであった。

　得体の知れない装備を強制的に装着させられたかと思うと、おもむろにドラゴンが複数生息する洞窟に放り込まれ、逃げ場のない中で戦い続けさせられた。それも延々と。

　レベルの差があり過ぎて倒すことはかなわず、消費アイテムばかりが消えていく。

　そこに『情け』や『容赦』といった文字はなく、あるのは『敵は徹底的に追い詰め、殲滅する』という確固たる意志のみであった。

　時間が経たてば経つほどに他の魔物が群れで現れ、その度に絶望感が一気に跳ね上がり、セーブ地点へと死に戻るまで徹底的に地獄を味わったのである。

　しかも呪い付きアイテムの効果はそのまま残り、切れるまで魔物に追いかけ回されることになった。

　最後まで徹底的に祟たたるのが【殲滅者】で、殆ほとんど悪霊と言っても過言ではないほどに執念深い。

　彼女を含めたＰＫプレイヤーにとって【殲滅者】達は恐怖の対象でしかなく、その一人がまさか実の弟だとは思いもよらなかった。

　偶然とはいえ、因縁と業の深い姉弟である。

「万が一のことを考えて、【回春の秘薬】の効力を消さないと私が死ぬことになるわ……。ブラフの可能性も捨てきれないけど、あいつの嘲あざけりの顔が妙に気になるのよね。あそこまで詳しいのだから、絶対に解毒薬を持っているはず。問題はどうやって奪うかだけど……」

　彼女はどこまでも自分には甘い。ゼロスが【回春の秘薬】の効力を消すアイテムの存在を知っていると、一方的に決めつけた。元より、物事を自分の都合の良い方にしか解釈しないので、『秘薬の効果を打ち消すアイテムの存在など、ない！』と正直に言ったところで信じない。

　そして、彼女は悪い意味で石橋を叩たたいて渡るタイプだった。

　とりあえず今後の方針は決めたが、大きな問題も残されている。地球であれば聡はただの人間であったが、ここ異世界での彼は大賢者であり、今や本物の【殲滅者】でもあった。

　高レベル者にして圧倒的な強さを持つ化け物である。装備アイテムの効果で能力を増強した程度の低レベル者では、全く歯など立たない。ここが厄介なところだ。

　しかも暗殺スキルまで保有しているとなると、勝ち目なんてないに等しい。

「まずは居場所を割り出して転がり込み、あとは外堀を埋める……。どうせひきこもりのはずだし、いつもの手で……」

　死にたくない一心で悪巧みプランを整える麗美──もといシャランラ。

　だが、彼女は忘れている。自分のことを一番よく理解しているのは、弟の聡であることを……。

　同じ手が何度も通じる相手でないことを、彼女は頭の中から綺き麗れいに消し去っていた。

　何よりも、今のゼロスに遠慮という言葉はない。

　地球でならともかく、この異世界では敵に回せば凄く危険な相手である。

　しかし記憶からその経験が消え去っている彼女は、その場で立てた綿密な計画を実行するために動き出す。

　この行動力が厄介なのだ。

　彼女の頭の中では、既にゼロスの存在は利用するだけの【弟】でしかない。

　いや、実の弟だと判明したからこそ、彼女は利用できると判断したのかもしれない。

　しかも、その悪巧みが失敗する可能性など微み塵じんも考えていない。

「待ってなさい……。どんな手を使ってでも、口を割らせてあげるから……ふふふ」

　どこまでも俗物な彼女は、まずゼロスの住む場所を探し出すことを決めた。

　本当に懲こりない女だった。実に羨うらやましい性格である。
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　ツヴェイトの救出劇から二日後。

　実戦訓練が終わり、学院生達はイストール魔法学院への帰路についていた。

　格が上がって倦けん怠たい感のある者達は馬車の荷台で運ばれ、そうでない者達は徒歩での移動だ。

　ゼロス達は傭よう兵へい用の馬車に揺られており、イリスとジャーネは魔物から手に入れたたくさんの素材に囲まれながら、その成果にご満悦の様子。一方のレナはどんよりとお通夜ムードであり、お目当ての少年達に手を出すことができなかったことを一人悲しんでいた。

　その少年達は、ゼロスとの訓練によって偏りのある正義に目覚め、現在はツヴェイト達のことをウィースラー改革派などという名称で勝手に呼び慕い、自らも改革のアイデア作りに熱を上げている。

　そんな中、ゼロスは紙の束にペンを走らせ、ある女性の似顔絵を複数のパターンで描き上げていた。

「おじさん……何してるの？　似顔絵？」

「コレですか？　憎いあんちくしょうがいましたので、手配書を描いているんですよ。これをデルサシス公爵に渡したらどうなると思います？」

「憎いって……例のお姉さんだよね？　まぁ、渡したら普通に指名手配されるんじゃないの？　それにしても……絵が上う手まい」

　無駄にリアルな絵を描くおっさんだが、学生時代の美術の評価は低かった。

　そんなゼロスがこうした絵が描ける理由は生産職であるが故であり、装備によっては様々な装飾やデザインを入れるので、こうした作業は得意だった。

「そう、公爵家の跡取りを殺そうとしたんですよ？　これから賞金稼ぎに追われ、毎日人目を避けて生きていかねばならないでしょうねぇ。絶対、近いうちに僕のところに姿を見せるはずですから」

　既に行動を読んでいたゼロスは、先手を打つことにした。

　【回春の秘薬】の副作用を打ち消す方法を求めて必ず姿を見せると判断し、賞金稼ぎを動かすことで麗美──シャランラの動きを封じようと考えたのだ。

「でもさぁ、何でこんなに手配書の種類があるの？　これなんか子供だよね？」

「あの馬鹿が【回春の秘薬】を複数所持しているとも限りませんしねぇ。先手を打つことで牽けん制せいし、選択肢を狭めるんですよ。あの女は外そと面づらは良いですから、騙だまされる人が出ないとも限りませんし」

「どんな姉だ……。おっさん、家族に恵まれてないんだな……」

「人前だと良い姉を演じるんですよ。ジャーネさんはおそらく、直ぐに騙されるでしょうねぇ。ルーセリスさんもですが……」

　どちらも人が良過ぎる性格なので、ジャーネやルーセリスはシャランラにとっていいカモである。

　わずかなお金を貸したつもりが、いつの間にか大借金を背負わされかねないほどタチが悪いのだ。最悪奴隷落ちしかねない悪あく辣らつな真似をしでかす。

　ゼロスは似顔絵を描きながらそう説明した。

「な、何て悪質な女なんだ……。アタシは会いたくなんてないぞ！」

「見た目が同年代や幼い姿だったら、二人とも騙される可能性が高いでしょうねぇ。奴は目的のためには手段を選びませんし、うっかり手紙や伝言などを残せば、そこから書類を偽造する程度には性格が腐っています」

「どんな女だ!?　悪質にもほどがあるだろ！」

「『善人はいいカモ』と断言するくらい性根が腐りきり、他人の金は自分のものと思い込んでいる屑くずです。自分が贅ぜい沢たくに暮らすためなら、他人の命すら簡単に犠牲にするほど自己中な女なんですよ……。ハァ～……」

「大変だね、おじさん……」

「身寄りのない子供を攫さらって奴隷商人に売るなんて真似を、平気でするでしょうねぇ。『他人は利用して使い捨てるためにある』があの女の持論ですから……」

　身近な人達は守りたいわけで、そのために色々と搦からめ手てを用意しておく。そうでもしなければ、ジャーネ達などは簡単に騙され、気が付けば娼しょう婦ふの仲間入りをしている可能性も高い。

　野放しにしていては被害者が増え続けるばかりであり、次で確実に仕留めなければとおっさんは決意を新たにする。

「でもさぁ～、おじさんは秘薬の効果を消す方法なんて知らないんだよね？　お姉さんはそれでも来るのかな？」

「あの女は、自分に都合の良いようにしか物事を考えないんですよ。こちらが知らないと言っても、奴が信じなければ意味がないですし、何より僕の言葉を信じるはずがない。奴は間違いなく来る！」

「あぁ～前に聞いてたけど、そういう人なんだぁ～。断言できちゃうんだね……」

「身勝手……アタシには、そんな可愛かわいげのある言葉で済むとは思えないぞ？　どう考えても悪党じゃないかぁ！」

「つまり、また【回春の秘薬】を使って、今度は子供に若返って私達に近付いてくる可能性もあるんだね？」

「当たりです……そのための手配書ですよ。いつまでも若いと思っていますから、『ババァ』や『年増』といった言葉に過剰に反応します。本人はそれに気付いていませんけどね」

　ジャーネとイリスは、シャランラのタチの悪さを完全に理解したようだ。

　そんな重要な話をしている横では、相変わらず少年達の姿に涙するレナの姿が。

「カーブルノ君。やっぱり、貴族と庶民出身の魔導士の格差はなくすべきじゃないのかい？」

「うむ、だが現実にそれは難しい。責務を全うするべく英才教育された貴族魔導士は自尊心が強い。そう簡単に納得するとは思えないだろうし、彼等は成り上がることに必死だ。次男や三男坊ならこちらに引き込めるかもしれないが、それでも実家を敵に回す気概などないだろう」

「改革は難しいか……けど、俺達はやらねばならない！」

「当然だ！　未来を作るのは我等のような若い世代だ。古臭い因習に捉われた年寄り共には引退してもらわねば困る」

「カーブルノ様ぁ─────っ、素敵過ぎぃ──────────っ!!」

　一部……変な人物も紛れているが、少年達はより良い未来のために身を捧ささげる覚悟ができていた。彼等は国を改革するために、今ある知識を別の観点から見て策を講じている。

　この少年達が今後どうなるかは分からないが、今は少なくとも間違った方向に進んでいないことは確か……だと思いたい。

「この間まで穢けがれを知らない坊やだったのに、この数日であんなに大人にぃ～……。あの子達を大人にするのは私の役目だったのよ？　それなのに……」

「「「いや、そんな役目なんてないからね!?」」」

　青少年が参加する場所に、レナのような淫獣がうろつくようでは色々とマズい。

　幸いにも少年達はいい思いをするだけだが、万が一にでも子供ができたら厄介なのだ。

　特に貴族や大おお店だなの商人の子息の間に一児を儲もうけたら、それこそ様々な方面に迷惑が掛かりかねない。

「レナさん……一時の快楽と生活費、どっちが大事なの？」

「快楽！　それを取ったら私にはなにも残らないわ！」

「断言するなぁ────っ!!　アタシは恥ずかしいぞ！　子供ができたらどうするんだ！　なにがレナをそこまでさせるのか分かんないんだけど？」

「それは、ジャーネが処女おとめだからよ。ゼロスさんに早く女にしてもらいなさい。私の気持ちが分かるわよ？　それに、女の子だったら普通に育てるし、男の子だったら……ジュルリ……うへへ♡」

「にゃ、にゃにを言っているんら、お前はぁ─────っ!?」

　ジャーネは奥手なため、こうした話には免疫がない。それを知っていてこうした話を振るのだから、レナもなかなかに太い性格だった。そして倫理観が少しおかしい。

　ジャーネの説教を免れるには有効な手であるが、レナの常識は世間一般から掛け離れていた。

「ゼロスさん、いい加減に手を出してくれないかしら？　このままじゃ、ジャーネは行き遅れよ？　友人としてちょっと心配」

「僕としてはいつでもＯＫですけどねぇ、あとはジャーネさんの気持ち次第ですが？　嫌がる女性を無理やりは少し問題が……燃える展開であるのも否定はしませんけどねぇ」

「ひゃうぅ!?　にゃにゃ……にゃにを!?　それ以前に、ルーも……」

「一夫多妻も認められているんでしょ？　ルーセリスさんも一緒に結婚すればいいんじゃないかなぁ？　あっ、そうなると養護院はどうなっちゃうんだろ？」

「教会の裏手がゼロスさんの家なんだし、問題はないわ。なにかあってもゼロスさんを呼べば安全。けど、結婚するとなるとジャーネに傭兵生活は無理ね……ちょっと困るかしら？」

　イリスとレナはジャーネを揶揄からかい始める。

　問題は、こうした話題を振るとジャーネは意固地になることだ。こうなると『結婚なんてする気はない！』と言いだすのも時間の問題である。

　更に機嫌が悪くなれば、しばらくは口すらきいてもらえなくなる。

「う～ん……一度ルーセリスさんも交えて、真剣に話し合った方がいいかもしれませんねぇ。ただ、僕はいい歳したおっさんですよ？　問題ありませんかねぇ？」

「大丈夫だと思うよ？　だって、レナさんも年少者に手を出しているんだし、おじさんの場合は将来のこともちゃんと計画立てられる大人だもん。犯罪者よりマシじゃないかなぁ？　レナさん、そういうの無む頓とん着ちゃくだから……」

「イリスに駄目出しされたぁ!?　まぁ、否定はしないわ」

「少しは自重しろぉ！　何で堂々と言い切るんだぁ!?」

　ゼロスとしても簡単に結婚は決められない。何しろいきなり嫁二人を娶めとることになるのだ。

　しかも幼おさな馴な染じみ同士で仲も良く、どちらもゼロスに好意がある。ジャーネは否定的だが、態度でそれがモロバレだった。

　唯一気になるのは恋愛症候群ラブ・シンドロームの発症だが、これはいきなり来るので考えても仕方がない。

　最悪の暴走が起こらないことを祈るばかりだ。

「とりあえず、この話題は後にしてください。こんな可愛いジャーネさんを見せられたら、本能が暴走して我慢できなくなりそうですので……マジな話で、ですよ？」

「あ、あうぅ……アタシなんか、可愛いわけ……」

『『『いや、マジで可愛いから』』』

　心の底でツッコむゼロス達三人。

　顔を真っ赤に染めてチラチラとゼロスの顔を窺うかがう仕草は、マジで萌もえるに充分な破壊力があった。

　自覚していないのは本人だけなのである。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　イストール魔法学院への道を行く学院生達。

　帰りも行き同様の徒歩による行軍。当然だが生徒の大半が歩き続けることとなる。

　貴族や平民の区別なく平等であり、その中にはツヴェイト達も含まれていた。

「「ちくしょぉ────────っ、もげちまえ!!」」

　ゼロス達のやり取りを遠巻きに見ていた、モテない同盟のツヴェイトとエロムラ君。

　彼等は揃そろって魂の叫びをあげていた。

　人生＝彼女いない歴の二人には、ゼロスの周りがただただ羨ましかった。

　二人にとってはイリスも許容範囲内であり、更にジャーネやレナのような大人の女性も周りに侍はべらしている姿は、まさにリア充に思えて仕方がないのだ。

「なんで……な・ん・で、あんなおっさんに女子達が……世界は理不尽にできている！」

「気持ちは分かるぞ、同志よ……。だが、女にしか分からない魅力など俺達では分からん。やはり経済力と将来性じゃないのか？」

「クッ……所しょ詮せん、俺達は若造か……。若さだけではどうにもならないことがあるのか……」

「師匠なら、複数の女をまとめて面倒見れるだろう。それだけの財力はあるからな……」

「経済力と強さか……。俺も生産職を目指せばよかった……」

　意気投合した二人は、真っ昼間から飲んでいる酔っぱらいのような愚痴を言い合いながらも、次第にテンションが上がっていく。

　この二人にとって、ゼロスの立場は果てしなく羨ましいものに見えるようだ。

「ツヴェイト……そんなことより、そろそろセレスティーナさんとの仲をとりもってくれよ。俺、楽しみにしているんだぞ？」

　そこへ、彼らと一緒に歩いていたディーオが、自分のネタを投下してくる。

「そうは言うが、アイツはいつも大図書館にいるぞ？　魔法研究に精を出しているからな。よくクロイサスと話をしているのを見かけるが……ディーオ、もしかしてお前、いまだに声すら掛けていないのか？」

「きっかけが摑つかめなくて……俺は戦闘系魔導士だし、魔法を使う立場だからなぁ～。研究の内容が今ひとつ分からなくてさぁ、クロイサスが羨ましいよ。彼女の趣味でも分かればなぁ～」












「マッキントッシュともよく話していたなぁ～……」

「マカロフでしょ？　いい加減に名前を思い出して……いや、待って！　彼とよく話しているだってぇ!?　まさか、マカロフもセレスティーナさんのことを……」

　かつての同期が意中の少女と楽しげに会話しているのを思い浮かべ、ディーオは嫉しっ妬とに燃えた。

　自分ですらまともに話したことがないのに、まさかの伏兵に焦りを覚える。

　そしてその焦りは危険な方向に向かい始めるのだった。

「今のうちに消そうかなぁ……。彼女に近付く害虫はできるだけ早めに始末しないと……」

「待てっ、アイツは魔法式のことを聞きに来ているだけだぞ!?　その程度の関係なのに暗殺なんてすれば、お前の好感度は下がるだけじゃ済まなくなるぞ!?」

「俺だって……彼女と魔法談議をしたいんだよぉおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　ディーオ、魂の叫び。

　残念なことに、ディーオは魔法を作成する側ではなく、使う側の人間であった。現存する魔法を使いこなすために修練しているのが戦闘特化の魔導士であり、研究者とは置かれている立場や考え方が違う。彼等にとって研究とは、主に戦術や戦略の研究に限られているのだ。

　当然、生産職で研究者でもあるマカロフとの会話に横から口を出せる立場ではない。戦略的な話ならいくらでもできるが、改良や効率性などの魔法式の意見など出すことができない。

　傍かたわらには同じ研究者のクロイサスもいるために、彼はいつも横で見ているだけで、意見交換というきっかけ作りすらできない。わずかに言葉を交わすだけで一喜一憂する寂しい立場だった。

「同志……お前も大変だな。あれだろ、親友と妹の橋渡しだろ？　できれば俺にも紹介してほし……いや、何でもない」

「君、そこから先を言わなかったことは正解だよ？　もしその先を言っていたら……背中には注意した方がいいからね？」

「ディーオ、お前も人のことは言えんだろ……。どうすんだよ、ウチの御爺様のことはよぉ？」

「……殺やられる前に殺るしかないよね？　万が一の時は……ツヴェイト、骨は拾ってほしい」

「まさかの命懸け!?　どんだけ覚悟を決めてんだぁ、お前はぁ───っ！」

「同志の爺さんって、そんなに恐ろしいのか？　それより、【隷属の首輪】早く取りてぇ……」

　エロムラ君の処遇だが、衛兵の詰め所に護送された後、裏組織に売られた経緯を聴取されることになる。捜査に協力をした上で、裏と繫つながりのある奴隷商人が捕らえられれば、減刑対象になる可能性も高い。

　また、エロムラ君は犯罪奴隷であり、自分の意思で命令を拒絶できない立場であったことから、違法な状況から自分の意思で脱したことは『反省の意を示した』という評価に値する。

　更に彼が暗殺阻止に一役買っており、それらを総合すると自由の身になれる可能性も充分にあるが、今の段階ではデルサシスの判断待ちである。

「同志で思い出したが、もう一人……アンズだっけ？　何してんだ？　姿が見えねぇが……」

「あの子なら、君の師匠がいる荷馬車で寝てるみたいだよ？　なぜかコッコが三羽ほど悶もん絶ぜつしているけど……」

『『あの最強生物を一人で……。ある意味で、あの子が最強なんじゃないのか？』』

　ゼロス達が乗る荷馬車の片隅で蹲うずくまって眠る少女。

　その周囲には、悶絶して白目を剝むいたコッコ達が力無く痙けい攣れんしていた。

　最強といってもよい強さを見せつけたニワトリ達を為なす術すべもなく制圧したアンズに対し、ツヴェイトとエロムラ君は言葉をなくしている。

　二人の思いをよそに、マイペース少女は実に幸せそうに寝息を立てているのだった。
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「これは……よく分からない素材ができましたね？　いったいどのように使うべきか……」

「お前、また魔法薬の調合をしていたのか？　今度は変なガスを発生させてないよな？」

　馬車の荷台の上で、クロイサスは性しょう懲こりもなく魔法薬の調合に勤いそししんでいる。

　幸いなことに妙な毒ガスは発生しなかったが、【鑑定】してみても出来た薬がどのような効果を持っているのかがさっぱり分からない。さすがに頭を捻ひねることになった。

「クロイサス様の【鑑定】でも、どのような効果を持っているのか分からないんですの？」

「ふむ……一応、増強剤と出ているのですが、それ以外が見えないんですよね……謎です」

「増強剤……何を増強するかにもよりますわね」

　キャロスティーは魔導具が専門だが、魔法薬にも知識は明るい。

　増強剤は複数の種類があるが、【鑑定】の能力で調べられないほど複雑なものではない。説明文が分からないなどあり得ないのだ。

「もしかして、新薬でしょうか？　だとしたら鑑定できない理由に説明がつきます」

「それは私も思いましたよ、セレスティーナ。正確には【？？？　増強剤】と出て、どんなものかが分からない。偶然に出来た産物ですが、レシピは控えてあります」

「ならば、何度でも作れるわけですわね。わたくし達の派閥に新たな歴史のページが刻まれるのですわ！　素晴らしいことです」

「その前に、どのような効果なのか調べる必要がありますけど。クロイサス兄様……くれぐれも人体実験は……」

「しません……。セレスティーナは、私を何だと思っているんですか？」

　気になる薬草や薬やく茸たけを混ぜて生まれた増強剤は、鑑定不可能な未知の新薬であった。

　ここでゼロスを頼れば詳しく鑑定してもらえるのだろうが、魔導士としての矜きょう持じがそれを許さない。クロイサスは、どんなものでも自分で調べなくては気が済まないほどに研究家なのである。

「断言する。クロイサスが作るものだから、きっと碌ろくでもないものだ！」

「マカロフ……酷ひどい言いがかりですね。私は、そのような変なものは……たくさん作りだしましたね。ですが、実験に失敗はつきもの。この失敗が新たな成果に繫がるのです！」

「自覚していたっ!?　お前の場合、失敗で済むレベルじゃないだろ。確実に犠牲者が出るし……」

　死人が出ないのがいまだに不思議であった。

　問題は、死人は出ないが酷い症状に苛さいなまれたり、恐ろしいトラウマを刻まれたり、あるいは見たこともないクリーチャーを目撃したりと様々だ。

「そういえば、以前キャロスティーさんがクロイサス兄様の部屋で目撃したのは、いったい何だったのですか？　詳しく教えてもらえていないのですが……キャロスティーさん？」

「…………」

　キャロスティーは無言だが、その表情は死人のごとく蒼あお褪ざめていた。

　腐海の部屋で寝ていたクロイサスは気付かなかったが、彼の部屋には存在しない同居人が確かに存在していたのである。

　キャロスティーは偶然鍵が開いていたドアを開き、そこであり得ない存在を目撃したのだ。

　そして、その存在は彼女の精神に消えることのないトラウマを残したのである。

「いやぁああああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶叫。よほど恐ろしいものを目撃したようである。

「あり得ない！　あんな生物がこの世界に存在するはずありませんわ!!　あんな……恐ろしくもおぞましい、異様で不気味な異形……その上で愉快な存在など……」

　人は、精神的に追い詰められた状況や光景に直面したとき、そうした記憶を脳裏の奥底に押し込めて忘却することがある。どうやら潜在意識イデア内に忘れたはずの記憶が残っていたようだ。

　セレスティーナの何気ない言葉は、彼女の記憶の奥底に封印された当時の状況を呼び起こし、フラッシュバックとして脳裏に鮮明に蘇った。

「「「ゆ、愉快!?　いったい何を目撃した？」」」

　そして彼女は気になる情報だけを残し、何かに取り憑かれたかのように馬車の中で蹲り、一人ブツブツと呟つぶやき始めてしまった。詳細を聞こうとしても、その場にいる者達の言葉は彼女に届かない。これでは聞いたところで無駄であろう。

　この世には知らないでいた方がいいこともあるのである。

「マジで……お前の部屋で何を見たんだ？」

「さぁ……私が覚えている限りでは、廊下で気絶して皆さんに介抱されているキャロスティーの姿だけですね。何を見たのか教えてほしいのですが……」

「あの様子では、無理に聞き出すのはやめておいた方がいいですよ。クロイサス兄様の部屋に、いったい何がいたのでしょうか？　謎です……」

「そういえば、一年前。クロイサスの部屋から『やめろぉ、やめるんだぁ!!　ぶっ飛ばすぞぉ!!』って声が聞こえたんだが、あの時クロイサスは研究棟で寝泊まりしていたなぁ～。いったい誰がいたんだ？」

「知りませんよ。私が教えてほしいくらいです」

　イストール魔法学院のデンジャラスゾーンこと、学院生寮にあるクロイサスの部屋は、未知の生物が生息する謎の領域と化していた。

　誰もがそこに足を踏み入れることを恐れ、決して近付かない危険地帯として知られている。

　そんな不思議時空の部屋に、なぜかイー・リンだけは入ることができ、掃除することが可能であった。

　そんなイー・リンからは、クロイサスの部屋で未知の生物を目撃したという話は聞いていない。

「イー・リンだけは何ともないんだよなぁ……。本当に何も見ていないのか？　キャロと同じように記憶から消去しているだけじゃないのか？」

「その可能性も否定できませんが、私はいまだに何ともありませんよ？　その辺りはどう説明するんですか？」

「知らん。住んでいるお前が分からんのに、部外者である俺達が分かるはずがないだろ……」

「正論ですね。まぁ、今はこの増強剤のことだけを考えましょう……本当に何なのですかね？」

　未知なるものに興味津々なクロイサスだが、分からないものにいつまでも固執するほどこだわりがあるわけではなかった。

　彼は正体不明の増強剤を見て、様々な魔法薬の調合法をいくつかピックアップし始める。

　このように、学院生や傭兵を含めた一行は、大きなトラブルもなく帰路を進み続け、学院都市スティーラに無事帰還する。

　今回の実戦訓練によって殆どの学院生達の格レベルの差は均等となり、訓練自体は成功したといえた。

　中には、最底辺から一気に上位成績に上り詰めた者達もおり、彼等の能力は講師陣を大幅に超える結果となってしまい、講師達にとっては厄介な者達が増えたことになる。

　それにより学院の教育方針が一から見直されることになるのだが、参加者にとっては正直どうでもいいことだった。

　何にしても、ラーマフの森における実戦訓練はこうして幕を閉じたのであった。








第六話　おっさん、大図書館へ行く






　イストール魔法学院の実戦訓練終了を受け、落ち着きを取り戻す傭よう兵へいギルド。

　毎年恒例ではあるが、面倒なイベントが終わり、明日からまたいつもの日課が始まる。

　そんな中、一人の傭兵がギルドマスターの部屋を訪れていた。

　人見知りで寡黙な傭兵、ラーサスである。

「……失礼するぞ」

「あ～ら、お帰りなさい。で？　首尾はどうだったの？　ラーサスちゃん♪」

「……ちゃんはやめてくれ。……学生の護衛、無事に終わった」

　対応しているのは、スティーラの街の傭兵ギルド支部長、ギルドマスターのセイフォンである。

「それで、どうだった？　ゼロスさんの力量は」

「……正直、底が見えんな。魔導士とは思えんほどに格闘戦に慣れている。しかも、魔物を相手に本当の実力の一端すら見せん。恐ろしい力量だ」

「そうよねぇ～。ワタシですら簡単にあしらわれたし、本当に何者かしらん？」

「……お前が簡単にだと？　確か、お前の格は３１２はあったと思うが、まさか……それ以上だというのか？」

「相手をして分かったけど、彼は自分の力を持て余しているわね。使いこなしてはいるけど、全力で戦ったことはないんじゃないかしら？」

　ラーサスは傭兵ギルドからの監視役として今回の護衛依頼に参加した。

　彼は叩たたき上げの傭兵で実戦経験も豊富なことから、こうした重要な依頼に監視役として参加することが多い。未来の傭兵となる魔導士の卵を監視し、時にスカウトする立場でもある。

　ちなみに二つ名は【剛腕のラーサス】。ランクはＳで、かつてセイフォンと共にパーティーを組み、様々な依頼をこなしてきた凄すご腕うでであった。

　彼はセイフォンの実力を知っているからこそ、簡単にあしらわれたことが信じられないでいる。

「……それほどか。普段はともかく、戦闘となれば危険な男だ。特に、生死を懸けた環境の中では人格が一変する。かなり好戦的になったのだが？」

「あら？　もしかして、二重人格？　それは気付かなかったわ」

「いや……どちらかといえば、魔物の危険性を知っているからこそ冷酷になれるのだと思う。実際、魔物を倒すときは一瞬で片を付けていた」

「へぇ～……でも、それだけではないと思うわけね？」

「あぁ……感じとしては、ある種の凶暴性を身に潜ませているな。時折、背筋が寒くなった」

「ラーサスがそう言うのなら、当たっているのでしょうね。怖いわねぇ～♪」

　その境遇のせいか、やたら勘の鋭いラーサス。

　だが、その鋭さがゼロスのことを危険と判断していた。

「……なぜ、そんなに嬉うれしそうなんだ？」

「そうねぇ～。多分、自分がもっと強くなれる可能性を知ったからじゃないかしら？　魔導士であれほどの強さになれるのよ？　ワタシ達もそれ以上になれると思わない？」

「……否定はしない。だが、あれほどの強さの域に達した者を人間と呼べるのか？　魔物と変わらん」

「敵に廻まわさなければ大丈夫よ。言葉が通じるなら、あとは誠意の問題じゃない？　無闇に拒絶したら、それこそ対決することになるわ」

　強者だからという理由で拒絶すれば、敵対されたときのリスクは計り知れない。

　ゼロスは確かに強く、単純な初歩の魔法【ファイアー】でゴブリンを焼き尽くしたのだ。本気で魔法を使われると、どれほどの威力になるのか想像もつかない。

　何より、彼の周りには少なからず人の輪が出来ていた。強さだけに固執する者にはない他人を許容できる器があるということになる。

　これが力のみに囚とらわれた者であると、必然的に他人を拒絶し、時には蔑さげすむことが多いのだ。

　実力者として見れば危険だが、人間として見るなら信用が置けるということになる。

　だが、それでも厄介な存在であることに変わりはない。

「まぁ、大丈夫なんじゃないかしら？　手綱は公爵様がとってくれるだろうし、傭兵に興味はなさそうだったから」

「……ならいいが、彼が本気で動く事態となると、どのようなことになるのか想像がつかんぞ？」

「そうね。でも、それはそれで見てみたいと思わない？」

「……思わん。厄介事になるのは間違いないだろう。面倒事はご免だ」

　ラーサスはギルドで新人育成の教官をしている。そんな立場になったのは結婚したからである。

　妻の元に戻り、安定した収入を得るには傭兵家業は不向きであった。

　彼は武骨な顔に似合わず、一人の妻をとことん愛する一途な男なのである。

「さて、仕事も終わったし、今日はワタシの家で飲む？　妻達も歓迎してくれるわよ？」

「いや……家に帰るさ。妻の顔が見たいしな。それに、お前の家は落ち着かん……。特に、お前の妻達が」

「そう？　少女趣味よりはいいと思うわよ？　ワタシは逆にラーサスの家が落ち着かないわ」

「…………」

　セイフォンの好みは男勝りの女性。分かりやすく言えば、ボーイッシュで肉体ががっちりしたガテン系の女性が好みだった。

　対するラーサスは小柄で少女趣味の女性。世間でいうところのロリ体系の女性に惹ひかれやすい傾向があった。

　ちなみにラーサスの奥さんは年齢に似合わない幼児体型で、俗に言うところの合法ロリである。しかも見た目が可愛かわいらしいドワーフ族だった。

　ラーサスは別にロリコンというわけではない。なぜかファンシーな趣味の女性に惹かれてしまい、必然的に小柄で愛らしい女性を求めてしまう。だが、今までは強こわ面もての顔とがっしりした体格から振られ続けていた。

　そんな彼が結婚したのは数ヶ月前のことであり、実は新婚ほやほやなのである。

「まぁ、新婚のアナタを無理に誘うのも野暮よね。今日は奥さんのところに早く戻ってあげるといいわ」

「……そうする。時に、セイフォンは複数の妻がいて修羅場にならんのか？　前から気になっていたのだが……」

「なるわよ？　でも、それでワタシが愛されていると実感できるの♡　凄すごくスリリングよ？」

「……俺は、知りたくもない境地だな」

　修羅場よりは円満な家庭の方がいい。自分よりも深い領域にいる戦友に対して羨うらやましいとは思わない。セイフォンの性格をいまだに摑つかみかねているラーサス。

　ただ、男女の仲は奥が深いとだけ悟るには充分であった。

　その後、彼は支部長室から退室すると、妻の顔を見たいがために真っ直すぐ自宅へと帰宅した。愛妻家という部分に関しては戦友と同じなようである。

　ただ一つの悩みは、見た目が少女と区別のつかないドワーフの女性と結婚したため、ギルド内でロリコン疑惑が浮上していることであろう。

　ラーサスは色々と苦労人なのだった。
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　スティーラの街に戻ったおっさんは、旅の疲れを癒いやすべく、早々に宿で休むことに。

　イリスとジャーネも同意して休むことにしたが、レナだけは夕暮れの街に繰り出すのだった。

　彼女がどこへ向かったかなど今さらなので深く追及することはないが、同時に犠牲となる少年達にただ手を合わせることで、ゼロスは全てをなかったことにする。

　わざわざ自分から率先して面倒事に首を突っ込む必要もない。そう投げやりに考えて、そのままベッドに潜り込んだのであった。

　翌朝、いつもの灰色ローブに身を包んだゼロスは、イリス達と傭兵ギルドの食堂に集まっていた。

　そこには……、

「んふふふ♡　やっぱり若い子はいいわよねぇ～♪」

　と、つやつやな肌で嬉しそうにのたまうレナの姿があった。

　護衛の仕事を終えたレナは、更にもう一仕事成し遂げて宿に戻ってきたようである。一般的に言うところの朝帰りだ。

　えらくご機嫌な様子のレナ。

　彼女の行動はいささか問題があるのだが、誰も深く追及することはない。

　言ったところで無駄だからだ。

「素材の換金に少し時間が掛かったが、これでようやくサントールに帰れるな。おっさんはこれからどうするんだ？　やることがない以上、アタシ等は今から戻るけど」

「僕はもう一日、スティーラの街に滞在しますよ？　この街の大図書館で少し調べものがありますのでねぇ。サントールに戻るなら、船着き場のある街まで送りますけど、どうします？」

「……遠慮しておく。アタシはアレに乗るのはもう懲こり懲ごりだ」

「同感……生きた心地がしないわ」

　ジャーネとレナは【ハーリー・サンダース十三世】に乗るのを拒否していた。

　正確には、彼女達が乗っていたのは、それに牽けん引いんされたリヤカーなのだが。

　地球では法定速度でも、この世界の人間であるジャーネ達には生きた心地がしないのだろう。

　文明的に考えても馬車が主流なこの世界において、数百年時代が進んだような乗り物に乗るのはきつい。アマゾンの原生林に住む先住民をジェットコースターに乗せるようなものだ。

　慣れるまでには時間が掛かるのである。

「あの程度で酔うんだもん、二人は早めにサントールに戻った方がいいと思う」

「イリスはどうするの？　ゼロスさんとこの街に残るの？」

「そうする。おじさんとなら安全だし、魔法学院がどんな講義をしているかも気になるから」

　知っての通り、イリスもゼロスと同じく転生者である。

　当然ながらこの世界に関しての常識には疎く、色々な場所から情報を収集する必要があった。以前、盗賊に捕まってしまったことからも、自分に異世界の常識が不足していることを感じているのだ。

　そこで、強いゼロスの傍そばで異世界のことを調べようとしている。情報が多いほど有利なのは現実もゲームも同じなので、彼女なりに選択の幅を増やそうとしているのだろう。

「大図書館は、学院生以外の書籍の持ち出しは禁じられていますが、読むことは一般人でもできるようなので、調べものをするには丁度良い場所ですからね。ところで、本当に送っていかなくてもいいのですか？　船に乗るにしてもお金が掛かりますよ？　報酬が消えたりしませんかねぇ？」

「素材を換金したお金もあるし、帰りの船代も出ているんだろ？　レナとゆっくり帰るよ」

「帰れますかねぇ……？　レナさんですよ？」

　三人の視線がレナに集中した。

　なにしろ、好みの少年を発見すれば突然姿を消すのだ。普通に帰れるとは到底思えない。

　間違いなくどこかに消えて、船に乗り遅れるだろう。

「し、失礼ね！　私だって時と場所を選ぶわ。ゼロスさんのお姉さんと一緒にしないで！」

『『『どの口で言うのか……。獲物を発見すれば即断即決、傍若無人で唯我独尊だと思う……』』』

「いくら私でも、帰りの船代を使ってまでボーイ達と愛を語らないわよ！　それに、ゼロスさんがいなければ公爵家から護衛依頼の報酬は貰もらえないじゃない。大人しくしてるわ」

『『『絶対噓うそだ!!』』』

　この時、三人の意識は見事にシンクロした。

「……この間、金が無いと言いながら宿から出てきましたよ？　数人の少年達と一緒に……」

「気のせいよ。もしくはゼロスさんの見た錯覚ね。私はそんなところに行った記憶ないわ」

『『この間、教会に戻らなかったときでは？　本気で忘れているなら、少年達が可哀想……』』

　こと、少年達との情事に関しては、レナは信用できない。何しろ依頼の最中に忽こつ然ぜんと消え、その後宿から出てくるのを目撃されたりもしている。金を渡すのは危険に思えた。

「ジャーネさん。これが船代です。ついでにウチの三羽を護衛につけますので、何とかレナさんをサントールまで護送してください」

「……了解した。責任を持ってレナを連行する。犠牲は少ない方がいいし……あの三羽の戦力は当てにさせてもらう」

「あと、万が一の時のために宿代としてこの宝石を渡しておきますので、くれぐれもレナさんに奪われないようにしてください。しけ込むための宿代にされたらかないませんからねぇ」

「……責任重大だな。アタシにこの任務が果たせるのか？」

「二人共、失礼よぉ───────っ!?」

　何やら重荷を背負ったジャーネ。

　レナはおっさんとジャーネのやり取りを見て酷ひどく憤慨しているようだが、自業自得だろう。火のないところに煙は立たないのだ。

　いつ衛兵にお世話になるか分からない火遊びをしているレナに、選択肢の余地はない。できることなら、簀す巻まきにして箱に入れて釘くぎで固定した後に鎖で梱こん包ぽうしたいくらい不安なのである。

「ところで、おじさんは何を調べるの？　魔法や薬の素材？　あっ！　武器や防具の素材もあるかぁ～」

「主に歴史ですよ。特に、四神教や邪神関連のやつを少々……。どこまで自分の仮説が正しいのか知りたいですし、場合によっては妙なことに巻き込まれかねませんしねぇ。得られる情報ならいくらでも欲しいですよ」

「あぁ～……それもあるんだぁ、おじさんは特に深刻だね。【大賢者】だし」

「「大賢者!?　噓でしょう!!」」

　【大賢者】──伝説で書かれている以外、いまだに辿たどり着いた者はいない魔導士の境地。邪神戦争で全滅されたとされ、今では演劇や物語にしか登場しない幻の職業ジョブである。

　魔法を巧みに操り、更に魔法薬や特殊な装備を作り出せる究極の存在。仮にその存在が明るみに出れば、多くの国家がスカウトにやってくることだろう。

　そして、ジャーネとレナはゼロスの職業を知らなかった。ゆえに驚きょう愕がくしたのである。

　まさか、自分達の傍かたわらに究極の魔導士がいるなどとは夢にも思わなかったのだ。

　一方のおっさんは、イリスを恨みがましく睨にらんでいる。

「イリスさん……プライバシーの侵害ですよ？　僕は、自分の職業のことを明るみにしたくはないんですがねぇ……？」

「うっ……ゴメン」

　睨まれて小さくなるイリス。対照的にレナとジャーネは慌てふためいている。

　現在、この世界で【大賢者】という職業は確認されていない。

　あくまでも伝説や伝承に残されているだけで、そのどれもが賢者達を束ねる魔導士の役職扱いである。本当に実在しているのかあやしく、幻想だろうというのがおっさんの見解だ。攻撃魔法のみならず、回復魔法や錬金術、はてや薬学や工学など様々な学問や技術を極めることなど、人の一生では不可能である。自分を除き【賢者】や【大賢者】はいないと思っている。

　伝説もまた人の憧どう憬けいを集めるもので、魔導士でなくても賢者や大賢者に憧れる者は少なくない。一種の信仰と言い換えてもいいだろう。それゆえに魔導士の中には賢者の道を目指す者もいるのだが、おっさんにとってただ迷惑なだけである。過度の期待なんて寄せられたくない。

『そういえば、この世界では回復魔法は神官が使うようですが、魔導士も使えるんだろうか。まあ、僕が使えているのだから他の魔導士が使えないなんてことはないだろうけど。検証してみたいけど回復魔法はどっかの国が独占しているみたいだからなぁ～。丁度良いし、回復魔法関連も大図書館で調べてみることにしよう』

　【ソード・アンド・ソーサリス】では、魔導士も回復魔法などを覚えることはできるが、ゲームゆえに神官職ほどの効果は望めなかった。【職業】の補正効果が足あし枷かせになって効果が落ちてしまうのだ。つまり【大賢者】でも回復魔法は必然的に苦手になる。

　こちらの世界ではどうなっているのかは分からないが、補正に関しては検証などを重ねて調べる必要がありそうだ。

　とりあえず、ジャーネとレナの驚きようを見る限り、このまま【大賢者】の話題を引っ張るのは得策ではないだろう。

　これ以上話を続けて、もし他人の耳にでも入ったならば、それこそただの厄介事では済まない。もしかしたら戦争にすらなりかねないレベルだ。なにせ伝説の大賢者が発見されるのだ、自分の国に引き込もうと色々な国が血眼になるに違いない。

『今は【職業】のことをジャーネさん達に口止めしておかないと……おや？』

　ジャーネ達の口止めをお願いしようと二人を見ると、いまだに驚きが続いているのか、陸に揚げられた鯉こいのように口をパクパクさせて放心していた。

　イリスが二人の顔の前で手をヒラヒラさせて様子を見ている。

「「だ……だい、だいだいだい……」」

　ようやく声が出たが、二人は言葉が出てこない。伝説の存在が目の前にいるのだから当然だろう。

「ダイ○ンダー？　あっ、大○魔竜ガイ○ングもあったかな？　新しい方の……」

「イリスさん。それは少し歌詞が違いませんかねぇ？　それ以前に、古い方も知っているんですか？　君、本当は何歳なんですか？」

「違ぁ───うぅ!!　何なのだ、それはぁ！　そんなことより、イリス！　本当におっさんは……」

「うっかりしてた……。言っちゃいけないことだったみたい」

「あら、ゼロスさんは有名になりたくないの？　大賢者なら富や名声なんて望むがままだと思うけど？」

「当然でしょ……。僕は、国のお偉いさんが派遣してくるスカウトの相手なんて、したくない。めんどくさいし、最悪ルーセリスさんやイリスさん達も巻き込まれますよ？　それでも言いふらしたいですかねぇ？　もしバレたら僕は直すぐに逃げますが？」

「なるほど……周囲の人達が人質にされかねないから、黙っていたわけね。納得……。ゼロスさんも大変ねぇ……」

　大賢者ゼロスを国の専属魔導士として抱えられれば、その戦力はたった一人で一軍と同等となる。

　ましてや、おっさんはオーバースペック。戦力で見るなら一人で国を相手にできる危険人物なのだ。自分の職業を秘密にする理由も分かろうというものだ。

　だが、イリスはうっかりバラしてしまった。ゲームでは五人の殲せん滅めつ者しゃ全員が大賢者だったことは有名な話だったので、つい口を滑らせてしまったのだ。

「素朴な疑問ですが……【賢者】や【大賢者】って、そんなにご大層なものですかねぇ？」

「えっ？　だって……ゼロスさんは、魔導の極限に至り叡えい智ちを極めているんでしょ？　誰もが辿り着けない極致にいる以上、それは凄いことなんじゃない？」

「英雄をそれとなく諭し、時に助ける魔導士の頂点。誰もが憧れる伝説の職業じゃないのか？」

「逆に言えば、もっともらしいことを言って若者を誑たぶらかし、美お味いしいところに出てきては魔法をぶちかます。極めつけは、未熟な勇者のために『ここは儂わしが何としても死守する！　お主等は早く先に行くのじゃあっ!!』とか言って死ぬ役割ですよね？　これって、職業といえるのですかねぇ？　ただ犠牲になるだけの可哀想な人じゃないですか。嫌ですよ、見ず知らずの有象無象のために犠牲になるなんて……」

　ゼロスの賢者への認識は偏ってはいたが、多くの物語では大半の賢者の役割がこんな感じである。

　叡智の極みに辿り着いたと言えば聞こえはいいが、早い話が研究ばかりのひきこもりで、どうしようもないマッド・サイエンティストだと思っている。そんな人間が他人のために戦うはずがない。

　仮に戦うのだとすれば、それは自分の研究成果を確かめる実験であり、そこに『他人のために身を犠牲にする』などという高尚な意思は存在しない。

　実際のところ、ゼロスは自己犠牲の精神など持ち合わせてはいないのである。

「「「た、確かに……。大賢者だからといって人に尽くす理由はないけど……」」」

　だが、ジャーネ達三人は納得いかないようだ。ファンタジーのお約束が壊され、イリスもガッカリ感に苛まれていた。これも伝説や物語で刷り込まれた影響だろう。

　現実に置き換えて、賢者が何のために戦うかなど誰も理解していないのである。

「まぁ、このことはくれぐれも内密に……。知られたら大変なことになるし、もしこの国の連中が動き出したら、その時は……」

「「そ、その時は？」」

「この国が地図上から消えることになるでしょうねぇ。僕は、権力を振り翳かざして他人を動かそうとする連中が死ぬほど嫌いですから、最悪戦争になりますよ？」

「そのわりに、セレスティーナちゃんところでカテキョしてたよね？　権力者が嫌いなんじゃないの？」

「欲に溺れた連中が嫌いなんですよ。あの、腐った姉を連想させるので……」

　大賢者に教えを請いたい者は多いだろうが、今のソリステア魔法王国は魔法貴族が幅を利かせているために、きっと欲望丸出しでゼロスに近付いてくる。

　そうなれば衝突は避けられず、最終的には戦争にまで発展しかねない。

　無論、純粋に魔導士としての極みに辿り着きたいと思う者もいるだろうが、おっさんからしてみれば数人ほど教え子がいるだけで充分なのだ。

　名誉だの誇りだのと、権威を押し付けてくるような連中は邪魔で仕方がない。

「……で、話がずれてしまいましたが、ジャーネさん達はいつこの街を離れるつもりですかねぇ？」

「あぁ……宿の掲示板にあった貼り紙では、どうやら定期船は今日の夕暮れ時に出港するらしい。アタシ等は直ぐにでも街を出ないと間に合わない。逃すと明日になるし、宿代がないんだ」

「そうね。今からだと急いだとしても馬車で半日、馬の休息時間を入れると夕方に到着……。あら、結構ギリギリ？　あと、宿代がないんじゃなくて、余計なお金が使えないの間違いでしょ？」

「節約ですか。そのギリギリの時間前に節約もせず、レナさんは何をしてきたんでしょうねぇ……。やけに肌艶がよろしいようですが……」

「野暮なことは聞かない。少年と女の間には、肉欲という名の獣道しかないのよ？」

「「「それはレナ（さん）だけだ!!」」」

　時間がないというのに、レナは欲望に忠実だった。彼女の中では、少年と女＝肉欲の宴うたげという図式しかないようである。しかも少年愛至上主義者。

　これから彼女のお目付をするジャーネの苦労が偲しのばれる。

「人の話を聞かずに消えそうなときは……」

「コッコ達を頼らせてもらう。アタシ一人じゃ、レナは抑えられそうにもないし……」

「ちょっとぉ、それって酷くない!?」

　酷くない。むしろ厄介さでいえばレナはシャランラと同レベルなのだ。関わらなければ無害なだけで、知人として見ればどちらも面倒な存在なのである。

「船旅ですが、くれぐれも気を付けてください。特に、未成年者の姿があれば要注意でしょう」

「分かっている。レナもそこまで見境がないと思いたくもないが、念を入れて制圧できる戦力はありがたい」

「制圧!?　皆、私をどんな目で見てるのよ！」

「見境のないショタコン」（イリス談）

「子供に劣情を燃やす危険人物」（おっさん談）

「三度の飯より子供（性的な意味で）好き」（ジャーネ談）

「………………」

　理解があることも善し悪しである。

　そして、周囲から自分がどう見られているのかを知るには充分だった。

　だからといってレナが反省するとは思えないが、とりあえず今は『少年を愛して何が悪いの？　戦場ではいい歳したおっさんが美少年のお尻を求めるじゃない……。不公平よ』と、いじけさせることに成功した。

　いや、いじけているのだろうか？　いささか不安である。

「……ジャーネさん。本当に大丈夫ですか？　アレは……末期ですよ？」

「アレさえなければ、それなりに頼れる奴なんだけど……。不安ばかりが募るのはなぜだ？」

「まぁ、レナさんだし……。今さら注意したところで反省なんかしないと思うなぁ～。だって、レナさんだよ？」

　イリスの一言は充分に納得できるものだった。

　一人蚊帳の外のレナはむくれている。まぁ、自業自得だろう。

　それから一時間後、ジャーネとレナはウーケイ達を連れ、スティーラの街を後にするのであった。

　余談だが、レナが通りすがりの少年に目移りしたのは言うまでもない。

　当然ながら、ウーケイ達の鉄拳を食らいドナドナされていく。

　やはりレナの悪癖は筋金入りなようだ。
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「こちらです。先生」

「うわぁ～～～っ……」

「これは凄いですねぇ……（まるで、ノートルダム大聖堂のようだ）」

　ジャーネ達と別れたあと、セレスティーナに案内されゼロスとイリスが向かった先は大図書館。

　図書館というよりは、むしろ教会か大聖堂のような建築様式の建物で、その見た目から、明らかに建築途中から図書館に改築したと思われるアンバランスさがあった。

　ステンドグラスの張られた大きな窓から差し込む明かりが、図書館内部を厳かな雰囲気に演出しており、公共の場とは思えない神聖さを醸し出す。

　学院生が読書に励むスペースもかなり広いが、それ以上に並べられた本棚が実に圧巻である。どれほどの書籍を管理所蔵しているのか分からないほどだ。

「さすが……国中の書籍を集めているだけのことはある。凄い量ですねぇ……どこまで書かれていることが真実かは分かりませんが」

「おじさん、そんなことを言っていいの？　本って高価なものなんでしょ？　内容の正確さなんて書かれた国や場所で様々なんじゃない？」

「だからこそ偏りが出るのも否めませんねぇ。複数の観点から書かれた書籍がどれだけ現存するか、そこにある真実を読み取れるかは別の問題だし」

　この世界の本は一般的な観点から見ても、戦勝国側の都合で物事が記されているものが多く、その中から偏りのない記録を探し出すのは難しい。大半が勝者側にとって都合の良いことばかりが書かれており、余計な裏事情など省略されているものが殆ほとんどだからだ。

　つまり、裏事情を知るには敗者側の歴史を知る必要があり、追究を始めれば時間がいくらあっても足りないだろう。

　そんなわけで、ゼロスはこの世界の宗教の成り立ちにのみ焦点を当てて調べることにした。

　そして、あっという間に二時間ほどが経過する。

「四神教が台頭したのが邪神戦争以降。それを踏まえると、今は落ち目の創生神教が先に信仰されていたのは分かる。問題は、なぜ四神が生まれたのかだ」

「創生神がいなくなったからじゃないの？　あるいは、宗教戦争？」

「ところが調べてみると、そうした戦争が起きた歴史はないんですよねぇ。まるで、創生神教の信者が、四神教に鞍くら替がえしたみたいなんですよ。何となくですけど……」

「つまり、創生神教が四神教に変わった？　何の衝突もなしに？　そんなこと、あり得るの？」

　以前、ソリステア公爵家の書庫で調べた際、二つの宗派が衝突した歴史は見つけられなかった。

　しかし、現在調べている書物によると、邪神戦争を機に衰退していった創生神教とは対象的に、四神教が勢力を伸ばしており、わずか二百五十年ほどで完全に入れ替わっている。しかも、それまで使用されていた創生神教神殿は、次々に四神教神殿へと姿を変えていったらしいのだ。

　それなのに、二つの宗派の間に何もなかったというのは、どう考えても不自然である。

　四神教とは、今から遡さかのぼること二千五百三十七年ほど前、突如として現れた巨大な生物によって世界が蹂じゅう躙りんされたときから始まる。当時は高度な魔導文明が栄えていたが、この生物によって為なす術すべもなく破壊されることとなる。記録によると戦車や戦闘機のような現代兵器も存在していたようだが、その戦いは一方的であった。やがてこの生命体を【邪神】と呼称するようになる。

　世界の七割の文明が崩壊したとき、創世信教の神殿に四柱の女神、火の女神【フレイレス】、風の女神【ウィンディア】、水の女神【アクイラータ】、大地の女神【ガイラネス】が降臨し、七つの神器と【勇者召喚】の魔法陣を人間達に与えたとされている。

　そして、幾度かの勇者の召喚と人海戦術による防衛によって、邪神はついに封印されることとなり、四神が降臨した神殿を中心に勢力を伸ばした四神教は、【メーティス聖法神国】と呼ばれる大国となり現在に至る。

「四神教の教義では、四神が世界を創造したとされていますが、実際はどうなんだか……」

「邪神の存在も分からないよね？　最初からこの世界に存在していたのか、あるいはどこかの世界から突然現れたのか……。正体不明だよね」

「気になるのは、『なぜ封印なのか？』ということかな。本来なら倒したかったでしょうし。もしかしたら、四神に邪神を倒せる力がなかったのかもしれませんねぇ。それに、他の資料を見る限りだと、【格】という概念が出てきたのもこの頃からです。当時は召喚された勇者特有のものみたいな記録もありましたが、今では一般的に広まっている。この世界の摂理が二千五百年ほどで変わった？　そんなことがあり得るのか？」

「勇者……神様メールにもちょこっとあったけど、まるでゲームみたいだよね？」

「呼びつけられた彼等は、その後どうなったのかねぇ？　生き残った勇者達はそれ以降、歴史に姿を見せていない。送還されたのか、あるいは危険分子として始末されたかな？」

　憶おく測そくもあるが、今のところ集められた情報を総合すると、これくらいしか分からない。

　書物の記録でも、調べられることには限界がある。また、時代によっては改かい竄ざんされている例もあるのだ。

　そして、ゼロスが最も気になったのが、手にした書物に描かれた遺跡の模様である。

　それはメーティス聖法神国との戦いで滅んだ王国の廃はい墟きょ。一本の柱を中心に描かれた巨大な魔法陣のようだが、何らかの儀式を行う施設のように思える。

　中央の柱に刻まれた魔法文字を眺めていると、ゼロスはその文字を解読できてしまった。

『これが事実だとしたら、邪神の存在って……。まぁ、それはおいおい調べようかねぇ。いざとなれば本人に聞くとしよう』

　確証のないことは口にせず、あくまで疑問に思ったことのみ調べる。

「先生は、なぜ古い歴史資料を調べているのですか？　なんとなくですが、四神教に対して思うことでもあるように見えますが、気のせいでしょうか？」

　今まで黙って聞いていたセレスティーナの問いに、ゼロスは『フッ……』とニヒルな笑みを浮かべてから、彼女に顔を向けて答える。

「もちろん、気に入らないから……。そう、何もかもが気に入らないんですよ」

　セレスティーナには分からないだろうが、ゼロスは自分をこんな境遇に陥れた四神に対して病むほどの恨みがある。だが、敬けい虔けんな信者を憎んでいるわけではない。

　ゼロスが知りたいことは、『四神は本当に神なのか？』ということだけである。この四神の正体を知ることが、これからのおっさんの行動を決める要素の一つであった。

　まず、邪神が何者であるかを知らなければ、復活させた後に大惨事になりかねない。聞きたいことがあるからと復活させ、世界が亡ほろびることにでもなれば目も当てられない。ゆえにこの件に関して慎重なのである。

　まぁ、こんなことを教え子に語れはしないのだが。

『四神のことは気になりますが、ちょっと息抜きに回復魔法関連でも調べますかね……』

　おっさんは、適当に誤魔化しながらも新たな本棚に向かう。

　緊張感のない、軽い足取りで……。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「船が出るぞぉ──────────っ!!」

　夕日で赤く染まる船着き場に船員の声が響き渡り、まだ積み込み作業を終えていない作業員達は慌ただしく走り出した。

　商船の寄港地でもあるセザンの街は夕暮れ時でも多くの船が着港し、あるいはこの街から別の港へ向けて出港してゆく。

　大小様々な船がある中で、ジャーネ達は比較的中型の商船に向けて走り出していた。

「レナ、速く走れ！　船が出ちまうだろ」

「そうは言うけど、ジャーネ……。あなたはどの船に乗るか分かっているの？」

「確か、【モスト・マスキュラー号】だろ？　あの無駄に赤黒い船じゃないのか？」

　ジャーネ達が乗り込もうとしている船は、船体が防腐処理された赤茶色の船なのだが、その先端には握り拳を模した金色の飾りが実に力強く燦さん然ぜんと輝いていた。

　通常は女神像や竜などの彫刻が飾られているはずであり、船名も事故を防ぐ験げん担かつぎで聖人や女性の名をつけられるはずである。

　とても普通とは言いがたい船で無駄に目立っていた。まして船乗りが全員半裸であるなどあり得ないが、ジャーネ達は船を選んでいる余裕などない。

　主に懐事情という意味でだが──。

「……私、あの船に乗りたくないわ。だって、下品よ」

「あの船を逃したら、明日まで船がない。定期便なんだよ、あんな船でも！」

「船乗りも全員がマッチョよ？　しかもポーズを決めて変な笑顔を客に向けているし、彼等はボディビルダーなのかしらね？」

「いや、船乗りだろ？　それに、ちゃんと客も乗り込んでいるだろ」

「……皆、凄く嫌そうな顔をしているわね。当然よね、見ていて暑苦しいわ。喜んでいる奥様もいるみたいだけど、別のところに視線が向けられているみたい」

　まるで、船全体が上腕二頭筋に見えてくるような錯覚を覚える。

　実に逞たくましい船である。

「いいから乗り込むぞ！」

「嫌よ。なんか妊娠しそうで怖いわ、別の船にしましょう」

「そんな金がどこにある！　確かにおっさんから宝石を貰ったけど、風次第では船がサントールに着くまでに何日かかるか分からないんだぞ？　なるべく出費は抑えるべきだ」

「でも、趣味じゃないのよねぇ～。むさい男ばかりで全員が半裸だし……」

「わがまま言うなぁ。アタシだってこんな状況じゃなきゃ乗りたくない！　それに、どの船に乗ろうと船乗りの殆どは男だ。そこはゴネてもしょうがないぞ？」

　美しいまでに船員がサイド・チェストをキメている。

　船員も逞しい船であった。

「コケ（見事な筋肉だ）」

「コケコケ（うむ、奴等、よほど鍛えているのであろうな。我等も負けてはおれん）」

「コケケ（拙者、あのような筋肉は見たことがない。美しい）」

　コッコ達には好評価のようである。所しょ詮せん、このニワトリ達も肉体派。修練によって鍛え抜かれた肉体に関して、彼等は惜しみない賞賛を送るようだ。

　そんなコッコ達の賞賛に応えたとは思えないが、船員が素敵な笑顔でオリバーポーズ。

「グダグダ言わずにさっさと乗るぞ！　アタシらに余計な予算はない！」

「こんなことになると分かっていたら、夕べくらいマイダーリン達と愛を語り合うのを我慢すればよかったわ。貧乏って罪よね」

「貧乏のせいじゃないだろ！　お前は少しくらい自重しろぉ!!」

　どこまでも欲望に忠実なレナさんだった。

「大体、あんな筋肉な……」

　レナはその先を言うことができなかった。

　彼女の背筋に稲妻のような衝撃が走ったのだ。

「おじいちゃん、ぼくたち、あのおふねにのるの？」

「そうじゃよ？　いささか……いや、かなり変な船員ばかりじゃが、メカハマの街に行くには、あの船に乗るしかないのじゃ」

「ふ～ん。ぼく、はやくおかあさんにあいたいよ」

「な～に、二～三日ほど我慢すれば会える。お土産をたぁ～んと買ったしのぅ」

「うん！」

　レナの横を通り過ぎる老人と孫とおぼしき幼い少年。

　その少年を見たとき、レナは一瞬ハンターの目つきに変わったのだが、ジャーネはその瞬間を見逃してしまう。

　それは小さなミスであった。

　年齢的にはレナの守備範囲外のはずなのに、彼女の本能は衝動的な何かに支配された。

「……乗るわよ」

「いや、レナ？　お前……今まで駄々を捏こねていたよな？　どうしたんだ？」

「何でもないわ。予算は大事よね、今度から私も気をつけることにする。それより、早く乗りましょう」

「あぁ……。（急にどうしたんだ？　やけに素直だな）」

　少々訝いぶかしげな表情を浮かべながらも、ジャーネはタラップを上ってゆく。

　レナの態度に釈然としないものを感じていたのだ。

　そんな彼女達をマッチョの船乗りは、アブドミナル・アンド・サイのポーズで『いらっしゃい。ようこそ、私達の船へ』と笑顔で甲板に迎え入れてくれた。

　見た目は野獣でも実に紳士だった。

　この時、ジャーネは気付いていなかった。レナが既に獲物を狙う肉食獣と化しているなど──。




　ほどなくして船は動き出し、セザンの街を出航してゆく。

　夕日は西へと沈みかけ、やがて夜の帳とばりが訪れる。

　世界が夜の闇に包まれたとき、船は逃げ場のない狩り場へと変わる。

　レナという獣の狩り場へと──。




「おじいちゃん！　あくまが、あくまがそこにいるよぉ！」

「ん？　何もおらぬぞ？　寝ぼけたのではないか？」

「ちがうよぉ～っ、そこに、そこにこわいかおのおんなのひとが……きっとあくまだよぉ～！」

「疲れているのじゃろう。仕方がないのぅ、こっちに来なさい」

「……う、うん」




　祖父に抱きついて眠る幼子。

　そんな二人を闇の中から覗のぞき見る者が、確かに存在した。

　二人が静かに眠りについた暗い部屋の奥に、唯一喜色の込められた三日月のような笑みが浮かぶ。

　ホラーナイトの幕が上がった。








第七話　おっさん、調べものをする






　始まりに虚無があり。

　無限ともいえる時間が過ぎ、虚無の世界に一柱の神が降臨する。

　虚うつろなる闇の世界に杖つえを突きたて、そこに光が生まれた。

　光の下に炎が生まれ、その炎に剣を突き立てると大地が誕生する。

　大地は炎に包まれており、その炎に書を投げ込むと水が生まれた。

　水は大地を潤し、その水に盾を翳かざすと風が生まれ、一つの世界が誕生する。

　世界が誕生すると、その世界に天てん秤ぴんを置き、そこから摂理が生まれた。

　やがて多くの命が生まれ、世界は楽園へと変わる。

　楽園はやがて知恵ある獣を生み、その獣は世界の各地に広がり、命の種子は広がっていく。

　その命は姿を変え、集落を作り、集落が集まることで各地に国が生まれた。

　欲望が生まれ、戦争が生まれ、憎しみが生まれ広がっていく。

　憎しみは円環を作り、その円環は終わることはない。

　その憎しみは災厄となり、いずれはこの世界を覆い尽くすであろう。

　終しゅう焉えんを呼ぶ大いなる戦いに勝者はなし。

　大地は血で赤く染まり、屍しかばねの山が築かれ、物言わぬ廃はい墟きょが見守るのみ。

　やがて、生きとし生ける者は消え去り、おおいなる者達の失笑を買うだろう……云うん々ぬん。




　ありきたりな宗教概念に溜ため息いきしつつ、おっさんは種族間の伝承を記した本を閉じた。

　大図書館の棚に並べられた本は全て写本であり、宗教的理由から改稿されたものを含めると、その数は膨大になる。

　いくら読むのが速くとも、さすがに一日だけでは調べきれるわけがないのだ。

　そこで、大図書館二日目の調査である今日は、条件に合う書籍を職員に聞き、いくつかの本を選んではひたすらに読みふけっていた。

　つまり当初の予定を一日超過しており、こんなことならもう少し日程に余裕を持たせるべきであったと、おっさんは少し後悔している。

「……何か、創世神話って似たような話が多いなぁ～。最終的には種族間の戦争に至るし、どうして最後は最終戦争で世界が消滅するって話になるんだろうかねぇ？　捻ひねりがない……人の考えることは、結局のところ同じなのだろうか？」

「おじさん……それを言ったらお終しまいだよ？　おじさんは世界の最後に何を求めてるの？」

「終末に何も望みませんよ。その頃には死んでいますし、考えるだけ無駄ですね。それよりも明日の食費が気に掛かる。いや、世界の平和が気に掛かるかな？」

「噓うそつき、おじさんはお金稼いでるよね？　なくてもサバイバルで生きていけるよね？」

「そんなわけないじゃないですか。人をどこかの先住民みたいに言うのはやめてほしいなぁ～」

「文明人は昆虫を食べたりしないよぉ!?」

　創世神話系の書物に手をつけたゼロスだったが、その殆ほとんどがファンタジーのド定番のような四神教の神話だったため胡う散さん臭くさく感じ、それ以前の古い種族間の伝承を調べることに。

　それにより、『創生神は世界を構築したが、世界を作り出しただけであとは見ているだけの存在だった』と記された書物を発見。他にも、『世界を見守り続ける神』と創生神について記述してある本がいくつもあり、創生神は四神のように神託など一切出さなかったのが分かる。

　だが、創生神教の教義に四神や邪神のことは一切書かれておらず、それらの神がどうやって現れたのかまでは分からなかった。

「まぁ、どの経典や神話でも最後にラグナロクになるのはいいとして、さすがに邪神のことに関して一切触れられていないのはおかしいでしょう。前の戦争で大規模な被害をもたらした存在なのだし。そもそも、その成り立ちが謎のままですねぇ」

「四神も邪神戦争から姿を現すんだよね？　なら、邪神も四神もこの世界に最初からいないとおかしいよね？　異世界から邪神が来るなんてこともあるかもしれないけど、そもそも世界の理ことわりが違うのに邪神が時空を切り裂いてこちらに来れるのかなぁ？」

「勇者を召喚したという話もありますが、これも邪神戦争以降の記録で書かれていて、それ以前に勇者召喚が行われた記録がない。それに、記録に残されている勇者の名前がなぁ……」

「三十六人もいた勇者、その中でかろうじて名前が残されているのは数人だけ。【ダイスケ・キンジョウ】、【ユキ・ミナサワ】、【ヒロシ・ヤマモト】……日本人だよね？」

「間違いなくね。だとすると地球から召喚されたことになるんだけど、普通に考えて大規模に人が行方不明になったことになる。僕はそんな事件に記憶はないなぁ～。もしかして、別の次元軸の地球から召喚されたことになるかな？」

「そうなるんじゃない？　数人ずつ別の世界から召喚しても効率は悪いし、一つの世界から召喚した方が手っ取り早いよね。それも同じ場所から一括して……」

　断片的に残された記録にある勇者達の名前。それはどう見ても日本人の名であり、三十六人も同時に召喚されたことから同じ世界から呼び出されたと考えた方が自然だった。

　魔法作成者の観点から見て、異なる世界から数人ずつ呼び寄せるとなると、必要とするエネルギー的な問題で何度も召喚を行うのは非効率的。次元に穴を開けるわけだから召喚術の制御も難しいと思われる。

「この召喚術は、どの本にも四神から与えられたと書かれている。旧時代の文献も少し読みましたが、次元に穴を開けるような魔法は存在していない。つまり、四神に召喚魔法を与えられたのは正しいと思っていいのかねぇ？　それ以前にこの召喚魔法、人間が制御できるのか？」

「その確認は実際に術式を見て調べないことには難しいよね。私には無理だけど……問題はやっぱり邪神かぁ～。この邪神、本当に何なんだろうね？」

　邪神戦争期に書かれた伝承や記録書には、邪神はいきなり現れて文明を破壊し、種族を根こそぎ食らい尽くすかのように、無差別に暴食の限りを尽くしたとされている。倒そうにも邪神の一撃で山は消し飛び、海は煮えたぎり、空間が裂かれたとまで記されていた。

「邪神、無敵ですよねぇ？　よく封印できたもんだ。普通なら無理でしょこれは……。アニメじゃないんだから」

「やっぱり、努力、友情、勝利かな？　工夫して何とか追い詰めていったとか？」

「この伝承に書かれていることが本当なら、知恵と勇気でどうこうできる相手ではないですよ。実際戦いましたが、アレは厄介だ。状態異常攻撃は完全に無効ですし、一定の属性魔法は完全に吸収。攻撃に溜ためがないから、いきなり極太レーザーを撃ち込んできました。超広範囲破壊魔法【闇の裁き】と、全方位拡散殲滅攻撃魔法【汝なんじ等に死の花束を】なんてヤバイ攻撃を連続して叩たたき込んできます。まともに戦っては勝てませんて」

「少なくとも、レベル１０００超えじゃないと相手にできないんだよね？　勇者達って、そこまで強かったのかなぁ？」

「神器を使って封印したと書いてありますが、封印の最中にその神器が壊れたらしいですよ？　脆もろいですねぇ、神器……。しかも、四神が自ら戦った記録がない……」

　この時点で四神と邪神との間に力の差があったと見て取れる。四神では邪神に勝つ力がなかったと仮定するならば、邪神はそれ以上の高位な存在ということになるだろう。

「お約束で、世界の安定のために力を使っていたとか？　他の教典にもそう書かれているよ？」

「そうとは思えませんねぇ、何しろ勇者召喚魔法陣を残しています。世界の安定を考えるほど知恵があるなら、異世界からの召喚魔法陣のような自然の摂理に反する代物は慎重に扱うんじゃないですかねぇ？　回収していない以上、世界の安定なんてどうでもいいと考えているとしか思えませんよ」

　勇者召喚の魔法陣はこの世界に残されたままであり、今も利用されている。

「閲覧用の新聞に、『メーティス聖法神国特務騎士団の勇者【スメラギ】、聖女様と熱愛中』って記事がありましたよ？　今も異世界から勇者を召喚しているようだねぇ」

「それ、大丈夫なの？　ラノベ的パターンだと、勇者の召喚にもリスクがあるんじゃないかな？」

「考えられるけど、僕達がここで騒いでも意味がないでしょ。可能性だけで確証があるわけじゃないんだから。僕達の知らない謎のエネルギーが存在している可能性もあるわけだしねぇ」

　どうやら勇者召喚は続けられているようであり、それがこの世界にどのような影響を及ぼすかも分からない。何らかの確証がなければ調べもしないだろう。

『邪神戦争終結後から、魔物が増えたのも気になるんだよなぁ。文明レベルが落ちたとしても、それが生態系に影響を及ぼすとは考えにくいし、別の原因があるとしか思えない。気のせいだといいんだけどねぇ……』

　邪神戦争以降、魔物は急速に繁殖し、様々な種族に進化していった。

　普通なら長い時間を掛けて進化し、環境に適応するものなのだが、あまりにも急速過ぎる。

　何しろ今では世界中に生息領域を広げ、魔物が世界の支配者と言ってもいいほどである。ファンタジー世界だからと納得しようにも嫌な不安が残される。

「あんなメールを送りつける女神が、まともに世界管理を行うとは思えないねぇ」

「まぁ、あの神様だから……。メールの内容からだと、かなり無責任な女神達だと思うよ？」

「適当過ぎるんですよねぇ……。まるで、妖精みたいな性格ですよ。享楽的で好奇心旺盛、そして無責任。傍はた迷惑で厄介な邪魔者。そして無性に腹が立つ。自分勝手でその場の思いつきで行動する悪魔……奴を思い出す」

「あー……妖精って、そんな性質だったよね。よくアイテムを盗まれてピンチになったし……」

「僕は見つけ次第、問答無用で殲滅していましたけどねぇ。見た目は可愛かわいらしいが、小さい体に悪意を満載したタチの悪い連中ですから。魔物扱いでしたし……」

「おじさん、酷ひどい……」

「妖精の魔石である【妖精の珠玉】は美お味いしい錬金素材ですからねぇ、稼げましたよ。集落ごと【ガンマ・レイ】で焼き払いましたし……。あの時は貴重なエリクサーを複数盗まれましたから、正直ムカついていたんですよ。レイドボスとの一戦を控えていましたし……。よく勝てたなぁ～、ベヒーモスに……」

「ベヒーモス!?　無謀だよ、おじさん!!　本当によく勝てたよねぇ!?」

　【ガンマ・レイ】──雷系魔法【プラズマ・レイ】の強化魔法である。

　ガンマ線は物質を透過し、直接内部に大ダメージを与えることが可能なので、半実態の妖精達も問答無用で滅ぼすことができた。何しろ妖精の体は魔力やチリなどの物質で構成されているので、捕まえようとしても直すぐに消え、アイテムなどを続けて強奪されるなど迷惑極まりない。魔力体から物質を排除することで透明化し、逆の手法で実体化するから神出鬼没。

　だが、【ガンマ・レイ】はその妖精にも大打撃を与えることが可能で、妖精の身体を構築している魔力体に、強引に許容量以上のエネルギーを撃ち込むことで倒す魔法。妖精には凶悪なものだったに違いない。妖精は自身の魔力と対消滅を起こし消滅することになる。しかも透明化して逃げようにもガンマ線はエネルギーそのもの。魔力体でも確実に直撃し決して逃げられないのだ。

　人間に撃ち込めば瞬時に血液が沸騰し炭化してしまう。生物なら即死であろう。放射線被曝が怖いところであるが、魔法は魔法式で設定を変えられるので放射線被曝を無効化できる。

　妖精は魔力も高く、魔法による攻撃があまり意味をなさないが、この魔法は妖精の特性を無視して滅ぼせるのだ。何しろ魔力障壁すら透過する。

　当時のおっさんは度重なるアイテム強奪に腹を立て、小さな悪魔を滅ぼすべくこの魔法を生み出した。作成した経緯はともかく、その威力は悪意が込められているとしか思えないほどに凶悪であった。いや、悪意しかないのかもしれない。実際この世界で使用すれば、どんなヤバイ効果を発揮するものなのか分からない禁呪魔法でもあった。

　余談だが、この世界で妖精はれっきとした種族として認められ、安易に殺すことができない。

　それをいいことに妖精達はタチの悪い悪戯いたずらを続けるので、普通に暮らす人々には実に迷惑な存在であった。中には妖精に子供や家族、友人を殺された者達もおり、妖精を擁護している【メーティス聖法神国】を恨んでいる者達は決して少なくない。

　メーティス聖法神国を調べた学者の書物を見て、ゼロスは訝いぶかしげにページを見つめる。

「ふむ、妖精を擁護ねぇ？　どういうことだろ。なぜに人に害する魔物を保護するんだ？」

「もしかして、元は妖精王だったりして。進化して女神になったとか？」

「定番だねぇ。あり得なくはないですが、異世界に干渉するほどの力があるとは思えませんねぇ。何かが足りない気がします……。女神と呼ばれるほどに世界を管理できる力など、とても妖精王が制御できるとは思えませんよ。精霊王なら分かりますけど……」

「だから四人いるんじゃないかな？　それぞれに分割管理して、負担を軽減しているとか？」

「なるほど、そう考えると辻つじ褄つまが合うか。妖精を擁護するのも同族だから、あり得る話ですねぇ」

　憶おく測そくは立てられる。しかし確証がない。状況証拠ばかりで真実は依然として闇の中。仮に四神が妖精王だったとして、その四神に世界の管理権限を与えた者は何者なのかも謎である。

　そして、邪神の存在も依然として謎のままであった。

「そういえば、メールに邪神のことを『あんな醜いくせに女神なんだから』と書かれていましたが、仮に邪神が女神だったとして、五神でなく四神なのはなぜなんだ？　それどころか世界を滅ぼそうとしたし……」

「ひょっとして、創生神が失敗したとかじゃない？　自分好みの女神を作ろうとして、ぶちゃいくになったとか？　それを恨んで世界を壊そうとしたなんてね。あはははは」

「まさか、そんなはずがないと思いますがねぇ。だとしたら嫌な話ですよ……ハハハ」

　否定できる要素はないが、あまりに情けない話である。

　だが、真実が分からない以上、ここで憶測を並べても意味はない。

　予想の正否はともかく、この大図書館での調べものは一通り終わったので、次の行動へ移る。

「じゃ、本を棚に戻して帰りましょうかねぇ。お腹も空きましたし、どこかで食事にしましょう」

「賛成♪　いやぁ～疲れたぁ～。情報取集って実際にやると時間が掛かるよね。ゲームとは大違い」

「現実はそんなものでしょう。まぁ、街の住人が遺跡の秘密なんかの情報を知っている時点で、【ソード・アンド・ソーサリス】の世界も違和感がありますけどね。『そんな貴重な情報をどこで手に入れたんだ？』って、何度も疑問に思いましたよ」

「確かに……考えてみれば変な話だよね。仮にあの世界がゲームでないとしても、あの都合の良さは少し異常だと思う。他のゲームの世界観も、考えてみれば変だよね」

「そもそも現実世界と比べると、ゲームの世界は妙なことが多々ありますからね。勇者が他人の家を漁あさってアイテムゲットしているのも、かなり不自然ですし」

「あー……あるある！　所しょ詮せんはゲームだと思っても、現実に置き換えるとあり得ないよね。勇者のしていることって普通に考えて泥棒だし、バレたら間違いなく捕まるよ」

　やることを終えたおっさん達は、ＲＰＧの『あるある談義』を始めていた。

　確かに、ゲームの主人公達は他人の家から堂々とアイテムを確保したり、許可もないのに城から貴重品を持ち出したりしており、これを現実に置き換えると、勇者の名のもとに好き勝手にアイテムを奪取していることになる。

　あくまでも架空の世界の話だが、今のおっさん達は現実にファンタジー世界の中にいる。しかもゲームと同様の真似をすれば確実に犯罪者になるのだ。

　実際、奴隷ハーレムを作ろうとして自分が奴隷になった同郷の者もいたりする。現実は世知辛い。

「他人の家に無断で侵入してますし、アレって普通に住居不法侵入ですよねぇ？　よく通報されないものですよ」

「そうそう！　しかも家に不審者が侵入して部屋を漁っているのに、住人は親切に情報を教えてくれるし、『どんだけお人好しが多いの？』って思った。場合によっては家族の遺品である武器をくれたりするもんね」

「ありますねぇ。しかもその武器、次の街で売っちゃうんですよねぇ」

「それか、既に同じ武器を持っていたりするんだよね。せっかく懸命にお金を稼いで買ったのに、タダで手に入るってどういうこと？　必死でお金を稼いで購入したのに、だよ？　あの時は凄すごくガッカリしたよ。他に装備できるキャラがいないし」

「他にも、貰もらった剣がイベントで主人公の命を守って壊れたりして、後で改造されて強力な武器になるけど、あまり使わずにお蔵入りするんですよねぇ。普通に考えて、壊れた武器を直すなら新しく作った方が確実。なんで鉄てつ屑くずを再利用？　しかもイベントアイテムなので売ることができない」

「おまけに、武器屋にそれ以上の攻撃力のある武器が売ってたりしてさぁ～」

　他愛たわいのない話をしながらも、二人は棚から持ち出してきた本を抱え、元の位置に戻していく。

　中には三階の保管庫まで赴かねばならないものもあったが、周囲の迷惑を顧みず騒ぎながら棚をはしごする。その光景を見た大図書館の職員だけがもの凄く怖い顔で二人を睨にらみつけていたが、おっさん達はそれに気付くことはない。

「あんたら、公共の施設なんだから、少し静かにしてくれないか？　いくら他の利用者があまりいないからといって、最低限のエチケットってものがあるだろ……」

「「……すみません」」

　当然だが職員に叱しかられた。

　モラルは守られるべきであることを、改めて教えられるのであった。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　セレスティーナはゼロス達と少し離れた場所で、一人魔法式の構築をしていた。

　実戦訓練から戻ると、学院にミスカの姿はなく、『旦那様に呼ばれました。探さないでください』と書かれた一枚の手紙があるだけ。その状況にセレスティーナは困惑した。

　幸い身の回りのことは自分でできたが、一人で寮の自室にいるのは寂しく、今日もこうして大図書館で時間を潰つぶしていたのだ。

　孤独には慣れていたと思っていたのに、時折悲しくなってくる。正直、ゼロスと楽しそうに話し合いをしながら調べものをしているイリスが、少し羨うらやましかった。

　そんなわけで、いつもの日課である魔法式の構築。積層魔法陣の試作を行っているのだが、上下の魔法陣の大きさが少しでも異なると、その間に挟む術式処理の魔法陣に不具合が生じる。

　この魔法陣の難しいところは、複数の異なる指令魔法式を分割し、全てを一つに重ねることで積層型の魔法陣を構築することだ。わずかなズレが負荷となり、それが魔力の運用効率に影響を及ぼす。

　複数の魔法陣に刻まれた魔法式も、効率化する上で魔法式の密度が異なり、均等の大きさに魔法陣を構築するのが難しい。

「やろうと思えば円えん錐すい形状に構築することもできるらしいですけど、魔法式を各魔法陣に分割するのが難しいです……。術式をどう配置すればいいのかも考えなくてはいけませんし、平面魔法陣より難易度が高いですね」

　今作成している魔法陣は中級魔法である【ライトニング・ショット】の改良版。

　複数のプラズマ弾を撃ち出す範囲魔法で、正面方向にしか攻撃できず、接近戦に持ち込まれれば広範囲に広がる前に攻撃を受けることになる。ただ、撃ち出す前は大きめのプラズマ球が形成されるので、これを複数浮かべれば防御に転用できるのではないかと考えた。

　何しろ範囲で撃ち出されるプラズマ弾と、撃ち出す前のプラズマ球とでは一撃の威力が異なる。

　プラズマ球は威力が大きいが単発で、範囲魔法として撃ち出されれば無数に分裂し、一発の威力はかなり落ちることになる。更に攻撃の際の性質も変わり、プラズマ球では爆発、撃ち出されたプラズマ弾は貫通力と、用途に応じて任意に攻撃を変化させることができる。

　この改良した【ライトニング・ショット】の魔法式に、自然界の魔力を利用する術式を加えると、やけに歪いびつな円柱の立体魔法陣が出来てしまう。

　制御術式の大きさを踏まえ安定した形状にせねば、魔法を使う際に術者の負担が逆に増え、最悪、魔法を使うのに必要となる魔力が倍に増えてしまうかもしれない。

　セレスティーナはそのバランスを取ることに難儀していた。

「どこかで魔法式を詰めないと、積層魔法陣が歪になりますし、負荷を軽減するにはどれを集約すればいいのか……」

　講師陣は魔法式の解読ができないので、相談しても意味がない。

　ツヴェイトは自分と同程度のスキルなので二人で悩みだして先に進まない。そもそも、現在はウィースラー派の会合に出席しているため、時間的に都合がつかない。

　一方、クロイサスはというと、この大図書館内にある実験室で、実戦訓練の帰りに発見した【？？？　増強剤】の調査を行っている。

　なぜ大図書館内に実験室があるのかといえば、資料がこの図書館内にある以上、わざわざ離れた研究棟に本を持っていって往復するのは非効率だからである。

　調べながら研究するにはこの大図書館は良い場所なのだが、多くの学院生が利用する都合上、時間制限が設けられており、長時間利用するには事前の予約手続きが必要なのだ。

　幸い今日は、同じサンジェルマン派の知人が借りており、便乗する形で実験室に入り浸っていた。クロイサスは意外にちゃっかりした性格のようである。

　自分の研究室には様々な薬品が並べられているため、何かの拍子で反応してはまずいと判断し、急きゅう遽きょ、大図書館の実験室を利用しようと思いついたのだ。

　まぁ、マカロフ達がクロイサスを止めたのが大きな理由だが……。

　何にしても魔法式の解読ができる二人を当てにはできず、師であるゼロスに聞くのもいささか気後れし、セレスティーナは現在悩みの渦中にいる。

「難しい……【灯火トーチ】の積層化は簡単にできたのに、魔法のランクに応じて術式が変わるのは仕方がないとしても、まさかここまで難解な魔法陣だったなんて……」

「それは、他の命令魔法式を分割し過ぎだからですよ。最初の術式から三枚目までを一つの魔法陣にすればいいはずですねぇ。そこから均一化を図れば綺き麗れいに片付くと思いますよ？」

「あっ、なるほど……ですが、そうなると処理術式の大きさが……」

「処理術式は魔法式を処理統合するので、魔法陣の大きさを変えただけでもいいのでは？　別に内部の魔法式まで弄いじる必要はありませんよ」

「あっ、そうかぁ！　魔法陣が大きくなれば、魔法式を処理する魔法陣の密度も変えないといけないと思っていましたが、それは別にやらなくてもいいんですね♪」

「難しく考える必要はないんですよ。魔法式を処理するだけの魔法陣は、あくまでその役割を果たすだけでいいですからねぇ。あとは各魔法陣の大きさを均一化し積み重ねれば、あら不思議、簡単に積層魔法陣の出来上がり♪」

「なるほどぉ……って、先生!?」

　振り向けば、そこに奴がいた……。

　いつの間にかセレスティーナの作業を見ていたおっさん。火の点ついていない煙草を指に挟んでおり、その背後では職員の女性が凄い形相で睨んでいる。

　おそらく一仕事を終えて一服しようとし、そこを職員に見られて思いっきり睨まれ、目を逸そらしたときにたまたまセレスティーナが傍そばにいただけのようだ。

　ちなみにこの職員は、先ほどゼロス達を注意した人とは別人である。

「……先生、ここは禁煙ですよ？　煙草はしまった方がよろしいのでは……」

「ハハハ……凄く睨まれていますねぇ、癖でうっかり取り出したところを見られてしまいましたよ。職員の方がいなければ火を点けていたでしょうねぇ……毎日の習慣は怖い」

「煙草の煙で本が傷みますから、それは当然なのではないでしょうか？　それ以前にモラルというものがあると思います」

「殆ど無意識でしたから、うっかりしてました。ところで、調べものをしている最中に気になっていたんですが、向こうの通路の先には何があるんですかねぇ？　先ほど学院生が数人ほど入っていきましたけど」

「あちらは実験室ですよ。よく研究棟を持たない学院生が利用して魔法薬などを製作していますね。先ほどクロイサス兄様が学院生の皆さんと向かいましたけど」

「クロイサス君ですか、彼が普段どのような研究をしているのか興味ありますねぇ。今もさぞかし愉快なことになっていることでしょう」

「……否定できません。兄様はラーマフの森でも一騒動起こしていましたし……」

「あー……確かアヤシイ煙を発生させたんだっけ？　アレ、セレスティーナちゃんのお兄さんの仕業だったんだぁ」

「イ、イリスさん!?　いつの間に……」

　本を片付け終わったイリスが、おもむろにセレスティーナの死角から現れ、声を掛ける。

　実に心臓に悪い二人であった。

「学院の研究かぁ～、ちょっと興味あるね。爆発したりしないかな？　髪の毛がアフロになったりして、口から粉を吹いたり」

「昔のコントじゃないんですから、そんなことあるはずないと思いますがねぇ。生徒をそんな危険な目にあわせる講師がいるとは思えませんよ」

「ありますよ？　爆発……。魔法薬同士の反応は予測できないので、学院生はいつも障壁を展開してから実験に入ります。研究に危険はつきものらしいですから」

「意外に危険な場所だったか……。生徒にどんな無茶をさせているんだか。死人が出たらどうするんでしょうねぇ？」

　異世界の学び舎やはデンジャラス。普通に講義を受けている傍かたわらで、ときに爆発し、ときに有毒ガスが発生している。まるで軍の兵器開発研究を公共施設で堂々と行っているようなものだろう。

　しかも最悪の事態を想定して国の特殊部隊が常に監視しており、有事の際には学院生の救助を行う準備が整っていた。つまり、何度か緊急事態が引き起こされたと考えるのが妥当で、そのために救助専門の部隊が編成されたのだろう。危機管理のレベルが地球とはだいぶ異なる。

　仮に研究で事故死しても、それは自己責任で済んでしまうのも怖いところだが。

「万が一の防衛手段は整えておいた方がいいですねぇ、実験の際の安全確認なども徹底させた方がいいのでは……？　それでも幾分かは危険を避けられますし」

「やってはいるのでしょうけど、それでも事故が頻発するそうです。その殆どがクロイサス兄様だとか……」

「セレスティーナちゃんのお兄さん、もしかしてマッド？　うっかりして危険物を作っちゃうような人なの？」

「研究が全てみたいな人ですから、危険物も今までどれほど製作したのか分からないらしいです。『実験を重ねなければ、進歩はない』と言い切って、下手をすれば戦争になりかねないものも製作してしまったとか……。何を作ったのかまでは分かりませんが、一緒に研究していた上級生には箝かん口こう令れいが敷かれたらしいです」

　おっさんも身に覚えがあり過ぎた。

　【ソード・アンド・ソーサリス】で素材を大量に集めては、好き勝手に実験を繰り返して危険な装備を作り出し、効果を確かめるためにＰＫ職達をモルモットにしたほどだ。

　仲間の一人は頭が愉快な状態になる魔法薬を完成させたこともある。

　普通に考えれば人体検証実験であり、【殲せん滅めつ者しゃ】の全員はクロイサスと同類である。もちろんおっさんも似たようなことを繰り返してきたわけであり、他人を咎とがめる資格はどこにもない。

「他ひ人と事ごとには思えませんねぇ。自分の悪行を再現されているみたいで良心にグサグサきます……。フッ……私はアコギなことをやっていた」

「過去形？　今もやってるよね、おじさん。特に、あのコッコ達の成長は異常だよ？」

「毎日、稽古をしてあげただけなんだけどなぁ。真剣に何かを極めようとするのは素晴らしいと思わないかね？　たとえそれが魔物でもねぇ」

「あのコッコ達、もう誰にも負けないのではないでしょうか？　明らかに格上のはずの魔物を一撃で倒していたらしいですし、上位種に変身したとか……そんな魔物、聞いたこともありません」

「形態変化はドラゴンによく見られる現象なんですけどねぇ。怒ると見た目が変化し、中には全く別の姿になる個体もいますから。【ブレイズドラゴン】などが特にそうですねぇ」

　【ブレイズドラゴン】は通常の姿は普通のドラゴンと変わりないが、戦闘になると全身が剣に覆われたような姿に変化する。

　翼も恐ろしく鋭利な刃に変わり、普通の武器では太刀打ちできない強度がある。鱗うろこなどの素材は魔力を流すと形状が変化するので、変形武器を作るには良い素材であった。

「先生……竜種は殆ど幻の魔物ですよ？　この辺りで見かけることはありません。せいぜい【ガブール】くらいだと思います」

　【ガブール】は小型の飛竜で、ソロの傭よう兵へいでもなんとか倒せる。【ソード・アンド・ソーサリス】では最初に戦う飛竜種で、戦い方に慣れる教科書のような存在であった。

「あぁ……飛竜種でありながら最弱の……。バリスタで一撃で撃ち落とせるアレですね？」

「そう言えるのはおじさんくらいだよ？　私だって仲間と二回くらいしか倒してないし、竜種の強さは異常だと思う」

「最強種ですからねぇ、体が大きい分だけ魔力も体力も違いますよ。そこに格が加われば強くなるのは当たり前でしょう。他にもスキルとか……」

「どんだけ強いの、ドラゴン……。おじさん、確か龍王クラスも倒してるよね？　一パーティーでレイドボスを……」

「アレはやらない方がいい……長時間戦い続けるのは地獄ですよ。絶対に真似をしないことをお勧めしますねぇ。何せ、一日中神経をすり減らすほどの戦闘が続きますから」

　そんなことができるのは【殲滅者】だけである。

　姿を隠し、常に死角から弱点を狙い続け、それを長時間繰り返すなど正気ではない。

　その戦闘に巻き込まれたパーティーもいたが、ゼロス達は他のパーティーすら平気で囮おとりとして利用していたほどだ。姿を見せずに倒したことで暗殺職スキルが向上し、【神】レベルにまで到達した。

　要するに、真正面から戦いを挑んだことは一度もない。完全に狩りである。

『せ、先生……話だけ聞いていると、それは無謀な行為なのではないでしょうか？　興味はありますが、実行する勇気はありません。でも内容くらいは聞きたいです』

　師の武勇伝に、心の中で興味津々のセレスティーナであった。

「まぁ、竜種はともかくとして、クロイサス君が何をしているか見てみたいですねぇ」

「実験室は一般公開されていますし、邪魔をしなければ見学できますよ？　ただ、備品には触らないでいただきたいのですが……」

「実験室を使っているの、セレスティーナちゃんのお兄さんだよね？　怖くてそんな真似はできないよ、何かのはずみでドカーンはやだし」

「いくら兄様でも、そんなに頻繁に爆発は……」

　──ドォ──────────ン！

「……起こし、ましたね」

「期待を裏切らないお兄さんだね。いったい、どんな実験をしていたんだろ……」

「イリスさんは期待していたんですか？　ともかく、怪我人がいないか様子を見に行きましょうかねぇ。怪我の治療は僕が引き受けますよ」

「そう、ですね……。重傷者までならともかく、死者が出たら大変です！」

　書庫から通路に出て、セレスティーナの誘導で実験室を目指す。

　その途中、何やら柑かん橘きつ系のような香りが漂い、ゼロスは少し首を捻る。

　まるで一人暮らしの女性の部屋で香るような、そんな匂いなのだがセレスティーナやイリスは何も感じない様子だった。そこがまた奇妙でもある。

　ほどなく辿たどり着いた実験室は、器具がそこら中に散乱しており、天井には黄色い汚れが広範囲に染みついていた。部屋の中央に置かれた、魔女が薬を煮込むような大きな鍋が異様である。

　その鍋の中には半分くらい同系色の黄色い液体が残っており、部屋の状況から何らかの反応でこの液体が爆発し、その威力が上に向けて放出されたことが分かった。

　そして、頼んでもいないのに勝手に発動するゼロスの【鑑定】のスキル。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【超強力豊胸薬】

　胸のない女性が憧れる夢の秘薬。

　これを飲めば、あなたも素敵なナイスバディ。誰もが羨むセクシーバストに大変身！

　スプーン一杯を一飲みすれば、Ａカップはたちまち豊かなＺ×10乗カップに変わります。

　ご利用はお早めに。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

『……クロイサス君。君は、いったい何を作ろうとしていたんですか？　それよりも、Ａカップから一気にＺ×10乗カップって……それ、どんな状態ですかねぇ!?　迂う闊かつに飲んだら胸を地面に引きずる……いや、脂肪で圧死するような事態になりませんか!?　ある意味、危険な薬なのではないだろうか？』

　クロイサスは、別の意味で戦争になりかねない薬を作り出していた。

　しかも効果が絶大過ぎて、使い道がない。

　この世界の美容業界に、革命をもたらすような（!?）試作品が出来上がってしまったのであった。








第八話　おっさん、クロイサスと実験す






　大図書館にあるレンタル実験室。

　幸いなことに、爆発に巻き込まれながらも学院生達の無事な姿があった。

　天井に広がる黄色い染みと、周囲に漂う柑かん橘きつ系の香りが惨状とミスマッチである。

「兄様、大丈夫ですか？　お怪我は……」

「セレスティーナですか……？　大丈夫ですよ、いつものことです。障壁を展開していたので傷一つありません」

「ならいいのですが、いったい何が起きたのですか？」

「例の増強剤を複数製作して実験しようとしたら、傍そばの素材が偶然落ちて……」

「そして爆発……ですか？　何が混入したのです？　こんなことになるだなんて……」

「確か、【成長促進剤】だったと思いますね。マカロフが製作していた植物用の……」

　おっさんは少し納得した。

　混入したものが【成長促進剤】なら、【超強力豊胸薬】になった理由も分かる。問題は謎の増強剤だが、おそらくは完成品に付随する効果を持つ薬品であることに間違いない。

「酷ひどい目に遭いましたわ……。まさか、爆発するなんて……」

「あっ、キャロちゃんもいたんだ。もしかして、セレスティーナちゃんのお兄さんと同じ派閥なの？　アフロな軍曹にならなくてよかったね」

「……キャロちゃんはやめてくださらない？　元よりサンジェルマン派は、わたくしの曽そう祖そ父ふが設立した派閥ですわ。その血族であるわたくしがいるのは当然ですわよ」

「ふぅ～ん。由緒正しい一族なんだね、キャロちゃん」

「そ、そんなことありませんわ。まぁ、先祖の名に恥じないように常に心がけていますけれど……」

「頑張ってるんだね。私も早くダンジョンに行けるくらい傭よう兵へいランクを上げたい。頑張らないと」

「当たり前のことをしているだけですわ。褒められるようなことではありません」

　褒められることに慣れていないのか、キャロスティーの頰ほおが若干赤い。

　どうやら彼女は微ツンデレのようである。

「にしても……クロイサス君。君は何を作るつもりだったんですか？　非常識なものが出来上がっていますがねぇ……」

「おや、ゼロス殿ですか……灰色ローブなので気付きませんでしたよ。これはお恥ずかしところを見られてしまいましたね。まさか爆発するとは……って、ゼロス殿、今出来上がった魔法薬が何なのか知っているのですか？」

「厄介なものが出来上がっていますね。【超強力豊胸薬】……胸を大きくする薬ですよ。それも、恐ろしく効果が高い。ある意味で危険な薬ですねぇ」

「「「「なんじゃそりゃ──────────────────っ!!」」」」

　──ギュピィ───────────────────ン!!

　男子学院生が全員叫ぶ。対する女子学院生は、目の色が異様に輝いている。

「あ、アレを飲めば……わたくしの胸も……」

「なんて素晴らしい……女の子の夢の秘薬。欲しい……」

「胸……魅惑のバストアップ。さよなら、ツルペタの日々よ……私はシャンバラを目指す……」

「これでお母様のように……。何が何でも飲まなくては……」

「ア、アレさえあれば、貧乳呼ばわりしたアイツを悩殺できる……」

「「「「「欲しい!!」」」」」

　女子学院生達はゾンビのごとく起き上がると、鍋の中にある【超強力豊胸薬】を目指し、フラフラと近付いていく。まるで危険なウィルスに感染した重篤患者のように、その目に異様な輝きを湛たたえて己の願望を果たすべく動きだした。そこに【正気】という言葉は存在しない。

　【豊胸】という名の魅惑の言葉が精神を支配し、バイオハザード状態に突入したのだ。

「い、いかん！　男子、女子達を押さえてください!!　今、あの魔法薬を飲めば、彼女達は一生後悔することになりますよ!!」

「「「「えっ!?　えぇ～～～っ？」」」」

「早くしろぉ、一口でも飲んだら手遅れになる!!　何が何でも死守するんだぁ!!」

「「「「イ、イエッサー!!」」」」

　おっさんの剣幕に押され、男子は戸惑いながらも全員が女子を取り押さえるために動く。

　だが、欲望に囚とらわれた彼女達の力は凄すさまじく、本来なら体力で勝るはずの男子達が力負けし、強引に押し切られようとしていた。

　さながら身体のリミッターが外されたかのように、彼女達の力は強きょう靭じんに発揮されたのだ。

　バリケードとして立ち塞ふさがった男子全員が次第に押し戻されていく。

「……何で邪魔をするんですのぉ？　女の子は……誰しもωオメガの覚醒を求めているものですわぁ……」

「胸が大きくなるのなら、女の子同士でビビットなチュウをして……パイなるフュージョンをする覚悟もできてるのよぉ……。立ち塞がるならおじさんでもデストロイ……」

「邪魔するなら蹴散らします……。胸を……豊かなバストを……ウフフフ……」

「そ、そんな、セレスティーナまで……。そこまで胸を大きくしたいものなのですか!?　女子の美への欲求がこれほどとは……恐ろしい」

「だ、駄目だ……女子の力じゃねぇ……。この執念、これが女子力というヤツか……」

「押し切られる……。何だこの力は……うおっ!?」

「こ、これが……ωパワーか……。どこかの迷宮に隠された力じゃなかったのか!?」

「聞いたことねぇよ！　うおぉ!?」

「「「「「無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄ぁ!!」」」」」

　男子で押さえることはできなかった。

　生まれて初めて女子に戦せん慄りつするクロイサスと男子達。

　胸に対する異常な執着と、理想とする美への渇望が彼女達を魔物へと変える。

　だが、そんな人間バリケードの男子達の上を飛び越え、おっさんは鍋の前に立ち塞がった。

「ふぅ……そこまで、胸を大きくしたいんですか？」

「「「「「無論!!」」」」」

「決して……後悔しませんね？　飲んだ結果が自分の望むものでなかったとしても……絶対に」

「「「「「こ、後悔？　なぜに？」」」」」

「この魔法薬……効果が絶大過ぎるんですよ。ＡカップがＺ×10乗カップになるほどにねぇ……。それでも飲みますか？」

「「「「「Ｚ×10乗カップ!?　何それぇ!?」」」」」

「多分、飲んだら胸が大きくなり過ぎて、身動きできなくなるんじゃないかなぁ～。最悪、自分の胸の重みで死ぬかも……。被験者になりますか？　選ぶのは君達の自由ですがねぇ」

　女子達の動きが止まる。目の前には魅惑の秘薬が存在するが、同時に危険なリスクも存在した。

　一時の感情の暴走で一生後悔し続けることになりかねない。飲むかやめるか、それが問題だった。

「「「「「…………」」」」」

「まぁ、効力を弱めれば使えるかもしれませんが、どうも妙な反応が出そうな気がしますねぇ。いったい何の増強剤だったんです？」

「あぁ、最初に出来た増強剤ならこちらにありますよ？　コレがそうです」

　クロイサスが手にした増強剤。おっさんはそれを直すぐに鑑定する。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【女性ホルモン増強剤】

　これを飲めば、いつまでも若々しく美しい美魔女に！

　錠剤に加工することも可能。栄養剤とも相性が高く、サプリメントもできるよ？

　成長過程の少女は、使用上の注意書きを確かめてからご利用してください。

　濃度が高いから希釈して使ってね。間違っても男性は飲んじゃいけないよ？

　私みたいに戻れなくなるからねぇん。うふっ♡

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「飲まねぇよ!!　つーか、誰っ!?」

「……か、【鑑定】で何が見えたんですか？　飲んではいけないような効果がこの増強剤に……」

「まぁ、男が飲んだら危険ですねぇ。君達は、効果を確かめるためにオネェになる覚悟はあるかい？　取り返しのつかないことになるけど……」

「「「「オネェ？　何で!?」」」」

　とんでもないものを作り出していたクロイサス。

　ある意味で危険な代物だった。特に男性にとっては有害以外の何物でもなく、迂う闊かつに生産していいものではない。何しろ、既に手遅れの方々もいるのだ。段階を踏まずにいきなり販売などすれば、間違いなくこの増強剤を求めて戦争を仕掛ける者がいるかもしれない。

　有史以来、美を求める者は大勢いる。クレオパトラ然しかり、楊よう貴き妃ひ然り。

　そして、妻がいつまでも美しくあってほしいと願う権力者も多い。それは時にとんでもない暴挙を生むこともある。それを踏まえて効能を説明するおっさん。

「「「「「女にとっては夢の秘薬」」」」」

「「「「「男にとってはヤバイ魔薬」」」」」

　結果はこうなった。女子にとっては夢のような効果で、男にとっては最悪の効果を齎もたらす代物である。この手の魔法薬は効能を確かめるため、学院生が自ら飲むことが稀まれにある。

　だが、それが男子であった場合、飲んだら胸が出てくるなどの効果が現れる。これほど恐ろしいものはないだろう。しかも元には戻らない。

「……あ、危なかったな」

「あぁ……効能が分からなければ、試しに飲んでみようという話だったからな。あの人がいなければ、俺達は今頃、全員がマダムに……」

「もし、試飲をしていたら、オネェの道か……恐ろしい。俺達は首の皮一枚で助かった」

「神はいた……。灰色ローブの胡う散さん臭くさい神が……」

　男子学院生は危うくオネェになるところを救われ、おっさんに深く感謝していた。

　だが、おっさんとクロイサスは別である。

「なかなかに面白い効果ですねぇ……少し分けてもらえますか？　試してみたいものがありまして」

「ほう、ゼロス殿が試してみたいと？　実に興味深いですね。で、何に使うのですか？」

「実は……（ゴニョゴニョ）……なんて魔法薬がありましてねぇ。これを混ぜたらどうなるか興味が湧きまして……」

「それは面白い。実に興味深いですよ。試してみる価値はあります。フフフ……」

　手を組んではならない二人が動き出してしまった。

　ガッチリと力強く手を握りあうゼロスとクロイサス。完全に意気投合してしまったようである。

　そして、困ったことにどちらもマッドであった。

「では、さっそく試してみましょう。増強剤を薄めることから始めた方がいいですねぇ」

「了解しました。ククク……面白い結果が出そうです。実に興味深いですよ、こんなことはいつの日以来か……」

「ヌフフフフフフフフ……」

　そして、周りの学院生達を無視して実験を開始する二人。

　一度動き出したら止まらないのは生産職の性さがであった。危険物は混ぜてはいけない。

「頑張って、おじさん！　ツルペタに希望を……私達に夢と希望をちょうだい!!」

　鼻息荒くエキサイティングするイリス。そんな彼女の言葉が届かないほどに、おっさんは実験に没頭したのである。クロイサスと共に実にいい顔をしていた。
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　危険人物の二人が動き出して一時間、実験を繰り返すマッドの手はついに止まった。

「出来た……ついに完成した。男も一度は夢見た幻の秘薬」

「まさか、本当に作れるとは………。ゼロス殿、実に良い経験ができましたよ」

「まだまだ。ちゃんと実証してみなければ効果は分かりませんがねぇ。さて、効果を薄めましたが、どのような結果に……【鑑定】っと」

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【短時間性別変換薬（女性化限定劣化版）】

　これを飲むと、一時的に男性は女性に姿を変えることができる。

　効果時間は約一時間ほど。ただし効果中に服用すれば効果時間が延びる。

　性別は変わるが人格に変化はない。一定時間のネタアイテム。

　ハァ～、最初からこれが出来ていればアタシも……。もう手遅れよねぇ～、取っちゃったし……。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「だから、誰だよ、あんたぁ────────っ!!」

　【鑑定】スキルがアヤシイ。明らかに第三者が介入していた。普段は脳裏に効能などが浮かんでくるのだが、今回は野太い音声付きである。

　アンニュイに溜ため息いきなんかを吐ついているのが無駄に腹立たしい。

「それにしても、まさか二十倍に希釈しなくてはならないとは、どんだけ濃度が濃かったんですかねぇ。何が原因で高濃度になったのか謎のままですが」

「もう一度、調合レシピを一から見直しましょう。それより、本当に完成するとは思えませんでしたよ。実は私、前から興味はあったんですよ。自分が異性に生まれていればどんな姿だったのか」

「男なら一度は思うんじゃないですかねぇ、クロイサス君……。僕は遠慮しますけど」

「「「「「何ぃ───────────────────っ!?」」」」」

「まぁ、一定時間女性になるだけですから、女子が飲んでも効果はないですがねぇ。濃度を上げれば、性転換したまま戻れなくなりますので、かなり薄めてありますが……。原液は危険なので回収しておきますかねぇ」

「性別変換薬の原液だと完全に女性になってしまいますから、間違っても飲まない方がいいですね。必要な人になら譲っても構いませんが……。誰か完璧な女性になりませんか？　マカロフ……」

「お、俺を期待に満ちた目で見るんじゃねぇ───────っ!!」

　効果を確かめるためなら、クロイサスは友すら実験に使うようだ。

　彼は爽やかな外見とは裏腹に研究の鬼であった。

「本当に女性になりたいと願う人は、後から募集すればいいでしょう。それより、【短時間性別変換薬】を誰が使うんですか？　クロイサス君、君が自分で効能を確かめるんですかねぇ？」

「素朴な疑問なのですが、なぜ、この魔法薬を作ろうと思ったのですか？　ゼロス殿も、もしもの自分に興味があったのでは？」

「僕はねぇ、たまたま面白い薬品を持っていたので、『もしかしたら作れるのでは？』と思っただけですよ。完成してしまえば興味はありませんよ」

「ふむ、結果に興味はないと……過程を楽しむ研究者でしたか。しかし、この量はどうするべきか……希釈したら随分と増えましたね」

「う～ん……僕もさすがにこれほどの量は要りませんよ。それに、効果時間が一時間だからなぁ～。この場にいる全員で飲んでみますかねぇ？　女子を除いてですが……」

　卓上に並べられた魔法薬は優に五十本は超えていた。

　効果を薄めた結果、原液よりも量が倍に増えてしまい、面白半分に使うネタアイテムが出来るまでにいくつかの試作品が残された。

　原液の【完全女性化性転換薬】にいたっては、うっかり飲まれたら危険なので安全のためにラベルを貼りながら分別を図り、別のテーブルに置かれている。

　ちなみに、面白アイテムをコレクションするのが趣味であるゼロスは、学院生の研究用にある程度残しつつ、インベントリーの中にいくつか【短時間性別変換薬】と、原液の【完全性別変換薬】を収納していた。

　それでもこの場にいる男子全員が試飲する分は残っており、あきらかに作り過ぎである。

「誰か、試してみたい人はいますか？　私も飲みますので、興味のある人は参加してください」

「「「「「まかせろ、女になった自分を見てみたい！　元に戻れるなら俺達は挑戦する!!」」」」」

「サンジェルマン派は研究者の派閥だと聞いていましたが、まさかここまでとは……。殆ほとんど全員なんじゃないですかねぇ？　間違いない、彼等は勇者だ」

　研究者は未知なるものに対しての好奇心が強い。この場にいる男子学院生は、挙こぞって参加の意を示した。実験室を利用していた他の学院生まで参加し、その数は三十二名にまで及ぶ。

　彼等はどこまでも研究馬鹿であった。そして、彼等の手に試験管に入れられた【短時間性別変換薬】が行き渡ると、クロイサスが音頭を取る。

「全員に行き渡りましたね？　……おや？　マカロフも参加するので？」

「何か、この空気で参加しないのは嫌だろ。仲間外れみたいでさ……」

「そうですか……。では、気を取り直して。魔法薬の新たなる歴史に、乾杯！」

「「「「「乾杯！」」」」」

「……別に、めでたいものでもないと思うがねぇ。まぁ、いいか」

　研究者にとって、新たなる薬品を発見し完成させることは喜びであり、彼等は進んで自分の身を実験に使う。幸い高レベル者の【鑑定】のおかげで安全だと判明しているが、普段であれば何かの間違いで取り返しのつかない事態になることもあり得るのだ。

　普通に考えて彼等の行動は異常である。

　男子学院生達は一斉に腰に手を当てて試験管を呷あおり、中の緑色の液体を一気に飲み干す。

　だが、ここで大きな誤算がある。そもそも男性と女性とでは身体構造も骨格も異なるわけで、性別を変換させるような効果が表れれば、身体は強烈な痛みを伴うことになる。

　つまり──。

「「「「「ギャァアアアアアアアアアアアアアアアア!!」」」」」

　──激痛に耐えられず絶叫することになる。

　急速に骨格が変化する音や、何かが裂けるような痛みにのたうち回り、一瞬にして阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄絵図となった。

　その体の変化に耐えられず、彼等は地獄の苦しみを味わっていた。

「うん。何となく、こうなる気はした……。変身って、身体構造を作り変えるわけですからねぇ」

「おじさん、分かっていたから飲まなかったの？」

「まさか。ただ、我が家のコッコ達みたいな能力が人間にあるわけではありませんし、身体構造が定着した者があんな魔法薬を使用したら、多分こうなるんじゃないかなぁ～と予想はしていましたよ……。飲まなくてよかった」

「予測はできてたんだ。酷いね……おじさん。はい、お茶」

「これはどうも……ん？」

　イリスに手渡されたお茶を飲んだが、よく見れば、それは緑色の液体の入ったビーカー。

　つまり、この中に入っている液体は……。

「イリスさん……謀った……な……うぐぉおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「ごめん、おじさん……。私ね、どうしてもおじさんが女性になった姿が見た──い♪」

「うぐ……ぎぃいいいっ、女性……て、ぐおぉ！　ただの……おばさんになる……だけ……ぐあぁああああああっ!!」

「先生が女性に？　……想像がつきません。少し、ワクワクします」

「わたくしは、イリスさんの方が酷いと思いますわ……」

「「「「「ニョホンホヒンロヘヒレヒハヘ────────────────ッ!!」」」」」」

　何だかよく分からない叫びが実験室にこだますること十五分。苦しい痛みから解放された彼等は、ついに変身を遂げた。

「……ク、クロイサス……お前、クロイサスなのか!?」

「ふむ、マカロフですか……随分と可愛かわいらしくなって」

　クロイサスはストレートブロンドの涼しげな目元をした知的美人に変身し、マカロフは短髪の少し日に焼けたスポーツ女子といった感じの元気少女風。どちらも魅力的な変身を遂げていた。

「お、兄様……いえ、この場合はお姉様……？　綺き麗れい……」

「ちくしょ───────ぉ！　何でお前は男に生まれたんだ！　めっちゃ美人じゃないかぁ!!　ホレてまうやろぉ!!」

「マカロフ、その姿でそのセリフはアヤシイですよ？　今の自分の姿を見て、考えてから話した方がいいと思いますが？　少しは自覚して言葉を選ぶべきです」

「その言動が既にお姉様じゃねぇか！　性別が異なると、こんなに差が出るのかぁ!?」

　同じ言動でも、性別が異なると言葉を受け取る側の印象も大きく異なるようだ。

　周囲でも女性化した男子達はそれぞれが女子から鏡を借り、色々な角度から自分の姿を確認している。

　普通に可愛い者から、『さすがにこれはないだろう』といった姿に変貌した者達と、実にバラエティーに溢あふれた変身である。

「あっ、おじさんは？」

「そうでした。先生は……」

「まったく、酷い目に遭いまし……な、何じゃこりゃぁ──────────っ!?」

　胸元に豊かに実った二つの果実。異性としてなら大好きだが、自分が女になるとこれほど恐ろしいものはなかった。そしてその姿だが、無造作に伸ばした髪に、垂れた細目が妙に色っぽい。

　アラフォー女性とは思えないほど若く、何よりも無駄に美人だった。誰もが言葉をなくしている。

　薄汚れた灰色ローブが逆に手て練だれの魔導士という印象を与え、いかにも流浪の高位女性魔導士風。しかもセクシーな姿に大人の色気がムンムンと漂っていた。

　女性化した男子が思わず息を吞のむほどに……。完璧な美魔女である。

「おじさん……スゲー美人だよ？　はい、鏡……」

「凄すごく……お綺麗です！　先生……」

「別人ですわね……。考えようによっては恐ろしい薬なのではないかしら？」

「………………」

　鏡を手渡され自分の姿を見たゼロス。

　しかし、その表情は蒼あお褪ざめ、なぜか体が震えていた。

「くっ……殺せぇ！」












　ハスキーな女声から出てきた言葉は、捕らえられたどこかの女性諜ちょう報ほう員か、あるいは軍人のようなセリフだった。俗に言われるくっ殺ころさんである。

「「「なんでぇ─────────っ!?」」」

「まさか、女性化したら奴と瓜うり二ふたつとは……コレは僕の精神が耐えられない!!　記憶から消し去りたい悪夢だ!!　こんな記憶が残り続けるなら、死んだ方がマシです!!」

「お姉さん、そんなに美人なの!?　それより、どんだけお姉さんが嫌いなの!?」

「殺してミンチにした後に、核融合炉に放り込んで、核廃棄物としてブラックホールに捨てたいくらいに嫌いですね。徹底的の絶望を味わわせるオマケ付きで……。何たる悪夢だ……」

　ゼロスにとって、女性化は悪夢以外の何物でもなかった。

　早い話、おっさん──いや、おばさんは、シャランラのことがこの世から消し去りたいほどに嫌いであり、そのシャランラと似た姿に自分が変わっていることが許せない。

「……死のう。誰か、介かい錯しゃくをしてください……絶望しました」

「ちょ、切腹を覚悟するくらい嫌いなのぉ!?　そこまでするほどに嫌だったのぉ!?」

「このような屈辱に、拙者は耐えることはできぬでござる。潔く腹を切り、己が生き様を示す所存。誰か介錯を……。腹を切るので介錯をしてくだされ！」

　死を覚悟するほどに屈辱だった。

「でも先生、とってもお綺麗ですよ……ポッ♡」

「!?　もはや、これまでか……」

　なぜか扇子を取り出すおっさん、そして歌い出す。

「人間～～～五十年～～、下天の内にぃ～～～くらぶればぁ～～ぁ～。夢ぇ～～～～幻の～ごとくなりぃ～～～ぃ～。一度～～生を得て～～～～～～～滅せぬ者の～～あるべきか～～～……」

「敦あつ盛もり!?　敦盛を歌い舞うほどに嫌だったのぉ!?　ここは本能寺じゃないよぉ!?」

「滅せぬぅ～～～者のぉ～～あるべきかぁ～～～～ぁ…………いざっ！」

「『いざっ！』じゃないよぉ!?　やめて、ナイフに紙を巻いて切腹の準備をするのは、やめてぇ────────っ!!」

「怨敵と似た姿など、拙者には耐えきれぬで候……。武士の情けでござる。死なせてくだされ！」

　介錯をする者など誰もいない。そもそもこの国に、そんな自害の儀礼などないのだ。

　周りはただ困惑するだけである。

「ならば……ご免！」

「ちょ、剣を抜いてどうする……まさか、自分で首を落とす気!?　止めて！　誰か止めるのを手伝ってぇ!!　私一人じゃ無理！」

「離せぇ───────っ!!　死なせろぉ────────────っ!!」

「殿中でござる!!　ゼロス殿ぉ、殿中でござるぅ!!」

　周りで見ていた者達が事態をようやく把握し、慌てて動き出す。

　その後、学院生達に強制的に拘束され、おっさんは薬の効果が切れるまで縛りつけられることとなる。途切れることのない慟どう哭こくは、おっさんの姉嫌いを如実に語っていた。

　どこまでも仲の悪い姉弟であると、イリスはこの時ハッキリと理解した。

　イリスが悪戯いたずら心で起こしたことは、おっさんにとって死を望むほど最悪の出来事であったのだ。

　この世には、してはならないことがあるとイリスは悟るのである……。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「クソッ、クソォ！　クソオォッ!!　ツヴェイトの奴めぇ……」

　ラーマフの森から戻る辺りから、サムトロールの周囲から人が消えた。

　元より彼の周囲にいた者達は旧時代からその身に受け継ぐ魔法を誇りとし、その血統に甘んじている血統主義者と、ブレマイトの洗脳魔法で操られた者達しかいなかった。

　俗に言う血統主義派の者達がサムトロールに近付いたのは、ただ彼の一族の権威に利用価値があると思われたからで、彼自身を求めたわけではない。

　また、洗脳魔法の被害者達はブレマイトがいないことで洗脳に綻ほころびが生じ、結果自我を取り戻してしまうことになった。

　それは、自分達と同年代で範囲魔法【エクスプロード】を使いこなす、少女魔導士を目撃したから。しかもその少女は傭兵で、自分達がいかに努力をしてこなかったかを突きつけられる結果となる。まぁ、イリス自身にそんな気はなくとも、洗脳された学院生達には衝撃であった。

　確かに傭兵にも魔導士はいるが、【エクスプロード】のような上位戦略魔法を使える者などいない。だが、その当たり前と思っていた現実が崩れたとき、洗脳効果に大きな衝撃が与えられ魔法効果が打ち消されてしまったのである。

　元より洗脳魔法は精神や感情の起伏によって綻びが生じやすい。感情の急激な変化によって簡単に解けるほどに繊細で扱いの難しい魔法なのだ。

　何度も魔法を掛け直さないと効果が表れにくく、少しのことで簡単に効果が消えてしまう。そうなると再び洗脳するのも難しい魔法であった。

　そして、ブレマイトも姿を消した。サムトロールにとってブレマイトは腹心のはずであったが、いなくなったことにより数日で彼の立場は急速に落ちぶれてゆく。自業自得とも言えるのだが。

　そんな彼は現在、スティーラの街にて路地裏チンピラに喧けん嘩かを売り、逆に叩たたきのめされてゴミの中に倒れていた。

「力が……力があればあんな奴等に……」

「さっきから見てたぜぇ？　貴族の坊ちゃんが随分とボコボコじゃねぇか、どうせ他人の力を当てにしてハブられたんだろ？　ざまぁ～ないな」

「なんだ、貴様は……うせろ！」

「粋がるなよ、余計に無様だぜぇ？　それに、俺はお前の願望を叶かなえてやれるブツを持っている。どうする、買うかい？」

　明らかに胡散臭い身なりの男。それがヘラヘラと笑みを浮かべながら様子を窺うかがっている。

「……望みを……叶えるものだと？」

「そうさ、使えばたちまち力が溢れるが、使い過ぎるとヤベェな。まぁ、それはお前次第だ」

「危険物だろ、そんなものが使えるかっ！」

「魔法薬だからな、使い過ぎれば危険さ。だがよ、リスクなしで強くなれると思ってんのか？　どんだけ甘ちゃんだよ」

　サムトロールが一人ラーマフの森から帰還すると、実家であるウィースラー侯爵家から絶縁状が届いていた。侍女達も寮から引き揚げ、広い部屋に一人だけ残されたのである。

　絶縁状には『学院を卒院するまでは学費は払うが、それ以降は好きに生きろ。ウィースラー家の権威や家督を使うことは許さない。本来なら処刑されるところを公爵家の慈悲で生かされたのだから、ありがたく思え』と、要約するとこんな内容が書かれていた。

　暗殺の話を実家が知っているとなるとブレマイトが裏切ったとみるのが妥当で、同時に自分が何もかも失ったことを知る。それでもツヴェイトを逆恨みするのだからどうしようもない。

　その逆恨みの大きな理由となっているのが、ツヴェイトが王族の親戚筋の血統であるように、サムトロールにも王族の血が流れているからだ。彼の母方の祖母が先王の腹違いの妹なのである。継承権の順位を抜きにすればツヴェイトと似た境遇であった。

　だが、その母親が妊娠し、近々に弟か妹が生まれることになる。もし、男子であった場合は家督を継ぐ予備の子として育てられるだろうし、才能次第では次男であるサムトロールの価値が薄まることになりかねない。

　ウィースラー侯爵家は実力主義な面もあった。だからこそ実家の権力や王族の血統を盾に使い、躍起になって実績を残そうと企たくらんだ。

　次男坊だが王族の血統、王位継承権もあるのに侯爵家すら継ぐことができない。自尊心の強い彼のそんな思いが、同じ王族の血統を持つツヴェイトに対する敵てき愾がい心しんを過剰に増大させた。

　何しろツヴェイトは公爵家の跡取りだ。それだけに嫉しっ妬とも加わり敵意は膨れ上がる。だからブレマイトを使い派閥の乗っ取りに動き出した。洗脳して言いなりになったツヴェイトを見ていたときは実に愉快だったが、夏季休暇が終わり戻ってきたときには洗脳は解け、それどころか今まで掌握していた派閥を根こそぎ奪い尽くす勢力となってゆく。

　焦ると同時にツヴェイトの才覚が妬ねたましくなり、サムトロールはとうとう一線を越えてしまったのである。その結果が今の状況であった。彼にはもう何も残されていない。

「……いいだろう。その魔法薬、俺が買う」

「へへへ……まいど。あぁ、こいつを使うときは【格上げ】の時にしてくれよ？　ヤバイ薬だからな。くれぐれも過剰に使おうとするなよ？　一応忠告はしたぜ」

「俺が買った以上、どう使おうが俺の勝手だ！」

「そうかい？　まぁ、俺には関係ないか。じゃぁな……」

　用は済んだとばかりに、男はさっさとその場から姿を消す。

　一人その場に残されたサムトロールは、男から受け取った魔法薬の包みを開け、その粉末を口の中に入れる。その効果は驚くべきものであった。

「ひ、ヒハハハハハハ!!　何だコレは、スゲェ……力が、力が漲みなぎってくる。最高の気分だ。ヒヘへへへへ……まずは手始めにさっきの奴等を……」

　サムトロールは走り出し、やがて自分を叩きのめしたチンピラ達を見つけ出す。

　そして彼は、そのチンピラ達を瀕ひん死しに追い込むほどに殴り続けたのだった。
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　サムトロールの様子を遠くから見ている者達がいた。

　人数は三人、一人は男性の魔導士。残る二人は女性で魔導士と魔剣士である。

「さっそく使ったね、あの薬……。使用上の注意は聞かなかったのかな？」

「知らん。まぁ、これで【邪神石】を処分できるな。馬鹿が一人消えるが、この国にとってはありがたいハズだろ？　俺達は良いことをした。にしても、あのバイヤー……いい仕事をする」

「リサ……私達の目的は、こんなくだらないことじゃないわよ？　本当に倒すべき相手は……」

「奴等だな。そして、標的はあの国……。イサラス王国の連中には、少し踊ってもらう。良心が痛むが、手段を選んでいる余裕はないからな。利用しているのはお互い様だし」

「普通に考えて、小国が大国相手に勝てるわけないもんねぇ～。まぁ、貧しい国だから土地を奪わないとやっていけないのは分かるけどさ。にしても、アドさんは悪党だね」

　彼等が手を貸している【イサラス王国】は、元は統一国家を築いた王族達の末まつ裔えいが暮らす国だった。一度は大規模な土地を得ることに成功し、復権して一大帝国を築いたのだが、結局は国を維持できずに崩壊し再び弱小国家に成り下がった。

　最近は大深緑地帯からも魔物が頻繁に現れ、貧しい暮らしの民達の生活も危険に曝さらされている。

　安全に暮らせる土地の確保が急務となり、生き延びるため他国に戦争を仕掛けねばならない状況に陥っていたのである。そのため、各地に間者を送り地形や軍事的な情報を集めていた。

「この国への侵攻は無理だろ。オーラス大河の上流に、あんな柱を建てられてはなぁ～」

「アニメキャラやロボットの彫刻があったんでしょ？　そんなものが作れる人って……」

「転生者だな……。それらしき者と一戦したが、手て強ごわい相手だった……。それよりも、少しレベルを上げておいた方がよくないか？　あの国は高レベル者が多い、戦争は個人だけではできないからな」

「時間がないから無理よ。それと私、同郷の人と敵対したくはないわ。同じ犠牲者だし」

「俺だって戦いたくはないが……。そんなことより、まずは獣人達だ。彼等の自由を取り戻す。そして信頼を勝ち得る」

　彼等の目的のためには戦力が必要であり、その目的を果たすための準備を進めねばならない。

　幸いにも【ソリステア魔法王国】は彼等の標的ではない。何より、同じ転生者のいる国と戦争になるのは勘弁してほしいと思っていた。

　裏組織に横流しした魔法薬の効力を知るため、アド達はサムトロールを尾行し観察する。

　できるだけこの世界の住民に被害が出ないよう調整するために──。








第九話　おっさん、寄り道をする






「先生、もうお帰りになるのですか？」

「えぇ、さすがに畑をそのままにしておくのはまずいですからねぇ。今頃どんな事態になっていることやら」

「帰るのが早いと思うがな。師匠、もう少しだけ滞在していりゃいいじゃねぇか」

「そうもいきませんよ。コッコ達の世話もありますからねぇ」

　翌日、ゼロスとイリスの二人は、サントールの街に戻るべく大図書館の前でセレスティーナと別れの挨拶を交わしていた。それ以外にもツヴェイトとクロイサス、更に忍び装束を着た少女の姿があった。ゼロス達と同じ転生者のアンズである。

　おっさんはのんきに煙草をふかしながらも、ツヴェイトの隣にいるアンズを気にしていた。

「アンズさん、本当にここに残るんですか？」

「ん……ツヴェイトの傍そばだと……飢えない」

「兄様……」

「兄上……」

「ツヴェイト君……」

「……」

　三人の目はツヴェイトに集中した。年端もいかなない少女を邪よこしまな欲望で餌付けしたのではないかと、全員が疑いの目を向けている。

　イリスも、無言だが凄すごく冷たい目で見ていた。

「何で……俺を見るんだ？」

「兄さん、さすがにそれはまずいですよ。年端もいかない少女……せめて数年は待ってください」

「クロイサス、俺はロリコンじゃねぇぞ!?」

「ですが、男性は時に年端の行かない少女に劣情を抱くらしいと、なにかの本で読んだことがありますね」

「お前はなんの本を読んだんだぁ!?　そんな趣味はねぇ!!」

　アンズはなぜかツヴェイトの部屋に住みついていた。しかも、堂々と食い物を催促するほど図太く。あまりにも悪びれない姿にツヴェイトが呆あきれるほどである。

「ひょっとして、護衛についてくれるんですかねぇ？」

「……ん、一宿一飯の恩義……」

「アンズちゃんなら安心だね。あ～でも、ちょっと寂しい」

「コレ……そんなにすげぇのか？　見た目は子供だぞ？」

「強いですよ？　僕が認める数少ない上位者の一人ですからねぇ……ところで、エロムラ君は？」

　もう一人の転生者である騎士の少年、エロムラ君。

　彼は衛兵の詰め所に護送され、事情聴取を受けている。裏組織を裏切りツヴェイト側についたことで、その処分は彼の父親であるデルサシスの判断待ちであった。

　無論、ツヴェイトもエロムラ君を擁護する手紙を送っている。非モテ男子達の美しい友情だった。

「まぁ、衛兵を叩たたきのめしたらしいですからねぇ。デルサシス殿の指示がでるまで、彼の牢ろう屋や暮らしはやむを得ないだろうなぁ～……」

「悪い奴ではないんだがな……。勘違いでヘマしたらしいし、少し考えて行動してほしかった」

「馬鹿なんだね、その人……」

　イリスは遠慮がなかった。

「まぁ、彼はそのうちに『シャバの空気は美う味まいぜぇ～♪』と言いながら出てくるでしょ。さて、次に君達と会えるのは冬期休暇ですか？　それまで頑張って精進してください」

「また実戦を積みに行きてぇなぁ……」












「私は遠慮します。研究をしている方が有意義ですからね」

「クロイサス兄様……格レベルを上げた方が有利ですよ？　錬金術師でも有事の際は戦場に駆り出されるのですから……。研究にも魔力は使うのですし、格上げは必要です」

　ひきこもり体質のクロイサスは、レベルを上げることよりも研究が大事だった。

　しかし、レベルをある程度上げておけば研究も多少捗はかどるのは間違いない。

　彼には悩ましい問題だろう。

「では、冬期休暇の時にまた会いましょう」

「セレスティーナちゃん、まったね～～～ぇ！」

　ゼロス達はスティーラの街の北門に向けて歩き出す。

　四人はゼロス達の姿が見えなくなるまで、その背中を見送った。
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「ねぇ、おじさん……もしかして、バイクで帰るの？」

　スティーラの北門から出て街から少し離れた場所で、ゼロスは【ハーリー・サンダース十三世】をインベントリーから取り出そうとしたのだが、イリスの一言で中断した。

「そうですが、何か？」

「え～～っ、急いで帰る気？　そんなのつまんないよ。せっかくの異世界だよ？　ゆっくり帰ろうよぉ～」

「まぁ、バイクで街道を走れば楽にサントールには着くでしょう。ゆっくり帰るにしても、途中には村が二つある程度ですねぇ。地図を見る限りでは小さな農村かな、荷物の運搬は船の方が早いですから、あまり街道沿いの村が発展することがなかったみたいだねぇ。宿はあるのかな？」

「見た限りだと迂う回かい路ろみたいに見えるね。船だと流れ任せだし速度も遅いから、どっちが近いというわけでもないんだぁ……。それよりおじさん、冒険しようよ。異世界なんだよ？」

「冒険ねぇ～……なにか、面白いことがあればいいんですけどね。二ヶ所の村にですが……」

　改めて引きずり出した【ハーリー・サンダース十三世】。後ろをシートに交換し、黒い車体にまたがる。サントールの街までは基本的に街道を走り続ければいいのだが、山岳部を迂回する形でファーフラン街道と合流し、そこから遠回りでサントールへと向かうことになる。

　これは、広大な大深緑地帯を避けるために安全を図った結果、街道が森から距離を置き蛇行する形になってしまったからである。このルートを馬車で通るくらいなら船の方が早いのだ。

「とりあえず村に行ってみますか。爆走すれば一日でサントールに着きますが、ゆっくり法定速度を守って走れば二日目のお昼ぐらいには着くでしょうねぇ」

「法定速度って……このバイク、スピードメーターが無いんだけど？」

「スピードを出し過ぎなければ問題ない。のんびり帰りますか」

「『わ～い♪』と素直に喜べないのは、きっとバイクのせいだよね。異世界なのに、ぜんぜんファンタジーじゃないし……」

　何だかんだ言いつつも、【ハーリー・サンダース十三世】は静かにモーターを駆動させ、サントールに向けて走り出した。
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「頭かしらぁ～……この街道で商人を狙うのは、間違いだったんじゃねぇですか？」

「そうかもしれん。通るのは砦とりでに向かう公用馬車ばかりだし、迂う闊かつに襲えば返り討ちだな」

「そもそも、商人共は船を使いやすぜ？　この街道を通るなんて滅多にないんじゃないですかい？　このままだと飢え死にしますぜ」

「う～ん……だが、商人共がたくさん行き交う街道は他の連中が牛耳ってるし、横入りしたら殺される。中には魔導士崩れもいるからなぁ～……」

「弱小っスもんねぇ～、俺達……」

　世の中には、何をしても上う手まくいかない者達というのが結構な割合でいる。

　今まさに、スティーラ街道で獲物を待ち伏せしている盗賊達も、その毒にも薬にもならない者達だった。殆ほとんどが農家の生まれなのだが、昔からの横暴な態度のせいで村人達から迷惑視され、やがて村から追い出され居場所がなくなった者達が集まっている。

　小さな村でどれだけ強くとも、外に出れば自分より強い者は大勢いる。

　調子に乗っていた彼等は、村から出たことで世間の厳しさを思い知り、それでも昔の栄光に縋すがり何もできずに落ちぶれている、そんな連中だった。

　まぁ、過去の栄光といったところで、力自慢をよいことに小さな村で粋がっていただけの話だが、そんな彼等は『いつかデカイことをしてやる！』という何の根拠もない夢にいまだに縋っていた。

　今も惰性で生きている可哀想な人達であった。

「頭ぁ！　前から何か来やすぜ？　アレは、魔導具みたいですが、デカイ!?　なんだありゃ!?」

「何ぃ!?　見せてみろ!!」

　少ない金をかき集めて買った望遠鏡を見張りから奪い、頭の男は街道を確認する。

　確かに見たこともない黒い物体が、街道を結構な速さで突き進んできていた。

「コイツは運が向いてきたな、アレを売り払えば大金持ちだ」

「へへへ……これで貧乏生活ともおさらば。やるぜぇ～～っ、やってやんよぉ～！　ばぁちゃんに入れ歯を作ってやんよぉ～、歯がなくて硬いもんが食えねぇからな……」

「大金を手に入れて、一旗揚げてやるんだ！　弟に兄貴の偉大さを見せてやる！　病気の親父を楽させてやんだ」

「金が入れば、妹に花嫁衣裳を買ってやれるなぁ～……。待ってろよ、兄ちゃんはやるぞ！」

「母ぁちゃん……俺、やっと仕送りができるよ……。頑張るよ、母ぁちゃん」

　意外と悪い連中ではないのかもしれないが、やろうとしていることは犯罪であり、あまり褒められたものでないのは確かだろう。

　ただ残念なことに、彼等が今から襲おうとしている相手は最悪の存在なのだが……。

「左右に分かれろ！　弓も用意するんだ！」

「頭ぁ～、矢が殆どありませんぜ？　金がなくて、しばらく買ってないから……」

「……あるだけでいい。ないよりはマシだろ」

「うわ、剣が錆さびてる……安ものだからなぁ……」

「手入れぐらいしとけよ……。ほら、代わりに俺のナイフを貸してやるからよ」

「これで……家族に仕送りが……。長かった………」

「娘は今年で十歳だったな、この仕事を成功させて可愛かわいい服でも買ってやれ」

　悪い奴等どころか、意外に良い人達なのかもしれない。

　それはともかくとして、標的である黒い物体は馬車よりも速い速度でこちらに向かってきていた。

　盗賊達は慌てて街道の左右にスタンバイし、いつでも襲える準備に取り掛かる。

　そして……。

　──キュオォオオオオオオオオオ……

「き、来たぞ！」

　甲高い音を立てて走る謎の黒い物体。

　その物体に二人ほど人間が乗っているところを見ると、どうやら乗り物のようだった。

　ただ、この物体をどう止めるかが問題である。

「ロープを張れ、逃がすなぁ!!」

「「へいっ！」」

　街道を遮るように張られた三本のロープ。普通の馬車ならこれで止められるのだろうが、この黒い物体は別であった。

　なんと街道横の傾斜を利用して加速しロープを飛び越えたのである。

　───ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

「「「「「!?」」」」」」

　それと同時に辺りに轟ごう音おんが響いたか思うと、盗賊達は浮遊感を体に感じ、気付けば空中に飛ばされていた。

　一方、黒い物体はロープを飛び越え、何事もなく彼等の真下を通過していく。

「「「「「グベェエエエエエエッ!!」」」」」

　そして、当然ながら彼等は地面に落下した。

　幸い全員が森に落ちたために、重傷者はいなかった。地面が腐葉土で柔らかく、クッション代わりになってくれたたため助かったのだ。しかし何が起きたのか分からない。

「イテテ……何が起きた？」

「頭ぁ～……アレ……」

「何だ……うげぇ!?」

　起き上がった盗賊頭が見たものは、街道に張られたロープを結ぶ大木を残し、左右の森が抉えぐられた状態で地面が剝むき出しになった光景だった。つまり、街道の左右に陣取って待ち伏せをしていた自分達に向けて、大掛かりな魔法を叩き込まれたのだと理解する。

　全員が無事だったからいいが、きっとそれは相手が手加減してくれたからだ。

　もし本気だったら、皆殺しだったに違いないだろう。

「……俺、真面目に働こうかと思う。あんなものが街道を行き交うようじゃ、この商売はできねぇ」

「田舎に帰って両親に謝ろう……俺が馬鹿だった。けど、仕送りどうしよう……」

「かみさん、許してくれるかなぁ……。三年も帰ってないし……土産を買う金もない」

「考えてみれば、子供に顔向けできない商売だしなぁ……。子供達に何か買ってやるにも、汚い金じゃなぁ」

「普通に猟師になればいいんじゃね？　俺達、この数年で腕を上げたんだし……」

「「「「「それだぁ────────っ!!」」」」」

　できれば早めに気付いてほしかった。

　何にしてもこの日、一つの盗賊団が全員足を洗い、猟師に職を替えることとなった。

　後に、彼等の持ち込む毛皮は最高品質ゆえに高額で取引され、やがて儲もうけた金で大規模な狩猟団が組織されることとなる。

　その手始めとして彼等は三日ほど狩りを行い、様々な毛皮を大おお店だなの商人に持ち込み信頼を勝ち得るのだった。当然相応の金子を受け取り、盗賊家業よりも生活が豊かになってゆく。

　彼等の家族達も、手に負えなかった暴れん坊が更生したことに泣いて喜んだ。

　その時の元盗賊達は実に誇らしげであったという。
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「……おじさん、何でいきなり攻撃したの？」

「いや、街道の左右に結構な数の人がいたし、道を遮るようにロープが張られていたんですよ？　どう考えても盗賊じゃないですか。蹴散らしても構わないと思いますがねぇ」

「だからって、いきなり【トルネード】の魔法を撃ち込む？　威力が凄過ぎたんだけど……」

「魔法より、製作したマジックアイテムの方がよかったですかねぇ？　この世界だと予想以上の威力を発揮するみたいだし、自然破壊だけはしたくなかったんだけど？」

　この世界で【ソード・アンド・ソーサリス】謹製の武器を使うと、なぜか威力が高くなる傾向があった。それだけ転生者の能力が高いのか、それとも別の要因が働いているかすら不明。魔法もいささか強力な気がしてならない。

「そういえばおじさん生産職だっけ……。魔導士の装備って防御面が心配なんだよね～、せっかくだから作ってもらおうかな？」

「なら、格闘系のスキルを手に入れては？　補正で身体能力が向上しますし、戦い続ければいずれ【限界突破】できるけど……できるのか？　まぁ、装備に頼るようじゃ駄目でしょ」

「う～ん……けどさぁ、近接戦闘って血ち塗まみれになるし……。魔導士の方がスマートじゃない？」

「格闘戦はできた方がいいと思うねぇ。この異世界では僕達の常識は微妙なことが分かってきたし……。【ソード・アンド・ソーサリス】の設定をどこまで信じればいいのやら」

「魔導士職で【限界突破】はできないの？」

「できますが、生産職を目指さないと。大量の素材を消費してレベル上げをこなさないと駄目ですねぇ。魔導士が相性の良い職業ジョブは生産職ですからねぇ。錬金術、調合師、鍛か冶じ師、裁縫師、彫金師、武器職人、武具職人……。ただ、この知識も当てにならない気がするかなぁ」

「う～ん、ゲームと現実を混同するのはマズイよね。強くなりたいけど、【限界突破】ができるとは限らないんだ……。とりあえずはレベルを上げることに専念する。でも新しい装備は欲しい！」

　この異世界は現実の世界である。ゲームのように覚醒スキルが存在するか分からず、生産職スキルを手軽に上げる裏技も使えない。それ以前にスキル一つを覚えるのに手間がかかる。

　現実と【ソード・アンド・ソーサリス】の知識がどこまで当てはまるのか、ゼロスには判断がつかなかった。

　ゼロスもそうだが、転生者は【ソード・アンド・ソーサリス】の知識を前提に行動する傾向が強く、この世界での無謀な行為は直すぐに死に繫つながるため、慎重にならなければならない。

「新しい装備ねぇ……。装備の素材の確保も自分で行うしかないし、そもそも、この世界の傭よう兵へい達に僕が望んだ素材を調達できるとは思えませんしねぇ。おそらくこの世界の職人は、一生を掛けて職業レベルを極めるんだと思う。長生きできるドワーフに良い職人が多いのも分かるなぁ～」

「生産職には辛つらい世界ってこと？　確かに、ジャーネさん達の装備なんかも私達から見たら防御力が低いし、中級レベルの私の装備の方が遥はるかに頑丈だしね」

「頑丈なのは、ドワーフ謹製の装備だけじゃないんですかねぇ？　見た限りだと騎士達の装備もお粗末に思えるし、見た目は良いですが上位レベルの魔物が相手だと心こころ許もとない」

「う～ん……おじさんに装備を作ってもらった方が、良い装備になりそう」

「そのためには体を採寸しなくちゃならないんですよ。彼女達が同意しますかねぇ？　スリーサイズが測定されてしまうわけですし、それでもいいなら作りますが？　お代も貰もらうけど」

「何か……私達が損してない？　体は調べられるし、お金も取られる……納得いかない」

「現実に武器や防具を作るとなれば、採寸しないとできませんよ。オーダーメイドの服を作るのと変わらないと思ってほしい」

　イリスとしては複雑だった。

　良い装備は欲しいが、ゼロスに身体のサイズを測られることになる。普通に店で衣服を作る場合、女性店員が相手だから躊躇ためらいはないが、知り合いに調べられるのは気恥ずかしい。

　ましてやおっさんは男である。採寸の際に何かの間違いでただならぬ行為に及んでしまう可能性も否定できず、その可能性がある以上ゼロスに装備を製作してもらうのは難しかった。

「なんなら、ルーセリスさん達に頼んでサイズを測ってもらえばよいのでは？　必要なのはサイズで、直接素肌が見たいわけではありませんからねぇ」

「おじさんは女性に興味がないの？　レナさんや……ジャーネさんは？」

「ぜひ見たいですね！　レナさんはともかく、ジャーネさんならベッドの中で!!」

「即答!?　しかも、何でそんなに力強く!?　やっぱりラブなの？　ラブなんだね、おじさん!!」

「歳の差が気になりますが、いざとなれば【時戻りの秘薬】がありますしねぇ。若返るのもアリでは？」

「おじさん、狡ずるいね……。実のお姉さんは、かなり冷たく突き放したのに……」

「それの何が問題で？　奴には死ぬまで自分のしでかしてきたことを後悔してもらわねば……。まぁ、期待はしていませんけどねぇ」

　おっさんは逆恨みしたシャランラが再び現れると踏んでいた。その時が来れば処分しなくてはと、覚悟も決めている。人形を壊したところでこの恨みが消えることはない。

「あっ、おじさん！　村が見えてきたよ？」

「おっと、ではこの辺りで下りましょうか。【ハーリー・サンダース十三世】を見られたらマズいですし」

「手遅れなんじゃない？　それに、そのネーミングは何とかならないの？　なんか、ギターをかき鳴らすロボットを思い出すんだけど……」

「前々から思っていましたが、イリスさん……。何で、そんなにアニメや漫画に詳しいんです？　古いやつにも妙に理解ありますし、年齢を誤魔化していませんかねぇ？」

「失礼ね、お父さんが筋金入りのオタクだったの！　お母さんも元はコスプレイヤーで、同人誌即売会で出会って結ばれたらしいよ？　初めての出会いが『お嬢さん、鯖さば缶を二十五個も落としましたよ？』だったらしいし」

「即売会の会場でなぜに鯖缶？　しかも二十五個って、どこかのスーパーでもなく？　分からん、状況が理解できない……」

　どこかのタイムトラベラーとセコイ少年の両親を足した状況に、おっさんもさすがに困惑した。

　二人の男女が、多くの人達がひしめき合う即売会の場で、鯖缶がきっかけで結ばれたという状況が摑つかみ切れず、非常識なおっさんも頭を捻ひねる。

　しかも二十五個である。なぜ、そんなに持ち歩いていたのかが謎だった。

　この世には理解できないことがあると思いながら【ハーリー・サンダース十三世】を下り、そこから村に向かって歩き出した。頭の片隅に鯖缶のことがしこりとなって残っていたが……。
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　ゼロス達が到着した村の名は【ハサム】。

　主に麦を生産している小さな村である。

　酪農なども営んでおり、牛を放牧して村人全員で世話をしているようだ。

　気になるのが、目の前に広がる田園風景。

　一見すると懐かしい日本を思い出させるのだが、この世界では麦を水田で育てるようで、米食文化に育ってきた二人にとって水田に麦が育っている光景は異様だった。おそらく植生が異なるのだろう。

　更に驚いたのがキュウリだ。この世界ではキュウリは地下茎のようで、蓮はす根ねのように泥の中から青々としたキュウリを収穫するのである。

　ハサム村では、そのキュウリを保存性の高いピクルスに加工して出荷しており、それ以外にも干し肉やチーズなどが主な特産品であった。

「何で……麦が田んぼで育ってるの？　おかしいよね……」

「キュウリも泥の中から芋づる式に収穫されてますが？　これもおかしいでしょうが、異世界ですからねぇ……」

「何でも異世界にすれば済むと思ってない？　この間、ジャガイモが木に生なっていたけど？」

「ジャガイモは果物だったか!?　恐るべし、異世界。ことごとく地球の常識を覆してくれますよ」

　異世界では地球の常識は通用しない。理解はしていても目の前でその光景を目撃すると、改めて違和感を覚えるものである。異世界の現実を改めて知ったおっさん達であった。

「どうでもいいけど、村の住民の姿が少なくない？」

「そう……ですねぇ。畑仕事をしている村人達も、どこか気力がないといいますか……」

　周りの様子を見て、そんな感想を漏らす二人。

　どう見ても農業を生業なりわいにしているであろうこの村は、立地条件的に間違いなくスティーラの街を得意先にしているはずである。その証拠に、畑も田んぼもかなり広大だ。

　それなのに実際に農作業している人の数が少な過ぎる。子供にいたっては一人も見当たらない。

　ちなみにゼロス達は知らないことだが、この村の人口は千五百人ほどである。

「何でしょうねぇ？　村の広さのワリに活気がなく、畑仕事をしている人達も少ない……」

「本当におかしいね。それに、よく見れば村の人達、怪我をしてない？」

「確かに……。包帯を巻いている人がいますね……って、危ない!?」

　おっさんは咄とっ嗟さにイリスを引き寄せ、抱きしめながら後方に飛んだ。

　そして、ちょうど二人がいた場所に何か重そうなものが落ちる。

「な、なにが……!?」

「これは、鍛冶師などが使う金床？　それと、ハンマー……直撃したら死んでましたねぇ」

　何もないところから突然落ちてきた重金属の塊。

　しかし、誰がこんなものを落としてきたのかが分からない。

「なんで？　こんなのが直撃したら死んじゃうよぉ!?」

「ふむ……こんなことをする奴に心当たりがあるな。【エレメント・アイ】」

　ゼロスは自分とイリスに魔法を掛ける。

　光魔法【エレメント・アイ】。主に見えない魔物を探すのに重宝する魔法である。

　たとえばゴーストや精霊、そして妖精など。魔力を辿たどることで居場所を探ることもできるのだが、確実に攻撃を加えるのであれば見えた方がいい。

　案の定、そいつらはいた。

「か、可愛いい……」

「やはりいましたか……。見た目に惑わされると後悔しますよ？」

　上空には半透明の妖精の姿があった。

　尖とがった耳に大きな瞳、昆虫を思わせるような羽が背中に生え、何も着ていない。

　全裸といえばそれまでだが、そもそも普段は姿を消している妖精に服などは必要ない。

　元より性別も存在しないので、隠す隠さない的な話もないのだが。

『はずれちゃった。惜しい！　もう少しで、ノーミソバ～～～～ンだったのにぃ～～っ！』

『キャハハハハ、下手くそぉ～。次はあたしの番だよぉ～♪』

「妖精……フェアリーか。底意地の悪い生き物が出てきましたねぇ」

「えっ!?　めっちゃ可愛いんだけど、あれが悪質な生物なの？　信じられない」

「来ますよ？」

「へっ!?」

　畑に放置されていた農機具が浮かび上がり、ゼロス達に向けて高速で飛んできた。

「ちょ、ちょっとぉ───────っ!?」

「こちらの世界でも悪質な連中か……。せいっ！」

　瞬時に両腰のショートソードを引き抜き、飛んでた鎌や鍬くわを弾はじき返す。

　だが、魔力で操られた農機具は地面に転がることはなく、弾き返されてもしつこくゼロス達を狙って襲い掛かる。明らかに悪意しかない。

『ほらほら、早く死んじゃいなよぉ～♪　真っ赤な血を出してさぁ～～っ♪』

『しぶといね？　人間のくせに生意気、早く殺しちゃいなよ』

「……お前等が死ね。【ガンマ・レイ】」

　対妖精用殲滅魔法【ガンマ・レイ】。魔力を強力なガンマ線に変質させ、魔力体に直接撃ち込む破壊魔法である。ただし、正面にしか放つことができない欠点もある。

　光の波であるガンマ線は肉眼で確認することはできず、味方すら巻き添えにしかねない魔法だった。貫通力が高いため剝き出しの魔力体である妖精には効果が高い。

　被害が出かねないと慎重に魔力を調節し、威力を絞った収束ガンマ線レーザーを発射した。

　直撃を受けた妖精の一匹が消滅する。

『ひょえ？』

「次は君だな……殺そうとするんだから、殺される覚悟もあるんだろうねぇ？」

『うそ、見えてる!?　見られてる!?　うひゃぁ～たすけ……』

　逃げられる前に【ガンマ・レイ】は、もう一匹の妖精を消滅させる。そこに残されたのは妖精の魔石、【妖精の珠玉】である。

　ただ、消滅させられる妖精は実に嬉うれしそうであった。

「他にはいないな。まさかとは思いますが、村人は妖精のタチの悪い悪戯いたずらの被害にでも遭っているんですかねぇ？」

「おじさん、本当に容赦がないね。妖精って、魔力が高いだけで弱い魔物だよね？」

「悪戯のタチが悪いことは知ってるでしょ……。盗んだり殺したり、しかも反省すらしないからなぁ～。見つけ次第、僕は真っ先に潰つぶすことにしています。前にも言いましたよねぇ？」

「蚊を潰すみたいに言うんだ～……。けど、確かに悪質だね。悪戯で済む問題じゃないよ？」

「奴等にとっては遊びですからねぇ、人が何人死のうが構わないんですよ」

　妖精には善悪の区別が存在しない。どこまでも享楽的で、興味本位な悪戯をする。その規模は子供のお遊びから悪質な猟奇犯罪まで幅広く、自分達より弱い魔物を解剖することもあった。

　その死骸を家や部屋の中に捨て、慌てる人達を嘲あざ笑わらう。良く言えば純粋と言えるが、悪く言えば自己中であり、人間からすれば邪悪な生き物である。

　だが、四神教の神官達にはその被害が及ばず、それが四神教に入信する信者を増やす結果に繫がっていた。だが、四神教に入信したとしても被害はなくならず、神官達は信仰心が低いからだといって取り合うことはなかった。

　その態度が不信感を募らせることになっていたが、実際に神官が被害に遭うことはないので、信者達は泣き寝入りするしかない。

「何で神官達を襲わないんだ？　何かの理由があるはず……。そもそも、それほど知能が高い生き物でもないしなぁ、神官だけを区別して一般市民を狙う……。顔なんて覚えようとは思わないだろうし、分かりやすく神官の装束で判別しているとか……」

「まぁ、カラスも人の顔は覚えるしね。衣服を覚えたとしてもおかしくはないかぁ～。嫌がらせが子供レベルだし」

「その子供並みの知能が厄介なんですけどね……。子供は残酷ですよ？」

　人間でも、幼いうちは残酷なことを平気で行う。

　アリを平然と踏み潰して遊び、ちょっとした悪戯のつもりで火を点つけ火事を起こすなど、純粋であるがゆえに予想がつかないことを平気で実行する。

　人間は成長する過程で倫理観を覚えるが、精神が成長せずにそのまま大きくなればどうなるか。ときに猟奇的な犯行を行う人間が誕生してしまうこともあるのだ。

　最初は虫を殺していたが、それが次第に小型の生き物に変わり、やがて人間を殺すようになる。

　そこにあるのは興味だけであり、殺すことが楽しくなってしまう。

　これはあくまでも例えであり、全ての犯罪者がこれに当てはまるわけではない。だが、妖精に関してはこれが当たり前の認識なのである。

「四神教が自分達を擁護しているから、衣服で判別しているとして、それを伝えたのは誰なんだ？　【呪術師】だったとしても、契約できるのは【精霊】だしなぁ……」

「妖精と精霊の区別がつかないんだけど、どこが違うの？」

「身体構造は変わらないかな。精神が希薄で契約者の意思に従うのが精霊、契約者には従うけど、裏で悪質な悪戯をやりまくるのが妖精。ついでに契約者にも洒落しゃれにならない悪戯をする」

　精霊は世界の調和に大きく関わる種族であり、妖精のように感情の赴くままに行動はしない。

　ただし、天変地異が起きたときに活発に行動し、被害を拡大させたり逆に災害の規模を縮小したりする。精霊はどちらかといえば単純な機械的な思考を持っているといえ、ここが妖精との大きな違いであった。

「何か、厄介な村に来てしまった……。冒険と言っていいものか迷うなぁ～……めんどくさい」

「冒険だと思うよ、おじさん。クエストは【妖精の被害に遭う村を救え】かな？　楽しくなりそうな予感がする」

「面倒事だと思いますがねぇ。妖精を殲滅すれば終わるのだろうか……」

「おじさん、全滅させるしか思い浮かばないの？　他に方法を見つけようとは思わないのかなぁ？」

「奴が無数にいるみたいで腹立たしいんですよ。全滅させた方がすっきりする」

「……重症だね。妖精さんも可哀想に……」

　実の姉と性質が似ているだけに、ただでさえ妖精嫌いのおっさんは駆除することに意欲的である。

　そんな容赦なしに殲滅しようとするおっさんに対し、イリスはどん引きしていた。

　可愛いものが好きなイリスは、最悪な存在に目をつけられた妖精に同情しつつ、深い溜ため息いきを吐つくのであった。








第十話　おっさん、勇者と間違えられる






　村の舗装された道を行けども村人達の姿はあまりなく、実に閑散とした風景であった。

　時折家屋から子供が顔を覗のぞかせたが、おそらく親と思われる者が急いで子供達を家の中に隠す。まるで何かに怯おびえているかのようだ。

　家屋からは吐き気をもよおす異臭が漂い、鼻び腔こうを刺激する。腐敗臭だ。

　そして、その原因についてゼロス達は既に分かった気がしていた。

「これも妖精達のせいなのかな？」

「十中八九、妖精達が影響していると思いますね。奴等が格レベルの低い村人達に嫌がらせをしているんだろうなぁ……。迷惑な話だ」

「……見た目だけなら可愛かわいいのに」

「まぁ、妖精達なんてそんなもんだと思いますがねぇ。【ソード・アンド・ソーサリス】でも経験しているんじゃないのかい？」

「そうだけど……可愛いから手心が」

「気持ちは分からなくもないですが、可愛い外見とは裏腹に凶悪な魔物はたくさんいますよ？」

　確かに妖精は見た目が可愛い。しかし、その外見に似合わず残酷な性質を持っている。

　妖精達にとって生物を殺すことは遊びであり、悪質な悪戯いたずらは日々の娯楽なのだ。

　その大きな理由が長命なことと、自然界の魔力だけで生きられるので食事などに関心を持たないことにある。ようは暇なのである。また、以前にも挙げているが知能が子供並みで、善悪といった倫理観を持ち合わせていない。

　物理攻撃や属性による魔法攻撃の大半は効果がなく、自分達に危害が加えられないことを知っているために調子に乗る。

　普通の人間に視認できないというのは厄介であった。

「ゲームの時は、妖精と使い魔契約をしようと思ったのに……」

「やらなくて正解。酷ひどい目に遭いますよ？　それはもう、間違いなく」

「断言……できちゃうんだぁ～～。さすが古参プレイヤー」

　しばらく歩くと、そこには大勢の人だかりができており、怒声が飛び交っていた。

　よく見れば教会のようで、司祭を取り囲んで村人が抗議をしているようである。

「ですから、妖精達はとても純粋で、悪意を一切持っていないのです。人間のように欲で動くことはなく、無む垢くなる心で自由に生きている種族なのですよ」

「だからって、家畜を大量に殺していいと言えるのか！　俺達も生活が懸かってんだぞ！」

「家畜だけじゃねぇ！　奴等は気まぐれで俺達を穴に埋めたり、寝ているうちに崖から突き落とすじゃねぇか！　どこが純粋で無垢だよ！」

「この間は赤ん坊がバラバラに解体されたんだぞ！　隣のミーサはショックで寝込んじまった!!」

「去年はジュダンところのガキだ、森で生きたままバラバラにされたんだぞ！　もういい加減にしてくれ!!」

「アンタらはいいよな、襲われねぇんだからよぉ！」

「それは、私が敬けい虔けんな四神教の信者だからです。妖精達が襲うのは、あなた方が神を蔑ないがしろにしているからでは？」

　何とも酷い話だった。妖精による被害は数年にわたり続いているようである。

　その被害に頭を悩まされているのに、司祭は自分が神に祝福されていると言い張り、全ては神の恩恵と誤魔化しその場を切り抜けようとしている。

　挙句の果てに信心が足りないと言われれば、さすがに村人達も頭にくるだろう。

　ただでさえ妖精のことで腹立たしい思いを抱えているのに、この一言は火に油だ。いつ暴動化してもおかしくはない。

　おっさんは妖精のことが少々気になり、何も知らない旅人を装い情報収集を始める。

「すみません。これは何の集まりですかねぇ？」

「あぁ？　何だ、旅人か？　珍しいな」

「街道を通ってサントールに向かう途中、たまたま通りかかったものですから。して、これはいったい何の騒ぎでしょう」

「妖精の被害だよ。俺達は四神教の司祭様に妖精の説得を頼もうとしてんだ。だが……」

「司祭は取り合う気がないと、無駄なことをしてますね」

「「「「「!?」」」」」

　おっさんは余計な一言を言ってしまった。

　殺気の込められた視線がゼロスに集中する。

　だが、妖精の生態を知っているので、ここは事実を教えて凌しのぎ切ることにした。

「妖精に四神のことなんて関係がありませんよ。奴等は司祭が自分達に危害を加えないと知っている。おそらくですが、神官服で見分けていると思いますね。普通の服に着替えたら襲われますよ」

「ちょっと待て、四神が関係ないとして……何で神官服なら襲わねぇんだ？　そこが分からねぇ」

「多分ですが、何者かが妖精達と契約しているのでは？　『妖精が神官服の者達を襲わないなら危害は加えません』と。そう考えれば辻つじ褄つまは合いますがねぇ？」

「誰がそんな契約を……魔導士か？　いや、魔導士は神官と険悪な仲だし……」

「そんなことまでは知りませんよ。ただ、そこの司祭さんが妖精を説得しても無意味でしょう。だったら、これ以上被害を拡大させないためにも、殺やられる前に殺った方がいい。幸い妖精からは調合素材が取れますので、労力も無駄にはならないと思いますよ」

　誰もが顔を見合わせ、いかにして妖精を倒すかを話し合い始めた。

　妖精に普通の攻撃は効かず、魔法にも高い耐性がある。逆に耐久力が極端に低いので、村人であっても魔力の込められた武器で殴れば倒せる。

　武器になるのは森に生息する【トレント】という植物の魔物だ。木の魔物なので、棍こん棒ぼうなどを作るとわずかに魔力が宿っている。これなら妖精を倒すことが可能になるだろう。

　そのことを村人に伝えている最中、唯一異を唱える者の姿があった。四神教の司祭である。

「待ちなさい、皆さん！　そこの魔導士の言葉に惑わされてはなりません、妖精達は清い種族です。そんな彼等を殺すというのですか！　四神の裁きに遭いますよ！」

「だったら、アンタが説得してくれんのかい？　こっちは奴等のせいで山ほど死人が出てんだよ！　仮に清い種族だってぇなら、何で人様に迷惑を掛けるんだ!!」

「「「「「そうだ！　そうだ！」」」」」

「妖精達は心が幼い種族なのです。だからこそ、彼等は子供のように無邪気で無垢なのですよ。人もそうあるべきだと思います」

「無垢なら何で子供をバラバラにするのよ、純粋で幼ければ何をしてもいいというのですか!!」

　司祭は既に涙目だった。

　妖精を擁護すれば村人の反感を買い、かといって村人側につけば教義に反することになる。

　四神教では、創世神が最初に生み出した種族が妖精と伝えられており、殺すことは許されない。

　その妖精が悪質な悪戯を繰り返し、頭を悩ませている。

　この司祭もある意味では被害者だった。

「ふむ、妖精も種族と認められているなら、裁きに掛けるのもアリなのでは？　商人に襲い掛かる盗賊に殺傷許可が出ているように、妖精にもそれを適応するべきだと思いますがねぇ」

「なっ、貴方あなたは何という恐ろしいことを……妖精は人間よりも遥はるかに優れた力があるのですよ!?　人間が太刀打ちできるわけがないではありませんか!!　これだから低レベルの魔導士は……」

「僕はこの村に着いて既に二匹始末していますよ？　攻撃されたので手加減なく殺しましたが、何か問題でも？」

「なっ、なんという……。妖精を殺した……そんなことができるわけが……」

「殺さねば殺される、ただそれだけのことですがねぇ？　金床を頭上から落とされましたし」

　妖精の力は主に純粋な魔力である。保有魔力も多く、魔力操作に長たけているために強力な攻撃が可能であった。その優れた能力を自分達の享楽のためにしか使わないのが問題なのだ。

　自身の力をどう使うかは自由だが、それで他者に多大な迷惑を掛けるのは問題である。

　種族として認められている以上、妖精達のしている行為は種族間戦争になってもおかしくはない。場合によっては妖精殲滅を許可されることにもなり得る。

　そうなると、妖精を擁護する四神教も国教の座から落ちることになる。

「魔導士に依頼するとよいのでは？　物理的にも魔法的にも倒すのが困難ですが、魔法の方が妖精を始末できる可能性が高いですから」

「なるほどな……領主様に嘆願してみるか。妖精被害が深刻だから、手を打ってくれるかもしれん」

「待ちなさい！　妖精を殺すなど神に背く行為ですよ！　考え直しなさい」

「うるせぇ、神が何してくれたっていうんだ!!　殺された赤ん坊は一歳にも満たなかったんだぞ!!」

「殺された俺の子供だってわずか十歳だったんだぞ!!　何もしない奴が偉そうに言うな!!」

「怪我人も大勢出てんだぞ！　これ以上野放しにしたら、俺達もどうなるか分からねぇ!!」

　おっさんの想像以上に被害が出ているようだった。

　実は、この村のいたるところで漂っている異臭は、解体された家畜の内臓を家屋の真下に隠し、人間が入り込めない場所で腐らせることで発生させた腐敗臭。当然、妖精の嫌がらせによるものだ。

　ゼロスが聞いただけでも、家畜から切り落とした生首を玄関先に放置したり、体の不自由な老人を生き埋めにしたり、妊婦を川に突き落としたりなどやることが酷い。

「おじさん……妖精って……。ファンタジーの世界って……」

「幻想に夢を見るのはいいですよ？　ただ、現実なんてこんなものですよ。イギリスなどの伝承にも、妖精のタチの悪い悪戯は数多いですし、人間に友好的であるとは言いがたい。実際、種族として見れば完全に別ものだし、獣人達の方が意思の疎通ができる分だけ付き合いやすいでしょう。妖精は人の話なんて聞きやしないし、直すぐに忘れるから」

「おじさん……【ソード・アンド・ソーサリス】で妖精に何されたの？　聞いていた以上のことをされないと、そこまで冷徹になれないよ？　敵意が異様なくらい高い気がする」

「低レベルの時に崖から突き落とされ、川を流されている最中に上から岩を落され、凍らされた滝の底に激突して死に戻った。レアモンスターと戦闘中に木の蔦つたで足を絡めとられ、動きが封じられたときに突進を食らい、レイドボスとの戦闘中に回復薬を奪われ、落とし穴に落とされ……ｅｔｃ」

「うぁ～……妖精、酷過ぎる。おじさんが妖精嫌いになるのも分かるよ」

　村人達も【ソード・アンド・ソーサリス】や【死に戻り】のことは分からなかったが、妖精の被害がどれほどタチが悪いかを知っており、二人の会話を聞いてしきりに頷うなずいていた。

　村人達はおっさんに心底同情している。これは被害を受けた者にしか分からない。

「奴等は壁をすり抜けるからどこでも侵入できるし、力を持たない者達は格好の獲物なんですよ。バレても逃げればいいと思っていますしねぇ。それができるだけの力を持っている」

「強い能力の無駄遣い。ある意味では羨うらやましいけど、誰かに恨まれるのはちょっとね……」

「対策として、魔力の込められた武器でなら倒せますが、小さい上に素早いから難儀ですよ。【フェアリーイーター】でも育てればいいんじゃないですか？　【マンイーター】の変異種で、人間ではなく妖精を捕食する魔物でしてね。妖精は馬鹿ですから、高濃度の魔力に誘引され食われるんです。ちなみに種が薬になりますねぇ。あ、手持ちの種がありますよ？」

「「「「「その種を俺達に売ってくれ!!」」」」」

「おぉおぅ!?」

　村人達が食いついた。

　彼等も今のままではマズいと理解しつつも、どうしていいのか分からず手を拱こまねいており、この状況を打破できるのであればどんな方法でも縋すがりたい。そして、おっさんはその方法を持っていた。

　だが、司祭は良い顔をしてはいない。魔導士にこの状況を打破されては、司祭としての面目が丸まる潰つぶれである。敬虔な信者の離反は何としても阻止したい。

「ま、魔物を利用しようというのですか……何と恐ろしいことを！　魔物は神に背く邪悪な生物、その力を利用しようなど悪魔の所業です！」

「何もしない神の教えに従うよりは、どんなことをしてでも幸せになりたいと願い努力する方がまともだと思いますがねぇ。被害が出ているのに何もせず、ただ見ているだけに成り下がるなら悪魔で結構」

「邪悪な魔物の恩恵を得るなど、邪神に魂を売る行為と知りなさい！　これだから魔導士は……」

「やだなぁ～、魔物の恩恵なら、おたくも受けているじゃないですか」

「な、なにを……私はそのような邪悪な生物の恩恵など……」

「おたくが着ている神官服、【シルククロウラー】の糸からできていますよねぇ？　杖つえは【デア・トレント】、指に塡はめている護身用魔導具の魔石も魔物から得たもの、これでも恩恵を受けていないとでも？」

「なぁ!?　確かにこれは魔物から得られた素材ですが……神聖魔法によって穢けがれを浄化した……」

「理屈はどうでもいいんですよ。結果を見ればあなたも魔物素材の恩恵を得ている。それは変えようのない事実だ。神官が許されて、一般人が許されないというのは道理が通らないと思いませんかねぇ？」

　神官が魔導士を嫌う理由、それが教義を理屈でねじ伏せ、理を以もって自分達の信仰を否定するからだ。どれだけ教義内容で魔導士を諭そうとしても、正論で全てを破綻させてしまう。

　ゆえに神官達は魔導士を嫌っていた。

　そして今、司祭は目の前の胡う散さん臭くさい魔導士に敗北した。

「おじさん、いくら四神が嫌いだからって、使いパシリの司祭様に八つ当たりをしなくても……」

「そんなつもりはないんですが……。村の皆さんが大変なときに信仰で身動き取れなくするくらいなら、いない方がましでしょ。あっ、これが【フェアリーイーター】の種です」

「あんた、今どこから出したんだ？　さっきまで何も持っていなかったよな？」

「企業秘密ですよ。魔導士は手札を決して人には教えません。対抗策を講じられてしまいますからねぇ」

　インベントリーから【フェアリーイーター】の種を取り出し、それを村人の一人に手渡す。

　これは、この世界に来てサバイバルをしていたときに採取した種で、更にセレスティーナ達の実戦訓練の時にも採取している。ストックはまだ大量にあるので別に人にあげても構わなかった。

　村人からしてみれば、突然何もない場所から種を取り出したことで、目の前の魔導士が見た目よりも凄すごい実力者なのだと理解させられる。

　だが、インベントリーから種を取り出した光景を目撃した司祭は違った。

「貴方は……いえ、貴方様はまさか……勇者様なのですか!?」

「いえ、ただの胡散臭い魔導士ですが？　勇者？　何それ、美お味いしいんですか？」

「誤魔化さないでください！　虚空から物を取り出す能力、これは勇者達が持つ特殊な力です！　その力が使える貴方様が勇者でないわけがありません!!」

「残念ですがねぇ、僕は勇者ではないんですよ。そんなくだらないモノになるつもりもありませんし」

「勇者がくだらない!?　な、なぜ……勇者が四神に歯向かうのです。選ばれた存在であるというのに……」

「選ばれたねぇ。おたく等の都合で無理やりこちらに誘拐された者達を勇者と称しているだけでしょ。勝手に国の利益に利用されるだけの道具に成り下がる気はありませんよ。第一、僕ぁ～勇者ではありませんしねぇ。召喚されたわけではないですし」

「その力は紛れもない勇者のものではないですか！　なぜ神を否定するのです！」

「しつこいなぁ……。勇者なんてものは、選ばれるのではなく至る者達のことをいうんですよ？　その勇者達を人は英雄と呼ぶ。望んでもいないのに押し付けられた勇者の称号など、胡散臭くて反へ吐どが出ますねぇ」

　胡散臭い見た目の人物が、勇者を胡散臭いと言う。実にシュールであった。

「司祭様、おじさんに何を言っても無駄だよ？　おじさんは四神が大っ嫌いだし、勝手に都合を押し付けられたりしたら本気で怒るからね？」

「き、君は、勇者であることを否定するこの魔導士殿を認めろと言うのですか!?　神に力を与えられた選ばれし者であるというのに……」

「だから、そこから先は言わない方がいいよ？　でないと、司祭様が殺されちゃうから」

「……僕を何だと思ってるんです？　無差別に魔法をぶちかますような真似はしませんよ」

「えぇ～？　待ち伏せしてる盗賊相手に容赦なく魔法攻撃したじゃん。事実は変えられないよ？」

　イリスが自分をどう見ているのか、分かった気がした。

　司祭は司祭で信じられないという目を向けている。

　勇者は四神に与えられた召喚の儀式（四神教は召喚魔法陣を魔法と見なしてはいない）によって召喚される神の天兵のはずであった。

　四神に従いその使命を全うする兵であり、その勇者を召喚することを許されたのが四神教の総本山である【メーティス聖法神国】である。

　勇者達は大司教の要請で多くの人達の救済に当たり、神の力を示す神意の代行者だった。

　そんな勇者の力を持ちながらも四神を否定する魔導士の存在が信じられない。

　現に勇者達は四神教の意に従順であり、破格の待遇を得ている。

「あんた、勇者だったのか？」

「そう見えます？　勇者って何なんでしょうかねぇ？　今いる勇者達も自分の考えで動いているとは思えませんし、惰性で流されてるんじゃないですかねぇ。まぁ、敵対したら戦いますけど。邪魔だし」

「勇者と戦うつもりなのですか!?　そこまで勇者であることを否定する気なのですか!!」

「だから、僕は勇者じゃありませんって、何度言えば分かるんですかねぇ？」

「だよなぁ……見た目が胡散くせぇし、勇者というよりは世捨て人の方が近くねぇか？　ホームレス間近の」

　誰もがその意見に賛成だった。何しろおっさんと司祭以外の全員が頷いている。イリスまで頷いているのが気になるところではあるが──。おっさんは孤独だ。

　まぁ見た目に関しては、好きで胡散臭い格好をしているわけなのだが、さすがにホームレス扱いされたおっさんは内心で落ち込んだ。

　そんなときに、一人の村人が慌てて走り込んでくる。

「た、たたたた……大変だぁ!!」

「何だ、何があった!!」

「さ、サイモンのところの坊主が……よ、妖精に襲われた！　家の中でだ」

「やってくれたな……妖精共……それより司祭様！」

「はっ、ハイ!?」

「呆ほうけてねぇで来てくれ！　怪我人が出たんだ、早く治療しねぇとマズい!!」

「そ、そうですね。急ぎましょう」

　慌ただしく動き出した村人達。おっさん達は二人、教会の前に残された。

　目の前をつむじ風が通り過ぎていく。

「……おじさん、おじさんも行った方がいいんじゃない？　多分、イベントだと思うよ？」

「ゲームじゃないんだから、そんなの起こるわけがないでしょ。ただの偶然だと思いますがねぇ」

「けどさ、おじさんの秘密道具が役に立つかもしれないじゃん。行こうよぉ～」

「僕はどこかの未来ロボットですか……。まぁ、似たような道具はいくつかありますが……」

「そんなわけで、【大賢者】様、ご出陣！」

「イリスさん、なんで……そんなにテンションが高いんですかねぇ？」

　それはもちろん冒険だからだ。

　イリスは今、憧れの【殲せん滅めつ者しゃ】と冒険をしている。

　しかもイベントが発生。そんな事実が彼女のテンションを上げさせていた。

　無駄にやる気のイリスに背中を押され、ゼロスは村人達を追い、やがて一軒の民家に辿たどり着く。

　入り口にあった村人達の人垣を何とか押しのけ、家の中に入ることに成功する。

　そこで見たものは、無残に斬り刻まれ血で染まった幼い少年の姿であった。

　幸いと言っていいのか分からないが、体は切り裂かれているものの命に別状はなかった。解剖されていたら手遅れであったが、これなら回復できるとゼロスは判断する。

　イリスは血臭に顔を顰しかめ何とか吐き気を耐えながらも、【ソード・アンド・ソーサリス】では見たことがなかった、その妖精の悪質さを完全に理解した。

「司祭様、早く！　早く、ルオを助けてください!!」

「わ、分かっています。神の慈悲により、この者の傷を癒いやしたまえ……【ライト・ヒール】」

　司祭が使った【ライト・ヒール】。初期回復魔法【ヒール】の一つ上位版だが、回復効果が多少上がっただけで重傷患者を治療するには役不足感が否めない。

　それだけ司祭の格が低く、おそらくだがステータスの【インテリジェンス】がさほど高くはないのだろう。傷が癒される速度がかなり遅い。

「これでは死ぬな。ちょっと行ってきますよ」

「うぷ……助け、られるの……？　おじさん……」

「司祭さんの面目を潰すことになりかねないですが、まぁ緊急事態ですし、できうる限りのことはしますよ。助けられるはずの子供を見捨てたら、寝覚めが悪くなりそうだからねぇ」

　緊急事態のはずなのに、落ち着いた足取りで治療の場へと向かうゼロス。

　それに気付いたのか、司祭は顔を顰めておっさんに食って掛かる。

「な、何ですか！　ここに魔導士ができることなどありません！　直ぐに下がりなさい!!」

「緊急時なんで、そのまま治療を続けていてくださいよ。さて、【我は癒いやす、大いなる慈悲の御み手て】」

　おっさんが使う回復魔法、【我は癒す、大いなる慈悲の御手】。状態異常を全て癒す【リフレッシュ】と、高位回復魔法【グラン・ヒール】を組み込み、魔法式を魔改造したものである。

　状態異常と瀕死状態の傷の回復をする【リザレクション】と機能自体は同じだが、回復効果は【我は癒す、大いなる慈悲の御手】の方が高い。

　元々は、魔導士と神官の回復魔法の補正効果の差をできるだけなくすため、実験的に作成した魔法なのだが、検証の結果、職業ジョブによる回復魔法の補正効果は縮まることがないと分かり、無駄な努力だったとがっかりすることになる。

　その後、装備アイテムで補正効果を縮められることが判明したので、結果的には無駄ではなかったのだが。

　ちなみに単体魔法で、神官職の高レベル者が使えば威力は絶大。ゼロスは魔導士であり職業の補正効果はないが、子供くらいなら簡単に癒やせた。

　しかし、わずかな回復効果の差で生死を分けるレイドボスとの戦闘では別である。

　と、おっさんの認識ではそうだったのだが……。

「なっ、魔導士が神聖魔法!?　し、しかも……この効果の高さは、いったい……」

　司祭すら知らない回復魔法。しかもその効果は凄すさまじいの一言では済まない威力を発揮し、幼い少年の傷は見る間に癒されてゆく。

　【ソード・アンド・ソーサリス】はゲーム設定が恐ろしくシビアで、出血多量で死ぬこともあり、残存血液の量などが事細かにステータス値で決められていた。

　部位欠損なども治療できたが、現実の異世界でそれが可能かは分からない。

　何しろ腕を失くしたら、また生えてくるわけではないのだ。仮に腕を生やすのであれば、相応の栄養と体を構成する物質が必要となる。人間の体に欠損部分を補うほどの成分はないのである。

　おっさんは非常識な魔法の一つを使ったが、この世界で効果が増幅されるのか、少年は恐ろしい速さで傷が癒され、わずかな時間で重篤患者であった体が完全に治療された。

　村人達が大歓声をあげる。

『……やはり、効果が上がるのか。通常魔法も思っていたよりも威力が高い……魔力濃度が高いせいかもしれないなぁ～。司祭も驚いていたし、それともレベル差の問題だろうか？』

　今まで使用してきた魔法の効果を思い出し、その威力が【ソード・アンド・ソーサリス】よりも遥かに高いことを確信した。今回の回復魔法でそれが顕著に表れたのだ。

　これが異世界に来た影響なのか、あるいは何らかの要因が介在するのかは分からないが、少なくとも急速に怪我が治療できる魔法ではない。【我は癒す、大いなる慈悲の御手】は状態異常などの治療効果もあり、回復速度が遅い欠点があったのだから。

『まるでゲームだな。魔導士なのに、簡単に怪我の治療ができた……。もしかして、レベルなどの言葉に気をとられ、何か重大なことを見落としている？』

　魔導士の回復魔法は、神官ほど高い回復効果は望めない。【ソード・アンド・ソーサリス】のチュートリアルで魔導士を選んだ場合、職業の効果により回復魔法は神官の半分程度の効果しか出せなかったのだが、異世界ともなると回復魔法すら神官以上に使えるようになっていた。

　これがレベルの差によるものなのか、あるいは自分がおかしいのか悩ましいところである。

「こ……これほどの神聖魔法を……。まるで神の奇跡ではありませんか……」

「予想以上に使える魔法でしたねぇ。ここまでの効果だとは驚きでしたが、良い実験結果が出ましたよ（どういうことなんだ。これじゃ……マジでチートじゃないか）」

「あ、貴方は……これほどの力を持ち神聖魔法すら使えるというのに、勇者ではないと言い張る気ですか！　これほど四神に愛された力……しかも、魔導士でありながら神聖魔法が使える」

「神聖魔法ねぇ。これはただの回復系魔法ですが？　多少、他の属性魔法も組み込んでありますが、僕が手を加えた改造魔法ですし、四神の世話になったことは一度たりともありませんねぇ。全て努力の成果ですよ」

「ば、馬鹿な！　神聖魔法を魔導士が作り出したというのですか!?」

「う～ん……そこはあなた方が否定しているところでね。神聖魔法を作り出したのではなく、神聖魔法と言い張っているものは、魔導士の使う魔法と同じなんですよ。でなければ魔導士が改良したり回復魔法を使用するなど、できるはずがないでしょ」

「そ、そんな……それでは、いずれは魔導士の全てが……」

「あなた方の言う神聖魔法を使いこなすようになるでしょうなぁ～。僕にはどうでもいいことですけど。早いか遅いかの違いですね」

　しれっと重大なことを言い放つおっさん。

　神聖魔法を与えられ、人々のために尽くし信仰を広めようとしていた司祭は、現実を突きつけられて愕がく然ぜんとした。神聖魔法が魔導士の使う魔法と同質のものであるなら、自分達の存在も魔導士ということになる。信心深い者達には受け入れがたい残酷な現実だったのである。

「僕は信仰を否定する気はないですよ？　人々のために道徳を説く行為は尊いと思いますからねぇ。ですが、それを笠に着て裏で欲望を満たすような下げ衆すには容赦はしません。真面目に正しい人の道を説こうとしている方々を裏切り、金や女に溺れてやりたい放題。司祭の中にはそうした方々もいるのでは？」

「そ、それは否定できません……。人は過ちを犯すものですから……」

「その過ちを正し、より良い正しい心を育むのが神官の役割なんじゃないですかねぇ。力が全てではない、力を正しく使う心を育てることこそが重要だと思いますが？　本来そこには神なんて神輿みこしは要りませんが、正しく導くために神が必要だというなら使えばいい。神官だの魔導士だのと、くだらないとは思いませんか？」

「大切なのは正しい心……。まさか、魔導士に信仰の何たるかを説かれるとは……」

「僕は日々平穏がモットーですからねぇ、穏やかに過ごしたいだけなんですよ……ん？」

　司祭の会話中に気配を感じ、ゼロスは無詠唱で【エレメント・アイ】を使用した。

「おじさん、どうしたの？」

「しっ！　………いますね」

　周りが一斉に黙り込み、何ともいえない静寂が包む。

　そんな沈黙の最中に、やけに陽気な声が部屋の中に聞こえてきた。

『あぁ～ぁ、治療されちゃったよ。死んじゃえばよかったのに……』

『いいじゃん、いいじゃん、獲物はまだたくさんいるよ？　次はどいつを狙おうか？』

『でも、さっきのは楽しかったね。『たすけて、おかぁさぁ──────ん!!』だって、キャハハハハ！』

『目玉も取っちゃえばよかったかな？　内臓を引きずり出してさぁ』

『前にもやったよ？　あの時は本当に面白かったよねぇ～～♪』

　妖精達は切り刻んだ子供の命が助かったことに不満ながらも、実に陽気に雑談していた。

　強力な力を持ち、長い寿命の中で人格の成長がないこの種族は、純粋ゆえに邪悪でもある。

「【ガンマ・レイ】」

　収束し撃ち出された魔法が妖精達を一瞬で消滅させ、床に【妖精の珠玉】が転がり落ちた。

　村人達や司祭も何が起こったのか分からない。妖精でも察知できない攻撃を受け、その攻撃から外された妖精達は困惑していた。

『あれ？　みんな、どこに行ったの？』

『消えた、消えた！　あっ、あれ……もしかして、僕達の核……？』

『噓うそぉ、殺された!?　人間に殺された!?』

『強い魔力……まさか、アイツが？』

『殺せ殺せ、仲間の敵♪　アイツ、危険』

「随分と楽しんだみたいですねぇ、今度はこちらが楽しませてもらいますよ？　【ガンマ・レイ】」

　攻撃範囲を少し広げて放たれた【ガンマ・レイ】は、妖精達を一匹だけ残して消滅させる。

『ヒッ!?　な、何をした!?　お前、何したぁ♪』

「何って、君達では絶対に逃げられない攻撃ですが？　どうです？　狩られる側に廻まわった気分は」

『こんなことして、姫様が怒るよ？　姫様が本気になったら、お前なんかぺちゃんこだ!!』

「姫？　あぁ、【フェアリー・ロゼ】がいるんですか。となると、集落があるか。これは根こそぎ消滅させた方がいいですねぇ。君達が戦争を仕掛けてきたんですから、殺されても文句は言えないでしょ」

『ひどぉ～い、悪戯しただけじゃんか！　何で、殺されなくちゃいけないの！　横暴だぁ!!』

「君達に殺された人達も同じことを言うでしょうねぇ」

『人間なんて弱っちい奴等、玩具おもちゃにしかならないじゃないかぁ～。どうせ増えるんだから殺したっていいじゃん♪』

「……それは君達も同じでしょ。だったら、殺しても構わないですよねぇ？　何せ、君達は弱っちいですからねぇ。ククク……」

　ゼロスの掌てのひらに複雑な魔法陣が浮かび上がる。

　積層型魔法陣は複数の円盤が重なりあい、そこに刻まれた魔法式が魔力を物理現象へと転換する。

『噓っ、噓だから♪　もう、悪戯しないからぁ～、たすけ……』

　嬉うれしそうな命乞いが終わる前に妖精は消滅した。

　小さな悪魔はそれ以上の魔王によって消されたのである。

　そして、その冷徹な裁きに絶句している村人と司祭。

「おじさん……やり方が邪悪だよ？　正義の味方なら、もう少しカッコ良く」

「正義を騙かたる気なんてありませんよ。純粋な正義なんて弱点ばかりですから、本当の悪党には無力だと思いますがねぇ。何せ、人質を取られたくらいで動けなくなるんですから」

「うっ……身に覚えがあるだけに何も言えない」

　以前にイリスは盗賊に捕らえられた。その原因は子供達を人質に取られており、冷静で冷徹な判断ができなかったからであるが、危うくお嫁に行けなくなる体にされそうになった。

　ゼロスや騎士隊が駆け付けなければ危ない状況だったのだ。現実は物語とは違い、危険なときに救援が来るなどということは殆どないのだ。

「ところで、妖精の集落があるみたいなんですが、どうします？　このままだと、僕達が村から出ていった後も、被害が出ることになりますけど」

「まさか、本気で妖精達を根こそぎ滅ぼす気ですか!?　そのようなことが……」

「四神教の司祭であるあなたには悪いですがねぇ、これはこの村の問題で、平穏に生活するにはそれしか手立てがない。選択するのは村人達ですから……それに」

「そ、それに……何ですか？　まだ何か……」

「妖精を種族と認めた以上、これは妖精族とソリステア魔法王国の戦争になります。【メーティス聖法神国】がいくら妖精を擁護しているといえど、妖精を排除した後に難癖をつければ内政干渉になりますよね。種族として認めた以上は、妖精族のことは妖精族に任せるしかない。そこに【メーティス聖法神国】がでしゃばれば、それこそ大規模な戦争に発展するでしょうなぁ。多くの命が失われることになる」

「!?」

　司祭はこの国に派遣された一人であり、【メーティス聖法神国】に報告する義務を持っていた。

　だが、ここで妖精の集落を殲滅したと報告すれば、最悪の事態に発展することも充分にある。

　司祭には悩むべき事態であった。

「……まぁ、ご自分の良識に従えばいいのではないですか？　村人を思いやり虚偽の報告をするも、信仰と責務に従い報告するもあなたの自由ですよ。ただ、自分の行いに後悔しないことが重要でしょうなぁ」

「……私より、貴方の方が司祭らしいですね……。理ことわりを説き、道を示す……なかなかできることではありません」

「それはご免被こうむります。僕は魔導士なんで、自分勝手に生きるのが好きなだけですよ」

　司祭は悩み、その末に報告しない道を選ぶ。

　妖精を種族として認めた以上は、この問題は妖精達が片付けなければならない問題である。そこに本国が介入するなど他国への内政干渉であることは確かだ。

　戦争になれば多くの血が流れ、そんな事態など自分が望むべきことではない。平穏な世界を望むのは司祭も同じだった。

「まるで……物語の賢者のようだ」

　村人達に囲まれ感謝される魔導士の姿を見つめ、司祭はそう呟つぶやく。

　その時の感想が、まさか正解だったとは夢にも思わないだろう。

　一人の司祭が【大賢者】と邂かい逅こうした初めての一幕であった。






第十一話　おっさん、再び転生者と出会う






　子供を治療した後、ゼロスとイリスは村長宅に招かれた。

　そこは簡素だが使い古された家具が並び、温かみのある田舎の家という雰囲気で実に趣がある。

　だが、こんな一見して穏やかな家のある村が、今現在において妖精の被害に悩まされていた。

　床下からわずかに漂う腐臭が実に酷ひどい。家屋の中であることがまだ救いである。

「酷いな……村全ての家にこんな悪戯いたずらをしているのだろうか？」

「そうじゃよ……儂わし等もほとほと参っておるんじゃ」

　妖精は享楽的であり、人の話は聞かない。

　慌てふためく村人を見ては、面白おかしく笑い転げているのである。

「妖精は集落を持つが、その活動範囲は広い。カラスみたいな連中ですよ」

「カラスよりも酷いよ。ゴミは漁あさるけど、カラスはあんな酷いことはしないし」

「はて？　巣の近くを歩く通行人を執しつ拗ように襲いますが？　まぁ、繁殖期にだけですが」

「それもちょっと嫌だなぁ～」

　イリスも妖精の酷さを自覚したのだろう。

　まさかここまでタチが悪いとは思ってもみなかったようだ。

「それよりも……お主らに頼みたいことがあるのじゃが」

「妖精の殲滅ですか？　まぁ、ここまで酷いと見過ごすわけにもいきませんしねぇ」

「すまぬ……依頼料は村の維持費の全てでどうじゃ？　さすがにこの村は貧しくてのぅ、作物の種を仕入れる予算は残したいのじゃが……」

「いえ、報酬は殲滅した妖精からいただきますよ。妖精の羽や属性魔石はそれなりにいい値段で売れますから」

「おぉ……引き受けてくださるか！」

「乗りかかった船ですし、素材を集めておく必要もありますから。素材屋に売ってないんですよねぇ～、妖精の素材が……」

　四神教を国教としているメーティス聖法神国は、妖精を擁護しているだけでなく他国にも同様に圧力を掛けていた。大国なだけに、各小国家はできる限りの要請を引き受けることとなる。

　そのために妖精の素材は出回らない。錬金術師や薬剤師には辛つらいところであった。

「何にしても、妖精の集落を探し当てないといけないかな。偵察用の使い魔でも使ってみるか」

「使い魔？　おじさんの使い魔って、コッコのことじゃないの？」

「以前、イリスさん達が盗賊に捕まっていたときに、見ているはずなんだけど？　どちらかといえば式神みたいなものですけどね。まぁ、魔力で生み出す疑似生物といったところでしょうか」

「それ、もしかしてアイテム？　やだ、欲しい！」

「あげませんよ？　【魔法紙】だって値段も馬鹿にならない。製作するにも結構時間が掛かるしねぇ。意外に作るのが面倒なんですよ」

「じゃあ、お金を貯ためたら売って！　偵察用のアイテムって、魔導士には必須だよね」

「……イリスさん。君、だんだん遠慮がなくなってきてね？」

　イリスはこの世界で魔導士として生きようとしている。

　装備を整え、強くなろうとする姿勢はいいだろう。しかし死戦と呼べるような戦闘をしたことがないように思える。まだ甘さが抜けきらないように感じられた。

「ハァ～……頭が痛い問題だ」

「なに？　何でそんなに疲れた顔をしてるの？　そして、何で可哀想な子を見るような目で私を見るの？」

「楽しそうでいいですねぇ……」

「なんか、凄すごく馬鹿にされている気がするのは気のせい？」

　さすがにおっさんも、ここまで純粋だと汚い世界を見せるのは気が引ける。

　危険を避けるために人殺しを覚悟させるか、今のまま見守るか、そこが問題であった。

「そういえば、お茶をお出ししていませんでしたな。ユイ！　すまないが、お茶を用意してくれぬかのぅ」

『はぁ～い、もう少し待ってください。今、お湯を沸かしているところなので』

　奥から若い女性の声が聞こえたが、ゼロスは村長の孫だろうと判断し、そのまま妖精被害の確認を続ける。デルサシス公爵に伝えておけば、政治的な材料にするだろうと判断したからだ。

　しばらくして、奥から一人の女性がトレイにお茶を載せて姿を現す。

　その瞬間、ゼロスは驚きを隠せなかった。

　肩で揃そろえられた甘あま栗ぐり色の髪。おっとりした大和なでしこ風の女性だが、彼女は神官服を着ていたのだ。それも、【ソード・アンド・ソーサリス】でビギナープレイヤーが、最初に装備する神官服である。

「……なっ!?」

「えっ？　どうしました？　私の顔に何か？」

「いえ……」

　何よりも驚いたのが、彼女は妊婦であった。

　見た目からすると、おそらくは妊娠五～六ヶ月くらいだろうか。だがその頃、転生者達はこの世界にいなかったはずである。

　つまり、彼女は妊娠したままこの世界に来たことになるのだが、そうなると、転生させたという四神の説明は噓うそになる。

　これでは異世界転生ではなく、異世界転移になるからだ。

　転生とは死した後、新たに生まれ変わることだが、転移は自分の肉体のまま異なる場所に移動することだ。【ソード・アンド・ソーサリス】のアバター能力を付加されて転生しているとなると、お腹に子供がいたまま異世界に来ることはおかしい。

　【ソード・アンド・ソーサリス】では、たとえプレイヤーが妊娠していたとしても、アバターは一つしか存在しない。『ならば、お腹の子は？』という話になる。

「……おじさん」

「なんですか？　イリスさん」

「さすがに、妊婦はマズいと思うよ？　旦那さんに殺されちゃう」

「だんだん君が僕をどう見ているのか分かってきましたよ。人聞きの悪い……」

　イリスに変な誤解を受けてしまった。

　ユイと呼ばれた女性はお茶を置くと、静かに椅子に座る。

「村長、お孫さんですか？　曾ひ孫まごさんが生まれそうで楽しみですね」

「そうじゃったらよかったのだが、残念なことに孫ではないよ。四ヶ月ほど前じゃったか、村の前で倒れておったのを助けたのじゃよ。行く場所がないらしくてのぅ。儂のところで面倒を見ておるのじゃ」

「そうですか……」

「おじさん……四ヶ月ほど前って」

　おそらくは同類。だが、念には念を入れて更に踏み込んでみることにする。

　転生者にしか分からない質問をぶつけるのがよいと即座に判断した。

「ユイさん、一つ聞きたいことが……」

「はい、なんでしょうか？」

「サ〇ヤ人といえば？」

「えっ？　……ナッ〇でしょうか？」

　空気が凍り付いた。

「な、なぜよりにもよって……おかしいですよ、カ〇ジナさん。ガッチムチが好みなんか!?」

「えっ？　何となく、見た目がカワイイおじさんじゃないですか。おかしいですか？」

「さすがに……せめてベ〇ータに。ユイさん、おっさん趣味なの？」

「それ、婚約者の……えっと、アド君にも言われました。いいじゃないですかぁ、だって愛あい嬌きょうがあるじゃないですかぁ！」

「「ごめん……こんなとき、どんな顔していいか分からないわ」」

「……笑えばいいと思います。笑ってください！」

　ふてくされるユイ。

「アド君……ひょっとして、クラン【豚骨チャーシュー大盛り】のサブリーダーですか？」

　次の瞬間、ユイは『ハッ!?』としてゼロス達を見た。

「アッ、アド君を知っているんですか!?」

「僕は、パーティー【趣味を貫き深みに嵌はまる】のゼロスといいます。アド君とは、よく一緒にパーティーを組みましたね。優秀な生産職でしたよ」

「おじさん達のパーティー、そんな名称だったんだ……【殲せん滅めつ者しゃ】の方がいいのに」

　ユイが転生者であることに驚くよりも、酷いパーティー名にがっかりするイリスだった。

「なんじゃ、お主ら知り合いかのぅ。なら儂は少し席を外させてもらうかのぉ、つもる話もあるじゃろぅて」

「あっ、お気遣いなく」

「お爺さんがいても大丈夫だよ。おじさんの間接的な知り合いだったみたいだから」

「なに、ようやく旦那の手掛かりが見つかったのじゃ、ゆっくり話を聞かせてもらえばえぇ。儂は奥で休ませてもらうよ。歳じゃしのぅ」

　村長はそう言うと奥の部屋へと消えていった。

　ユイもまた妊婦であるし、無理なことはさせられない。簡単な情報を聞くだけにした方がいいと判断する。

「ユイさんの状況を教えてくれませんか？　この世界に来る直前までの話で構いません」

「は、はい、分かりました……そうですね。私は──」

　ユイはこと【船ふな橋ばし　唯ゆい香か】は、幼おさな馴な染じみの【安あん藤どう　俊とし之ゆき】──アバター名【ＡＤＯ】に誘われ、【ソード・アンド・ソーサリス】でデートをしていた。

　というのも、俊之と唯香は五歳離れた幼馴染で恋人同士だった。

　しかも双方の両親公認の仲で、俊之は大学生で唯香もまた高校ということもあり、結婚は俊之が就職するまで待つようにとまで言われ、信頼されていた。

　本来であれ唯香が卒業するまで清い交際を続けるはず……だったのだが、妊娠していることからも分かるように、清い交際が男女の仲になってしまったわけである。

　両親は当然ながら怒り、俊之に直すぐに就職するように迫った。かなり怒ど涛とうの展開だ。

　何とか必死で就職活動を始め内定も決まると、俊之は唯香のために【ドリーム・ワークス】を購入し、【ソード・アンド・ソーサリス】でデートするようになる。

　これは妊娠してあまり外に出られない彼女に対して、俊之の気配りだったのだろう。

　だが、四神のしでかした、邪神ポイ捨てにより、唯香はこの世界に転生してしまった。

　いや、今となっては転生なのかあやしいところだが、おおよその事情はこんなところだ。

「その時……アド君とはぐれてしまったと」

「はい……覚えているのは黒い霧に包まれたところだけです。あの、アド君がどこにいるか分かりませんか？」

「残念だけど、会ってはいないですねぇ。まぁ、彼のことだから何かしらの行動を起こすでしょう」

「おじさん、何でそんなことが言えるの？　もしかしたら……」

「もしもは、なし！　この世界にアド君が来ていれば、彼は間違いなく四神に対して疑念を持つでしょうね。僕と同じように……。そして、必ず嫌がらせを始める」

「断言できちゃうんだぁ……。仲が良かったんだね」

「ある意味で、僕の弟子と言えるかもしれませんね。戦い方も似ていますし……あっ」

　不意にハンバ土木工業のバイトの際に戦った、黒衣の魔導士のことを思い出すゼロス。自分と似た戦闘スタイルを持ち、なによりも高レベルプレイヤーである。ユイと恋人同士だと仮定するなら、年齢的にも条件が重なり合う。

『……まさかなぁ～。あれがアド君だったとしたら、ここで彼女に話すべきなのだろうか？　いや、確信があるわけじゃないし、今は伏せておくことにしよう』

　アドらしき人物と戦ったことは、とりあえず黙っておくことにした。下手に期待させて別人でしたでは済まされないからである。

「まぁ、何かあれば僕のことを探すかもしれませんねぇ。彼は勘が働きますから」

「じゃぁ、どこかで会ったら私のことを伝えてくれませんか？　何となくですが、この世界にいる気がするんです」

「「あぁ～そう……お熱いことで」」

　黒衣の魔導士がアドなのかは判断がつかないが、ゼロスは情報を伏せて『会うことがあれば必ず伝えますよ』と約束を交わした。ユイのためもあるが、そこには別の意図も隠れていたりする。

「さて、それじゃ僕は村長からの仕事を始めようかねぇ。ボランティアだけど。あっ、イリスさんはユイさんの傍そばにいてください。身重なので」

「うん、分かった。じゃぁ、おじさんのお姉さんの話をしておくね。騙だまされたら大変だし」

「ナイス！　少しでも奴の被害者が出ないよう、徹底的に教えてあげてほしい。アレは人間の屑くずですからねぇ」

「はいはぁ～い、任されたよ」

　そう言い残してゼロスは村長宅から出ていく。

　その背後で、『えぇ～っ!?　そんな酷い人がいるんですかぁ？』と、ユイの声が聞こえた。

　ゼロスは心の中で、『いるんですよ！』と呟つぶやくのだった。
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　夕暮れ時、ゼロスは村の外れを歩いている。

　のどかな村のはずなのに漂うのは腐敗臭。妖精の被害が酷過ぎる。

「この辺でいいか？」

　そう呟くと、インベントリーから三枚の【魔法符アルカナ】を取り出した。

　一枚は使い魔を形成するためのもので、二枚目は視覚を共有して捜査するためのもの。三枚目は使い魔が見たものを【魔法紙】に記録として残すためのもので、大きさは画用紙ほどである。

　ゼロスが【魔法符】に魔力を流すと、フクロウ型の使い魔が顕現した。魔石を三個用意し、そのフクロウに食わせる。これはいわば電池のようなもので、ゼロスが吹き込んだ魔力が尽きる前に魔石が代わりの魔力を補充する。これにより長時間の運用が可能になるのだ。

　この探査型の使い魔は妖精も見ることができる。たとえ妖精が姿を隠していても、それを操るゼロスにははっきりと視覚可能な優れものであった。

「んじゃ、いってこい」

　フクロウは大空を舞い上がり、しばらく上空を旋回する。

　ゼロスは二枚目の【魔法符】に意識を集中させ、妖精の集落がどこにあるのかを探索し始めた。目指す場所は【魔力溜だまり】だ。妖精は精霊種であり、魔力の濃度が高い場所から生まれてくる。

　妖精と精霊の違いは人格が希薄なことであり、精霊は自分の属性に忠実で住処すみかも異なる。たとえば火の精霊なら火山、風なら大気中を漂うのだ。

　だが、妖精は濃度の高い【魔力溜まり】に定着し、魔力を補充しては各地に移動して騒ぎを引き起こす。体内の魔力が少なくなると戻り、しばらく魔力を補充してから再び行動するのである。

　そして、その【魔力溜まり】は澱よどんでいることが多い。要は、【綺き麗れいな魔力溜だまり】から精霊が、【少しでも濁った魔力溜まり】から妖精が生まれると思っていいだろう。

　【魔力溜まり】の澱みが濃くなると瘴しょう気きに変わり、やがては自然界を汚染し始める。下手をすると【悪魔】が生まれることもあり危険なのだ。

　そんなわけで、ゼロスは使い魔を通して魔力が異常に高い場所を探す。

『……北東？　山やま間あいの方か……』

　探知した魔力を察知し、その方向に使い魔を動かす。

　空を飛ぶと実に速く、直ぐさま目的の場所に辿たどり着いた。

　だが──、

「ゲッ!?」

　──思わず声が出るほど凄せい惨さんな場所であった。

　いたるところに獣の屍しかばねが散乱し、そこで何が行われたのか理解した。

　妖精達の遊び場──生物を生きたまま解体する地獄である。

『コレは酷い……Ｒ18指定だな。イリスさんには見せられないねぇ……教育に悪い』

　そこいらに臓物が転がり、腐り果てていた。

　だが、目的地は更に奥、そこを目指して使い魔を移動させる。

『うっわ、想像以上だ……吐きそう。オェ……！』

　そこは無数に飛び交う妖精の群れ。一見して幻想的な光景に見えるが、妖精の光が照らし出すのは数多くの獣の屍であり、辺り一面が血で染まっていた。

　そして、今も妖精達が無邪気な笑顔で小動物を解体している。こんな生物を神聖視するなどどうかしているとしか思えない。

　中でもおぞましいのは、今も嬉き々きとして内臓を引きずり出すアゲハチョウのような美しい羽を持つ赤い髪の少女、妖精の姫【フェアリー・ロゼ】だ。

　被害者はおそらく山賊だろうか。あまりにも惨むごい姿であり、そんな姿にされながらも死ぬことが許されずに生かされていた。

『皮を剝はぎ目を抉えぐるか……おぞましいという表現が生易しいな。これはどう見ても悪魔だろ』

　【妖精の狂宴】。【フェアリー・ロゼ】の特殊能力で、一定の領域の魂を固定してしまう。

　妖精が酷いことは理解していたが、【ソード・アンド・ソーサリス】においてもここまで凄惨ではない。現実は想像以上の悪夢だったのである。

『記録もしておくか……だが、これを人に見せてもいいものか。こんなものを持っていたら正気を疑われるぞ』

　そう言いながらも三枚目の【魔法紙】に今起きている現場を転写した。

　だが、その行動により【フェアリー・ロゼ】に気付かれてしまう。

　画像を転写する際にわずかに魔力が漏れるのだが、魔力に敏感な妖精はそのわずかな魔力すらも察知してしまったのだ。

　猛スピードで【フェアリー・ロゼ】が目の前に迫る。

『マズい、自爆！』

　その瞬間、ゼロスの視覚はブラックアウトした。

　ゆっくりと目を開くと、そこには農村が広がっている。

「ふぅ……これは心臓に悪いな。にしても……」

　ゼロスは三枚目の【魔法紙】に転写された絵を見て溜ため息いきを吐ついた。

　おっさんは悩む、この絵を村人に見せてよいものかどうかと。

　どう考えても悲劇しか起こらない気がした。








第十二話　おっさん、妖精達の集落へと向かう






「「「「「うぉおおおおおおおおぉえぇっ!!」」」」」

　おっさんが使い魔を使用して偵察した妖精の集落は、腐敗臭漂う屍しかばねの山であった。

　その光景を魔法紙に転写した写し画を集まった村人達と長老に見せたのだが、案の定、全員耐え切れずに吐いたリバース。

　あまりにもおぞましく、そして絶望に染められたその写し画は、妖精の危険性を嫌でも思い知らされるものだった。

　四神教の司祭もその酷ひどいグロ絵に口を押さえ、しきりに吐き気と戦いながら四神教の信仰に疑問を持ち始める。まぁ、無理もないだろう。妖精は純粋な種族だと言われていたはずなのに、実は真逆の超危険な種族だったのだから。

「うぷっ！　妖精が…………これほど、邪悪な種族……だったとは……」

「見た目で騙だまされては駄目ですよねぇ。不細工でも良い人はいるし、美形だけど殺したくなるほど腹立たしいゲスもいる。いささかグロいですが、これが妖精の本質ですよ。酷いでしょう？」

「こ、これは、いくら何でも酷過ぎるじゃろ……オェ……」

「い……いささか……なんて……レベルじゃねぇ…………」

　全員が吐き気を抑えながらも理解した。妖精は倒さねばならない魔物であり、人間や他の種族とは決して相あい容いれることはないと。

　ただ遊びで生物を殺す妖精よりも、自然の摂理に従い生きるために殺し捕食する魔物の方がマシであった。

「妖精って、何のために存在するんでしょうねぇ？　魔物は生物だから生きるために他の種族を捕食するのは分かるんですが、妖精は何もしないからなぁ～。せいぜい虫みたいに花粉を運ぶ程度ですが、それもいつも行うわけではないですし、本当に存在理由が分からん……。嫌がらせの代表みたいな種族ですよねぇ、そうは思いませんか？」

「「「「「うぉえぇええええええええぇぇっ!!」」」」」

　おっさんは同意を求めるが、その場にいる人達は吐き気が酷くてそれどころではないようだ。

　妖精は【フェアリーイーター】くらいしか天敵はおらず、それ以外の強い魔物には決して近付かない。

　小さな悪戯いたずらからおぞましい殺さつ戮りくまで、享楽を満たすためなら何でも行い、しかもそこに全く悪意がない。傍はたから見れば邪悪そのものだが、妖精にとっては普通に遊んでいるだけなのである。

「イ、イカれてやがる……これのどこが邪悪でないと言いやがるんだ」

「そ、そうよ……こんなの、こんな酷い行為が許されるの！」

「困ったことに、邪悪ではないんですよねぇ。人間には時折、同族を殺すことに快楽を得る者が現れますが、妖精達は同族同士で殺し合うことはしない。奴等から見れば、同族同士で戦争を行う人間の方がよっぽどイカれて見えることでしょう。イストールの大図書館で読んだ本によると、一説では人間の真似をしているとか……。最初は真似のつもりが、エスカレートしたんですかね？」

「確かに、人間の行いに関してはそうじゃが、言葉が通じる相手を面白半分で殺すのか？　こやつ等は……自分達以外の全てに対して残虐ではないか！」

「そうですよねぇ……。人間だけじゃない、獣人族やエルフですら同族同士で争うこともある。ですが、妖精達は決して仲間同士では争わないんですよ。ある意味では平和的な種族と言えるでしょうが、他種族に対しては話が別。楽しい玩具おもちゃに見えているんだろうねぇ。にしても、この拷問が人間に対する妖精達の認識だとしたら、もの凄すごく嫌過ぎる……」

　人間は環境に適応しながらコミューンを作り、場合によっては他のコミューンと戦うこともある。政治や宗教概念、あるいは単なる感情だけで戦いを起こし殺し合うこともあり、それが大きくなると国家間の戦争なんてことにもなる。獣人族やエルフにもそういった争いは少なからずあり、妖精からすれば同族同士で殺し合う彼等のことが不可思議に思えるだろう。

　しかし、妖精は遥はるか昔から変わらない環境下でしか生きられないことと、一種の閉鎖的な生態の特性から、外部からの刺激が受けられず精神の成長が著しく低い。小さな疑問が浮かんだところで、子供の思考のような単純なものなのだ。

　その結果が、『仲間同士では争わないけど、仲間じゃなければＯＫだよね？』という短絡的な思考回路に結びついて、幼稚な思考は享楽的な方向へ向けられるのだろう。

　長命な種族であるからか、個に対しての執着もなく、目の前で仲間が殺されても何とも思わない。

　変な方向で弱肉強食の摂理に適応しており、復ふく讐しゅう心というものを持つこともないのだ。

　怒りのような強い感情を抱くこともなく、全てを遊びの延長と捉えてしまう。あえて言うなら【享楽】の感情しか存在しない種族に思えた。

「ようするに、恐ろしくわがままで自己中な手のつけようのない子供が、ナイフを持って無邪気に動物を殺しているようなものだと思えばいいでしょう。ただし、手にしたナイフは強力な力を秘めた魔剣ですがねぇ」

「純粋ですが、それゆえに残酷になる。その恐ろしさが分かった気がします……四神よ、なぜ……」

「善悪があるということは、物事を自分で考えその善し悪しを判断する知能を育てますが、妖精にはそれがない。だから常に暴走状態なんだと思いますねぇ」

　妖精に執着はない。たとえ自分を殺しに来た者達に出会おうとも、その殺し合いすら遊びと思ってしまう。純粋過ぎるゆえに融通がきかない種族なのだが、だからこそタチが悪い。

　今まで妖精を擁護しようとして頑張っていた司祭は、ゼロスの持ってきた写し画を見て信じていたものが全て完膚なきまでに砕け散った。おっさんは少し気の毒に思う。

「というわけで、僕が妖精達を始末してきますよ。妖精の純粋さは、人間が思っているようなものではないと分かってくれましたか？」

「よく……分かりました。妖精は擁護するべきではない。ですが、このことが本国に知られれば、私は異端審問に掛けられることでしょう」

「司祭様……あんたは悪くねぇ。妖精の件以外、あんたは真面目に村のために尽くしてくれてたじゃねぇか」

「そうです！　妖精のせいで怪我したとき、司祭様が治療を行ってくれなければ、今頃は何人死んでいたことか……」

「あんなのを擁護する上の連中がおかしいんだ！　司祭様は悪くねぇよ！」

「み、皆さん………あ、ありがとうございます……うっ……」

　妖精のことを抜きにすれば、この司祭は村人に尽くし純粋に信仰を広めようとしていたのだろう。上にいる司教達の決定による不ふ憫びんな犠牲者である。

　村人達もそんな司祭の努力はちゃんと見ていたようだ。

　村人に励まされる司祭は、感激で涙ぐんでいる。

「それにしても、なぜに妖精を擁護するなんて話が出てきたんでしょうかねぇ？　いい迷惑ですよ」

「それは……五百年ほど前に、四神から聖女に神託が下りたそうです。『神の子たる妖精達を守れ、彼かの者達は来るべきとき、御使いとなる純粋なる者である』と……。本国でも妖精の悪戯は目に余るほどですが、私達のような者がいくら嘆願しても『試練である』と言って取り合ってはくれません。宣教師として選ばれたときには喜んだのですが……」

「この国でも妖精被害が出始めたと……。大方、司教達も手が出せないんじゃないですかねぇ？　何せ、神託が下りたわけですし」

「話によると、今も神託が下りており『妖精を殺すことはまかりならぬ』と仰せられているとか」

　司祭も大変な思いをしていたようだ。妖精の被害に対してどうすることもできず、信者達の思いにも応えることができない。

　現実と信仰の板挟みになり、相当なストレスを抱え込んでいたのだろう。

「まぁ、僕は魔導士ですから、神託なんて関係ありませんがね。素材獲得のためにデストロイ」

「ところで、妖精の素材とはいったい……。それに、何に使うか分からないのですが」

「【妖精の珠玉】は【マナ・ポーション】、【妖精の羽】は風魔法の属性効果を高める効果がありますねぇ。魔導具の製作には欠かせない素材ですよ」

「聞いたこともないのぅ？　昔はよく妖精を倒しておったのか？」

「でしょうね。今売りに出ている回復系の魔法薬、品質は良くても効果はイマイチのものが多いんですよ。その原因が妖精の素材が不足しているからでしょう。これは稼ぎどき……ってなわけで、今から殲滅してきますわぁ♪」

「「「「「今から行くのかよ、夜になるぞ!?」」」」」

　めんどくさいことは直すぐに終わらせようとするおっさんだった。

　さっさと席を立ち玄関先まで歩き出すゼロスを見て、村人達は呆あっ気けにとられていた。

「待った！　この時間から妖精共が活発に動くんだぞ、危険だ！」

「向かってくるなら返り討ちにしますよ。飛んで火に入るってヤツですね」

「……いや、だからよ…………」

「朗報を待っていてください。では」

　一言告げると、おっさんはさっさと妖精達の集落に出かけていった。

「だ、大丈夫かのぅ……？」

「「「「「さぁ？」」」」」

　胡う散さん臭くさいおっさんが出ていったあと、村人達の心に過よぎったのは一抹の不安であった。

　見た限りではどうにも頼りなかったのである。

　灰色ローブだったから……。
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「おや？　どうしましたかねぇ、イリスさん」

「おじさん……もし、おじさんが出かけている間に妖精達が村に来たらどうするの？」

「そうですねぇ……。防衛戦力はイリスさんだけになるし、何かいいものはあったかな？」

　村長宅の前で待機していたイリスに声を掛けられ、一理あると思ったおっさんはインベントリーを漁あさりだした。そして、投げナイフ五本と一本の肉厚な刃のコンバットナイフを取り出す。

　投げナイフは形が全て統一されており、手で握る柄の部分に【魔法石】が塡はめ込まれている。

　コンバットナイフも同様だが、鞘さやから抜いてみると刃の部分に細かな魔法式が刻まれ、これが魔剣の類たぐいであることが窺うかがえた。

「これは……」

「投げナイフは【封縛の投剣】。要するに、結界に磔はりつけにするものですね。もう一つのナイフは【アストラルスライサー】。霊体などを切り裂く無属性攻撃の武器です。妖精は得意属性が存在しますが、無属性の純魔力攻撃は少し効果が落ちるけど有効なので護身用に貸しておきます」

「投げナイフは、投げると効果を発揮するわけ？」

「そ、標的を一時的に封じ込めるけど、同系の無属性魔力は貫通するからナイフで膾なます切ぎりにするといい。五本セットで使用するんで、使い方を誤らないように」

「うっ……切り札じゃん。本当に、使う機会がないといいなぁ～……」

　イリスは急に不安になった。

　ゼロスは確かに強い。それだけに傍そばにいれば安心感があるのだが、これが二手に分かれるとなると正直怖い。妖精程度ならゼロスにとって楽勝な相手だろう。が、イリスには厄介な相手なのだ。

　何しろ魔法の強化と耐性系統スキルは全て持っているが、身体強化スキルは【俊足】と【強体】だけで、しかもレベルがどちらも低い。更に魔導士なので効果が今一つなのだ。

　格闘戦のスキルは持っていないため、どうしても近接戦闘は不安が残る。ましてや妖精は体が小さく、攻撃を当てるにはすばしっこい。

「マジに使う機会がないといいですねぇ……。でも妖精の中でも特に野蛮な【フェアリー・ロゼ】がこの村にも来る可能性も否定できませんからねぇ。かなり活動範囲が広いようですし……」

「やめてよ、おじさん！　そんな妖精となんて戦いたくなぁ──────────い!!」

「まぁ、あくまで保険ですから。それに、【フェアリー・ロゼ】ならイリスさんでも倒せますよ。見た目が美幼女だけど……」

「ますます戦いたくないよぉ!?　子供を殺せと言っているようなモンじゃん!!」

「見た目が子供に見えるだけですが？　第一、魔物相手の傭よう兵へいなら、こうした妖精も倒せないと駄目でしょ。仕事で受けた依頼だった場合はどうするんですか？」

「うっ!?」

　子供の姿をした魔物は少なからずいる。

　そんなときに見た目が子供だからと断るわけにもいかない。まして、ギルドから直接依頼されることもある。ランク査定にも影響があり、自分達の選り好みだけで依頼を受けるわけにはいかない。

　人が嫌がる依頼も受けられなければ、それこそ低ランクのままである。最悪傭兵登録の抹消すらあり得るのだ。

「僕は、その【フェアリー・ロゼ】ごと、妖精達を根こそぎ始末するんですがねぇ？」

「おじさん……良心は痛まないの？」

「全然。グロいことを平気で行うような幼女など、焼き払っても別に構わないでしょ。証拠にと画像に残しておきましたけど、凄くエグイことをしてましたよ？　超絶叫ホラー映画並みですぜ？　モザイクが必要なほどに……うっ、思い出して吐き気が……」

「私………そんなの見てないんだけど……」

「…………見たいですか？　本当に、見たいですか？　しばらく肉が食べられなくなりますよ？　人生観が変わるほどに酷いものだったんですけど………念を押すけどマジで見たい？　一応、Ｒ18指定かなと配慮して見せなかったんですがねぇ」

「…………そ、そんなに酷いの？　マジ？」

「マジ……。酷いという言葉が生易しい。見た人達は全員吐きだして止まらないほどに………」

　イリスはおっさんの配慮に感謝した。

「まぁ、切り札を持っているなら、惜しみなく今のうちに装備しておくことをお勧めしますよ。使わないに越したことはありませんが、万が一ということがありますからねぇ」

「おじさん……私を怖がらせて楽しんでない？」

「まさか。そんな遊びをしていられるほど暇じゃないですよ。仕事は迅速に行うのがモットーですのでねぇ」

「凄く嫌な仕事だよね。……見た目が幼女の妖精を殺すんでしょ？」

「盗賊や裏家業の人間がいくら殺されようとどうでもよいですが、死体の中には女性や子供の姿もありましたよ。さっさと殲滅しておくに限りますね。では、行ってきますよ」

「ちょっ!?」

　おっさんは急ぐように村の北東にある道を、迷うことなく走っていった。

　急いでいるということは、それだけ深刻な事態であることの表れでもある。

「……使いたくないけど、奥の手の準備もしておこう。万が一ということもあるし……」

　イリスはインベントリー内から、自分の奥の手とも言えるアイテムをいくつか取り出し、腕や首に装着する。魔導士だけにブレスレットやネックレスといった装飾型の装備だが、今の彼女が揃そろえられる最高の装備である。ただ、使い捨てのものもいくつかあり、もし使うことになれば大損となる。

　何しろこの世界で買えるような装備ではない。

『使うことになったら弁償だからね！　おじさん……』

　ただし、唯一その装備を作れる人物がおっさんだった。

　使う事態になったら、後でおっさんに作り直してもらおうと考えるのである。

　生活ぎりぎりの傭兵稼業は、イリスを少し大人へと変えたようであった。主にオバちゃん方面にだが……。

　金銭面にセコくならなくては、この世界で生きていけないと学んだのである。
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　おっさんは風になっていた。

　これは別に比喩でもなく、まして【ハーリー・サンダース十三世】に乗って爆走しているからでもない。

　単に全力で走っているだけなのだが、そのスピードが異常なまでに速いのだ。

　街道外れの細い山道を走り抜けるだけで砂さ塵じんが舞う。それも、おっさんが駆け抜けた後に数秒遅れてだ。

　まるで人型のＦ１か、あるいは新幹線の隣を足が消えるほどの超高速スピードで走ってぶち抜いていく某ヒーロー。もしくは加速するシステムを搭載したサイボーグ。

　いや、もしかするとあの有名な漫画家の代表作である、少女型アンドロイドが近いかもしれない。

　現に今、【マウント・ボア】と呼ばれる猪いのしし型の魔物を轢ひいた。

「ハハハ‥‥‥僕は人間さぁ～魔物なんて撥はねてないよぉ～……。まして足が消えるような速度は出してなんかいないさぁ～。アハハ……」

　そして、おっさんは現実逃避していた。

　この世界に来てからゼロスが全力で走ったことといえば、転生してサバイバル生活中に凶悪な魔物の大軍から逃げたときだけである。その時は生き抜くことが優先で、自分の体力がどれほどのものかなど確かめている余裕はなかった。

　おっさんは自分が異常だとは自覚していたが、どれだけ異常かなどは全く把握していない。

　大概の相手は余裕で勝てるし、マウント・ボアとぶつかってもダメージがないほど頑丈だ。いやはや超人である。

　普段の生活で使わない体力は、スキルの自動発動で平均並みにセーブされているのだろう。

　実際、こんな馬鹿げた体力で日常生活を送れば、それこそ多大な迷惑や被害を齎もたらしているはずである。陶器製のカップをただ持っただけで、おそらくは粉々に握り潰つぶすことができる。【手加減】のスキルの偉大さを改めて知ったほどだ。

　そして、走りながら時々何か物体が砕け散るのを確認したが、どうやら妖精がゼロスにぶつかったショックで粉砕されているようである。こうなると走る凶器だ。

『気を付けよう、おっさんは急には止まれない』なんて標語が作られそうなほどに、おっさんの体力は尋常ではない。そして自然に優しくない。

　村の防衛を長い間イリスだけに任せておくわけにもいかず、急いで妖精の生息する【魔力溜だまり】を目指した結果がこれだ。

　アンビリーバボーな状況に、おっさんは絶望する。

「ハハハ……『異世界行きますか？　そして人間やめますか？』と選択肢のない二択を無理やり押し付けられた気分だ。普通……何て素晴らしい言葉だろう」

　今や普通の言葉から一番掛け離れた存在になっていた。

　本気でこの世界を蹂じゅう躙りんできる異物だと理解はしていたが、ここまでとは思わなかった。自分の境遇に嘆きながらも高々とジャンプする。

　同時に気配を消した上で、おっさんは森と同化する。

　ただ、着地の際に捲まき起こされた粉ふん塵じんは消すことはできなかった。

　薄暗くなった森の中で、おっさんは妖精の数を即座に確認する。

『なにっ!?　なにっ!?　何かが来た!!』

『何もいない……。なんだろうね？』

『てきしゅぅ～～～っ、てきしゅぅ～～～っ♪』

　妖精達もいきなりの襲撃に驚いたようだが、気配を消されては発見することができない。

　しかし、普通なら混乱するのだろうが、妖精はむしろ興味を刺激されたらしく、まるで探偵ごっこを楽しむ子供のようにはしゃいでいる。

『目的地の前だというのに六百はいるか……、まさか妖精の数がこれほどとは。【魔力溜まり】の魔力を苗床に繁殖しているのか？　見た目には幻想的で綺き麗れいな光景だが、光源に照らされる周囲の状況は悪夢以外の何ものでもないな……』

　森の木々には数多く妖精が集まり、色鮮やかな光が飛び交う光景はまさに神秘的の一言に尽きる。

　どれだけいるのか確認できない数の妖精の放つ輝きにより、森は美しい光に彩られている。

　これで木々の傍かたわらにバラバラにされた動物の死骸がなければ、おっさんはいつまでも見続けていたに違いない。美しさの中にある残酷な光景である。

　しかも、【魔力溜まり】より離れた場所でコレである。更に奥に近付くほど、屍の数は増え続けるのだ。

「【ガンマ・レイ】×20、フルバースト」

　多重展開されたいくつもの積層魔法陣が無数に展開され、周囲の森を妖精ごと焼き払う。

　屍は炭化し、タンパク質が焼かれる嫌な臭いが森に漂った。

　そこから進撃は開始された。

　歩きながら放たれる【ガンマ・レイ】により、妖精は逃げることすらできずに消滅させられ、炭化した森の木々は無残に音を立て倒れ、他の木々を巻き込み火の粉が巻き上がる。

　風が吹けば燻くすぶる火は燃焼し、山火事を起こすかもしれない。

　だが、今は妖精を間引きするのが先決だった。

『嫌な臭いだ……。さっさと終わらせよう。ついでに犠牲者も弔っておくかね……』

　魔法攻撃を続ければ、当然ながら自分の存在を妖精に教えてしまうことになる。

　しかし、【ガンマ・レイ】の攻撃は直線で、攻撃範囲を広げれば集団すら駆逐できる。妖精の魔法耐性では耐えることはできない。妖精が張る魔法障壁程度では透過してしまうのだ。

　個体の魔力耐性が高ければ防ぎようもあったかもしれないが、そもそも【ガンマ・レイ】を使うのがゼロスなので事実上逃げられない。

　しかも、銃弾とは違い放たれた攻撃が止まることもない。

　欠点としては重力の影響を受けて射程が変わることだが、そこまで超遠距離攻撃をする気はないので問題ではなかった。

　放射線被曝も、魔法式の魔力変換術式にあらかじめ組み込んで防ぐようにはしてあるのだが、ここは異世界。万が一のことがあるかもしれないので、おっさん的には気になって仕方がない。

『う～む……【ソード・アンド・ソーサリス】の時はガンマ線だと思ったんだが、ガンマ線に似た何かなのか？　この魔法を使うと、一定の距離で魔法が元の魔力に戻ってるし……何らかの制限があるのであろうか？』

　普通ならガンマ線は常に直進し、その速度も人間に感知不可能。重力の影響も受けるが、射線が少し湾曲するだけで有効射程を把握していればカバーできる。

　魔力に戻ったときに拡散する魔力を感知できるので、もしかしたら、この世界では魔法の有効距離に一定の法則性があり、そこから外れると直ぐに魔力に戻ってしまうのかもしれない。

　だが、それが分かったところで、おっさんにはどうでもよくなった。

　この異世界と【ソード・アンド・ソーサリス】との差異を検証できたが、今さら他に魔法を作成したり改良する必要性もないので、頭の片隅に追いやった。

　妖精被害を食い止めハサムの村に被害が及ばないようにすることが重要であり、少しでも妖精の数を減らしておく必要がある。

　気分は害虫駆除業者だ。

『確か……こっちだったか？』

　慣れない森の中で広範囲に攻撃を放ち続け、妖精の姿が見えなくなると、ゼロスは直ぐに気配を消し、【魔力溜まり】のある泉に向けて走り出す。

　まぁ、直ぐに辿たどり着きはしたのだが、吐き気が込み上げてくる濃密な腐臭に、おっさんはさすがに鼻をつまんだ。帰ったらこの臭いが染みついているかもしれない。

『ほらほら、腐った目玉♪』

『こっちは内臓、また村の中に捨ててこようか？』

『それより、また子供を連れてこようよ。追いかけっこをするんだぁ～♪』

『槍やりでブスブス？　それとも切り裂いちゃう？　生き埋めもいいなぁ～』

　多くの妖精が周囲の木々に集まり、泉の中央にある魔力溜まりの上で消費した魔力を補充している。辺りを鮮やかな光の色彩に染めた幻想的な美しさと、周りに広がる屍と腐肉のおぞましさが見事に嚙かみ合っていない。もしこの光景に美を感じる者がいるとしたら、それはおそらく精神が病んでいるのであろう。

　中には魔力溜まりから新たに誕生した妖精の姿も確認でき、この場の魔力を拡散させなくては妖精が増える一方であると判断した。

『【フェアリー・ロゼ】がいない？　どこかに移動した……まさか』

　大量の数の屍から考えて、妖精達は各地に分散して誘拐を行っているのだろう。

　その攫さらった人々を面白半分に殺し、また別の獲物を探しに行く。魔力の消費以外は飲まず食わずで生きることができるので、昼夜問わず残虐的な遊びが行える。

　その中でも上位種は魔力の保有量が多く、一般的な下位の妖精達よりも活動範囲が広い。

『この魔力溜まりを消せば、少しは数が減らせるだろうが……。殲滅魔法……使うしかないか』

　【魔力溜まり】とは、大地に流れる魔力の流れにできた瘤こぶのようなものである。何らかの理由で魔力が一つの場所に滞留し、魔力の流れが続く限り大きく成長していく。そして、いずれ限界値まで達すると破裂し、魔力を世界に拡散させる。

　その魔力溜まりに住みつき数を増やすのが妖精や精霊である。無数に数を増やし続けるなら、いずれ魔力溜まりの魔力が枯渇し消えることになるのだが、真下に龍穴が存在すると問題である。龍脈から無尽蔵に魔力が流れ込むと魔力溜まりが消滅することはなく、いずれ強力な存在が誕生してしまうことになる。【悪魔デーモン】や【聖獣】と呼ばれる魔物がこうした場所から発生するのだ。そうなると妖精どころの騒ぎではない。魔力溜まりごと浄化する必要があるが、問題はこの魔力溜まりがどれほどの規模か分からないことである。今は落ち着いて調べる時間もなく、周辺を根こそぎ消し飛ばすしか方法はなさそうだ。

　──オォオォオオオオオオオオオオオオオォォォ!!

『うわぁ～……【悪魔】が生まれようとしてんよ……。まぁ、これだけ多くの屍があれば、さぞかし瘴しょう気きや怨おん念ねんの濃度も濃いだろうなぁ～……。生まれる前に潰そう。うん……』

　魔力溜まりの内側から濃密な瘴気が発生している。

　悪魔は主に戦場などの多くの命を散らした魔力溜まりから発生し、妖精と同じように魔力溜まりを利用し同族を増やそうとする。その過程で人間などの知性のある生物を惨殺することにより、周囲の瘴気の濃度を上げて魔力溜まりを汚染させるのだ。

　元より性質は似ていても妖精とは対極にある存在で、妖精すらも捕食する能力を持っている。食った妖精の力を同族や眷けん属ぞくを生み出すために使い、その数を更に増やしていく存在であった。

　また自身も強力な個体へと成長し、いずれは魔王種に到達する可能性がある魔物だが、まさか妖精が悪魔を生み出すとは思わなかった。

　普通なら悪魔が生まれてから戦うのが物語の主人公だが、現実的に考えてそんな存在が生まれるのを待つ必要はない。直ちに潜在意識イデア内から、高密度魔法術式を解放し掌てのひらに展開させる。

　蒼そう白はく色に輝くキューブ型の高密度圧縮魔法陣が顕現する。

「【暴食なる深しん淵えん】」

　放たれた高密度圧縮魔法陣は魔力溜まりの上に到達すると、そこに内包された魔法式が高速起動し、漆黒の球体が形成された。

『アレなに？　なになに』

『新しい玩具？　スッゴイ魔力』

『なんだろね？　面白そう♪』

　屍で遊んでいた妖精達は、突如として出現した黒い球体に興味津々であった。

『巻き込まれないうちに、さっさとおさらば！』

　おっさん、その場から全力で退避。気分はもう、放火犯。

　それと同時に黒い球体は周囲のものを片っ端から引き寄せ、内部へと取り込み圧縮を始めた。

　その吸引力の前に妖精達も抗あらがえず、『ひきよせられるぅ～～～っ♪』『きゃぁ～～～～っ♪』と、実に楽しげに吞のみ込まれていった。

　無論、魔力溜まりとて例外ではない。泉に溜まる水も、周囲に転がる死体や骨なども無差別に引き寄せ、片っ端から食らい尽しながら黒い球体は更に肥大していく。

　そして、臨界点を突破した。

　───ドゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……!!

　おっさんは安全距離まで全力離脱し、妖精達の集落が消え去るところを見守った。

　一瞬で周囲の木々や土地ごと消え、次の瞬間には大規模な爆発が起こり、その強力な衝撃波によって、山間部の谷が広範囲にわたって抉えぐり取られた。

　この物理的な衝撃波だけでも、妖精達には耐えられない破壊力を持っていたのである。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　発生した衝撃波は周囲に広がり、おっさんは自分の使用した魔法の副次効果に巻き込まれる。

　途と轍てつもない衝撃波が岩盤を深く抉って消し飛ばし、ありとあらゆるものを巻き込んで山間部の谷間に巨大なクレーターを形成したのだ。

　衝撃波に吹き飛ばされたおっさんは、辛うじて倒れずに済んだ木の枝に引っ掛かっている。

　無様だ。

「……【暴食なる深淵】でこの威力。僕は、なんて魔法をあの森で使ってしまったんだ……」

　忘れもしないファーフラン大深緑地帯。

　ゴブリンの群れに追われ続け、逃げ込んだ場所がよりにもよってゴブリンの大集落。ストレスから短絡思考に切り替わり、勢い任せで広範囲殲滅魔法【闇の裁き】を使用してしまった。

　【暴食なる深淵】は【闇の裁き】の試作版であり、強力な範囲魔法である。

　超重力圧縮により周囲にある物質を吸収し肥大していく。そして形成されたブラックホールはやがて強力な重力によって自己崩壊を起こし、一気に爆縮して周囲のものを一瞬にして消し去る。

　【闇の裁き】は魔物を取り込み重力場を形成、同様に自己崩壊を起こして消滅する威力を持って敵を粉砕するが、一発の効果は【暴食なる深淵】の方が高い。しかし、広範囲にいる敵を全て重力場形成のための火薬にすることで効果範囲を広くすることができるため、その効果範囲は広く、冷静な視野で見れば【闇の裁き】の方が被害は拡大する。

　広範囲にいる敵の数だけ重力場を生み出すので、敵がいなくならない限り決して攻撃が終わることはなく、融通の利かない魔法なので使用するにも躊躇ためらうほどだ。

　対して【暴食なる深淵】は効果範囲を任意で操作できる。だが、重力場崩壊によって発生する副次効果の威力による被害の方は大きい。

　一発限りの範囲魔法だが、そこから発生した衝撃波は多大な被害を周囲に齎してしまう。

　結果、爆心地周辺は酷い状況になるのだ。

「うぁ～……………………見る影もない」

　魔力溜まりは消え去ったが、そこに在った豊かな森も一緒に消滅した。

　これでもおっさんは威力を抑えたつもりである。

　【魔力溜まり】を消せばそれでよかったはずなのだが、副次効果で発生した物理現象を防ぐことはできず、被害が拡大していた。

　こればかりはおっさんも予測はつかない。【ソード・アンド・ソーサリス】で使用したときは遥かに威力が低かったのだ。現実で使用すると実に危険な魔法である。

『邪神に使ったときの威力はそれほどでもなかったんだけど、これは……。威力を絞ってコレだと、本気で使ったときはどれほどの被害になるんだ？　広範囲殲滅魔法レベルじゃん』

　ただの範囲魔法だと使ってみれば、実際は凄くヤバイ魔法だった。

　衝撃波で周囲に生息していた妖精達は全滅していることだろう。

　何しろ衝撃波の威力は自然界の魔力を一瞬にして吹き飛ばし、その押し出された衝撃波と魔力が破壊効果の津波となって妖精達に襲い掛かったのだ。

　その魔力衝撃波は次々と妖精達の半魔力体を崩壊させ、大規模な範囲に広がっていった。

　副次効果の衝撃波とは比べ物にならない範囲であり、いわば三次被害といっていいレベルである。

　おっさんは、嫌な汗が止まらなかった。

「ま、まぁ、やっちまったものはしょうがない。ここは知らん顔をしておこう。魔法を使ったら【魔力溜まり】が突然爆発して、危うく死にそうになったと言っておけばいいか……。ハハハ……ハァ～」

　どうせ原因など分からないのだから、ここは誤魔化せばいいと無理やり納得する。

　おっさんは酷過ぎた。

　そして適当だった。

　【ソード・アンド・ソーサリス】の時からの癖が治らないようである。

　このおっさんの失敗により、ハサムの村は深刻な水不足になるのだが、おっさんが作り出したクレーターに地下水が湧き出て湖となり、一年後には豊かな水源となるのである。

　更に二百年後、この辺りは王族御用達のリゾート地として有名になり、長い時を環境保護のために管理されることとなる。

　そして更に三百五十年後、デルサシス公爵の書き記した年代記録書が発見され、この湖が【大賢者】の大チョンボで作られたことが判明する。後に【マーリンの湖】と呼ばれるクレーターが生まれた出来事だった。

　真実が知られるまで、実に五百年以上の年月が流れるのであった。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　ゼロスが妖精達の集落（いや、この場合は巣であろうか？）に向かったあと、暇なイリスは村の中をうろついていた。

　一応村の防衛を任された形になるのだろうが、現状、妖精達の魔力は感じられない。

　妖精は姿は見えなくとも魔力は感じられるので、いればある程度の数や居場所を特定することができる。

　そんなイリスは村の畦あぜ道みちを歩いていると、不意に何か声のようなものが聞こえた気がした。

「ん……？　何だろ……子供？」

　現在、子供達は家の中に隠れており、外に出てくることはない。

　妖精達がいるのではないかと思い、声がした方向へ向かうと、信じられないものを目撃する。

　牛が空中に浮かび、腹を裂かれて内臓が引きずり出されている光景だった。しかも周りには誰もおらず、唯一鼻に感じるのは濃密な鉄てつ錆さび臭。血の臭いであった。

「きゃ、キャトルミューティレーション!?」

　嫌な予感が脳裏をよぎり、戦闘態勢に移る。

　牛の周囲には高濃度の魔力が存在し、その魔力が意思を持つかのように牛を解体しているのだ。

『あ～ぁ、死んじゃった。まぁいいか、新しい玩具が来たみたいだし』

「っ!?　【マナ・ブリット】!!」

　危機感を感じ、高濃度の魔力が感じ取れる場所に向け、魔力弾を直ぐに撃ち込んだ。

　『きゃん!?』と可愛かわいらしい声が聞こえ、そこに実体化したものは小さな妖精などではなく、赤い髪に血のように赤い揚あげ羽は蝶ちょうのような羽を広げた一人の少女だった。

　衣服は一切着ておらず、代わりに植物のような蔦つたが体に纏まとわりつくように絡まっていた。

「【フェアリー・ロゼ】……」

　そう呟つぶやいたイリスに、フェアリー・ロゼは無邪気に微笑ほほえんだのだった。








第十三話　イリス、ソロバトルをする






『あははは♪　いきなりひどぉ～い、ちょっと痛かったよぉ～？』

　イリスの攻撃を受けてもさほどダメージを受けておらず、むしろ嬉うれしそうに微笑むフェアリー・ロゼ。【マナ・ブリット】は無属性の初期魔法とはいえ、イリスのレベルとスキル効果を合わせればそれなりのダメージにはなるだろう。

　しかし、フェアリー・ロゼは耐えた。

　妖精の上位種であるフェアリー・ロゼの魔法耐性は予想以上に高いと判断し、イリスは接近戦にならないように距離を取りながら攻撃の間合いを計る。

　今攻撃しても避よけられるのは分かっており、真正面から魔法を放つつもりはない。

　妖精種の身体は魔力で出来ているため、進化し姿が大きくなろうとも体重差といったものは存在せず、高速で動くことが可能なのだ。

　つまり、闇雲に魔法を使っても避けられるだけなので、やるだけ魔力の無駄というわけである。

「さすがに上位種、この程度の魔法じゃ何ともないみたいだね」

『そうだよぉ～？　魔法は通じないんだから。エッヘン♪』

　得意げに胸を張るフェアリー・ロゼ。

　見た目の愛くるしさにその危険性を錯覚させられやすいが、油断していい相手ではない。何しろ先ほどまで楽しそうに牛を解体していたのだから、その凶悪性はイリスには充分理解できていた。

『今度はこっちから行くね？』

「ちょっ!?」

　地面が突如として隆起し、イリスに向けて襲い掛かる。

　魔法でいうところの【ガイア・ランス】。そんな攻撃が無数に四方から迫り、慌ててその場を走りながらもイリスは設置型遅延魔法を設置していく。

『あははは、頑張って逃げないと捕まえちゃうよ？　ブッスブスになっちゃうよぉ？』

　しつこく迫る岩の槍やり、それを搔かいくぐりながら左手に魔法陣を顕現させる。

　だが、イリスは魔法を放とうとはせず、更に複数の魔法陣を同じように顕現させては、待機状態で固定していた。

　遅延魔法のストックを溜ためており、同時に魔法を使うタイミングを計っていたのだ。

「見た目とは違い凶悪……【ホーミング・ブリット】！」

『おっ？　おぉ～っ？』

　追尾してくる魔力弾を惚ほうけた声をあげながら避け、フェアリー・ロゼは空中を複雑な軌道を描きながら高速で動き続ける。人型をしているくせにまるでどこかの機動兵器だ。

　だが、イリスは更に同じ魔法で牽けん制せいし、四方と上空から包囲した。

『きゃ～～～～～っ♪』

「……追い込んでいるんだか、馬鹿にされているんだか分かんないわ。けど……」

　上空を飛び回るフェアリー・ロゼは地上付近まで降下し、イリスの連続魔法攻撃を軽やかに躱かわしていた。攻撃が当たっても、さほどダメージを与えたようには見えない。

　だが、多少の計算ミスはあれ、フェアリー・ロゼはイリスの望む場所に誘導されていった。

「チャンス！　設置魔法、起動！」

　誘導されたフェアリー・ロゼは、あらかじめ設置された魔法による地雷攻撃を避けることができず、痛烈な一撃をまともに受けた。

　無属性設置型魔法【フォース・ゲイザー】。間欠泉のように噴き上がる高密度の魔力攻撃を直撃させるために誘導したのである。

　当たり前だが、これで倒れるような玉ではない。

　すかさず追い打ちを掛けるかのように【ホーミング・ブリット】で逃げ場を塞ふさぎ、同様に設置した魔法陣の元へ誘導していくイリス。

『うひゃぁ～～～っ!?　おっほぉ～～～～～っ!?　ほにゃぁ～～～～～ぁ!?』

「……これ、追い込んでるんだよね？　遊ばれてないよね？」

　脱力するような戦闘の合間に、イリスは【マナ・ポーション】を使用して魔力を回復させる。

　しかしながら、フェアリー・ロゼの緊張感すら感じられない言動や叫びは、イリスの優位性を全く感じさせない。むしろ本当に追い込んでいるのか分からず不安だけが残る。

　妖精種に痛覚は存在しない。先ほどフェアリー・ロゼが『痛かった』と言ったが、これはただ人の真似をしているだけである。

　エルフやドワーフなどの精霊や妖精に近い種は、長い進化の過程で肉体を得て、逆に原種の能力を失った。

　痛覚は体に異常を伝える重要な警報で、妖精種のように痛みを感じない種は自分の危険を感じることができない。それは肉体が破損し弱り続けていることすら全く分からないということで、死に対しての危機感を失わせている。

　いや、元より妖精種の殆ほとんどが死に対しての危機感など持ってはいない。

　エルフやドワーフのような種は長い時の末に人に近付き、命に対しての認識は持ってはいるが、原種に近い存在はこうした命を失うことに関しての危機感に対して無頓着。滅びる最後まで遊び続け消えてゆくのだ。

　別の見方をすれば、最も幸せな種族ともいえる。何しろ死の恐怖を味わうことがないのだから。

　しかしながら、相手をしているイリスにとっては最も厄介な特性であった。

「いい加減、逃げるか倒されるかしてほしいんだけど……。凄すごく精神が疲れるし……」

『あはははは、面白ぉ～～い♪　今度はこっちから行くよぉ～？』

「えっ？　何をって、ひょぁ!?」

　イリスの肩を何かが翳かすめていった。

　それは植物の蔦つたであり、鋭利な棘とげが無数に生えている。

「バラ？　これって、【ローゼス・ウィップ】!?」

　【ローゼス・ウィップ】は、その名の通り薔ば薇らの鞭むちである。主に捕縛や牽制などに使われる魔法なのだが、フェアリー・ロゼは地面から無数にその薔薇の鞭を出現させ、イリスに向けて襲わせた。

　優勢だったはずが一瞬で形勢が逆転し、イリスは必死に逃げ回る。

『ほら、ほらぁ～～ぁ、捕まえちゃうよぉ～～ぉ？　目玉をくり抜いちゃうよ～～ぉ？』

「何でこんなに……どんだけ魔力が多いの!?」

『こんなこともできるよぉ？　えい！』

　先ほどイリスがやったように、無数の魔力弾が放たれた。

　必死で逃げるイリスだが、その魔力弾は執しつ拗ように追尾してきて数発がイリスに直撃した。

「あうっ!?」

『当たった、当たったぁ！　やったぁ～～～～～ぁ♪』

「調子に……乗んなぁ──────────っ!!』

　すかさずイリスは【ホーミング・ブリット】を使い、フェアリー・ロゼの魔力弾を迎撃した。

　ぶつかり合う魔力弾が炸さく裂れつし、辺りに破裂音が響き渡る。

『凄い、凄い♪　面白ぉ～～～～ぃ！』

「遅延術式解放！　【フォース・ミサイル】!!」

　【フォース・ミサイル】。【ホーミング・ブリット】の上位版で威力が比較的高い魔法である。

　放たれる弾数も【ホーミング・ブリット】よりも多く、属性に高い耐性のある妖精種には有効な攻撃でもある。妖精種は四属性に高い防御耐性を持ってはいるが、無属性への耐性は持っていない。

　そのため、妖精種自身の魔力耐性の高さとの勝負に持ち込める。

「遅延術式解放、フルバースト!!」

『きゃぁ～～～～っ!!』

　【フォース・ミサイル】の攻撃を執拗に受けたフェアリー・ロゼの体は、次第に透明化しやがて消えていった。

「ハァ、ハァ………ハァ……た、倒したの？」

　周囲には気配がなく、フェアリー・ロゼの姿も確認できない。

　しかし彼女は警戒の手を緩めなかった。

　妖精が姿を消せることをイリスは知っている。

　【ソード・アンド・ソーサリス】の時も似たような手でアイテムなどを強奪されており、【フェアリー・ロゼ】クラスの上位種なら気配くらい消せると判断していた。

　伊だ達てにひきこもりゲーマーをしていたわけではない。あまり褒められたことではないが……。

「死亡フラグ立てちゃったし、これで終わりなわけないよね……。上位種なら私とだいたい同レベル。倒すには少し早い気がするし……」

　【ソード・アンド・ソーサリス】のモンスターなら既に逃げているだろうが、ここは現実のファンタジー世界である。魔力の残ざん滓し濃度からフェアリー・ロゼがまだいる可能性が高い。

　フェアリー・ロゼを追い込んでいたとは思うが、享楽的で命懸けの戦いすら遊びと変換する思考の魔物なのだ。こんなにあっさりと引き上げるなどとはイリスには到底思えなかった。

「まぁ……遊んでいるだけなんだろうけど、迷惑な話だね」

　フェアリー・ロゼは戦いではなく遊びの感覚なのである。

　何しろ知能が子供。好き勝手に遊ぶことに夢中な子供が、聞き分けのいいはずがないのだ。

　そして、その勘は当たっていた。

「来たっ！」

　地面から無数に生えてくる蔦。それが逃げ場を塞ぐかのように四方を囲む。

　イリスの周囲だけでなく空も覆い尽くすかの勢いで天高く伸び、完全に茨いばらの囲いによって逃げ場を失った。

「ヤバッ！　【エクスプロード】!!」

『おひょぉ～～～～～～～～っ!?』

　自分が持つ最大威力の魔法【エクスプロード】を放ち、茨の囲いを粉砕。急いでフェアリー・ロゼの姿を探すが確認はできない。

　代わりに薔薇の鞭がイリスに向けて打ち込まれ、それを何とか【ルーンウッドの杖つえ】で迎撃しながらも逃げ回ることを優先し、必死で走る。

　先ほど声が聞こえたことから、姿を完全に隠していることは分かった。

　問題はどこにいて、どこから攻撃してくるのかが分からないことである。

　妖精とは思えない隠密能力だった。

『魔力すら感知できない……なら、全方位に攻撃できれば居場所が特定できるかも……』

　イリスにも全方位に攻撃できる魔法はある。

　だが、その魔法は攻撃力が弱く、しかも魔法耐性の強い上位妖精種には大して効果がない。

　何しろ、対アンデット用の光魔法だからだ。しかも魔力を大量に消費する。

『あ～……何でこんな魔法を買っちゃったかなぁ～。昔の私を殴ってやりたいよ』

　こうした状況下に有効な魔法は確かにある。

　だが、イリスはそうした魔法を買わずクエストに必要な魔法を優先的に覚えたので、大ダメージを与えられる広範囲魔法は【エクスプロード】だけであった。

　【エクスプロード】は前方視認で距離を測り、標的にした敵を中心に広範囲にわたって大ダメージを与える魔法なので、フェアリー・ロゼがどこにいるか分からない以上、闇雲には使えなかった。

　イリスは左手に【マナ・ポーション】を持ち、その魔法を発動させた。

「【ピュリフィケイション・フォース】!!」

　イリスを中心に、広範囲にわたる場所が光のドームで包まれた。

　アンデットや悪霊を相手に使う浄化魔法【ピュリフィケイション・フォース】。実体のある人間を含めた生物的な種族に効果がないが、幽体やアンデットには効果が高い。しかしながら、魔力体でありながら完全に実体化できる妖精には、あまりダメージを与えることはできない。

　そもそも広範囲魔法ということで、たった一体の敵に使うような魔法ではないのだ。

『きゃはははは、全然効かないよぉ～～ぉ？』

　攻撃を避けるためか、あるいは本能で察知したのかは分からないが、魔力体から実体に変わり姿を現したフェアリー・ロゼ。

　相変わらず楽しそうに笑うフェアリー・ロゼに対し、イリスはこの時を待っていたとばかりの魔法を発動する。

「【フォース・ミサイル】!!」

『ひゃあぁ～～～～～～～っ!?』

「このまま押し切って──ひゃぁ!?」

　更に追撃を掛けようとして一歩前へと出た瞬間、不意に浮遊感に襲われる。

　イリスの足元が崩れ、下へと落下したのだ。

「ぎゃふ！……つっ、お、落とし穴!?」

『あははははははははは、ひっかかった、ひっかった♪』

「まさか、私の設置型魔法の真似をした!?　こんなに学習速度が速いの!?」

『捕まえたよぉ～。もう逃げられないからね？』

「この……あぐっ!?」

　突然、右足辺りに痛みを感じて確かめてみると、茨の蔦が太ふと腿ももを貫いていた。

　その蔦は一気にイリスにも絡みつき、同時にイリスの傷口を更に広げる。今まで経験したことのない痛みがイリスを襲った。

「ああああああああああああああああっ!!」

　イリスの叫びが夜空に響きわたる。

　更に周囲からも茨の蔦が飛び出し、同様に絡みつくことでイリスの自由を奪い去る。

　喉元に絡みついた蔦を取り除くため、唯一自由な右手で必死に振り解ほどこうとするが、あまりに強い力で締め付けられているので解くことができない。

　掌てのひらが棘で傷つき、血を流すだけであった。

『さて、どうしようかなぁ～？　皮を剝はごうかぁ～、それとも目玉をくり抜いた方が……直すぐに死んじゃったらつまんないし』

　イリスを捕らえたフェアリー・ロゼは、直ぐ次の遊びに頭を切り替えていた。

　その場の勢いで行動する性質なので、一つの遊びが終われば次を楽しむことを考え始める。

　しかも、そこに生物を殺すことに関しての躊躇ためらいが一切なく、遊び感覚で笑いながら解剖する非道な真似ができるのだ。

　イリスはこの時初めて、この世界の本当の恐怖を覚えた。

『操っちゃおうかぁなぁ～。でもぉ～、それだと喜ぶだけだしぃ～。きも～～い♪』

　イリスはこの場をどう切り抜けるか考えるのに必死だった。

　唯一動かせるのは右手だけで、自分自身は捕縛されていて動くことができない。

　ならばどうするか？

　痛みに耐えながらもしきりに脱出方法を考える。

『うっ……ぐぐ……使える遅延魔法はあと一つ。逃げるにしてもこの厄介な茨の蔦が絡まってる。右手だけではどうすることもできないし……おじさんはまだ戻ってきていない。切り札でもあれば……あっ！』

　切り札で咄とっ嗟さに思い出した道具。フェアリー・ロゼに見えないように、インベントリーから【封縛の投剣】を五本、その手に摑つかんだ。

『そうだぁ！　刻んじゃおう♪　どんな声で泣いてくれるのかなぁ～？』

　フェアリー・ロゼの手には、いつの間にか錆さびたようなナイフがあった。

　血で錆び付いたのか、どす黒い色をしたナイフの刀身。おそらくどこかで拾ったものであろうが、かなり長く使用していたのであろう。

　イリスはようやくゼロスが言っていたことを理解した。

　妖精と人間の間に意思の疎通は無意味であることを……。

「クッ……随分、汚いナイフだね……拾ったの？」

『そうだよぉ？　いつ拾ったかは忘れちゃった♡　そんなことよりも遊んだ方が楽しいもん』

「まぁ、分からなくもないけどね……人に迷惑を掛けなきゃだけど」

『迷惑？　遊んでるだけだよ？　人間もよく遊んでるよね？』

「で？　君はそのナイフで私をバラバラにすると？」

『うん♡　楽しいんだよぉ～？　生きたままお腹を開くと、内臓がどばっ～と出るんだよぉ？』

　残虐なことを笑って言える妖精の感性に、今さらながらに戦せん慄りつした。

　それでもイリスは、フェアリー・ロゼが逃げきれない距離に来るのを怖い思いを押し殺して待つ。

　ここで焦れば失敗する可能性が高く、はやる心を意思の力で静める。

　たった一度のタイミングを見逃すわけにはいかない。

『まずはぁ～、皮がいいかな？　それとも、耳をちょんぱ？　ん～～……鼻を取っちゃおうか？』

　最初はどこを切り落とすか、あるいは切り刻むかを考えながら、フェアリー・ロゼは無警戒にイリスの嵌はまった穴の中へ近付いてきた。

　それはイリスにとって救いだった。付け入る隙すきがあるからだ。

　そんなこととは知らず、フェアリー・ロゼは解剖方法をいまだ考えている。妖精は人間の狡こう猾かつさを甘く見ていた。

『そうだ！　頭を開いちゃおう。脳みそを弄いじると、とっても面白いんだよぉ～？』

「させるわけ……ないでしょ!!」

　穴の中に入り、イリスに充分近付いたところで【封縛の投剣】を思いっきり投とう擲てきした。

　【封縛の投剣】は、フェアリー・ロゼを囲むように展開し、定められた命令に従い封縛の五ご芒ぼう陣じんを顕現させる。

　いかなる者もその動きを封じられ、一定時間逃れることのできない強力な縛いましめ。【大賢者】の作りし逃れることのできない縛鎖の陣。

　そして、イリスは最後の遅延魔法を使用する。












「【フォース・ブラスト】！　【フォース・ブラスト】！　【フォース・ブラストォ─────ッ】!!」

　【フォース・ブラスト】。無属性魔法で最大威力を誇る単体攻撃魔法。

　その魔法を多重展開し連続で撃ち込んだ。

　属性魔法に比べれば威力は低いが、その代わりに一部を除いてどんな魔物にも有効である。攻撃力も安定しているが、逆に言えば中途半端な威力とも言えた。

　フェアリー・ロゼはその【フォース・ブラスト】の直撃を真正面から立て続けに受け、落とし穴の中から押し出された。

　しかし、【封縛の投剣】によって動くことはできず、【フォース・ブラスト】の集中攻撃を、縛鎖の魔法効果が消えるまで浴びせられることとなった。

　同時に茨の縛めが消え、イリスはすかさず腰からナイフ【アストラルスライサー】を引き抜く。

「強化魔法【ホッパー】!!」

　ジャンプ力を強化する魔法で穴を飛び出し、フェアリー・ロゼに斬りかかる。

　殺される恐怖を押し殺していたイリスは感情を一気に爆発させ、霊体すら斬り裂く【アストラルスライサー】でフェアリー・ロゼの四肢を寸断。少女の姿をしたフェアリー・ロゼを容赦なく切り刻む。魔力を回復させる余裕を与えない。

　ここで一気に仕留めなければならないのだ。

『あははははははははは、バラバラ～♪　私がバラバラぁ～』

　フェアリー・ロゼは実に楽しそうに笑っている。

「うそ……これでも生きているの!?」

『次は私の番だねぇ～～～？』

　寸断された四肢が魔力に変わりフェアリー・ロゼの周囲に集まると、まるで何事もなかったかのようにその姿を再構築した。

　いや、よく見るとフェアリー・ロゼの体は反対側が透けて見えるほどに薄い。

　イリスはフェアリー・ロゼに消滅寸前までのダメージを与えていたのだ。

　しかし、魔力切れで体が思うように動かせないイリスには、反撃できる余力がない。

　フェアリー・ロゼの周囲に、再び茨の蔦が無数に出現する。

『ん～……ここまでされるとぉ～、ちょっとムカつく。いいや、死んじゃえ』

「お前がな」

　フェアリー・ロゼの体に、縦に一陣の閃せん光こうが走る。

『ひょえ？』

　間抜けな声をあげたフェアリー・ロゼは、そのまま消滅した。

　その背後には灰色ローブの魔導士がショートソードを携えて立っている。

「やっぱりここに来ていたか……。姿が見えないから、まさかとは思ったんだが……」

「おじさん………うぅ～～～っ、遅いよぉ～～～～っ!!」

「すみませんねぇ。うっかりやらかしてしまいまして、しばらく途方に暮れていましたんで……」

「……やらかした？　おじさん……ナニシタの？」

「…………」

　おっさんは素知らぬ顔でそっぽを向く。

　その態度で何か重大な真似をしでかしたのだとイリスは判断する。

「それより、怪我を治さないと出血で死にませんかねぇ？」

「うっ……思い出したら、いたた……」

「【ライト・ヒール】」

　アドレナリンが出まくりで痛みを忘れていたようだ。

　ゼロスの回復魔法により、イリスの太腿の怪我は直ぐに塞がってゆくが、直ちに傷が治る光景は見ていると凄く気分が悪い。

「回復魔法……いいなぁ～、私も買っておけばよかった」

「潜在意識イデア領域に空きがあるのなら売りますけど？　まだスクロールに余裕がありますし、お安くしておきますぜ？」

「そこは商売なんだ……。知り合いだから無料でってことにはならないんだね」

「フッ……そんなお安い関係に何の価値があるんです？　知り合い同士ならむしろ、貸し借りがない方が自然じゃないんですかねぇ？　まぁ、【ヒール】くらいならいいですけど？」

「おじさんの改良版？　効果が高いとか……」

「何を期待しているのか分かりませんが、普通に売っている代物で……あっ、売ってないか。回復魔法は全て四神教が独占してますからねぇ」

「【ヒール】でもいいからちょうだい！　他で買えないなら貰もらっておくよ。多少回復できるだけでもありがたいし」

　イリスは現金だった。

　この世界で回復系の魔法は貴重であり、その全てを四神教が独占している。

　魔法関係の道具店で購入できるものではないのだ。

「それより、立てますか？」

「あぁ～……血がちょっと足りないせいか、少し頭がクラクラする……」

「仕方ない。無理されても困りますしねぇ、僕が運びましょう」

「えっ!?　ちょ、うひゃぁ～～～っ!?」

　おっさんに両手で抱き上げられたイリスは、思いっきり赤面していた。

　こんなことは小学生低学年以来である。

「ちょとぉ～～っ、恥ずかしいんですけどぉ!!　お願いだから降ろしてぇ～～～～～～～っ!?」

「無理をしたら貧血で倒れますよ。ここはゲームじゃないんですからねぇ」

「だからって、こんな……うぅ……」

　確かに無理に歩けば貧血で倒れる可能性が高く、だからといってお姫様抱っこはさすがに恥ずかしい。しかし、無理を言って迷惑を掛けるのも気が引ける。

　結局イリスはこのまま運ばれ、同じ転生者のユイに関係を疑われるのであった。

　その夜、妖精の被害がなくなったハサムの村には、『そんなんじゃないからぁ──────!!』というイリスの叫びが響き渡ったという。
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　山間部に出来たクレーター。

　その上空に広がる星空に、四つの影が静かに浮かんでいた。

「これ……奴ですわね……」

「噓うそだぉ～～？　あの化け物は死んだはずだよね？　あの異界で……」

「……分からない。でも……もし死んでいなかったとしたら、向こうの奴等はどうすると思う？」

「ふぁ～～………送り返してくる。……めんどくさい」

　この世界の管理者である四柱の女神、この世界では一般的にそう呼ばれていた。

「やだぉ～!!　あんな化け物相手なんて、もうしたくなぁ～～～い!!　相手してないけど……」

「駄々をこねても始まりませんわ。もし、これをやったのが奴なら……私達ではどうすることもできない」

「……異界に捨てたの……間違い……。敵を作っただけ……」

「【ウィンディア】も……賛成した。……ねむ……」

　目の前に見える凄せい惨さんな光景は、かつてこの世界に災厄を齎もたらした【邪神】による被害に酷似していた。四神達には、これ以上にないほどの最悪な問題である。

「……言い出しっぺは…【フレイレス】よ？」

「【アクイラータ】も反対はしなかったぉ～～～っ!!」

「【ガイラネス】は………何も言いませんでしたわね？　ただ……『どっちでもいい』とは言ったけど……」

　そして始まる責任のなすり合い。

　実にグダグダな女神達であった。

「そんなことより、もしこれが奴の仕業なら……勇者達では相手になりませんわね」

「前も簡単に蹴散らされてたぉ～～？　封印するのがやっと……」

「……奴の気配はない。どこかに……消えた？　……だるぅ～ぃ……」

「……むにゃむにゃ……いただきます…………死ぬほど不ま味ずい………おかわり」

「「「寝てるし……。それより、そこは『もう、食べられませんよ』じゃないの？」」」

　女神一柱脱落。

「何にしても、準備は必要ですわ」

「……でも………神器……もう、ない………」

「勇者共がヘボだったんだぉ～～～っ!!　神器を壊すってあり得なくない？」

「無くなったものは仕方がありませんわ！　それよりこれからどうするか、ですわよ……」

　その後、三柱は知恵を振り絞ったのだが、良い手段が思いつかなかった。

　結局朝までこの場で話し合いを続け、喧けん嘩かして別れることになるのである。

　一柱を残して……。

「……今週の山場ぁ～～～～っ、……ポチっとな……ムニムニ……」

　【ガイラネス】だけは平和だった。

　どんな夢を見ているのかは、深く追及しない方がいいのかもしれない。
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　ハサム村に帰還した翌日。

　ゼロスは数多くの薬草や【フェアリーイーター】の種を村人達に分け与え、ついでに薬草などの栽培法などを親切に教えるなどの慈善活動を行った。

　その理由は、ハサムの村はおっさんのせいで水源が破壊され、これからの生活が苦しくなるからである。

　だが、そこは誤魔化すのが上う手まいおっさん。魔力溜だまりに濃縮されていた魔力が魔法と過剰反応し、大規模な爆発になったと説明した。

　文献にもそうした現象は記載されており、実際に小さな魔法を使っただけで突然山が吹き飛んだという事例もあった。

　これは、イストール魔法学院の大図書館で読んだ本に書かれていたもので、そこで得た知識が早速役に立つなどとは夢にも思わなかった。

　当然イリスには白い目を向けられる。

　そうして、一通りのことを終えたおっさんとイリスは、サントールの街へ帰る準備を進めていた。

「さて……では帰りましょうかねぇ」

「……そうしよう。色々疲れたし、帰ってしばらく休みたい」

「傭よう兵へい生活は金がかかりますよ？　月月火水木金金のつもりで働かないと、そのうちマジで金欠になると思いますがねぇ」

「うっ……やっぱり、副職があった方がいいよね？」

「自分で【ポーション】が作れれば、随分節約にもなりますがねぇ。売れば金にもなりますし、ランクによってはウハウハですぜ？　前に教えましたよね？」

「……機材がなくて作れない」

　技術はあっても機材がなかった。そして、その機材を買う金銭の余裕もない。

　そんなことを言いながら、二人は村長宅を出ようとする。

「もう、帰るのかね。随分と慌ただしいのぅ」

「畑の状態が気になりましてね。あまりのんびりしていると、草くさ叢むらになってしまいますんで」

「そうかい。お前さんは農民じゃったか。てっきり傭兵かと思ったわい」

「訳ありでして、今回は傭兵として行動していましてねぇ。帰ればのんびり畑仕事ですよ」

「世話になったのぅ。水源以外は……」

「そこは領主と話をしてください。もう、僕の領域ではありませんので」

　これ以上、泉を消し飛ばしたことを追及されたくないおっさんだった。

「あと、ユイさん。旦那さんと会ったら、よろしく言っておきますよ。この村にいることも教えておきます」

「お願いします。アド君のことだから、無茶な真似をしてなければいいんですけど……」

「おじさん……やっぱりユイさんのこと狙ってない？　ＮＴＲ？　人妻もイケるの？」

「イリスさん……君とは一晩じっくり話し合う必要がありそうだね？　それはもう、マジで……」

「一晩………やったね、イリスちゃん！　来年は私と同じことになってるよ？」

「ち、違うからね!?　おじさんとはそんな関係じゃないから!!」

　ユイはイリスがおっさんにＬＯＶＥだと思い込んでいた。

　イリスがどれだけ否定しようと、全く取り合わずに一人で盛り上がっており、どうもイリスの照れ隠しだと思っているようである。

「一晩ですが、お世話になりました」

「この辺りに仕事で来たら、挨拶に来るね」

「うむ、たっしゃでのぅ」

「イリスちゃん、最初は痛いかもしれないけど、回数をこなせば……」

「そんなんじゃないって言ってるでしょ!!　人の話を聞けぇ───────っ!!」

「アド君……爆発しやがれ!!」

　顔を赤らめながらプリプリ怒ってドアを出るイリスと、嫉しっ妬との炎に身を焦がす孤独なおっさんは、サントールの街を目指すのだった。
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　街道をバイクで爆走しながら、おっさんは回復魔法について考えていた。

　その内容は、もっと回復魔法の供給が増えるといいのに、という単純なものであった。

　神聖魔法とは言っているが、元は魔導士も使うただの魔法だ。一般に出回れば傭兵などの死亡率も下がり、他にも怪我で苦しむ者達を大幅に減らすことができるだろう。そう思い至り、サントールに着いたらデルサシス公爵に商談を持ち掛けてみようと判断するゼロス。

　ちなみに正義感に駆られて……なんてことはあるはずもなく、害悪にしかならない妖精を擁護する四神教に対し、少し嫌がらせをしてみるのも一興だと思ったからだ。

　などと色々と悪巧みを考えているうちにサントールの街に到着。

　既に日は落ち宿が混んでいたために、イリスは養護院に泊まることとなる。

　一方、イリスと別れ自宅に帰ったおっさんは、草原のようになってしまった辺り一面を見て愕がく然ぜんとした。コッコ達の住む鶏小屋周辺と野菜が植えられた畑の一部を残して、家の周辺は鬱うっ蒼そうと草花が生い茂っていたのだ。

　コッコ達は雑草を無視し、日々鍛錬に明け暮れていたようである。

　翌日からの草刈りを考えると、眩暈めまいを覚えるゼロスなのであった。








第十四話　おっさん、ささやかな嫌がらせを提案す






　イストール魔法学院の護衛任務から帰還したゼロス。

　自宅でゆっくり休んだ次の日、デルサシス公爵に報告すべく領主館に来ていた。

　この領主館の不思議なところは、客を迎え入れるフロアの左にソリステア商会の事務所があることだろうか。貴族階級の客は直すぐ右奥の客室へと通されるし、商売などの話──主に取引などの商談の多くは左の事務所から奥へと案内される。

　まぁ、貴族は右、商人は左の事務所から奥へと向かう専用通路があると思ってくれればいいだろう。大きく迂う回かいするかたちで奥へ行くと扉の前には兵士が常に常駐しており、公爵に手渡す書類などを運ぶにしても許可を取らねばならない。

　デルサシス公爵も時間の無駄だと思ってはいるが、今のところ良い改善策が思いつかないでいた。

　左から行く商人専用の商談通路を、灰色ローブの魔導士が職員に案内され、扉の前の騎士に謁えっ見けんの許可を取っていた。

「公爵閣下、ゼロス殿がお見えになりました。入室をよろしいでしょうか？」

「入れ」

　簡単な言葉で許可が下り、ゼロスは職員と共に部屋へと入室する。

「その扉から来るときは会長と言え、役職は分けねば混乱するであろう？」

「申し訳ありません。今後気を付けます」

「うむ……」

「はい、では……」

　入室したゼロスが見たものは、書類の山に埋もれているデルサシスの姿であった。

　ゼロスとしては、デルサシスがこれほど仕事を残すような真似をするとは思えず、何らかの大事でもあってしばらく留守にしていたものと判断した。

「ご無沙汰しております、デルサシス公爵。依頼の件、無事に完了いたしましたよ」

「うむ、すまないな。今は何かと人手がなくて、忙しい。無理を言ってしまい申し訳ないと思う。ところで、今は商人としての仕事をしているのでな、公爵はやめてもらいたい」

「徹底していますね。では、デルサシス殿と呼ばせてもらいましょう。仕事ですから、別に構いませんよ。にしても……王都にでも行っていたんですか？　凄すごい量の仕事が溜たまっているように見受けられますが……」

「……少し野暮用でな。長いこと溜まっていたツケを晴らしてきたら、数日でこの有様だ」

「その野暮用というのが少し怖いんですがねぇ……」

　この公爵は裏で何をしているのかは分からない。

　何となくだが、その野暮用がデンジャラスなものではないかという気がしていた。

「さて、依頼の報酬の件だが、確か傭よう兵へいを三人ほど雇ったのだな？　クロイサスやセレスティーナにも護衛をつけたとか。念を入れてくれたことに感謝する」

「いえ、護衛につけるかどうかは博ばく打ちでしたよ。運が悪くツヴェイト君にはつけませんでしたが、代わりにウチのコッコ達を傍そばに待機させておきました。無事に守り切りましたよ」

「……コッコ？　【ワイルド・コッコ】のことか？　あの魔物は比較的弱いはずだが……」

「フッ……ウチのコッコは凶暴ですよ」

　少し困惑した表情のデルサシス。

　まさか、弱いと思われたコッコが馬鹿げた強さを持つ別の種に進化しているなど、夢にも思わないだろう。実際ゼロスも全く気付かなかった。

　上位進化体に変身する能力など今まで聞いたこともなく、そのレベルは４００と破格の強さを誇る。

　しかもゼロスとの手合わせを毎日続けていたことで、コッコ達の強さは事実上勇者に匹敵していた。近接戦闘系のスキルをかなりの数保有し、もはや敵なしである。

「まぁ、コッコのことは置いておくことにして、なんでも暗殺者二人が寝返ったという話だが？」

「情報が早いですね。一人は戦士職で、事情聴取で衛兵のお世話になっていますよ。もう一人はツヴェイト君のところに居座っています」

「年端もいかぬ少女と聞いたが、暗殺者なのだろう？　もう一人は馬鹿な真似をして犯罪奴隷に落ちた戦士らしいな」

「彼女は幼いですが強いですよ？　少なくとも格レベルは８００を超えているでしょう。ただ、ツヴェイト君が間違って幼女趣味に走らないかが心配ですね」

「返り討ちになる可能性が高いな。ツヴェイトもそこまで愚かではあるまい。その子はこちらで護衛としての給料を用意しよう。問題は戦士の方だが、性格にいささか問題があるらしいな？　なんでも奴隷でハーレムを築こうとしたとか……。愚かだな、女は惚ほれさせてこそ男の価値が分かるというのに」

「……情報の伝達が早過ぎますよ。伝でん書しょ鳩ばと……いや、それでもこんなに早く情報が伝わるとは思えない。どんな伝つ手てがあるのか気になりますが、知らない方がいいか……。それで、もう一人の方はどうします？　それなりに強いですし、炭鉱に送るにはもったいない気がしますね」

「ふむ……愚か者をツヴェイトがどう扱うのか、試してみるのも面白いな。良い機会だ、恩赦として奴隷から解放し、専属の護衛につけてみるか。もっとも、次はないがな……」

　エロムラ君は自由になることができそうだった。ただし、解放される理由が怖いが。

　多少馬鹿なところはあるが、決して悪い人間ではないので、妥当な落としどころではある。

「それと……逃げたもう一人の暗殺者の似顔絵がこちらです」

「女だったな……。しかし、なぜ子供の姿などもあるのだ？　二十枚近くあるのだが……」

「奴は【回春の秘薬】を所持しています。寿命がないのに開き直って、今よりも更に若返って自分のところに現れる可能性も考えられますので、念のためにですよ。できれば火ひ炙あぶりにしてくれるとありがたいですね。……徹底的に拷問をして」

「実の姉と聞いているが、それほど始末したい人物なのか？」

「恥ずかしい話ですが、他人を食いものにして生きている害虫なんですよ。利用しようとは思わず、確実に始末してください。どうせ数年もすれば秘薬の効果で死にますが」

「なるほど……そういう人物か」

　デルサシスにとってゼロスは最高の手駒に思えた。

　そんな人物の姉なのだから利用価値が高いと考えていたのだが、得ていた情報とゼロスの証言を考慮し、始末する方が妥当だろうと判断する。

　金に汚く、簡単に裏切る可能性が高い。そのような人物を配下に加えてもリスクにしかならず、こちら側の情報を敵勢力に流されでもすれば目も当てられない。

　唯一褒めるところがあるとすれば、機転が利くことだろう。

　意図的に偽の情報を与え利用するという手段もあるのだが、新たにスカウトした元ヒュドラのメンバーの証言で、金銭感覚に問題があるとの情報も得ている。

　組織に従事するような性格でないことは、報告とゼロスの証言で明らかだ。

　何よりも、残りの寿命がないというところに道具としての価値を見いだせず、そんな状態になったのも自爆からだというのだから、もはや愚かとしか言いようがない。

　早い話、人格的にも金銭的な面でも、なにより行動に問題が多く、使い勝手が悪過ぎるのだ。

「了解した。で……こちらのおぞましい絵はなんだ？」

「帰ってくる途中で妖精の被害に遭っていた村の光景ですね。まぁ、犠牲となった者達がどんな目に遭っているかという証拠の絵ですよ。特殊な使い魔を使用しましてね、その現場を記録として残したものです」

「何という邪悪な……四神教はこのような魔物を擁護しているのか？」

「子供の残虐性と同様ですよ。無む垢くだからこそ、そんな真似が簡単にできる」

「善悪の判断ができないわけか。なるほどな……」

　デルサシスは即座に妖精に関する危険性を察した。

　子供が遊びで虫を殺すように、妖精も遊びで生物を殺す。その中には人間も含まれるのだ。

　だが、この情報は別の方向で有益なものでもある。

　最近何かと四神教が五月蠅うるさく、特に【メーティス聖法神国】が圧力を掛けてくる。その中に妖精の擁護と神官達の権威を上げることが含まれており、実に頭の痛い問題であった。

　何しろ【メーティス聖法神国】は神官達の総本山であり、回復魔法は神官達しか使えない。この国から神官が消えると、怪我の治療などの医療面で大きく後退してしまう。そうなれば戦争になったとき不利になりかねない。

　だが、そこで目の前の魔導士はとんでもないことを言いだした。

「デルサシス殿、回復魔法を売る気はないですか？」

「な、なに？」

「神聖魔法というのは、神官が使うと効果が上がるだけで、実は魔導士でも使えるんですよねぇ。ですが、現時点では【メーティス聖法神国】しか回復系統の魔法を所持していない」

「……だが、それは彼かの国との戦になりかねん。彼の国の優位性の殆ほとんどが神聖魔法だからな。しかし、面白い策ではある。一考する余地があるが魅力的だな」

「軍内に医療専門の魔導士を増やせばいいのでは？　神官ばかりに頼る必要もないでしょう。宗教国家だけが回復魔法を秘匿しているのは、非効率的だと思いませんかねぇ？」

「……実験してみる価値はあるか。回復魔法のことが知られても、魔法研究の成果だと言い張ればいいわけだ。だが、それだけで奴等が納得するとは思えん」

「隣国でも売り捌さばけばいいんじゃないでしょうか？　同時期に複数の国で回復魔法が出回れば、どの国でも回復魔法を開発していたと思われる可能性も高いでしょう。第一、怪我人を治せるのが神官しかいないというのは問題ですよ。傭兵も回復魔法が使えると損耗率が下がると思いますがね」

「一応、医者もいるのだがな。数が足りないのはどちらも同じか……。ふむ、実に魅惑的だが、もう一押しが欲しいところだ。いや……ゼロス殿、これ以上は内政干渉になるぞ？」

「その辺りは聞かないことにします。僕はただ思ったことを言っただけにした方がいいですからねぇ」

「ふっ、あくまでも世間話というわけか。時に、その回復魔法はゼロス殿が改良した魔法か？」

　おっさんは少し思案を巡らせる。

　通常の回復魔法のスクロールは山ほど持っている。【ソード・アンド・ソーサリス】の時に初心者相手に格安販売をしたからだが、改良版は滅多に販売することはなかった。

　ただし、改良版より魔法効果を低くした劣化版なら売っても構わない気もしている。

　そもそも妖精というタチの悪い種族を擁護しようとする国家を相手に、そこまで遠慮する必要はないように思えた。だが、全てを渡すのもいささか問題がある。

「幸い、初級から中級までの回復魔法がありますが、他国の方は改良前のものを外交取引で預け、僕が改良したものはこの国で販売するというのはどうです？　まぁ、神官には及びませんが、通常のものより効果が少し高いだけですがね」

「なるほど、稀まれに回復魔法のスクロールが遺跡から発見されるが、それと同一のものか効果が高いものが出回れば【メーティス聖法神国】は優位性を失うな。効果が異なれば文句は言えまい。最近は勇者の戦力で脅しをかけるようなこともしているらしく、この辺りで一手を打つのも面白い」

「では、遠慮することは……」

「全くない。にしても……改良か、完成されたものではないな？　あえて魔導士が改良する余地を残しているということかね？」

「完成されたものを売りに出したとしても、それでは他の魔導士が成長する機会を奪ってしまいます。下手をすると力不足で使えないかもしれませんし、自分達で改良する努力もしてほしいので」

「使い方を誤るとまずいな。難癖をつけて奪うのが奴等のやり方だ……さて、どうするか」

　【メーティス聖法神国】は、遺跡などから発見された回復魔法のスクロールを宗教的な理由をこじつけて他国から奪っている。神聖魔法が神官しか使えないと吹聴しているが、魔導士が作成することに成功したと広まれば話が変わる。

　魔導士に回復系の魔法を使われると、それで教会などの運営費を稼いでいる彼等の収入は落ちることになり、魔導士が怪我を癒いやせるという事実が信仰に亀裂を生み、信者の減る可能性が一気に高まるだろう。

　呪文などの設定を変えることは簡単にできるので、難癖をつけてきても『長い研究の成果だ』と誤魔化せばいい。実際、周辺国から【メーティス聖法神国】は嫌われているので、喜んで協力してくれるだろうとデルサシスは策を構築し始めていた。

　小国にとっては、派遣されてくる神官は神を大義名分に、お布施という名の賄賂を脅迫するクレイマーか害虫のようなものである。まともな神官達もいるのだが殆どが政治に関われず、強欲な者だけが外交特権を使いやりたい放題だった。

　それ以上に【メーティス聖法神国】の国力と戦力は馬鹿にできず、勇者などを送り込まれでもすれば、たった一人で小国の騎士団を蹴散らしてしまうほどだ。

　まぁ、平均レベルが２００前後のこの世界の騎士達と、レベル５００の勇者とでは相手にはならない。三人もいれば一個師団など簡単に倒せたりする。

　勇者は補正効果で成長が速く、同時に身体強化も補正である程度強くなるらしい。そんな連中が国境の街に現れては色々と悪さをするのである。

　そんな話を聞きながら、ゼロスは回復魔法のスクロールをテーブルの上に置く。

「面倒な連中ですねぇ」

「特に、【ヒメジマ】【ササキ】【カワモト】【イワタ】【ヤサカ】の五人が最大戦力として優遇されている。他は今も各地で戦場に駆り出されており、稀にふらりと他国に現れるのだそうだ」

　異世界で違和感のある日本名を聞き、ゼロスは目を細める。

「へぇ～、自由ですねぇ。できれば会ってみたいものですよ」

「……随分、危険な目をしているな。会ってどうする気だ？」

「まぁ、相手次第じゃないですか？　他国にまで来て迷惑を掛けるようでは、擁護もできないでしょう。逆に外交で有利になるのでは？」

「そうも上手くいかなくて、な。奴等は開き直って脅迫外交をしてくるだけだ。さて、私はそろそろ仕事に戻らねばならない。すまないがここで話は終わりにさせてもらおう」

「お忙しい中、長々とすみません」

「いや……報酬は既に用意してある。受付の方には私から連絡しておこう」

「では、今日はこの辺で」

「うむ、ゆっくりと休んで……そうだ、聞き忘れていたが、ハサム村の山やま間あいにある水源が吹き飛んだらしいが、何か情報はないかね？　原因が判明していないのだが？」

「アレは、魔力溜だまりに滞留していた魔力が、僕の魔法で誘爆しましてねぇ～。いやぁ～酷ひどい目に遭いましたよ……」

「……そうか。疲れているところを済まない。何かあればまた仕事を頼むかもしれないが、今はゆっくり休養するといい……」

「そうします……。では、これにて失礼……」

　ゼロスが退室した後、デルサシスはテーブルの上に置かれたものを見て、思案げに腕を組んだ。

『さて、これをどう使うか……。あの国も少々大きくなり過ぎた。多少は仕掛けてみるのも一興か。あの計画を踏まえて実行すれば、大打撃になるだろうな。いつ手札を使うか時期が問題だが、やるなら早い方がいいだろう……』

　ゼロスと同様な危険な笑みを浮かべ、デルサシスは再び仕事へと戻る。

　溜まった仕事を終わらせなければ、妻や愛人と過ごすひとときが削られるからだ。

　デキる漢おとこは女のために全力を尽くす。
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「……おじさん。コレ……マジで一人分の報酬？」

「マジですが？　どうかしましたかねぇ」

「……き、金貨が袋にぎっしり……しばらく遊べるくらい」

「無駄遣いをしなければですがね。まぁ、公爵家の身内を護衛したんだ。当然だと思いますが？」

　領主館から戻ると、おっさんは養護院に向かいイリスに報酬を渡す。

　イリスは報酬の分け前を受け取り、皮の袋を開いてその金額に驚いていた。

　一人あたり二百五十万ゴル。普通の傭兵なら、名工が製作した新しい装備が一式買い揃そろえられる値段である。

「ジャーネさんとレナさんは、まだ戻ってきませんか。報酬、どうします？」

「預かるのが怖い……おじさんが持ってて。私はちょっと……」

「いいですが、後でちゃんと連れてきてくださいよ？　お金の問題ははっきりさせておかないと、後々が厄介だからねぇ……ククク」

　愚劣な姉を思い出し、おっさんはちょっぴり暗黒面に落ちていた。

　そんなおっさんに、イリスは少し躊躇ためらいがちになりながらも、奥に押し隠していた言葉を出した。

「お、おじさん、私の装備を強化できる？」

「フ、フフ……へ？　装備？　できるけど、素材はあるのかい？」

「まぁ、【ソード・アンド・ソーサリス】の時の素材がいくつか……」

「何の素材かにもよるかな。実験がてらに強化してみますか？　素材次第ではある程度強化できるけど、どんな強化にしたいのか教えてほしいなぁ」

「実験……え～と、予算的に今の装備の強化かな……。【フェアリー・ロゼ】と戦ったときに【駆け出し剣術】と【投とう擲てき】のスキルを覚えたんだよ。だから、武器も少し欲しい」

　つまりはゼロスと同様万能型にスタイルを変え、様々な戦況に対応できる形にしたいようだ。

　だが、それは半端な覚悟で極められるものではない。

　トッププレイヤーだったゼロスと同等になるには、相当な時間を必要とする。

　【ソード・アンド・ソーサリス】とは違い、技能スキルを職業ジョブスキルに発展させるのには、鍛錬を続け実戦を幾度となく経験しなければならない。

　ましてや現実世界なので、ゲームとは異なり成長には個人差が出る可能性が高い。格という概念はあるが、それとは別には過酷な修練を積む必要があるのだ。

「今のスタイルを変えるのは少し問題じゃないですかねぇ？　手てっ甲こうやブレスプレート、レッグアーマー……かなり武骨になるかな？　まして近接戦闘は殺すことに慣れないと、護身だけでは心こころ許もとない」

「うっ……けど、今のままだと弱いだけだし、もっと身を守る技術が欲しいの！　だから実戦で鍛えようかと」

「まぁ、そういう考えを持つこと自体は良い傾向だとは思いますがね。傭兵職に一番必要な解体はできるんですか？　割り切ってやれないと吐くよ？」

「あー……無理。さすがに慣れそうにない……かな……？」

「まぁ、いいけどね。装備を強化するというのは、今の装備をベースに？　デザインを変えずにだけど」

「うん。ローブやブーツ、グローブなんかも……」

　イリスの装備は中間生産職が作ったもので、どんな素材が使用されているか分からない。しかも見た限りでは繊維素材系統で統一されている。

　こうした装備は主にコーティング強化が一般的で、その上から装甲系の鎧よろいなどの装備を装着する。

　魔導士は身体能力が戦士系よりも低く、そんな装備を装着すれば逆に動きが阻害されることになりかねない。急所となる場所を重点的に守るようにした方が効率的であった。

　戦士系のスキルを持たないイリスには、鎧などの装備は重過ぎて使えないのだ。

「レベル３００程度の攻撃なら軽減できるようにすることは可能だが、上位スキルを所持している相手の場合は、個人の持つスキル補正と防御力同士の勝負になるからねぇ。ふむ……提案するけど、ウチのコッコ達と鍛錬してみたらどうかな？」

「えっ？　コッコと……？　なんで？」

「鎧系統の装備は重いんだよ。戦闘系スキルとレベルの両方を上げて調整しないと、今のままでは動けなくなると思うけどねぇ」

　イリスの脳裏に、某アニメの道着を着た自分とニワトリ達が並んで型稽古をする姿が浮かんだ。

　何やら微笑ほほえましいやら情けないやらの光景に、イリスは少し恥ずかしくなる。

「うっ………少し情けないんですけど」

「装備を強化するまでの間ですよ。戦士系スキルを獲得して鍛えた方が、鎧などの装備も使いやすくなるんだけどねぇ。レベルアップで身体能力も上がるし」

「うぅ……鍛えるか、諦めるか……そこが問題だよぉ～。怖いし、けど死にたくないし……」

　フェアリー・ロゼとの戦闘は、イリスに命の危険を自覚させたようである。

　鍛えるために、ひとときの恥を取るか、諦めて普通に魔導士職で突き進むか、選択肢は二つに分かれた。身を守るためにはスキルが必要不可欠だが、スキル獲得には様々な職業を経験しなくてはならない。幸いコッコ達には戦士系、剣士系、遠距離系、そして索敵系の四職が揃っている。

「コッコが師匠になるのぉ～？　おじさんじゃ駄目？」

「僕は、これから草刈りがあるんだよ。しばらく目を離した隙すきに大量に雑草が繁殖してましたし、孤児達に草刈りを頼むつもりだったのだが、旧市街に孤児達は少ないからねぇ。養護院の子供達はゴミ拾いに出かけますし……空き瓶回収の方が稼ぎになるみたいだなぁ～」

「畑が気になるなら、いっそのこと生産職を優先した方がいいんじゃ……。絶対に繁盛すると思うよ？」

「繁盛し過ぎて手がつけられなくなる。どんだけ破格な性能の装備を作り続けてきたと思っているんです？　鉄の装備でも補正効果が絶大なんだよ？　押し寄せる注文に対応できず過労死するって、マジで……」

　おっさんの作る装備の類たぐいは、ただの鉄でできた装備でも破格の効果が出てしまう。

　【手加減】のスキルがあっても、製作した装備の類には何らかの効果が付加されてしまうのだ。むしろ何の効果も持たない装備を作り出す方が難しい。

「カエデさんや教会の子達も毎日鍛えているみたいだよ？　今朝もコッコ達と組手や素振りをしてたし、強くなるためには一時の恥を捨てる覚悟も必要だよ？」

「カエデちゃん達は子供じゃん！　私は年頃なんだよぉ！」

「………………」

　ゼロスはイリスの姿を上から下まで一度見て、『やれやれ』というような態度で溜ため息いきを吐ついた。

「年頃………フッ、おじさんにはどちらも子供なんですがねぇ。特に……いや、何でもない」

「レディに対して失礼だよぉ!?」

　おっさんには、イリスとカエデは同じお子ちゃまにしか見えない。特に胸の辺りが……。

　可哀想なものを見るような視線を送るゼロスの態度に、イリスは『むきゃ～～～～～～～っ!!』と怒りをぶつけるのであった。
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　三日後、おっさんは麦わら帽子を被かぶり、首に手て拭ぬぐいを巻いた姿で草刈りをしていた。

　想像以上に根が深く引き抜くのにもそれなりの力が必要で、長時間の中腰姿勢で腰が痛い。

　とにかく繁殖力が凄すさまじく、もはや草くさ叢むらと言ってもおかしくはない状態。

　細かい草は【万能鎌】で刈り、後は手で引っこ抜く作業を延々と繰り返していた。居残り組のコッコ達も手伝っているので作業効率は上がっているが、それでもまだ三分の一が雑草に覆われている。

　草刈りに飽きたら野菜を収穫し、根菜は漬物に、大豆などは天日に干す。

「こんにちは、ゼロスさん」

「ルーセリスさんですか、どうしました？」

「いえ、今朝方卵を頂いたので、そのお礼をと思いまして。朝は礼拝の最中でしたので、お礼を言えなくて申し訳ありません」

「いえいえ、ご近所さんですから。それに僕一人じゃ食べきれませんので」

「こちらでも少し多いので、近所の方々にお分けしましたら喜んでくださいました。本当にありがとうございます」

「それは何よりですね。卵が無駄にならずにすむ」

「ところで……」

　ルーセリスは鶏小屋の方に視線を送り、少し困惑気味に疑問を口に出しす。

「イリスさんは、いったい何をしているんですか？　どこかの踊りでしょうか？」

「あー……アレは格闘スキルを得るために訓練しているところですよ。型稽古といって、様々な状況に対応した型を咄とっ嗟さに出せるように、体に覚えさせているところです。まぁ、変な踊りに見えるけどね……」

　イリスは、ここ三日ほどおっさんの家でコッコと仲良く型稽古をしている。

　ただし、インドア派だったせいか、その動きはお世辞にも型稽古をしているようには思えない。

　誰の目からも奇妙なダンスを踊っては、縺もつれて転ぶことを繰り返しているようにしか見えないのだ。型稽古は所謂いわゆる太極拳みたいなもので、素人同然のイリスが行うとその動きは無駄があり過ぎた。

　ゆっくりとした動きだが、体に掛ける力加減や重心移動、姿勢バランスなどを調整しながらだと意外に難しく、しかも魔力を練りながら行うので疲労もかなり溜まる。

「それに……イリスさんが着ている服はどこで買ったものでしょうか？　見たことがありません。カエデちゃんの服に似ているような気もしますが……」

「アレは格闘家専用装備ですよ。まぁ、魔導士でも着ることはできますがね、【見習い拳士】のスキル獲得のために着用しているんです。彼女は強くなりたいそうでして」

　ちなみに、道着なだけに格闘スキルを覚えやすくする効果付き。防御力はなく、身体補正効果もない。

「イリスさんみたいな女の子が、強くなるために訓練しているのですか？　彼女は魔導士のはずです。格闘スキルなど必要あるのでしょうか？」

「【フェアリー・ロゼ】を追い詰めることはできたが、その間で一時的に捕らえられ殺されそうになったらしいです。戦闘系のスキルを鍛えれば必然的に自身の能力に加算されるので、要するに死なないための訓練ですかねぇ」

「ジャーネとレナさんの話を聞く限りで思うのですが、イリスさんは傭兵のような荒っぽい仕事には向かないと思いますね。多分ですけど、私達よりも育った環境が良かったのでしょうね」












「それでもダンジョンに行きたいらしいから、身を守るための身体強化訓練ってところでしょう。夢に向かって頑張っているみたいだねぇ。いやいや、若いっていいなぁ……」

　無様に転びながらも型稽古を続けるイリスの横で、まるで某寺の少年達のように、一糸乱れぬ動きで流れるがごとく型を繰り出している子供達五人。

　カエデ、アンジェ、ジョニー、ラディ、カイの養護院五人組であった。

「よし、型稽古はおっわりぃ～～♪」

「次は組手だぁ────っ!!」

「それがしは無手の技をも極めてみせる！　目指せ最強の武人！」

「動いた後の飯は美う味まいからなぁ～。午後はゴミ拾いに行こうぜ？　資金稼ぎだ」

「運動の後の肉は格別……。ミートハンターにボクはなる!!」

「「「「そしてダンジョン攻略して、金を貯ためて自堕落に生きるんだ!!」」」」

「それがしは、この世界に武名を轟とどろかせてみせる！　祖父の名に懸けて!!」

「「…………」」

　子供達は欲望に忠実だ。そして、カエデにとっては血ち腥なまぐさい修羅だった。

　分かってはいるのだが、子供達が欲望駄々漏れな発言をするたびに、おっさんとルーセリスはなぜか力が抜ける。前向きなのは良いことだが、夢があまりに子供らしくない。

　そして、イリスを除いた五人は武器や素手でコッコ達と組手や乱取りを始める。

　───ビシッ!!　ガンガン!!　ドゴォッ!!

　とても子供が行うような組手とは思えない、重い打撃音が響く。

「……あの子達は、しばらく見ないうちにあれほど強く……。とても子供とは思えん。その辺のゴロツキ傭兵程度なら、簡単に瞬殺できるんじゃないだろうか」

「あの子達の夢はともかく、少なくとも間違った道を進んでいないことが幸いです。周囲に迷惑は掛けていませんし……。ハァ～………」

「タカリもやめたんですか？　以前は『肉くれよぉ～』と言ってきましたが……」

「薬草などの売買でお小遣いが増えたので、する必要がなくなったのでしょう。ゼロスさんのおかげです……うぅ……」

　ルーセリスにとって、以前に子供達が行っていたタカリは恥ずかしいことであった。

　最近はその行為を行わず、夢に向かって力をつけようとしている。

　問題は、その子供達が急激に強くなっていることだろう。伊だ達てにレベル２００を超えるコッコ達と訓練をしていない。戦闘系スキルが非常識なまでに上がっているのだ。

　強い相手と戦うことにより、スキル効果も鍛えられて補正効果も上がりまくり。しかもいまだレベルは一桁なのだ。末恐ろしい子供達である。

「う～ん。しかし、あそこまでスキル効果が上がると、そう簡単に格上げできないな。強い魔物を相手にしないと……どこかで狩りでもさせてみようか」

「ゼロスさん!?　あの子達はまだ子供なんですよ？　そんな危険なこと……」

「しかしねぇ……あの子達、イリスさんの一つ歳下だよね？　今から自立できる力を鍛えておいた方がいいと思いますが？」

　見た目が幼いように見えても養護院の子供達はイリスの一つ年下であり、普通なら仕事の手伝いなどを行いながら社会勉強を始めている年頃である。見た目が幼いのは養護院の生活事情が芳かんばしくなく、栄養の良いものを食べられなかったのが原因だ。

　しかしながら最近はその環境も改善され、身長も少し伸びてきた気がする。

　傭兵とはいかないまでも、猟師くらいならできるかもしれない。

「社会に出るには経験が必要。あの子達は自分で簡単な回復薬や傷薬も作れるし、それなりに腕もたつ。カエデさんも身を守るために実力をつけた方がいいし、いつまでもこのままとは……」

「そう……ですね。ですが、私はあの子達に危険な真似をしてほしくはないんです。もしものことがあったら……」

「そうならないように鍛えるんですがね。いずれダンジョンに行くと言っている以上、あの子達は間違いなく行きますよ。欲望に忠実だから……」

「ひ、否定できません……」

　草を刈りながらもそんな話をしていると、イリスがようやく組手に入るようであった。

　相手は【クロオビ・コッコ】。ニワトリのくせに【指導】スキルを持つ数少ない一羽だ。

　面倒見が良いのか、イリスの型が少しでもズレていると懇切丁寧に教え修正させるほどだ。

　そして……、

「きゃびぃ───────っ!?」

　イリスは空中に軽々と投げ飛ばされる。

　レベルではイリスの方が上だが、接近戦ではコッコの方が何倍も強い。

「コケ（立ちなさい。この程度では実戦で死ぬわよ？）」

「し、師範！　もう少し手加減してぇ～っ、すんごく怖かったよぉ!!」

「コケコケ（武の道は一日にしてならず。毎日の鍛錬こそが重要よ？　弱音を吐いているだけでは強くなれないわ）」

「うぅ……師範は厳しい」

　雌だった。しかも、部活動で頼りになる面倒見のいい先輩タイプ。

　この三日、弱音を吐き続けるイリスを懇切丁寧に指導する、優しくも厳しいお姉さんのようなコッコだった。だからこそイリスも頑張ってスキル獲得と強化に取り組んでいる。

「どうでもいいけど、何で言葉が通じるようになるのかねぇ？　不思議だ……」

「時間が空いているときにですが、私も子供達とよく訓練をしてますよ？　あのコッコは教え方が丁寧で、教育のことで実に参考になります」

「ウチのコッコ、人間以上に人間らしくね？　よし、あのコッコの名は【メイケイ】にしよう」

　ルーセリスが子供達と格闘訓練をしていたとは意外だった。そして、そんな彼女達に技を教えるコッコ。そのコッコは四羽目のネームドモンスターとなる。

　メイケイは自分に名前が付けられたことに気付き、翼を前で重ね頭を下げた。

　気のせいか、メイケイの強さが若干上がったような気配をおっさんは感じる。

「ルー！　ここにいたのか」

「あら、ジャーネ。遅かったですね？」

　背後でルーセリスを呼ぶ声が聞こえ、振り返ればジャーネ達の姿があった。

　ようやく帰ってきたようで、どこか疲れのようなものが見える。

「遅かった？　なんで……これでも早い方……。って！　なんでおっさんがいるんだぁ!?」

「それは、街道を爆走してきたからです。ジャーネさんは遅かったですね？」

「分かるだろ？　風向きのために船が遅れたのと、レナの奴が……」

「あー……言わなくても理解できた。暴走したんだ……ご苦労様です」

　思わず敬礼をするおっさん。ジャーネが苦労したことが充分理解できた。

「あぁ、しかも……よりにもよって、とうとう幼い子供に手を出そうとしやがったんだよぉ!!」

「で、ウーケイ達に制裁を受けて、簀す巻まきで引き摺ずってきたと……。本当に、ご苦労様。これが依頼の報酬になります。イリスさんには既に渡してあるから、どうぞ受け取ってください」

「あぁ……これでゆっくり休める……。って、コレ……多過ぎないか？」

　ジャーネは受け取った報酬を確認した瞬間、驚きょう愕がくの表情を浮かべた。

　今まで受けた依頼よりも遥はるかに高い報酬を見て、手が震えている。

　その後方でレナがまな板の魚のようにビチビチと跳ねており、その様子を生暖かく見つめながら、おっさんは話を続けた。

「しかし……レナさんに報酬を渡していいものか……」

「あぁ……間違いなく少年達を宿に連れ込むな。こういうのをビッチというのだろうか？」

「……さぁ？　レナさんの場合は、どちらかというと好色ですかね。このまま簀巻きにしておいた方がいいかも……」

「報酬……渡すのか？　間違いなく、三日でなくなるぞ？」

　普通は三日などでは使い切れる金額ではないのだが、レナの場合は違うらしい。

　簀巻きにされたレナが何か言いたげだったが、おっさんは無視することにした。

「ルーセリスさん、二人を養護院で休ませましょう。長旅だったようなので疲れていると思います。別の意味でも……」

「そうですね。ジャーネ、今日は養護院に泊まる？　宿を探すのも大変でしょう」

「頼む……。レナのせいで宿を探す気力もない……」

「マジでお疲れちゃんですね。レナさんの報酬も受け取っておいてください。さすがに僕が持っているのも………」

　レナがめっちゃ睨にらんでいた。

　そして、無駄に鼻息が荒い。彼女は別の意味でやる気だ。

　ロープを解ほどけば欲望のままに走り出すだろう。

「どうでもいいが、イリスは何しているんだ？」

「きゃおぉ────────────っ!?」

　仲間が戻っても、イリスはメイケイに投げられ続け、蚊帳の外だった。

　これが訓練である以上、誰かの助けがあるはずもなく、この日もイリスは幾度となく宙を飛ぶ。

　その努力が実り、一週間後には戦士職スキルを一通り獲得するのに成功するのであった。

　余談だが、戦士職スキルを取ったことでイリスの訓練はますます酷くなり、その結果、戦士用の装備を装着できるようになる。

　ただし、訓練でできた痣あざはしばらく消えることはなかった……。

　何にしても、イリスはスキル獲得とレベルを上げるべく、いっそう訓練に明け暮れるのであった。








短編　アドの異世界考察






　【安あん藤どう　俊とし之ゆき】、二十三歳。

　不運にも異世界転生にする羽目になった犠牲者の一人である。

　二年ほど浪人生活を送り、近場の工科大学に合格。気ままなキャンパスライフを送っていた。

　五歳年下の幼おさな馴な染じみ（ＪＫ）で婚約者でもある【船ふな橋ばし　唯ゆい香か】と仲良く【ソード・アンド・ソーサリス】をプレイしていた。

　できちゃった婚寸前で、当初は両親から激しく怒られた。

　だが、いつか二人が男女の関係になるのではと心の中では覚悟していたようで、結局は祝福される。実に理解のある両親だ。

　初孫なのでかなり喜ばれた。生まれる前からベビー用品を買い漁あさるほどに──。

　そんな理由から大学を中途退学し、某有名玩具メーカーに内定が決まった大事なときに、彼は自分の意図とは無関係に、異世界転生してしまったのだ。

　そう、四神が【ソード・アンド・ソーサリス】の世界に邪神を捨てなければ、彼はどこにでもある普通の家庭が築けたであろう。

　彼は同じ転生者であるリサやシャクティと共に、四神に復ふく讐しゅうするべく行動をしていた。

　──とはいえ、基本的には関係のない人々を巻き込むつもりもなく、その標的はあくまでも四神を信奉する宗教国家【メーティス聖法神国】に向けられていた。

　この世界で一、二を争う大国であり、彼が初めてこの世界に降り立った小国、【イサラス王国】の敵対国でもある。しかも軍事力を押し出した威圧外交により、イサラス王国を取り込もうと企たくらんでいるのが見て分かるほどであった。

　イサラス王国は慢性的に食料難に苦しんでいた。山岳の小国なので夜の気温が極端に下がり、平地で育つような作物が一切育たたないのだ。そのため作物の自給率が恐ろしく低い。

　そんな事情から食料支援を条件に、鉱物資源を格安で受け渡すような状態が続いている。

　それも近いうちに打ち切られ、【メーティス聖法神国】に征服されるだろうと予測できるほど、国民は飢えていた。

　明らかに侵略目的の食料支援である。

　アドがそんな国に所属している理由は、たまたま立ち寄った村の食料事情を改善した際に、なぜか国賓待遇として国を挙げての歓待をされてしまったことにある。

　貧しい小国を拠点とするのも躊躇ためらったが、隣国は戦争中であり、情報収集するにも一つの国に留とどまる方が望ましいと判断した。

　戦争推進派閥に多少協力はしているが、そうでもしなければ異世界の情報など詳細に知ることはできず、イサラス王国に協力する形で他国の政治状況を調べるスパイのような真似をしていた。

　そんなアドは現在、ソリステア魔法王国の学院都市スティーラにある、イストール魔法学院の大図書館に来ていた。

　今は情報収集がメインであり、大量の書籍を読み漁っている。

『妙だな……この世界の摂理は、【ソード・アンド・ソーサリス】に似てはいるが、全く違うようにも思える。似て非なるものか……』

　一週間以上を掛けて数多くの本を読み続け、更に仲間同士で話し合うことで、いくつかの結論めいたものが見えてきていた。

「シャクティ、どう思う？」

　アドは仲間である女性魔導士に声を掛けた。

　彼女はウェーブの掛かった髪を肩の辺りで揃そろえ、やや切れ長の目を細めながら本に集中していた。

　よほど真剣に調べていたのか、最初のかけ声ではアドに気付くことはなかった。

「おい、シャクティ……俺が聞いているんだが」

「そうね……この二人の男性が絡み合う表現は、クドくて少し稚拙ね。読みづらいわ。もっと大胆に激しく求め合ってもいいと思う」

「お前、何を読んでるんだ？　情報収集をしているんだよな？」

「そうよ？　男同士の恋愛は成立するのか。これは異性同士の恋愛観に投げかけられた、同性を愛することへの寛容性を容認できるかという一つの試練とも言えるわ。これを乗り越えて、初めて同性愛という倫理観に新たな扉が開かれる可能性を秘めている。個人の恋愛観は尊重されるべきだと思うし、他者がそれを揶や揄ゆするなど愚かしいことよね。弁護士を目指していた立場からすれば、個人の愛は尊重されるべき。たとえ同性同士だとしても、部外者が口を出すべき問題ではないのよ」

「いや……だから、何を読んでいるんだよ。それより、なぜそんな本が教育機関の図書館に置いてあるんだ。おかしくね？」

「教育機関だからじゃない？　二階の本棚にたくさんあったわよ」

「マジか……」

　本当にこの大図書館が、多くの学院生が英知を学ぶ学術機関なのか疑問を覚える。

　ある意味で開放的とも言えるのだが、さすがに教育機関の施設にそんな蔵書があるとは思わないだろう。これが異世界の常識というのであれば、正直滅んでしまえと言いたくなった。

　それでも公共施設の中なので、大声で叫んだりするような真似はしない。

　アドは常識人であった。

「シャクティ……俺が必死で調べているのに、お前はなにしてんだ？」

「失礼ね。ちゃんと調べているわよ」

「ほぅ……たとえば？」

「男同士で関係を持つのは、戦争時にはよく見られた行為のようね。地球の歴史でも多くは知られていないだけで、こうした同性同士の関係を持つ為政者は多いわ。日本でも、武田信玄や信長も、戦場で小姓をそばに置いていたわよ？　女性を戦場に連れてはいけないし、戦場で昂たかぶった気力を抑えるために、そうした行為を行う風習ができたのよ。農民を徴兵しても、乱取りで多くの女性が酷ひどい目に遭わされた話は歴史的事実。自分達だけで戦いの興奮を抑えられた点を見れば、ある意味で健全と言えるわね。だって、誰も傷つかないもの。それに──」

「待て待て！　何でそんなものを調べてんだよ。俺達はこの異世界の摂理を、【ソード・アンド・ソーサリス】の設定と照らし合わせ、どんな世界なのか検証するために来たんだよな？」

「そうね。だからこそ歴史を学ぶのも間違いではないわよ？」

「それが、なぜに同性愛に関しての恋愛考察に変わるんだ？　調べるものを間違えているよな？」

　アド達の目的は、この世界の摂理と【ソード・アンド・ソーサリス】の設定の類似性を見直し、どこまでの知識が異世界で通用するのかを調べることだった。

　また、四神教の成り立ちや、他国から見た【メーティス聖法神国】の歴史を客観的に知ることで、今後の行動方針の参考にしようと思ったのだ。

　だが、アドの仲間達は変な方向で歴史に興味を持ってしまったようで、なにやらアヤシイ本にまで手を出してしまったようである。

「小国に力を貸している以上、もしかしたら戦場に出るかもしれないわ。そうなったとき、アドさんは知らない女性に手を出せるのかしら？」

「いや、さすがにそれはないだろ。それに知らない女に乱暴する気はないぞ？」

「分からないわよ？　状況次第では戦争になるかもしれないし、アドさんは最高戦力として見られているわ。もし戦場に出て興奮を鎮められなかった場合、近場の農村を襲って───」

「そんなことをしたら、嫁さんに殺されるわぁ！　バレたら地獄行きは確定している」

　アドは事実上の妻である唯香が怖かった。

　浮気をするような状況に発展する場所に行くくらいなら、卑ひ怯きょう者もの呼ばわりされても逃げる覚悟がある。それほどに自分の婚約者が怖いのだ。

「アドさんって、立場が弱いの？　奥さん天下？」

「聞くな……誰しも知られたくない話はある。そういえば、リサはどこにいるんだ？」

「リサなら、さっき本を探しに行ったわよ？　あっ、戻ってきた」

　両手に数冊の本を抱えながら、ポニーテールを揺らしこちらに歩いてくる女性。

　やはり魔導士で、アドの仲間でもあるリサであった。

「アドさん、何か分かった？」

「ある程度のことは分かったな。この世界では、俺達は異物なのかもしれん」

「「異物？」」

「あぁ……確証はないが、調べるほど違いが出てくる」

「たとえば、どんな？」

「そうだな……【職業】だな。【ソード・アンド・ソーサリス】では、キャラクターの設定で職業ジョブが決まり、補正効果を受ける。【剣士】であるなら剣の攻撃力が若干上がるとか、【魔導士】なら魔法攻撃の威力や魔法抵抗値に影響が出る。だが、ここは異世界であり、現実に考えて職業が固定されることはない。おそらく職業による補正効果もないんじゃないか？」

　ＲＰＧでは、職業が決まるとなかなか転職することはできない。ゲームにもよるが大抵は最初の職業で固定されるものが多いことも確かだ。だが現実世界でそれはあり得ない。

　人は時に職業を変える場合があり、一生その職業を続けていけるわけではないからだ。個人の事情や職場の環境次第で左右される場合もあり、どこの世界でも転職は普通に行われている。

「そうね。職業が固定されているなんて現実ではあり得ないわ。仮に職業が固定されたゲームのような世界であったとしても、人には得手不得手が存在する。転職できないわけがない」

「希望している職業と自分の資質次第では、職業が変えられないとおかしいもんね」

「次にスキルだが、これは鍛えれば誰でも覚えられる。ここは【ソード・アンド・ソーサリス】と同じだ。もっとも、上位スキルに発展させるには一生を費やす必要がある。スキルレベルを上げるには、とにかく徹底的に修練する必要があるんだ。ここがゲームとの違いだ」

「当然ね。剣道も幼い頃から鍛えている子と、後から始めた子とでは強さが違うわ。修練して鍛えた時間の差は出るだろうし、成長は人それぞれよね」

「でも、覚えたことは忘れないんじゃない？　修練を途中でやめたとしたら、体が鈍ってくるわけだもん。けど、覚えた技術はスキルがある限り絶対に忘れないはずだよね」

「そうだな。検証してないからなんとも言えんが、おそらく正しいはずだ」

　調査をもとに説明するアドだったが、この見解には一部誤りがあった。

　実はスキルにも【職業スキル】は存在する。たとえ転職しても覚えた職業スキルは忘れることはなく、補正効果は多少なりとも存在するのである。

　しかし、鍛え続けなければ次第に衰えていき、スキルの補正効果が低くなるだけでなく、培った技術も鈍っていく。

　どんな名工も仕事をせねば技術が衰えるのは当たり前のことである。

「最後にこの世界で言うところの【格】ことレベルだが、ここが俺達と異なる最も分かりやすい違いだ。俺達はレベルの上限が少なくとも１０００以上になっている。現に俺はレベル１０００を超えているからな。だが、この異世界では最大値がレベル５００のようだ」

「それ、私達が強過ぎるということかしら？」

「う～ん……チートなのは分かるんだけど、そんなに違いがあるとは思えないよ？」

「この世界のレベル１００が一般人から中級の条件幅だ。レベル２００が中級者から上級者、レベル３００で最強と言われる存在になる。だが、中には【勇者】や【超越者】がレベル５００に到達している。【ソード・アンド・ソーサリス】のシステムでこの世界に存在している俺達は、埒らち外がいの存在だろうな。調べた限りだと、レベル１０００を超えた者は一人もいない」

「つまり、転生者が異常なのね」

「じゃぁ、【ソード・アンド・ソーサリス】の基準で判断する私達って、この世界に悪影響を与えないかな？　無茶なことをこの世界の人達にやらせたりとか……」

「充分に考えられる。だからこそ慎重に考えなければならない。間違っても【臨界突破】や【極限突破】なんて覚醒スキルは教えちゃならない。この世界に存在していない可能性もあるからな」

　口ではこうした推測を言ったアドだが、少なくとも、【限界突破】の覚醒スキルは存在しているのではないかとも考えていた。

　その理由は、この世界ではレベル３００で最強と言われていることにある。それなのに、一部の者がレベル５００を超えているのだ。【超越者】と呼ばれている者達がそれで、召喚された【勇者】はともかく、【超越者】はこの世界の住民である。

　そこから考察するに、【限界突破】か、それに類似したスキルがこの世界にあると考えるのが妥当だろう。

　もちろん、充分に検証する時間が必要だ。

　なまじ強いばかりに自分達では気付かないことの多い彼等。そこで、調べた結果やリサ達の意見を冷静に検証して、アドは自分達が異なる摂理の中で生きていると結論づけた。

　そう、この異世界の摂理と【ソード・アンド・ソーサリス】のシステムを同一視してしまうのは危険なのだから。

「この世界の住民と俺達は、別の摂理の中にいると思っていいな。あくまで調べた限りの話だが、これが事実だと大きな間違いを犯しそうだ」

「そうね……。考えさせられる話だわ」

「悪い言い方だと、私達ってこの世界から見たら危険分子じゃないかな？　世界から排除されたりしない？　少し怖いんだけど……」

「大丈夫だろ。問題は、この世界の摂理だ。もしかしたら、この世界は……壊れかけているのかもな。考え過ぎだといいが……」

「「……えっ？」」

　アドが言った言葉は、一瞬だがこの場の空気を凍らせるほどのインパクトがあった。

　世界が壊れ始めている。そう思った根拠がどこにあるか分からないが、かなりヤバイ展開である。

「……あ、アドさん。どうしてそう思ったの？」

「そうよね。少し聞かせてほしいわ」

「邪神戦争以降の伝承や歴史書などを様々な観点から見ると、レベルって存在は勇者召喚から始まっているんだよ。そして、三百年後には【スキル】って概念が出てきた。これ、おかしいだろ。世界の摂理ってやつはたかだか二千数百年程度で変わるものなのか？　普通に考えてあり得ないし、この世界が異常だと見た方がまだ分かりやすい」

「それ、本当なの？　アドさん……」

「いや、集めた情報からの結論だが、勘としか言いようがない」

「そう……。なら、確証を得てから言って、今の段階ではなんとも言えないから」

「分かった。さて、そろそろ閉館の時間だから宿に戻ろう。明日からイサラス王国に戻る準備も始めないと、な。面倒な仕事も一つ残っているし……」

「あの国に戻りたくないわ。ご飯が美お味いしくないんだもの……」

「シャクティさん、それは言わない約束でしょ。香辛料だけでも買っていこうよ」

　この日以降、アド達は大図書館に来ることはなかった。

　宿で最後の仕事の準備を始め、三日後にチェックアウトを済ませ、彼等はいずこともなく消えたのである。

　しばらくして、裏社会に危険な魔法薬が出回ることになるのだが、それはまた別の話であった。
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茨城県在住隠れオタク。昔からアニメや漫画が好きで一念発起。２０１６年２月より小説家になろうに本作の投稿を開始する。




●著者近況

書籍化して五巻目。最近太ったようで、ダイエット法を模索中。「去年の服はもう着れない……」
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